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トビツクス

A35kW燃料電池発電システム

燃料改質装置,電池モジュール,直交変換装置及び制御装置で構成したり人酸

形燃料電池のトータルシステムて,交流出力は35kWである電池の動作温度,

圧力の上昇による電他ヰ寺陛の向上と,余剰燃料の利用や全系の協調制御による
システム効率の向上を図っている

Bアモルファスシリコン太陽電池

工業技術院サンシャイン言十画の一環として開発試作したアモルファスシリコン

太陽電池て, 10om角素子を44個使用してモジュールを構成したものである

揚水発電電動機始動用,高圧同期サイリスタ始動裳置

四国電力樹本川発電所に納めた世界初の高圧同期サイリスタ始動装置は,大容

量のサイリスタ素子(4,00OV I,50OA),循環風冷水冷式の採用などによりコン

ハクトてイΞ頼1生の高い装置である容量23MW,直流電圧13.8kv,直流電流1,670A

300 240kV50/40kA 1 点切りタンク形ガス遮断器シリーズの完成

従来は 2個直列遮断器で構成していたものを, 1個の遮断点で可能にした世界
ネ刀の30okV50kA 1 点切り単一圧力式GCBである

MACTUS NEW 1 ループコントローラ

〒又痛性を追求した汎用形 1 ルーフコントローラ MACTUS202/203,機能を追

求した高機能形 1ノしープコントローラ MACTUS204/205,と専用フログラミ

ングハネルを開発し, 1 ルーフコントローラの充実を図った

Fカラーグラフィックプリンタシステム出カサンプル

このフりンタシステムはlmm幅に8本のラインを引くことが可能な分解能と,

マセンタ'シアン・イエロー・ブラックをべースに8,000色を出力可能にしたも

のてある写真は印刷サンプルの一例である

SD式炭酸ガスレーザ加工機

誘電体電極を採用した交流放電励起方式の炭酸ガスレーザ加工機で,連続出力

及び3kHZ までの高周波ハルス出力か取出し可育Eであるハルス出力によりガ

ラス,セラミツクスなどの割れやすいネオ半斗の加工及び熱影響の少ない精密金属
加工か可能になった
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シーケンサ MELSEC-Kシリーズ用周辺装置

MELSEC-Kシリーズの小形で高機能な周辺装置は,ユーサーの設Ξ十・保

守の効率化に役立っている特にCRT付きフロクラミングハネルとシーケンサ

用の実用図面を作成する図面作成装置なとを加え,より使いやすくなった

回汎用トランジスタインバータ FREQROL-E

汎用かこ形モートルを可変速駆動するインバータで,エレクトロニクス技術に

よるモジュールイヒなどにより,一段と小形,高.性能,イ氏価格,,凡用性を図っナ、

0.4~22kW用のシリーズを完成しナニ

C電子かん止めミシン PLK- 109

従来のカム機構による機械方式に代わって,駆動方式をPROM制御によるハル

スモートル方式としたメカトロニクス製品である 10ネ重拳頁の縫いハターンかボ

タン 1 つで選択が可能となり,晨大針数も 1,000針(従来は約150金十)と大幅に

増大した

D汎用コンピュータ MELCOM-COSM0 シリーズモデル800Ⅱ1・80OS

MELCOM COSM0シリーズの新機種で, 1,000ゲートのECLゲートアレー,

多層セフミックモジュール実装などの最新の技術を採用して高性能,小形化を

実現した

スウェーデン向けぺージングレシーバーFR-30E

FM電波を禾」用しナ_12けたの液晶表示付無線呼出受信機で,発信者の電話番号

を5着信分まて記憶てき,5ヒットまての誤り訂正能力及ひ電池電圧低下検出

アラームなとの機能をもっている

F 5 インチ固定ディスクM4863

ウィンチェスタ技術による高信ま頁性て,ミニフレキシブルディスク同等サイズ

に10Mハイトの記憶容量をもっている今後パーソナルコンヒュータなとの外

吾除己憶装置として期待される

G国内衛星通信用30/20GHZ帯小形地球局

我が国の通信衛星(通称CS)を利用した可搬形Kバンド小形地球局て,主とし

て非常災害時の通信に使用されるが,小容量回線地球局としても運用可能てあ

るこの地球局は全設備を分解せずに小形トラックや汎用へりコフターて運搬

移動が可能である
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樹脂封止64KビットダイナミックRAM

アセンワりコストの低減と量産性向上のため,フラスチック對止の64K ヒット

ダイナミック MOS RAM (M 5 K4164P)を製品イヒした

画像オフィスコンピュータ MELCOM80 モデル8

オフィスコンヒュータで手軽に画像処理が可能になったコートイヒされた日本

き吾情報とともに図面や手書きのイメージ情報を処理し,伝票類に印字すること

ができるまたオンラインアダフ夕を介して,遠隔地ヘのイ云送やホストコンヒ

ユータとの交信もできる

大形空調機用口ータリ圧縮機NH480丁

独自の技術て開発した口ータリ圧縮機で,従来機種に比ペて部品点数か1/'2に

なると共に,約20%の省電力化ができた

日本語ワードプロセッサ M8510

刷りあがりのイメーシをテレビで確言忍しながら交書作成かてきる仮名・漢字変

換方式のワートフロセソサて,一般のオフィスに共通なビジネス用語以外に適

用業務,業種{一応してユーザー特有の用語を登金景することができる

「かながわ玉姫殿」納めエレベーター

結婚式場に、S、さわしい華やかな雰囲気を演出するため,エッチングや塗装技術

なとを駆使した意匠である

F世界救世教アートストリートへ設した高揚程モジュラーエスカレーター

熱海の山腹に建てられた救世勲海(MOA)美術館ヘ通しるトンネル空問芸術の

中ヘ設置されたモジュラーエスカレーターは,透明欄干式としては我が国最高

の揚ネ呈(15.3m)てある

MLUO01磁気浮上車

国鉄の浮上式鉄道宮崎実験線ては,2両連結による編成走行試験か行われてぃ

る二の実験と並行して,より高性能の超電導電磁石,冷凍機等のシステム構

成要素の研究開発が続けられている

Hチョッパ制御方式のメキシコ市地下鉄電車

チヨッハ制御装置及びインバータ装置を採用し,省エネルギー・省保守化を図

つたゴムタイヤ式地下鉄電車は,約1,400万人のメキシコ市民の足として活躍し

ており,路線延長も急ヒッチで行われている
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A 口径160cm超低音再生用スピーカー PW-1600

オーディオフェアやポートヒア三菱館ι一出品して好評を1専した世界最大

級のハニカムコーンスヒーカーて,最大入力3,00OW,最イ氏共振周波数8HZ,

重量80ok9 (システムで1.5t)である

B ビデオカセットレコーダー

ポータフルヒテオカセットレコーダーとしては最も車至量な HV-7000形

左上,ビプオチューナVT-7000形(左下),電源アダフ夕DA-7000形

中央,カラービデオカメラCIT701形(右)である

ミル付きコーヒーメーカー CO-30

渋皮除去装置付き,ひ(挽)き分けの簡単なミルタイマー式,コートリー

ル式,洗いやすい円筒形力ートリッジ水容器,4 カッフをスヒードドリ

ツフできるコーヒーメーカーて、ある

D電気クッキングヒーター

マイコンを搭載しナ_タッチコントロール式クッキンクヒーターて,火力

がインジケータに表示され,操イ乍しやすい引出式のワイトクリル付き

前面はダイヤル,スィッチ奏頁の凹凸がなく清掃性に優れている

E 霧ケ峰オイルヒーポン MSHB-220IR

冷媒加熱ヒートポンフエアコンは,暖房時には冷媒を石油温風てじかに

加熱するため,寒冷時でも外気温に左右されない安定した暖房能力を発

揮する

F縦形スリム石油クリーンヒーター

我が国の住宅で最も一般的な部屋の広さ,6畳を中心にした小部屋用に

最適なFF式暖房機である設置スヘースは週〒信志2ヘージ程度で, ンノ^

スンオフにはΞ隹でも簡単に取外しかでき,また再取付けも容易てある
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巻頭

三菱電機株式会社

明けましておめでとうビざいます。

最近の状況は第2次石油ショックをようやく乗り越え,エネルギー問題にも多少安定の兆しが見られるように

なってきました。とれは,省エネノレギーや代替エネルギーに対するたゆまぬ努力のたま、のと言えますが,新工

ネルギー開発を含めて,常に留意しながら推進していかねぼならな仏永続的な課題て・もあります。

一方我が国は,エレクトロニクス関係の進歩を基盤にして加工形産業の技術が飛躍的に伸びたととから世界の

トップを行く工業立国となりましたが,技術の深さと幅はますます拡大の状況であり,今後更に基礎技術の開発

に力を注ぎ創造的自主技術を確立することが,技術立国を目指す日本にとって重要な課題となって仏ます。昭和

56年度から,国の政策として次世代産業基盤技術研究開発や創造科学技術推進制度などが発足し,基礎科学技術

の確立ヘ向っての創世期に入ったと言えます。

当社は,このような国のエネルギーや基礎技術の開発プロジェクトに積極的に参加する一方,当社自身での技

術の確立や蓄積にたゆまぬ努力を続けています。

昭和56年における当社の活動を顧みますと,まずエネルギー関係では,35kW のりん酸形燃料電池発電シス

テムの開発に成功し,アモルファスシリコソ太陽電池の開発て、もその成果を挙げつつぁります。

電力関係では,当社の赤穂製作所内にUHV試験所を開設し,超高圧送電時代に向かっての技術と製品の本格

的な開発に入りました。また,30okV 1点切タンク形ガス遮断器(GCB)は,多くの開発製品の中て・も特記す

べきものです。

エレクトロニクス分野では,最近のオフィスオートメーシ,ン(OA)への氣運の高まりに対応して,オフィ

スコンピュータ,パーソナルコソピュータ,ワードプロセッサ,フ丁クシミリなどの OA機器を開発し,製晶

系列の充実を図ってきました。また,次の時代の通信,伝送,情報などの分野で主要な役割を占めると考えられ

るオプトエレクトロニクス関係の開発についても精力的に進めています。

集積回路や半導体素子のめざましい発展に支えられてきたエレクトロニクス技術は,新しい産業システムやそ

の設備機器の誕生に貢献してきましたが,最近急激に伸びてきたメカトロニクスや電子商品などの産業用,民生

用機器の発展の原動力ともなって仇ます。

将来に向かっての社会の要請にとたえて,社会に貢献する新技術や新製品を生み出して行くためには,常に対

応できる技術力の確立と蓄殖の繰返しの努力が必要であります。当社は昭和56年に情報電子研究所を新たに設

立するなど研究開発体制の強化を図ってきましたが,とのような組織の活性化と同時に,人材の育成にもなおー

層傾注し,皆様の御期待にとたえて行きたいと願っております。

昭和57年を迎え,心を新たに「未来を開発する三菱電機」の名に恥じない努力をして行きたいと決意してぃ

る次第であります。

常務取締役技術本部長
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1.る升究

我が国が現在おかれている国際環境は自主的先進技術の開

発を強く要請しており,政策面からも先進技術の開発に対

して積極的な施策がとられつつぁる。開発課題の面では,

エネノレギー問題は石油に代わる新エネルギー源の獲得を中

心課題として,緊急かつ永続的な社会的要請である。また,

エレクトロニクスは各分野の製品及び社会システムに革新

をもたらしつつある。

当社に治いては,開発本部が中心となって各事業部と十

分な連携を保ちつつ,とれらの課題を中心に,伝統技術の

進展と併せて,新技術の開発とその事業化ヘの展開に取組

んでいる。以下にいくつかの開発成果を示す。

(1)エネルギー関連分野では,新エネルギー源,省エネ

ルギー機器の開発を進めた。将来の効率的分散形電源シス

テムとして注目されている燃料電池として,我が国最大級

の 35kW発電システムを完成した。太陽エネルギー利用

の面では,低コスト素子として期待の高いアモノレファスシ

リコン太陽電池の10omm角素子を試作した。また太陽熱

=レクタ用集熱面として,高性能・安価な塗着形の選択吸

収膜を開発した。その他,省エネルギー機器ヘの展開を目

標とした高温用ヒートポンプの開発などの進展があった。

(2)エレクトロニクスの発展を支える電子デバイスにつ

いては,光通信システムや光ディスクなどの光源用として,

独自の構造の TJS レーザや,ギガビットエレクトロニク

スを展開する次世代の論理デバイスとしてGaAS集積論理

素子,更には 30GH.帯の 10omW出力の GaAS FET,

人工衛星搭載用のGOAS太陽電池などの開発を進めた。

光ファイバ応用計測として,レーザドップラ速度計,光

加速度セソサ,温度計,光CTなどの特徴あるセソサ,計

測システムを開発した。また, BS0単結晶で構成した空

問変調器ととれを利用したホログラフィック整合フバルタ

による光相関追尾装置を開発した。

(3)材料面では,1C フレーム用材料として,従来のり

ん青銅系に匹敵する強度,繰返し曲げ性,耐熱性を有し,

かつ導電性に優れたC11-sn-Ni系の新合金MF202を開発

した。また, UHV避雷器用の高性能《MOA》素子を開発

し,従来の標準素子に比ベて1けた(桁)以上の長寿命化を

達成した。その他,電動機絶縁物の劣化程度を電動機中に

設けた試片で評価し得る手法を開発するなど,機器の信頼

性向上に寄与した。

(4)生産技術面においては,省資源・省エネルギー及び

より高精度の自動化を推進した。高流動性ABS樹脂とそ

の金型設計を含む成形加工技術の開発や,連動型の押出し

真空成形システムの開発などがあげられる。また,制御技

術を駆使して,薄板に対しても安定にビードを得られる正

極性アーク溶接機や,混成集積回路の組立作業を自動化す

る自動チッププレーサなどを開発した。

(5)研究所に期待される他の重要な機能として,新技術

による従来製晶の革新的進展,信頼性の向上などがある。

との面での成果として,放出火花の抑制効果の大きい多孔

質あるいはメッシュ状金属によるエネノレギー吸収体のノー

ヒューズ遮断器ヘの適用や,医療機器としてのレーザメス

における誤照射防止システムの開発,新しⅥ速度検出法に

よるテープデッキ用薄形DDE一夕の開発などがある。

また,高度な設計技術の基盤を与えるべく,各分野にお

ける解析技術の確立に努めた。その例として,忠実度の高

い音声合成を目指した音声分析技術,振動解析技術の高信

頼度立て形電動機の設計ヘの適用,ホーソスピーカーの音

放射特性の解析,高温ナトリウムラソプの放射解析等々を

確立した。

更に,来たるべきサイバネーション社会の研究を進めて

いるが,その 1つのステップとして,研究所サイバネーシ

,ンシステムのモデルを当社研究所に設置し,実運用を開

始した。

なお,情報関連,家電関連機器などの製作所と一体とな

つて開発した成果は,研究編以外の各編に収録されてい

6
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.35kWりん酸形燃料電池発電システム

燃料電池発電システムは,発電効率が如~50%,熱利用も含めた総

合熱効率は80%以上の高効率が期待できる。また,部分負荷特性

及び環境保全性も良好であるから,小規模分散形エネルギーシステムと
して適している。

現在,各種の燃料電池のうちて・、,天然ガスを燃料とするりん酸

形燃料電池発電システムの実用化が最も早Ⅵと考えられており,各方

面で積極的な研究開発が進められている。当社では,独立電源及び

分散形電源としての燃料電池発電システムに重点を置いて,電池本体,
燃料改質装置,インバータ及び制御装置よりなるトータルシステ△の研究

開発を進めている。既に,50OW発電システムの試作.運転,燃料電

池本体の大形化・高温化・高圧化などの開発を行った。とれらの技

術的成果をもとに,この低ど,国内最大級である 35kW発電システ

ムを試作.運転し,高水推の特性結果を確認した。このシステ△は,

実用規模の電極面積3,60ocm2 をもっ単電池Ⅱ2個を積層し,動作

温度 180゜C,動作圧力 3.5kglomoG にて運転してぃる。また,インバ

ータにゲートタンオフサイリスタ(GTO)を採用し,全システムの制御.監視

は当社の総合計装制御システム《MAcrus》による分散制御を行い,

システムの高効率・高信頼運転を図ってぃる。

今後,燃料電池発電所の早期実現を目ざし,更に大容量化高性能

.アモルファスシリコン太陽電池

低コスト用素子として期待の高いアモルファスシリコン(a-si)太陽電池の

開発を工業技術院サンシャイン計画の一環として進めてぃる。目標は

10cm角以上の素子で変換効率8~10%である。現在,試作素子の

効率は小面積て、6.9%,10cm角て・5.4%である。写真は,10cm 角

素子を"個用いたモづユールで, AM1太陽光下で約12Wの出力を

得ることができる。

しかし, a-si膜の光学的禁制帯幅が 1.8~1,9eV と大きいので,

太陽光スペクトルの長波長部分が利用できな仏。この欠点を解決する

ため,0-siのほかにシリコンとゲルマニウ△を適当な原子量比てサ昆合し

た, a-siGe を用いた多層接合形太陽電池の開発を進めてぃる。生

成ガス中のSiH゛, GeH4の混合比を変えるととによって光学的禁制

帯幅が 1.9~1.1eV まで制御でき,光学的,電気的性質も a-siに近

いところまで改善することができた。光学的禁制帯幅が小さくなる

につれて,スペクトル感度域は長波長側に拡大することが確認でき,

0-siと0-siG0 を用いた2層接合構造で変換効率7.フ%の素子を得

.太陽熱コレクタ用選択吸収膜

太陽熱コレクタ用集熱面として,塗着形選択吸収膜を開発した。塗着

形選択吸収膜は金属面上に顔料とパインダの分散薄膜を形成するもの

で,製作の容易さから,他の選択吸収膜より屯安価となる。しかし,

バインダの赤外線吸収などにより,この種の塗着膜は熱放射率が比較

的大きいという難点がある。

当社はこの熱放射率を低減するため,数十種の有機ボリマや黒色

物質の中から赤外線吸収の小さなバインダと太陽光吸収の大きな顔料

とを選定し,顔料の分散,膜厚などの膜構成因子を総合的に検討し

て試作に当たった。図はその1例で,ステンレス鋼板上に塗着したオ

レフィン系ボリマ/カーポンづラヅク膜の分光反射率を示す。特性は力ーポン

づラックの種類に大きく依存し,ハイカラーづレードの膜では5μmの厚膜

にもかかわらず,優秀な選択吸収性を示し,太陽光吸収率0.95,熱

放射率0・45 を得た。コレクタシミュレーションづ口づラ△を用φて,集熱効率

1.研 ブし
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今後,大面積素子忙おける膜質の均一化,直列抵抗を減少するな

どにより多層接合素子で効率8%以上が達成できる見込みである。

また,量産技術開発屯手掛けなけれぱならない課題である。
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を算出すると,集熱温度60゜C に対して,この塗着膜は従来の黒色

塗着膜よりも約10%の集熱効率の向上となった。

今回の塗着膜は従来の選択塗着膜と異なり,厚くなっても優れた

選択性を維持するので,通常の塗着技術をそのまま利用できるのが

.高温用ヒートポンプの開発

給湯・暖房用の蒸気圧縮式ヒートボンづは,使いやすく省エネルギーに

なるととから,業務用を中心として広く普及している。しかし,こ

れを他の熱源機器と比較すると,利用可能な温度レベ1レが低く,約

55゜C以下に限定される弱点があった。そこで,出湯温度60~100゜C

を目標とした高温用ヒートボンづの開発を行った。これにより,暖房

空間を快適にするだけでなく,給湯による殺菌,洗浄などの工業づ

0セスへの需要拡大ができる。

開発のボイントは最適なシステム構成と高温用冷媒の選定忙あり,

まずこれらを理論的に検討した。次に,数種の小形装置を試作試験

して所期の目標を達成するとともに,各種システムの性能・特徴を把

握した。最適なシステム・冷媒は出湯温度と利用熱源(外気など)の

温度によって変わり,出湯温度と熱源温度の差が45゜C以下のとき

は単段圧縮,45゜C以上のときは2段圧縮のシステムが優れている。

また,出湯温度が60~86゜Cでは冷媒として R12,86~100゜Cでは

.30GHZ帯中出力GaAS 圧T

ガリウムひ(碑素電界効果トランジスタ(GaAS FET)は,マイクロ波帯で

動作し得る唯一のトランづスタとして開発・商品化されてきた。 GaA.

FETはマイク0波帯だけでなく,準ミリ波帯,ミリ波帯など更に高い

周波数帯での動作も期待できる。そこで,将来の準ミリ波帯通信な

どに適用することを目的として, G.AS FET の高周波化を図り,

30GH.帯で動作するトランづスタの開発に成功した。

今回試作した GaAS FEr は,ゲート長を 0.5μm,ゲートフィンガ長を

75μm にして高周波用として最適化を図り,またチャネル層の厚さを

制御し,飽和ドレイン電流 qd豁)を約10omA と比較的大きくして

高出力化を図った。その結果,30GH.で出力 10omw,直線利得

5dBの良好な性能を得た。

試作した素子を用いて,1段及び2段増幅器(写真)を試作し,

1段増幅器では周波数範囲28.5~29.5GH.で利得 4dB以上を,2

. GaAS高速論理素子

ガリウム硯素ディジタル集積回路(GOA.1C)の構成主体であるショ汁

キーバリアゲート電界効果トランリスタ(MES FET)ロジヅクは,その素材

となる GaAS の電子易動度がSiの約5倍で,しか屯半絶縁性基板

が容易にできるので,優れた高速性能を有し,ギガビットエレクト0ニクス

を展開する炊世代の論理デハイスとして期待できる。とりわけ,動作

層の薄いノーマリオワ形のMES FET0ジリクは消費電力が小さく特忙

LS1化に適した構造と言える。

今回,ノーマリオフ形 GaAS FET ロジヅクを用いたりング発振器及び

マスタスレーづ JK フり,,づワロリづによるν2 周波数分周器(8NORゲート,

2パッファ)を開発した。傾斜形不純物づ口ファイル,深φりセスゲート構

造などを導入して,ゞバイスパラメータの最適化を図った結果,りングォシ

レータで伝ぱん(播)遅延時問78那,ν2分周器で最大分周周波数3.4

GHZ,消費電力3.6mw/ゲートの超高速かつ低消費電力性能を達成

した。

GH.帯動作を要求される高速づりスケーラをはじめ,将来の高速情
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特長である。なお,顔料の粒子径と分散状態の最適化の確認,及び

塗着膜の長期耐久テストを続けている。

R114を用いることが有利であることなども明らかになった。

ヒートボンづを省エネルギー機

器として活用する場合には,

用途や使用温度条件を十分[

に検討し,常に最適なシステ

ム・冷媒を選定することが

必要である。今後は太陽工

ネルギーや排熱エネjレギーの有

効利用などと関連させて,

省エネルギー機器としての展

開を図りたい。
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段増幅器では 28.6GH.で利得 11.8dB を得た。ナなわち,準ミリ

波帯忙おける小信号及び中出力の増幅,並びに発振用として幅広い

用途が見込まれる。今後は,更に高出力化を図っていく予定である。
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.高出カクランク形TJS レーザダイオード

従来にない大容量かっ安価な新しい光手イスク記憶システムや光通信

システ△などを実現するために,半導体レーザの光出力を CW (連続

動作)に近いデューティレシオで数10mW以上にする実用化をめざし

た研究開発が各所で精力的に進められてぃる。

当社では既に独自の TJS(T捻nsverse Junction S廿ipe)レーザを開

発しており,数mW の光出力で電力効率20%,連続動作寿dす100

万時間以上の高信頼度を実現するなどの前進をみ,現在,1万個/

月の量産準備段階に発展しつつぁる。更に,その技術を基盤忙して,

上述の光応用システ△に適する新し仏高出カレーザの開発に成功した。

レーザは図に示すように,共振器の両側の鏡面付近でP形GOAS活

性領域をクランク形に曲げた構造とし,中央部のP形GaA肺頁域で励

起したレーザ光を鏡面近傍のクランク部で禁制帯幅の大き仇(光吸収

は小さくなる)n形領域を通して鏡面から放射する。それ故,クランク

形レーザは鏡面破壊が生じにくく,図のように, CW で40mw,パ

ルスでは従来より1けた(桁)上の 150mW まて唖刎乍可能になった。

また,光ピーム記憶用光源として必要な横基本モード動作を実現して

込る。ビーム角度分布は図の右下に示す。更に,このレーザは,15

mw,50゜Cで2,000時問以上劣化することなく動作している。
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.光ファイバ応用計測と光センサ

動1乍吠態にある変圧器,発電機等の電力機器内部の温度,振動など

物理量の計測が機器の最適設計,品質管理,信頼性保証や,工業づ

ラント内での電力機器の監視制御に極めて重要である。しかし,動

作状態にある電力機器内部は,場所によって高電界,高磁界であり,

絶縁破壊短絡の危険や誘導障害,石油化学づうントなどでは引火爆発

の危険のため,電気式計測法が適用できなかっ左。

当社は速度,加速度,温度,電流などの各測定物理量を光学的に

測定できる新規の高性能光センサと,絶縁性,耐電磁誘導特性,安

全防爆性に優れた光ファイバ応用の新しい計測技術,計測装置の開発

を進めてきた。その代表的なものは,光ファイパレーザドッづラ速度計,

光ファイバ応用温度計測装置,光CT,光加速度センサである。これ
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高出カクランク形TJSレーザダイオードの構造と特性

理

光フ丁イノCレーザドップラ速皮計

らの原理,構成,特長,性能を表に示す。

これらの装置は,いずれも光源から光センサを経て受光素子に至

る全光路を低損失光ファイバと光コネクタで結合するので,光学的に

無調整で安定した高精度な計測ができると共に,長距雛速隔測定が

可能となった。

今後,これらの光計測装置の実用化,製品化を目指して長期信頼

性,実装についての検討を行う予定である。また,種々の工業計測

における光ファイパ計測技術に対する具体的需要にこたえて,他の物

理最に対する光センサの開発を進める予定である。

成

200

ドプブラ効果

特

光源:He-Ne レーザ

セγサ:光フ丁イノ{プロープ

受光素子: si-APD

20mw

0

30

長

性

]omw

S

・操作性が良い

・高感度・高安定性

・ダイナミックレソジが広仇

・非按触測定

・狭空問での測定可

・握動・流量計測、可

400

光ファイバ応用計測装置

サ部寸注セγ

(1nm)

光7丁イパ応用温皮計測装躍

能

g)
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半違休の光吸収端の温度依存性

1.

測定領城:】0、コ~10om/S

精度:0.6%以下

測定限界距雄:50C血以上

研

光瀕:AIGaA5-LED

InGaASP-LED

セソサ: cdTe, GaAS

受光素子: Ge-APD

600

1.5φX5 のマイクロレソズ付き

光フブオノ{

究

・構成が簡単

・高安定性

・高感度で再現性良

・応答速度が早い

.ダイナミッウレソジオ:広い

フ丁ラデー効果

光

測定領域:ー】0~300゜C

精度:土1゜C以下

感答逵度:2~3S

光 源: AIGaAS-LED

セソサ:鉛ガラス

受光素子: si-PINPD

C T

】.5φX40

・高安定性で再現性良

・温度特性が良い

.グイナミックレγジが広い

光加速皮

慣性系に取付けられた遮ヘい板

による光の強度変調

測定領域

温度特性

光源:AIGι゛.S-LED

セソサ:慣性系

受光染子;S卜PINPD

・1t

】0~5,00OG且USS 以上

(SNR=40dB 以上)

-20~70゜C で亥動

土0.5%以内

:ノ

】8×18×45

サ

・構成が簡単

・高安定性

・グイナミックレγジが広い

側定領域:0.1~40G 以上

(SNR=和dB以上)

燭波数領域:0~11CHZ

20×30×30
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.人工衛星用 GaAS太陽電池

変換効率が泊K,放射線による劣化が小さく,特性の温度変動が小

さいといった特長をもっ人土衛星用G.A.太陽電池の開発を進めて
いる。

当社独自の液相エピタキシャル成長技術により, P-AIGaA./P-GaA.

/n-GaASへテ0フェース構造て、,2CmX 20mの大きさの人工衛星用

G.A.太陽電池を試作した。との試作晶は,シリコン太陽電池より放

射線に強く,18%以上の高い変換効率を示す。また,実使用温度

範囲0~50゜Cでの発生電力の温度依存性は,シリコン太陽電池が0.081

mwl゜C'cm皀であるのに対して,0.022mwl゜C・cm含で極めて小さい。

また,梨岫りパラメータであるα1ε(α.吸収率,ε.放射率)は,シリコ

ン太陽電池の場合は 0.96 ないし 1.0であるのに対して,0,91と小さ

く,太陽光による素子の温度上昇が小さ仏。

.光相関追尾装置

光学処理法の 1つであるホログラフィリク整合フィルタリングの原理を用い,

複雑背景中の目標を高仏確率で抽出し,追尾する光相関追尾装置を

開発した。従来から相関法の有効性は高く評価されてぃるが,電子

的には大形で高速の計算機を要し,光学的には写真乾板やフィルムな

ど書換え不能な素子を要していたため,目標の形状変化に対応する

ことができず追尾装置を構成することができなかった。

この装置は, Bi琵Si0旦0単結晶(BSO)で構成した空問変調素子を用

い,実時問でTVなどの画像を信号処理系に入力し追尾できるよう

にした込のであり,裴置の小形化と高速化を実現したことが特長で

ある0 図にこの装置の構成を示す。図(a)は整合フィルタ作成のため

のものであり,図(b)は相関処理のためのものである。整合フィルタ

の作成は,あらかじめづラウン管上に表示した目標像をBS0空問変

調素子に投影・記録し,レーザ光を図(a)のように照射して行ら、の
て、ある。

相関処理は,目標像を含む画像をづラウン管上に表示し,図(b)の

ようにレーザ光を照射し,上記整合ワイルタで回折された光を受光し

て行うので,画像問の相関関数が鬪時のうちに求められる。との相

関関数のピーク値から目標の類似性が判別でき,またビークの位置か

ら目標の存在方向を知ることができるので,追尾装置の抵かに,生

.1Cフレーム用材料

ICフレーム用材料は,これまで低梨y膨脹で高強度の Fe-Ni系合金が

主流を占めてきた。しかし近年,半導体デバイスの高出力化,多機能

化,高生産性,低価格化ヘの動向やパッケージ技術の進歩に伴い,高

遵電性で安価な銅合金の使用が急激に増大している。1Cフレーム用

材料の要求特性は強度,繰返し曲げ性,耐熱性,導電性,めっき.

はんだ付性などの様々である。既存の銅系材料は高強度,良繰返し

曲げ性を特長とするりん青銅系と,高導電性,安価を特長とすろ高

銅基合金とK大別されるが,前者は導電率が低く高価格,後者は強

度・繰返し曲げ性・耐熱性不足などが大きな欠点となってぃる。

当社では,りん青銅1種に匹適するサ金度,繰返し曲げ性,耐熱性な

どを有し,更に導電性に優れた新合金"MF202"を開発した。 MF

202合金は, CU-2%sn-0,2%Niを主成分とし,従来のりん青銅系

材料よりSn含有量を下げることにより原材料費を低減させ,それ

に伴う強度低下はNiによる著しい結晶粒微細化で改善した。

図は MF202合金と代表的な ICフレーム用材料との硬度と伸び率

の比較を示す。 MF202合金の有する特性は,りん青銅・Fe-Ni系
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人工衛星用G.A.太陽電池は,使用環境が厳しいので,実装法の

開発も大切である。カバーガラス,インタコネクタ,ハニカムパネルへの素子の

接着などの実装法につ仏ても,人工衛星用として実績のあるシリコン

太陽電池での技術を適用で

きることがわかった。G且AS

太陽電池を実装した数種の

サンづルを作り,温度サイクル,

振動試験を含めた信頼性試

験を実施している。

産ラインの制御などへとの装置の応用凾期待できる。

TVカメラ

CFRP(carbon F北eT Reinforced panel)
にマウントされたGaA.太陽電池

ー>'コη
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合金からの代替が大いに期待される水準である。また,優れた強度

と遵電性を有しているので,1Cフレーム用以外の用途にも大いに期

.高性能酸化亜鉛式避雷器《MOA》用素子

UHV用低保護レベル避雷器を実現するため,高性能《MOA》用素
子を開発した。

累子の長寿命化がとの開発の重要ボイントであり,原料組成,製造

づ叱ス面から広範囲に検討した。その結果境界層主構成物質の酸化

ピスマス結晶を安定化することによ

リ,長寿兪化が可能となった。こ

の素子の漏れ電流の経時変化は小

さく,標準素子に対して1桁以上

長寿命化が期待できる(図仏))。

更に課電劣化後に観測されるTSC

(熱刺激電流)も 2~3桁小さい

(図(b))。これは酸化ピスマス結晶

の安定化忙より,トラッづ構造に変

化が生じたためであると考えられ

^凹"^異^^^冒.計^njj,1'^1"目時ⅡR帥1軒U1訂界U"1闘闘計1ι,11牡」1ι"肘U11」.111Ⅱ計HⅡ"11"1,Ⅱ"ⅡⅡ"Ⅱ11"HⅡ"]1罰"n"1」1111"111"ⅡⅡ"11町Ⅱ"1{吐1計ⅡⅡⅡ1{1「11Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ1"1ⅡⅡ11」111,11Ⅱ1」11Ⅱ"計Ⅱ"Ⅱ

る。なお, TSCから求まる蓄積電

荷量と寿命には相関があり,蓄積 ( a )

.電車電動機絶縁診断モニタ

絶縁破壊電圧を測定することなく,電車電動機絶縁の劣化程度が判

定できる絶緑診断モニタを開発した。

一般に電動機絶禄は電気的,機械的及び化学的ストレスを同時に受

けて劣化するが,電車電動機は他の電動機に比ベて稼助時の温度が

高いので,絶縁の劣化に及ぽす熱的ストレスの影響が大き込と考えら

れる。熱劣化の進行に伴う電車電動機絶縁モデルの絶縁破壊電圧の

低下と,元素分析により求めた絶縁樹脂の炭素原子数に対する水素

原子数の比(N)の問に,良い相関があることを見出した。熱劣化

温度が変化しても,絶緑モゞルの破壊電圧が半減するときの絶緑樹

脂のN値は・一定である。

2~20年問使用した電車電動機コイルから徴量の絶緑樹脂を採取

して測定したN値は,電動機の使用時間に対して図のようになった。

20年使用機絶縁のⅣ値は,絶縁が更新時期忙あることを示して仏る。

この電動機の絶緑破壊電圧は初期値のν2になっており,絶緑樹脂

.高流動性ABS樹脂の家電品ヘの適用

待て・きる。
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最近,省資源,省エネルギーの立場から,づラスチック成形品における軽

量化と成形のハイサイクル化が要望されてφる。これにこたえるため,

高流動性樹脂の開発とともに成形加工技術の確立が必要である。従

来の射出成形(金型設計,加工)は,樹脂の流動k関して,金型内

における樹脂流路の先端を開放した理論によっているが,この理論

では実情に合わない場合が多く,品質を満足する成形品が得られる

まで,金型の手直し,試打ちの繰返しが・一般的となってぃる。

そとで,モデル金型について金型内圧解析から桂甥旨の流動固化挙

動を調ベ,樹脂流路の先端が閉じた実際の射出成形品に適用できる

金型設計手法を開発した。これにより,成形条件(射出圧力,樹脂

温度,金型温度など)巴樹脂の流動指数(Uのから,成形品の肉

厚ある込は流動距籬が予測でき,図面段階で充てん不良を防ぎ金型

の手直しが不要となった。

物性を維持しながら流動性を改善した新種のABS樹脂と,新設

10-10L

↓

のN値から電車電動機の絶縁破壊電圧が推定できるととがわかる。

したがって,絶縁診断モニタとして,複数個の絶縁樹脂片を作り,

あらかじめ電動機に取付けておき,定期的に取出してそのN値を測

定するととにより,電

車電動機の絶縁更新時

期を適確に知ることが

て、きる。

100 200
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劣化した素子から観測される
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化)
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計手法による合理的な金型を掃除機のケースに適用した。その結果,

従来品と比ベて軽量化(重量約25%減)と金型冷却時間短縮忙よる

大幅な成形サイクルタイム短縮(2~30%減)ができた。今後,他の

103
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確車電動機の使用時問①に伴う絶縁
樹脂のN値(水素原子数/炭素原子数)
の変化(MはNの初期値)
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.押し出し連動真空成形システム

従来,づラスチ,クの成形づロセスは,材料の加熱溶融・冷却固化に多

量のエネルギーを必要としてぃたが,省エネルギー化の観点から新し込

づ0セスの開発が必要となってきた。この目的て、,づラスチヅクのシート

押し出し,真空成形,トリミングの全工程を連続白動化した省エネルギー

形の押し出し連動真空成形システ△と,とれに適した ABS樹脂を開

発し,冷蔵庫の内箱成形ラインに適用した。

新しいシステムは,図のような連続づロセスて1尚戊し,押し出し成

形した高温のシートを必要な成形温度に高い精度でコントロールするの

が特徴で,次のような優れた特長がある。

(1)従来システムの冷却・再加熱づロセスが不要となり,成形所要

エネルギー"絲勺ν2 に節減できる。

(2)シートを理想的な温度分布に近づけるとと込に,精度の高い制

御システムにより,低温成形が可能で,成形時問が従来の約ν2に短

縮できる。

(3)完全なクローズドシステムなので,再生材の利用率を著しく高め

ることができる。

また,新しく開発したABS樹脂は,広い真空成形可能領域とウ

レタンフォームに対する高込化学的安定性を持ち,冷蔵庫用真空成形材

. HIC用チッププレーサ

HIC(混成集積回路)は,基板上に名種チ,づ部品を搭載し,はんだ

接続して,電子回路を形成したものである。従来の人手による組立

作業を自動化する目的で,1TV を備えたチ,づづレーサを開発した。

チッづ部品の搭載方式を大別すると,一括式,インライン式,順次式

に分類できるが,この装置では,多品種少量生産に適した 1ヘ.,ド

移動形の順次式を採用した。この装置は駆動系の4軸と,チ,づの

センターリンづ機惜付づりりづを持つ,5 自由度のマニeユレータである。

制御にはマイコンを使用し,段取り替えによるデータ交換を容易にす

るとともに,1TV 忙より基板パターンの検出を行い,実装位置の自

動補正と,はんだぺーストの印刷状態の検査機能も有している。また,

最適な移載条件を実現するために,実装時のチ,づ押付力の切換え,

上下轍の速度制御を行い,この結果,チ.,づ部の損傷を防ぐことが

できた。

適用チッづサイズは 1~10mm口,実装精度士釦μm,実装速度1.2

秒/チリづ,動作範囲60ommxloommである。チ,づ搭載能力は手

作業の約10倍で,歩留りも向上した。

との装置は既に社内で稼働中であり,更に多品種のチ,づ部品に

@気中開閉器における新遮断技術

低圧配電系統の主要な開閉保護装置'であるノーヒューズ遮断器や電磁

開閉器は,いぜんとして気中の開極アークを伴う遮断方式が主流で

ある。との分野においては,高電圧化,遮断性能の向上,及び限流

性能の向上に加え,遮断器外部ヘ放出される火花の抑

制が最近の技術課題である。

当社では,放出火花の抑制に大きな効果があり,副次

的効果として遮断性能の向上が可能なアークェネルギー吸

収体を開発した。これは気中アークの新制御技術の開

拓という観点から,熱力学特性や分光観測など理論と
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料として非常に優れており。省エネルギーとともに,製品の信頼性向

上にも有列Jである。

1だ来システム

原料供給

シート押し出し
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適用可能な装置を開発中である。

、・・^、:連重力工i呈

・旧システムのづロセス構成

真空灰形

実験による基礎研究から生れたものである。エネルギー

吸収体は,多孔質あるいばメ,,シュ状で金属などの熱良

遵体からなり,高温気体にさらされると極めて短時問

再生材
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傷を防ぐことができる。

図はとの吸収体をノーヒューズ遮断器に応用した場合の概念図で,

遮断器内部の高温ガスの流れがある空間に設置してぃる。写真は

エネルギー吸収体を装着したノーヒューズ遮断器(NF-50SB)を示す。こ

の技術により機器の取付スペースを大幅に削減できるほか,内圧上昇

.正極性パルスアーク溶接機

薄板(約 3mm以下)の溶接には,通常CO.アーク溶接法が用いら

れるが,板厚が lmm以下の薄板や継手ギャ,,づが大きい場合には,

陰極である母材ヘの入熱量が多過ぎ,穴あき,溶け落ち現象が見ら

れ,安定なビードを形成するととは難しい。一方,ワイヤを陰極巴す

る正極性アークは母材ヘの入熱量が少なく,ワイヤ溶融量が多いので

薄板向きであるが,従来のような直流定電圧電源巴りアクトルとの組

合わせでは適正な溶滴移行条件を満たすことは不可能であった。

今回開発した《クリーンマグⅡ》は,電子制御技術忙より電流を精密

に設定し,安定な正極性アークを実現させるものである。電流設定

のボイントは,①ワイ卞・母材問の短絡と同時に,立上がりの緩やかな

パルスを供給し,スパッタの発生を抑えること,②母材,ワイヤへのア

ーク期問の入熱量を適正に確保するとと,③アーク電流にパルスを重

畳させ,アークの緊縮化とアークの陰極点位置の安定化を図り,アーク

長の変動を抑えること,である。写真は,この溶接機と C02溶接

機との重ね継手の場合の溶接ピード外観を示すもので,この溶接機

では欠陥のない安定なビードが得られる。

この溶接機は,自動車のポデー,二輪車・自転車のフレーム,家具.

家電品のケース,銅1御箱などの薄板の接合に威力を発揮する低か,ロ

.レーザ手術における自動制御安全システム

レーザ光照射によって各種の手術を行うレーザメスは,非接触でほぼ無

血手術が可能となるため,広範な臨床応用が期待できる。しかしな

がら,非接触操作やレーザメス特有の非常に長い刃先のために,安全

性や操作性に関する問題が生じ,その多くは未解決のままである。

当社は東京大学医用電子研究施設との共同研究により,レーザメス

に汗河欠な安全システムとして,レーザメス用誤照射防止システムを試作

した。このシステムは,レーザ照射端から対象物までの距籬を検知し,

通常のレーザメス使用範囲外での不要なレーザ照射を自動的に停止さ

せるものである。すなわち,レーザメスの実効刃先を従来の使い慣れ

たメスと同様,肩限長に制限する機能を持つ。

距雜の検知は,レーザメスに既設の照準光の対象物からの反射光を

用仏て行う。光ファイバて斗蒜成した距雛検出部は小形軽量であり,レ

ーザメス照射端に装盖して、操作性を損なわない。また,対象物となる

生体組織の反射率の違いや反射面の傾きに起因する測定誤差が士1

.研究所サイバネーシ.ンシステム

サイパネーション社会とは,「電子計算機,通信,制御の各資源及び技術

を有効に用いて人問社会の情綴の交換,及び情報の入手における時

問,距雛の制約を取除いた社会」を言う。

このようなサイハネーション社会のモデルを当社研究所に構築し,来

るべき社会を実証するとと酒に,研究所Kおける経営活動,研究活

動,事珍作業などの高度化,効率化を目指している。

現在稼働中のシステムは,第 1ステ,づとして文字情報を対象とし

ており,大形電子計算機《MELCOM-COSM0900》の端末装置を

用いて,文書作成,電子郵便,会議設定,行動予定管理などの秘書
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の抑制により遮断性能の向上,いいかえれぱ低コスト化も可能とな

つた。エネルギー吸収体はノーヒューズ遮断器のほかに電磁開閉器にも適

用されており,一部の電磁開閉器はUL規格を取得している。

ポットと組合わせることにより,

可能になるものと扣特できる。
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汎用のスボ,,ト溶接との置き換えも

气

^^ . 鯵才

登Y

(a)《クリーンマグⅡ》(正極性)

.ーエ
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化) C02溶接機(逆極性)

溶接ビード外観邸懸羽板 lmm厚の重ね溶接,重ね
ギャッづ 1.6mm,電流95A,溶接速度40omm/min)

名珍一

"、^ノ

イ゛

mm程度と少なく,手術用照明やレーザ手術に伴う発煙,火花など

の特殊な手術環境の影粋も受けずに安定に動作する。

とのシステ△の導入により,レーザメスの安全性を大きく向上させる

ことができた。今後,レーザメスの安全性を更に向上させるために,

必要な各種自動制御システ△の研究を進める予定である。
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的機能や人材管理,研究計画管理などの経営支援機能,及び,文献

情報,人名録,電話帳などの情報検索機能を持つ。これらは互いに

独立しているものではなく,例えば会議設定機能では,会議参加者

の行動予定,会議室の使用状況を調ベ,日時場所を決定し参加者に

通知する(電子郵便)など,関連して動作する。

とのシステ△は,大形計算機の能力を生かして,計算機やこのシス

テムに馴1れていな仏利用者でも簡単に使えるよらになっており,

(1)メニュー方式,日常語の採用忙より,利用者が計算機を意識せ

ずに使うことができ操作性が良い。

誤照射防止機構を備えたレーザメス照射端
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(2)入力時のガイドメ,,セージの表示,ローマ字/仮名変換,入力域の

設定,入力の修正などの機能により,誰でもわずかな学習で容易に

使用できる。

(3)組織の構造をゞータベースの構造に反映させており,保全性,

機密性が良φ。

(4)データベースの検索には柔軟性を持たせ,あいまいな情報によ

.立て形電動機の制振技術

立て形電動機は構造士重心位置が高くなるので,横形機に比較して

振動しやすくなる。高速・大容量機や機械の据付状態によっては,

ステータ系の危険速度を越して運転されること、ある。したがって,

設計段階で振動特性を正確に把握し,その制振性能を向上させる必

要がある0 更に,原子力発電づラントにおける各種電動機の地震時の

信頼性確保が最近の重要な課題となりっっある。

当社では,立て形電動機の振動現象を解明するために口ータとステ

ータの連成系の振動解析づ0グラ△を開発し,実設計に利用してぃる。

このづログラムにより,回転機械を設計するうぇで必要な危険速度,

すべり軸受の安定性能,不っり合いや軸曲がりによる応答,基礎励

振時の応答などが解析できる。複雑な構造の実機の計算に際しては,

焼ぼめ部やステータのフランづ結合部の剛性評価法,軸受の動特性に

関ナるデータの集積が重要である。長年にわたるとれらの研究の積

重ねと解析づログラ△の結合にょり,実機の振動特性が正確に把握で

きるようになった。

図は,立て形電動機の加振実験により求めた固有振動数と解析結

果の比較である。高次の固有振動数まで実測値と計算値はよく一致

し,との解析法によって実機の振動特性が十分精度良く計算できる

.有限要素法によるホーンスピーカーの音放射解析技術

ホーンスビーカーは形状が複雑なととから,オーディオ機器の中でも,最も

解析が困難な機器の1つである。ところが,最近は有限要素法の研

究が進み,任意形状の系にっいても精度の良い解析が可能となった。

当社においては,この利点を利用し,有限要素法を用いたホーンスビ

ーカーの音放射解析手法を確立した。

との手法は,有限要素法を中心にしてぃるものの,いわ

ゆる解析的手法も用仇ており,一種の混合法である。モデ

ル巴しては,無限大バッフル中に取付けられた軸対称なホー

ン形スビーカーを仮定している。有限要素法としては,ホーン

内部音料空間に6節点の3角りング要素を,また振動板に

は6節点のコニカルシェル要素を適用し,振動板面上で両者を

結合する。また,音の放射される半無限音響空問にはづり

ーン関数を適用して解析的に取扱い,開口面上でホーン内部

空問忙結び付ける。

図は,ホーンスピーカーへの電気入力 IW における出力音圧

特性を,計算結果と測定結果とで比較したものである。図

から分かるように,音圧特性の面で、,電気インeーダンスの

面でも両者はよく一致しており,この解析法によれば,計

算だけでも十分にホーンスビーカーの特性の検討が可能だと理

解できる。

今後は,この技術を生かして試作期問の短縮や費用の低

減を図るとと、に,この技術をコーンスビーカーにも応用する

予定である。

^Ⅱ爵証^1"Ⅱ1"罰1計1憎".」"計Ⅱ訂Ⅱ.1闘1Ⅱ,「H訂"Ⅱ計計t1計1きIT乳Ⅱ"H訂牡Ⅱ計11肌Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅢ11計ⅡrⅡ1"Ⅱ"肌lt""'1」1U町Ⅱ"町計11Ⅱ"1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ"""肌1111"1ⅡfⅡⅡⅡ計Ⅱ計Ⅱ訂ⅡⅡⅡ肌""計1ⅡⅢⅡⅡ""Ⅱ訂計11肌Ⅱ"耻Ⅱ1ⅡⅢ""1Ⅱ"町"11町ⅡⅡ"Ⅱ開lf町Ⅱ111"{ⅡⅡ11ΠⅡ訂ⅡⅡ11"Ⅱ"11"1"

る検索を可能にして仏る。

(5)利用者が簡単にデータベースシステ△を構築できる。

などの特長を有している。

なお,とのシステ△は昭和56年4月から稼働を始め,研究所の経

営者及び事務部門を中心に活用されており,情報入手,情報交換の

迅速化,事務作業の効率化に役立ってぃる。

ととが分かる。今後,更に立て形電動機の振動軽減に関する研究を

進め,その信頼性の向上を図る予定である。

1次モード

計算値 17.1HZ

実}則値 19.6HZ

上部

2次モード
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.音声分析技術

半導体技術と結びっいた音声合成技術は,信頼性や再現性が優れて

仏る0 とれは,メモリの音声データから必要な言語を瞬時に検索して

発声でき,しかも機械的可動部がなφからである。

複雑な合成演算回路が1個のLS1に集積されるに至って,小形化,

低コスト化が実現し,自動車,民生用など広範にわたって用途が拡

大した0 現在, LS1化されてぃる音声合成器はほとんどが日本電信

電話公社武蔵野電気通信研究所が開発したPARCOR方式を採用し
てV、る。

との方式は音声データとして2,000~4ρ00、心程度の低情報量でも

十分な明暸度と自然性があるととが特長であるが,音声データの作

成には原音声の高桔度の分析が必要となる。この分析技術の良否が
合成音質や応用製晶の製品化コストに大きく影縛する。

.高圧ナトリウムランプの放射解析

当社が先に開発した演色性改善形高圧ナトリウムランづ"ハイル,,クス DL"

は蛍光水銀ランづの約2倍の効率を有するうぇに,演色性は蛍光水

銀ランづと同等以上であることから,省エネルギー光源として注目さ

れている0 とのような新形ランづの開発あるいは効率.演色性.使

込やすさなどの特性改善を行5ためには,ランづの放電現象の解析が

必す杉助である0 上記ランづでは, Naと Hgに加えて発光管に封入

する Xeガスの高圧ナトリウムアークに及ぼす影等を解析した。

図は発光管として内径 8mm のサファイア管を用い,内部に Na,

Hg 及びXe をそれぞれ 20TOTr,30OToh 對入したランづを 3釦W

で点灯したときのアーク温度の径方向分布測定結果を示す。可動ス

テージ上に設置した発光管を点灯して高圧ナトリウムアークのN0うインの

径方向強度分布を測定し,これをコンビュータによって計算処理して

得た結果である。この温度分布から放射の伝達式を用いて発光分布

を計算し, xe圧を高めるとアークがしぼられ,吸収層が増す結果,

NaのD線近傍の発光が広がると巴が分かった。すなわち, xe圧を

高めると,ランづの効率が向上するととも K,ランづの演色性、良く

なることを見い出した。次第に高性能なランづが要求される折から,

このようなアーク解析技術が今後ますます重要とむろら。

1ⅡⅡ1」11ⅡⅡU'1Ⅱ"Ⅱ11"1」訂」1Ⅱ訂Ⅱ"'1ⅡUI"ⅡⅡ11"」「1」11Ⅱ11」'「」」1Ⅱ11」」'ι1ⅡⅡ」「Ⅱ訂」"ⅡⅡ"1Ⅱ111"Ⅱι11」",1ⅡⅡ"計ⅡⅡⅡⅡⅡⅡ""""Ⅱ1ⅡⅡⅡ1Ⅱ11'11"111」Ⅱ1」ⅡⅡ11"Ⅱ1」'1Ⅱ11U計1111

当社では,音声合成LS1を販売してぃるが,音声合成LS1開発

と並行して音声分析技術の改良研究を進めており, PARCOR方式

では若干難しφとされている女声音の最適分析や,チャイム音などの

効果音のバラメータ抽出方法を確立した。との技術は,現在当社音声

処理センターにおいて活用されており,エレベーター用の案内装置,ルー

ムクーラーの音声応答装置,自動車用の音声警報装置などに実用化し
ている。

更に,次の項目について分析技術の研究を進めてV、る。

(1)英語など外国語の分析最適化

(2)メロディーなど音階音パラメータの最適抽出

(3)音声分析の自動処理化

Ⅱ趾ⅡⅡ,1計Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ」」Ⅱ"ⅡⅡ11計封Ⅱ11"11U1111'1」1Ⅱ11Ⅱ,Ⅱ「ⅡⅡⅡ1Ⅱ↓」1乳"11Ⅱ1Ⅱ1」UⅡ""JEⅡ訂U'.U"Ⅱ1」,11」1,Ⅱ11Ⅱ"計

.テープデッキ用薄形DDEータ

最近のオーディオ機器の高性能化,機器の薄形化の動向に対応して,

テーづデヅキ用の薄形 DDEータ(ダイレクトドライづモータ)を開発した。一般

にこの種のモータは速度検出を行うための速度発電機(FG)を必要

とナるが,従来は口ータ内部にとの速度発電機を設ける構造をとっ

ていたため,必然的に口ータが厚くなっていた。そこで,速度発電

機を 0一夕外周に2個対向させる相補性FG と呼ぶ検出法を開発し

た。これによってモータの薄形化を達成し,しかも速度変動率の小

さ仇高性能のモータを実現ナることができた。

図は,開発したDDE一夕の構造を示す。ロータに対向する2個の

速度検出部忙,お互いが等量異符号となる起磁力源を与えるととに

よって,ロータ円板,ステータ板を,速度信号形成用の磁路と Lて利用

できるようにした。速度信号は,2個の速度発電機の出力を逆相加

算して,界磁磁石の漏れ磁束,電機子コイル電流のスィヅチンづノイズの

影縛を相殺しつっ検出し,高精度の速度信号を得て速度を制御して

いる。また,このモータは 2相モータとし,位置信号をもとに各相を

正弦波電流で駆動し,原理上トルクリッづルのない制御を行ってぃる。
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2.電力・工才、ルギー

電力需要は経済の安定成長の下でも着実な増加傾向を示し

ており,省エネノレギー及び新エネノレギー技術開発は,との

分野における最大の課題であるが,問題解決にはもうしば

らくの時問を要する。とれに対処するものは原子力を主と

した火力・水力などの既存電源である。

原子カプラントでは,九州電力(株)玄海発電所2号機が

昭和56年3打営業運転を開始し,四国電力q知伊方発電

所2号機が昭和57年春の運転開始を目指し試運転中であ

る。九州電力(株)川内発電所1号機は主要電気品の据付け

を開始し,更に2号機及び関西電力(株)高浜発電所3・4

号機は建設に着手した。とれらのプラントにおける最大の

課題は安全性と信頼性であり,とれを確保するための各種

実証試験の実施と新しい運転監視システムの開発を行っ

た。

核融合の分野では,日本原子力研究所及び名古屋大学プ

ラズマ研究所の核融合開発計画に参画し,核融合装置の設

計研究,各種実験装置の製作並びに核融合炉構成要素機器

の研究開発に積極的に参加している。

火カプラソトでは,脱石油化を目指し既設プラソトを

LNGた(焚)きゃ石炭焚きへの転換計画・工事が数多く行

われた。また,発電効率向上を目指しガスタービンとスチ

ームタービンを組合せた複合サイクル発電も計画されてい

る。当社はとれらプラントの高効率,高信頼性を達成する

ため補機設備,計装制御システム面での開発を行った。

水カプラソトでは,東京電力(株)新高瀬川発電所3 ・ 4

号機が昭和56年9月運転開始し全台完成した。うち2台

は電機・重工よりなる三菱グループが製作した。四国電

カ(株)本川発電所1号機は昭和57年5河の運転開始を目

指し現地調整中である。両発電所は大規模揚水発電所であ

るが,一方,多量忙存在する水カエネルギーの有効利用の

重要性の観点から中水力発電プラントの技術開発を行った。

ことでば機器の製作面のみならず据付け・保守などプラン

ト面からも検討し標準化を図った。

UHV送電時代に備えて機器技術開発を推進しているが,

とのたび当社赤穂製作所構内にUHV試験所(U亘VL)を

建設した。とれにより UHV機器の最も重要な基礎技術と

なる絶縁に関する飛躍的な技術開発の促進が期待できる。

また, UHV技術開発で得られた技術成果は,そのまま

50okV以下の下位電圧ヘ適用が可能であり,とれら下位

電圧においても一層の信頼性向上が期待できる。

変電分野における技術開発成果としては,蒸発冷却式ガ

ス絶縁変圧器の開発があげられる。との変圧器は従来から

あるSF。ガス変圧器に冷却効果を増加させるためにフロロ

カーボンを適用したものであり,現在フィールド試験中で

ある。開閉機器の一層のコγパクト化を達成する、のとし

て,30okV 1点切ガス遮断器の完成をあげることができ

る。とれによりガス絶縁母線の適用も加えてより合理的な

変電所の設計配置を達成するととが期待できる。

系統制御・保護の分野では,ますます大規模化する電力

系統における電力供給の信頼性を確保するため,より高性

能なシステム機器の開発が要求される。とれにとたえるた

めディジタル形脱調分離装置, FM電流差動キャyアリレ

一装置並びに自動給電システムを開発し納入した。

女
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2.1 発

.原子力発電プラント

軽水炉

づラント建設面では,鋭意建設を進めていた九州電力(株)玄海発電所

2号機(559MWO)が,昭和56年3月営業運転を開始した。この

発電所は,1次冷却材ポンづモータ,炉外中性子検出器などの国産化に

より,ほぽ純国産1号機といえる、のである。更に四国電力(株)伊

方2号機(566Mwe)は昭和56年7月臨界に達し,昭和57年春の

営業運転を目指し、最終試運転段階忙ある。モデル1ンづニアリング法に

より改良標準化を一層進めた九州電力鵬川内1号機では主要電気品

の据付けを開始し,引続き川内2号機,関西電力(株)高浜3・4号

機の建設に治手している。

とれらの発電所では大規模な手イジタル副'算機システ△の採用により,

づラントの信頼性,運転操作性に一層の向上を図ってⅥる。

研究開発面では,づラントの安全性の向上を目的として,電力会社

との共同研究により,電気計装品の耐震性実証試験,並びに地震時

の動的機器の機育獣隹持確認試験を実施し,づラントへの反映を行って

V、る。

高速増殖炉

高速増殖原型炉"もんじゅ"(30OMVA)は,現在安全審査中であ

るが,当社はこの製作準備設計に参画し,づラントの電気設備,制御

系,安全保護系,中性子計装設備などの詳細設計を行った。

"もんじゅ"で培われた技術をべースに稼働率向上.建設費の低減,

運転保守性の向上を図った高速実証炉の概念設計にっいても,計測

制御設備,電気設備の設計を行った。

核融合装置

核融合では,日本原子力研究所(原研)及び名古屋大学づラズマ研究

所(名大づラ研)の核融合開発計画に参画し,核融合装置の設計研

究とともに,核融合関連実験装置の製作及び核融合炉実現に万ぐ可欠

な構成機器の要素研究を積極的に推進している。

設計研究では,原研次期装置の概念設計及び高性能トカマク開発試

験装置JFf-2Mの詳細設計などを,装置製作では,原研向け臨界

づラズマ試験装置JI-60トロイダル磁場 3イル電源,同2次冷却設備及

びJFT-2Mの製作設計を,また要素研究では,超電導線材,大形

高磁界超電導マグネ,トシステム及び第2段加熱装置としての電子サイク

0卜0ン共E勵扣熱システムの開発を実施し成果をあげた。

関西電力(株)美浜発電所3号機向けCRT表示システム

米国TM1発電所事故を契機として,原子力発電所の中央制御室に

おけるマンマシンインタフェースの改善が課題になってきた。その1つの

方策としてCRT に情報を表示させるととが有力視されており,今

後建設されるづラントにはこれを導入する計画である。

今回既設づラントに対しても CRT表示システムを導入すべく,関西

電力(株)殿の御指導のもとに種々研究を行いその結果を昭和56年

3月に関西電力(株)美浜発電所3号機と共に納入したので紹介する。

このシステムはCRT表示用計算機を新規に導入し,既設の計算機と

結合した総合づラント監視用計算機システムとした。運転員と直接イン

タフェースをつかさどる CRT には最高性能を誇る M2398を採用し,

またそれらの操作性に十分者慮を払った設計とした。 CRT表示機

能には次の項目の機能をもたせ,づラント情報を理解しやすい形で表

示し,監視゛劉乍上に有効な情報提供ができるものとした。

・警報表示

・関連パラメータ集約表示

・運転ガイダンス表示

・系統図表示

この CRT表示システムの導入により運転監視上種々の効果が得ら

れることが確認できた。今後更にとれらを追求し,運転監視性の充

実を図る所存である。
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2. 電力・エネルギー

改良型原子炉保護システム(ANCAP80保護系)

原子力発電において,安全に,かつ安定に電力を供給するためには,

原子炉保護システ△の高い信頼性と稼働性が要求されて仏る。改良型

原子炉保護システム(ANCAP80保護系)は,との要求にとたえるべ

く,従来の原子炉保護システムをべースに,最新の技術を導入して開

発したシステムである。以下に主な改善点を紹介する。

(1)保護系 4チャネjレ化

原子炉ドJツづに関するパラメータを 20utof4ロジックとすることによ

リ,1チャネルバイパス状態での連続運転を可能とし,稼働率向上を図

、つ jぞ。

(2)パイパス管理 0ジ,,クの採用

多重ハ'イパスを防止した状態で,保守点検中あるいば試験中のチャネ

轟

容

系統図表示例
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白動試験装置
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ルをパイパス状態にし不要な原子炉トリ,りづを防止する。

(3)光伝送技術(分籬性能強化)

パイパス管理吋ツクの採用に伴い必要となるチャネル問のハ'イパス状態

信号の伝送に光伝送技術を用い,分雛を強化した。

(4)自動試験装置

保護系バイステーづル設定値確認試験,スタティリク試験,ダイナミヅク試験,

バイパス管郵部試験,光伝送部試験などが自動的に行え,保守点検の

自動化による試験時問短縮,省力化が可能となった。

原子力発電所向け高信頼性超大形誘導電動機

九州電力(株)川内原子力発電所1号向けに,循環水ポンづ用6,430

kW46極全閉内冷形立て形3相誘導電動機を製作した。近年の原

子力発電所の大形化に伴い,補機電動機の大容量化の傾向と,その

信頼性向上ヘの要求に対応するものである。

本機は,①このクラスの電動機としては世界て、も数少ない固定子

コイル絶縁の全含浸方式の採用,②多くの基礎試験に基づく軽量かつ

信頼性の高い機械騰造,③電気系と機械系を組合せた系のシミュレー

ションによる過渡現象の解析などにより高信頼性を実現すると同時

に,づラントの要求である低始動電流(定格電流の400%以下)を,

満足した超大形3相誘導電動機である。

電動機仕様

6,430k工八1 6,60OV 60HZ 46極

全閉内冷形立て形屋外設置かご形

絶縁種別.F種

ボンづスラスト: MaX 215t 常用 145t

外形寸法:直径7,ooomm 高さ 6,950mm

総重量 150 t

原子力発電所用耐震形メタルクラッド開閉装置

当社は,将来原子力づラントの要求に屯十分対処できる新しいタイづ

の耐震形メタルクう外開閉装置を開発し,九州電力(株)川内発電所1

号機向けにDHE形MBB収納用と, DS形ACB収納用のものを納

入した。また, SFG形GCB収納用のものも現在製作中である。

新しいタイづの耐震盤では盤の基本構造から設計変更し,主要部

材に軽量で剛性の高い、のを使用して剛性を大きく向上させ固有振

動数が20H.以上の剛構造盤とした。同時に,遮断器の固定方法な

どの改良も行Ⅵ操作性,保守性の向上にも注意をはらった。
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大口径スペクトロメータ用超電導電磁石(超電導弁慶)

との機器は高エネルギー物理学研究所で散乱粒子の運動量分析に用い

られる超電導電磁石で,その特色は,①スペクトロメータ用超電導電磁

石として有効空問(1.O× 1.53×1.o m),蓄積エネルギー(3.15 MD と

も世界最大,②鉄ヨーク付超電遵電磁石として世界最大級,③熱浸

入量(フ.5W)はこのサイズの超電導電磁石巴しては非常に小さい,

④コイルを超電導化することによって磁界有効空問を2倍にし,消費

電力を V200以下にするCとができた。

露

蓼

'A

九州電力(株)川内発電所納め
D1正形MBB収納7.2kV耐

震形メタルクラ,ド開閉装置

一畷→嵯、恐1陣・'1.、蔀、'一之疇.'11匝・'.・ー、罷鴫遜
途ずゞず
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高エネルギー物理学研

究所納めパルス超電導

エネルギー貯蔵装置

銅シールドコイルにパルス電

流を流して,超電導コ

イルの電流変化とパルス

磁界印加を生じさせず

に,超電導コイルの蓄

積1ネルギーを外部負荷

に供給するという新概

大口径スペクトロメータ用超電導電磁石
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パルス超電導エネルギー貯蔵装置
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念を実証するための装置の本体である。ドーナッ形超電導磁石(平均

直径60cm のコイルをクライオスタヅト)の周囲にシールドユイルが配置され

た構成である。予備試験で超電導磁石の冷却励磁特性とシールドコイル

の磁界シールド特性が良好であることを確認した。

MARKⅦMHD発電機用電磁石

MARKⅦMHD発電機用電磁石(B召和56年3月工業技術院電子技

術総合研究所ヘ納入)は,重量10ot,発生磁界25Tで本邦最大級

の常電導大型高磁界電磁石である。鉄心は飽和状態で使用するため,

2次元及び3次元磁界計算づ口づラムを使用して磁界設計した。鉄心

は19mm厚の低炭素鋼板を積層した、のである。励磁コイルは中空

導体による直接水冷却くら紳鋤形コイルて・1×10OAT を発生する。

電磁石は電動台車に積赦され,保守時は2分割できる。

.火力発電プラント

脱石油を目指す火力づラントでは,既設づラントの LNG(LPG)焚き

への転換工事が行われていたが,この1年に石炭焚きへの転換計画

と工事が数多く実施された。一方,新設づラントの計画では単機大容

量化(600~1,20OMW)とともに,燃料の多様化に伴ってその有効

利用をねらいとする石炭火力,あるいはガスターピンと蒸気夕ービンを

組合せた複合サイクル発電が主体となってぃる。

当社は,三菱重工業(株)と共に,各電力会社向けに各種のづラント

全体試設計,実証試験計画を実施し,これを通じて高効率,高信頼

性づラントを実現するための多くの技術的成果を得た。電気設備的に

みるとこれらの技術は,所内電源回路の最適設計と計装制御システム

の2つに大別できる。所内電源回路の最適構成につφては使用する

燃料種類によりそれぞれ異なったものになるが,ぬずれにせよ所内

電源電圧(33kv,6.6kv,11RV),遮断器の容量(40kA,63kA)

及び主要変圧器の構成とインeーダンスの最適組合せにより,省資源,

高信頼性設計の実現を図った。

また省エネ面からは,大形補機電動機に代表される補機設備の高

効率設計を更にすすめた。一方,計装制御システムについては複合サ

イクル発電にみる6~8台の夕ービン・発電機の協調制御のためのデ

ータウェイやづψ'ラマづルシーケンサを主体に構成した制御システム,あるい

は全自動運転向け中央制御盤の実現などにより,個々の機器の信頼

性設計をはじめ,商運転信頼性,省力化面を追求した総合計装制御

システ△の開発にみるべき成果を収めた。

火力発電プラントタービン発電機

昭和56年度の出荷台数・製作容量は水素冷却機・空気冷却機を含

めて輸出用如台(5,835MVA)国内用8台(4兜MVA)であった。

その主なものを紹介する。

(1)タイ国EGATパンパコン発電所納め 2×680MVA

本機は2極水素内部冷却機として最大容量機である。発電機には軸

方向通風鉄心,固定子コイル端部軸方向可動機構,ティルティングパッド

軸受,2軸受づラシレス励磁機など大容量夕ービン発電機の信頼性向上

に実績のある最新技術を採用した。

(2)コ0ンビア国テルモセレホン発電所納め I×203MVA

本機はラづアルベント水素冷却機として最大容量機である。発電機には

輸送条件より分割フレーム構造を採用し,進相運転要求に対して固定

子鉄心端部の過熱を軽減するためシー」レドコアを採用した。

(3)川崎製鉄(株)経由づう功レ(ツバロン製鉄所)納め 2×72MVA

本機は高炉づ口ワ用に夕ーピンー空気冷却発電機一づ口ワ接続形式で使
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タイEGAT,ハ'ンパコン発電所納め 1号680MVA夕ーピン発電機

用するため,づラシレス励磁機を発電機両軸受問に内挿した。

(4)大阪ガス(株)(泉北第2工場)納め I×75MVA

本機はLNG冷却発電づラント用の4極空気冷却発電機である。爆発

性ガス雰囲気中で使用するため,発電機には安全増防爆構造を採用

した。

韓国電気試験所(K訂RI)納め玲OMVA短絡発電機

電力機器の試験用大電流を供給する短絡発電機を製作し,昭和56

年6月に出荷した。本機は短絡容量が短絡V2サイクル後6,00OMVA,

短絡 3サイクル後4,00OMVAあり世界でも最大級の短絡発電機であ

る。発電機には,完全かご形制動巻線回路を持つ4極円筒形回転子,

固定子コイル端部の支持と端部りアクタンスの減少機能を右した円すい

(錐)形コイル支え及び軸方向可動機構,空気冷却器を本体頭部に内
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韓国電気試験所 4くETRD 納め 180MVA短絡発電機工場試験
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蔵した全閉内冷方式を採用した。

韓国電気試験所(K訂RI)納め大電力/超高圧試験設備 180MVA

短絡発電機駆動用 4,000/2,oookvV 4極巻線形誘導電動機

この電動機は国内最大級の短絡発電機駆動用誘導電動機である。

短絡発電機駆動用電動機は一般の誘導電動機と異なり,発電機が

突発短絡時数サイクルに発生する電動機定格トルクの数百倍にも及ぶ

短絡トルクのために,軸系に大きなねじ(振)り応力を繰返し受ける。

本機は特に10分問始動一10分問直流制動一10分問始動を連続する

かとく(苛酷)な運転パターンを要求されている。従来であれぱ3軸受

式ペデスタ1レ形で製作していたが,今回,軸系のシミュレーシ,ン,各部

の強度解析などの電動機製作の最新技術を結集して,組立調整が簡

単で,かつコンパクトなづラケット形で製作し,良好な試験結果を得る

ことができた。
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(2)主夕ーピンの制御装置には,従来のEHガバナに新たにバルづマネ

ジメント機能を付加したマークⅡタイづを導入し,制御性・信頼性・操

作性の向上を図った。

(3)ポイラ給水ボンづ夕ーピンの制御装置に EHガノけを導入すると共

に,専用手イジタルシーケンサ《MELCOM 350-5の(A2010S)により自

動配管ウォーミング,自動昇速並びに給水ポンづの自動切換えを行い,

自動化を一段と推進させた。
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韓国電気試験所(KErRD 納め 4,000/2,oookw

短絡発電機駆動用電動機
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火力発電所の自動化推進

火力づラントの中闇負荷運用を容易に,かつ安全に行うために,運転

員がづラントの起動・停止の主要づレークボイント確認操作を行って計算

機に指示を与えることにより,計算機が操作タイミングを判断して,

機能的に独立したサづルーづに起動指令や設定値を与えることのでき

る計算機総括制御システムを実現した。計算機絲X括制御システ△の中

央集中監視には,グラフィ,,クカラーCRTを導入し,情報の整理・集中

イヒを図り,マンマシンインタフェースをー'段と向上した。また,サづルーづの

自動化推進項目としては,

(1)ポイラ,タービン,薬注サンづりング,純水装置のシーケンスロづツク部

に電磁りレーと同等以上の耐圧基準をクリアしたディジタルシーケンサ

《MELCOM 350-5の(A2010S)を導入し,信頼性・制御性の向上

を図った。

.水力発電プラント

建設中であった東京電力(株)新高瀬川発電所は,昭和56年9月の

3,4号機運開をもって全台運開した。許可出力336M訊V321MW

の発電電動機,ボンづ水車各4台のうち2台を,当社と三菱重工業

(株)よりなる三菱グルーづが製作した。一方,四国電力(株)本川発電

所は,昭和57年5月の1号機の運開を目指し,現地調整中である。

両発電所は,地下に建設された大規模揚水発電所であるため,起動,

停止を頻繁に行い,また無人であるため,高い信頼性が要求される。

したがって,制御装置についても以下に紹介するとおり,最新の技
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既設高圧開閉装置の更新用ガス遮断器の開発

関西電力(株)大阪発電所の既設開閉装置を更新するにあたり,既設

磁気遮断器と互換性のある大容量SF肋'ス遮断器(定格電圧3.6kv,

定格遮断電流44kA,定格投入電流140kA)を開発し,納入した。

これは,既設高圧開閉装置の信頼性向上,寿ξミ延長などを目的とす

る込のであって,建屋,盤,制御システムなどの既設の設備を大略流

用できると共に, SF6ガス遮断器の優れた特長を生かして大容量化,

保守の省力化も図るととができる。
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3.6kV 44kA I,20OA 3-SFG-40S形ガス遮断器

術が導入されている。

(1)づラントコントローラ"DCN-70"

マイクロづロセッサを用いたづラントコントローラで,現場機器の運転罰1御を

行うほか,づラントの状況やシーケンサ渋滞の監視, APC, AQR,

APFR,水位差開度調整装置,遠制子局機能等,従来,単独で設置

してぃたユニ,,トの組込が可能となった。詳細は別途三菱電機技報

(昭和56年5月号, V01,55 NO.5)に発表済みである。

(2)電気づレーキ
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発電機停止時,主回路の3相を短絡させて, PRロスにより制動を

かける、ので,停止時問の短縮,保守の簡略化に対し有効である。

(3)多目的サや玖夕励磁装置

通常運転時はもちろん,電気づレーキ使用時,揚水起動時にも,モー

ドの切換えのみで使用可能である。

(4)高圧同期サイリスタ始動装置(本川発電所)

局炉づ口ワ用同期電動機ヘの採用実績や,世界初の実機始動試験の

成功等の豊富な経験をもとに設計,製作を行い,昭和56年2月に

工場内での組合せ試験に成功した。強制風冷2次水冷方式の採用,

構成機器のスマートなアレンジによりコンパクトな構造となってぃる。

(5)総合監視システムとづモ伝送データウェイ(本川発電所)

温度変化率の監視などによる異常予知,運転,保守データの管理等

を計算機を用仇て行い,現場機器巴計算機との問は,光ファイパを用

いたゞータウェイにより情報の伝送を行ってぃる。

四国電力(株)本川発電所向け高速大容量発電電動機

576m という我が国最高揚程を誇るボンづ水車(三菱重工業(株)製)

に直結する316MVA/320MW 400ゆm発電電動機1号機は,当

初予定どおり最終調整,試運転の段階に入ってぃる。この発電電動

機は世界でも有数の高速大容量機であるぱかりでなく,りムダクト通

風の採用による別置電動ファンの省略,直接水冷スラスト軸受及び世

界初の高圧同期方式でのサイリスタ始動装置の採用など,多くの新技

術を適用した当社の代表的な製品である。詳細は別途三菱電機技報

(昭和56年12月号, V01 55, NO.12)に発表済みである。

本川発電所は四国のほぽ中央に位置する吉野川最上流の高知県土

佐郡本川村にあるが,高知港での陸上げ後の運搬では,特定区間

の横積み運搬や,山問部の急力一づでの夕ーンテーづル使用など特殊な

工夫を払った。発電所及びその周辺に集積場が設置出来なかったの

で,発電電動機のセンターリングを 2段階に分けた。すなわち,下づラ

ケットは,ボンづ水車基準にしん(芯)出しし,固定子及び上づラケット

は発電電動機主軸を基準に据付ける工法を採用した。との結果,多

くの並行組立作業を採用するととにより輸送日程と組立手順の整合

を図り,あわせて組立室の有効活用により据付工程の短縮を行っ

た。

この発電所完成の暁には,最大出力60万kWを誇る揚水発電所

として,四国地区の電力安定供給に貢献できるものと期待して仇る。

四国電力(株)本川揚水発電所納め高圧同期サイリスタ始動装置

揚水発電電動機の始動装置として,世界初の高圧同期サイリスタ始動

装置(23MW)を製作した。高圧同期方式によれぼ低圧大電流遮断

器が省略でき,地下発電所のスペース削減が可能である。この装置は,

高耐圧大電流のサイリスタ素子(4,00OV,1,50OA)の使用,循環風

冷水冷式の採用などによりコンパクトな構造であり,コンeユータによる

故障診断システム,始動前自動点検システ△により信頼性も一段と向上

している。
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四国電力(株)本川揚水発電所納め高圧同期サイリスタ始動装置
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四国電力(株)分水系各発電所納め水系制御用機能分散形システム

吉野川上流の四国電力(株)長沢発電所に端を発し,吉野川のえん

(堰)堤から引水し,分水第1,第2,第3の各発電所を経て,仁淀

川支流の上八川川ヘ至る分水水系の出力自動制御用として,づラント

コント0ーラ"DCN-70" 4台を含むシステムを納入した。このシステムは

機能分散形で,上記4発電所に1台ずつDCN-70 を設置した。各

発電所と制御所の問が遠制回線で結ぱれている憾か,隣接発電所間

はCDT により独自の伝送ルートを有している。

各発電所のDCN-70 は,制御所より一斉に与えられる起動,停

止指令や,他の発電所の起動,停止情報を取込み,自所の発電機に

起動,停止指令を与える。また発電機運転中は,最寄の堰堤やサー

、
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'〒

"ノイ 4縛
ーー冨季

.処

,キ

七
'

、
妥
三
ι
,
.
'

J
 
、
 
J
/
、
ニ

゛
゛
一

,
.
叉
^
.
鷲
芽
武

"

二

、

盆
ミ
三
ー
ニ
ー
毛

一
*

t

寺
゛
,

.

ノ
、
.

会

ー
エ
;

寺
1
重

、
"

t
毛
ゞ
、
易
t
ミ
'
{

,
 
4
ノ
ノ
 
g
 
1
 
,
>
ケ

?
j
二
,
訊
喜
'
一
え
X
ノ
ノ

1

老
'
゛

、
、

ン

、
ミ

リ
ノ
イ
.
ー
'
}
:
.
一
,
,
'
.

、
'
念
,
,
ム
ゞ
 
4
 
ゞ
1
弐
゛
、
一

イ
(
,
イ
く
ψ
'
ン
>
契
叫
"
豊
、
ハ
{
芽
^
亀
イ
、
注
1
、
,
,
封

J
一

-
J
イ1
武
む
、
兇

」
乏無
陰
鶏

y
,
」

七
ン
弐

1
ゞ

y
 
/
J
 
/
」
、
'

切
=
、
、
、
.
>
.

4
チ
"
,

'
 
J
 
ノ
エ
 
J
 
J
 
J

ι
、
-
J
¥
J
、
イ
予
J
'

'
号
.
匁

y
疹
'
駈
弓
亀
響
々
,
知
隻
契

,
゛
、
J
、
 
J
/
、

聖
途
ゾ

ノ

ノ
一
.
'
、

、
、
 
J

、
"

一
.

ム
轟
秀
ユ
輩
、
1
切

一
、

繁
ニ
ミ

子
新
1
ノ

乏

゛

゛
{
、

オ
、
、
ー

でy
父弐

捗

一
'
"

4
÷



ジタンクの水位,発電機の出力を入力して,自所の発電機に負荷増,

減の指令を与え,発電機出力を制御することにより,各堰堤からの

いっ(溢)水や,サージタンク水位低下忙よる鉄管ヘの空気吸込が発生し

ないよう,各発電所の連繋をとりながら水位をある範囲に保っよう

に制御を行う。このシステ△の特長は次のとおりである。

(1)マイクロづ0セ,,サを用φており,保守が容易となった。

(2)シーケンス制御,出力調整制御が同一のCPU,平易なづ0グラミ

ンづ言語で行えるので,各発電所どとの機能の述いに対して、,ハー

ドゥエア,ソフトゥエア両面で統一をとることができ,解析の難しい水系

制御システ△にってて、,高度の完成度が得られる。

中小水力発電機器の標準化

再生可能なクリーン1ネルギーの有効活用の重要性を見直されてぃるか,

中小水力づラントにっいては最新の技術をとり入れ,機器の製作のみ

ならず据付け・保守などづラント全般にわたって合理的な方式を検討

し,標準化を完了した。以下忙その特長を述ベる。

(1)各種の水利条件に自由に適用できる。

有効落差 50~30om

出力 2.5~20MW(立て軸機)

1~10MW (横軸機)

のフランシス水車・発電機を標準化した。

(2)水車・発電機が容易に選定できる 0

水車.発電機の選定図表により,水車出力,回転速度,吸出し高さ

及び水車・発電機の主要寸法をもとめることができる。

(3)保守が容易に行える。

水車・発電機本体の朧造の標準化,簡素化や電動サーポモータ採用に

よる圧油装置の省略,更には監視・制御装置の省略,簡素化とあい

まって保守が容易に行えるようにした。

(4)現地据付期問が大幅に短縮できる。

横軸水車・発電機,主回路及び制御回路は,それぞれ工場にて組立

てたまま現地搬入及び据付けが可能である。また,立て軸機につい

ても輸送条件の許す限り一体輸送できるよう配慮した。

2,2 送変電

. UHV試験所(UHVD

UHV送電は,昭和釦年代中頃の実用化を目指して各界にお仏て研

究が進められている。

当社において亀, UHV送電機器の技術開発を鋭意推進してぃる

が,更に超高電圧領域における基礎技術開発及び実規模機器の検証

試験の開発工程に合わせて, UHVLを昭和56年Ⅱ月に完成した。

当社のUHVLは,各種開発機器のインパルス試験,交流加圧試験,

直流加圧試験,誘導試験,ヒートラン試験などを一貫して実施するこ

とができ,建屋構造並びに各種試験設備に数多くの特長を有してぃ

るが,特に油浸絶縁及ぴガス絶縁に関する高度の技術を邪使するな

どして,高性能,高稼勧率,コンパクト化を実現した試験設備である。

1例を挙げると,試験用変圧器は供試器と油及びガス絶縁方式で

接続するととにより高電圧部分をすべてタンク内蔵形とし,部分放

電を精度良く測定できるようにするためと, GIS機器などと簡単に

直結することを目指して単器で横置形設計とした。出力電圧は2,000

kVで,変圧器単器での世界の最高電圧は1,oookV程度なので,

挙に2倍の電圧に挑戦し成功した、のである。これは,外鉄形変圧

器の特長をφかすことにより実現できた、のである。

また,ガ'ス絶縁接地タンク形の商用周波一衝撃電圧切換装置を開発

し,設置した。切換装置は2組のガス絶縁断路器と接地装置より成

リ,試験用変圧器とは直接ガ'ス中一油づヅシングにより接続するとと

、に,衝撃電圧発生装置にガス中一大気中づツシングに接続し,供試

器とはベ0ーズ内の導体により直接ガス中で連結を行い,接地タンク

内のガス中で容易に商用周波一衝撃電圧の切換えを可能とした、の

である。したがって, U1ⅣL内で大気に露出する充電部は衝撃電

圧発生装置と,それへの接続づツシングのみであり,この部分をホー
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横軸水車・発電機の据付予想図

瓢冉

ル中央部忙置き,内部空問の有効な利用による高電圧試験が図れる

とともに, UHVL の効率良い運用を可能とした。

その雌か,次のような特長を有している。

(1)高電圧試験場.建屋の屋根形状忙かまぽこ形を採用し,有効

な絶縁距誹が十分にとれるようにした。建屋寸法は幅47m.長さ

59m,高さ 43mである。

(2)試験設備:衝撃電圧発生装置

試験用変圧器
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2,oookv (最高発生電圧 2,200

kv),10MVA

直流電圧発生装置 2,oookv,100血A

(3)計測装置.高電圧試験に必要な一般の計測装置の岻かに,光

伝送を用いた「高速現象自動解析装置」などの計測システムを設置した。
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.変圧器

UHV絶縁技術の開発

UHV送変電機噐開発計画の一環として,実施していたUHV試作

変圧器と GIS の1年問にわたる長期課電試験を終了し,その信頼

性を確認した。また,表面電荷法による一般3次元電界解析づ口づラ

ムの完成,実規模モデルによる V一ι特性の把握,流動帯電抑制剤

BTAの開発など,基礎研究の面でも進歩があった。昭和56年の

U11VL稼働に伴い,リード絶縁,分笥1接続部の要素試作及び試験な

ど,今後も各種絶縁開発を本格的に行う計画である。

ベネズエラグリ発電所向け単相 268.5 MVA 80okV 昇圧変圧

器

ベネズエラ東部のグリ第2発電所, NO,Ⅱ発電機用昇圧変圧器の定格

は単相 268.5 MVA 18.okv/822375-R7卵.0-745.875/V互、'kvBIL

1,925kVである。実際の電力系統用変圧器としては我が国で初めて

のUHV変圧器であり,予備1相を含め合計4台が昭和57年に出

荷される。特に重要な内部絶緑は,数多くの 50okV変圧器の実績

をもとに, UHV絶縁のづロトタイづ実証試験を実施して,より信頼

性の高い構造とした。これにより,将来の 1,oookV級変圧器の製

作ヘ向けて,第一歩を踏みだしたこととなる。

韓国電気試験所(KETRI)納め 1,00O MVA短絡試験用変圧器

韓国電気試験所に短絡試験設備用変圧器を3台納入した。主な定

桜は,96-72-48-24/18 RV,1,00O MVA (3秒冊D,1,425/150RV

BILである。短絡変圧器の場合,発生電磁力に対する強度が特に重

要である。とのため同変圧器では外鉄形変圧器の特長を生かし,巻

線の交互配羅の数を増して発生電磁力を低レベルに押えている。ま

た,耐摩粍性の優れたコイル絶縁紙を使用するなど各所に十分な配

慮を行って製作した。

ブラジル(CEMIG)向け 525/'V吾、kV 分路りアクトル

フォー△フィヅト構造として初めて製作した単相 525'/V吾、kv,器3

MVA分路りアクトル6台をづラジ}レ(CEMIG)に納入した。この分路

リアクトルは,50okV分路りアクトル89台の豊富な当社の製作実績に最

近の磁界解析及び振動解析技術を適用し,高磁束密度化,タンク構

造の簡略化など機能及び描造の合理的設計を図ったものであり,同

1ⅡⅡⅡ1」Ⅱ"1ιⅡ訂開NⅡⅡ"肌1ι"h11」"111,Ⅱ'訂1,""Ⅱ1」"Ⅱ"」1111'""""11"Ⅱ1」i111Ⅱι1Ⅱ""1」Ⅱ""H""Ⅱ"11""肌1111"11ⅡⅡ"Ⅱ""11」"""""11""""11肌"旺"1」j「1111"11」1ⅡⅡ」11」t1Ⅱ11昨"11"Ⅱ1'""ⅡⅡ」1Ⅱ"」1""],"1」"1」"1'1」11" 1ⅡⅡ 1」ⅡⅡ1」111」1」1ⅡⅡⅡ1Ⅱ1"Ⅱ1」 1"1"Ⅱ

定格の従来形忙比較して,総重量で30夕訓輸威されている。

40MVA蒸発冷却式ガス絶緑変圧器

都市部における確力需要の増大に伴う配電用変圧器の大容量化と,

防災」二から不燃性,オイルレス及び環境調和を目指した 77kV 如

MVA蒸発冷却式ガス絶縁変圧器を,当社と関西電力(株)が共同で

研究開発した。この変圧器は 20MVA中身2台を 1つの容器K収

納したもので,負荷時タッづ切換器は真空スィッチ式を採用し,20

MVAユニ寸に各1台取付けた。蒸発冷却方式は冷媒であるフ00力

ーポンC8FN0 の気化熱を利用して巻線及び鉄心を冷却する屯ので高

い冷却効率を得ることができる。なお,容器内には冷状態忙おける

絶縁の目的で SF0ガスが03Rgルm2・g(20゜C)封入されて込る。

基礎研究においては,特にフロロカーポンと各種使用材料との適合性

や,フロロカーポンの蒸気圧特性,絶縁特性,冷却特性などについて種

六の検証試験を行ったほか,モデル変圧器を用いた総合的な特性試

験を実施し,製品化に向けて十分な検討を行った。フ7kV 如MVA

づロトタイづ変圧器は昭和55年度に完成し,工場試験完了後,関西電

カ(株)北摂変電所構内にお込て約1年問の実負荷模擬試験を実施中

である。
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SF6ガス絶緑変圧器

SF肋'ス絶縁変圧器は防災性,耐湿性,小形・軽量,高い信頼性が

要求される市街地の変電所,白レ・地下街などの屋内変電所,トンネル

内変電所,各種づラント,工場などの電力設備に最適

である。海外においても,香港,シンガボール,クウェー

ト,オーストうりア等の大都市における配電用変圧器と

して注目されている。

国内では既に12台を製作納入し,海外ヘは24台

を受注・納入している。また,特殊品として 1,000

kv sF肋'ス絶縁試験用変圧器を製作し,社内設備

として現在運転中である。1,oookVの高電圧を発生

するガス絶縁試験用変圧器としては世界的にも例が

なく,記録品である。

.開閉装置

300/、240kv,50/40kA 1点切タンク形ガス遮断器シリーズの

完成

超高圧変電所の小形化に貢献する,2如kV及び30okV 1点切タン

ク形ガス遮断器(GCB)の製品化を行い,昭和56年9月に電力会

社の立合の、と忙公開試験を成功裏に行った。

とれは,従来2個直列遮断点で構成していた、のを1個の遮断点

で可能にした世界初の 30okv,50kA 1点切単一圧力式GCBであ

る。消弧室については,形式試験に先立って,昭和56年1月に公

開試験を実施した、のである。定格事項は次のとおりである。

240,30okv定格電圧

40,50kA定格遮断電流

2,000,4,000,6,000,8,00OA定格電流

油圧(投入,遮断)操作方式

イ゛'、4,凡七一 1ミ風1」五,゛女・,主,、>" j 4
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この遮断器は次のような特長を屯っている。

(1)小形化により据付面積を従来の6割に縮小できる。

(2)部品点数が半減し信頼性が向上された。

(3)可動部重量の低減と油圧操作機構の適用により低い操作音と

なる。

また,この消弧室ユニ,トを 550kV に適用することによって,従

来の4遮断点を2遮断点にでき,茄okv GCBも小形化できる。

関西電力(株)高浜発電所納め550kVガス絶縁開閉設備

関西電力(株)高浜発電所1・ 2号機の 50okV昇圧用に 550kV ガス

絶縁開閉設備(GIS)を納入した。原子力発電所ヘの全GISの適用

につ仏ては,既に大飯発電所納めの 550kv GISの実績などにより,

その縮小性と信頼性を高く評価されて仏る。

今回のGIS は,既設275kV 開閉所K隣接して3 ・ 4号機用も含

めて 50okV で設置できるように考慮しており,そのため主母線部

分を立体化して従来のものより一層縮小度を向上させた構成として
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いる。また,昇圧変圧器との接続には我が国で籾めての550kVガス

絶縁母線(AG1母線)を適用し,避雷器は酸化亜鉛形を採用するな

ど十分に検証された最新技術を有効に組合せて更に高信頼度のGIS

としたものである。

関西電力(株)多奈川変電所納め30okVガス絶縁母線

関西電力(株)多奈川変電所の増設に際して,既設屋内開閉所と増設

GISとの問に 30okVガス絶縁母線(AG1母線)を建屋壁を貫通させ

て接続した。

AG1母線の採用により,保守点検ではメンテナンスフリーに近づくと

ともに,配置構成では立体構造とすることにより,敷地の有効利用

が可能となった。

＼

饗'
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"季

高電圧機器ヘの大形注型絶緑物の適用

送変電機器の大容量化,高電圧化及び縮小化に伴う3相一括化など

により,注型絶縁材料に対する耐熱区分の向上や注型絶緑物の大形

化ヘの傾向がますます強くなっている。これに対処するため,使用

上限温度を上昇させた材料を用いて電気的,機械的特性などの熱的

寿命評価と耐クラック性や硬化反応性などを中心に検討を進め,熱変

形温度が140~18がCと従来の注型材料より高い耐熱区分の各種大

形注型用絶縁材料を開発した。大形化に伴う注型品の製造技術面の

開発においては,超大形注型装置の新設と評価設備の充実により,

容量効果を含めた注型製造条件の最適化を図ってきた。との結果,

各種注型材料に適する大形注型絶縁物の製造技術を確立した。

とれら大形注型絶縁技術の開発成果の適用事例巴しては,550kv

GIS 用3相一括スペーサ(写頁)や 30okV 3相一括スペーサ及び 550

kV 8RA と12kA円銚スペーサなどの耐熱配合を適用した大型注型

品の開発がある。また,コイルものを埋込んだ注型含浸技術を必要

とする大形コイル製品として,モー1叶十ランスや大形変圧器の開発があ

る。これらの大形注型絶縁技術の開発実績から,形状φ2,000 の寸

法まで開発が可能である。今後,新しい二ーズに対する製造開発と

大形製品の受注に対して容易忙対処することができる。

烹".
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関西電力(株)多奈川変電所納め30okVガス絶縁母線

SF6ガス遮断器国内第 1号機の巧年問 10,000回操作運転実績

我が国における SF6ガス遮断器第1号機として,関西電力(株)新神

戸変電所において特別点検を実施する機会を得た。昭和40年に運

転開始して以来15年問,10,000回操作の運転実績から今後のガス

機器設計に貴重な数多くの資料を得た。ガス密封技術をはじめとす

るSF0ガスに関する基本技術の確立,油圧操作機描の優位性などが

確認され,ガス機器の保守・点検基準が確立できた。当社のガス機

器技術の優位性は更に進んだといえる。
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静止形調相設備(SVC)用サイリスタモジュール

静止形調相設備(SVC)のサイリスタバルづ用純水冷却サイリスタモジュール

を開発した。このモジュールは 6.6kv,2,50OA の定格を有し,とれ

を直列に接続することにより33kVまでの電圧に適用できる。 4kv,

1,50OA のサイリスタ素子の採用により大容量化が実現でき,またり

アクトル制御形SVC とコンデンサ開閉形SVCの両方に適用できるなど,

電力系統調相用 SVC1て最適な構造となってぃる。
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一一 'ン/
関西電力(株)新神戸変電所設羅のSF6ガス遮断器国内第1号機

^

550kv GIS用3 相一括スペーサ
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.系統制御・保護

ディジタル形脱調分離装置

脱調分雛装置は,メイゾルーの保護方式巴して十分実謡踊ミあり,脱

調軌跡が当該送電線に入ったととを確実に判定したうぇで遮断でき

るインビーダンスの移動変化を検出する方式と,フェイルセーフとして脱調

選別能力がありメインルーの動作原理と異なる電圧変化を検出する

方式を採用してぃる。また,ディジタル化したことにより,①小形化

(12端子分の脱調分雛システムを3面で朧成可能),②高性能化,③

保守の省力化,④経済性の向上などが実現できた。

当社では,現在までに数たのフィールドテストを行い,その経験を経
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て積上げたディジタル技術をべースに,常時監視・白動点検の付加,づ

リンタの付加などにより装置の性能,信頼度向上を図ると共に,階

層モデルによるハードゥエア《MULTIFLEX-D》によりこの装置を構成

している。

東京電力(株)納め千葉給電所自動給電システム

昭和56年5月に東京電力(株)千葉給電所の店所給電自動化システム

の運用を開始した。このシステムは,千葉県全域の 154kVから22kv

系統の多数の発・変電所,特高需要家を対象として給電業務を自動

化・機械化した大規模システ△である。このシステムは,高性能工業

用計算機《MELCOM 350-5のの最上位機種であるモデルA2500 を

2重化構成したものであり,即応性,信頼性,拡張性に優れたシス

テムである。以下に主な特長を示す。

(1)系統監視・記録統計ヰ剰乍指令・運用計算の各業務を計算機

2台で分散処理し,計算機の保守,障害発生時には相互にバ.,クァ.,

づすることにより処理性と信頼性を大幅に向上させた。

(2)コモンメモリに電力系統状態データベースを配置し,業務切換処理

の連続性と高応答性を確保した。

(3)高密度大形カラーCRT,8台を使用し運転員の操作性を向上

させている。また,広域系統図は,4倍サイズの仮想大画面を用い,

画面移動機能により表示するととができる。

電(4)大規模系統手一夕を集中管理する手ータベースカ式を採用し,

力股備の増設,変更に伴うデータメンテナンス業務は, CRT との対話操

作で容易に行えるようにした。1、ー'ゞ、ゞ~
.JノノーJ」ナ、
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FM電流差動キャリアリレー装置

FM電流差動キャリアルー装置は,キルヒホッフ第1の法則による差動

原理に、とづく理想的な保護方式を採用しており,①負荷電流の影

轡を受けにくい,②両端可変電源系統・多端子系統に適用できる,

などの特長を有し,信号伝送系を含めた総合動作信頼度も従来の位

相比較キャリア,ルーブj式と比ベると,高性能な雑音検出方式の適用に

より大幅な向上が可能となり,主幹系統保護用として最適な保護リ

レー装置であるといえる。

当社では昭和45年からフィールドテストを開始し,数々のフィールド経

験を経て積上げた技術をべースに,零相チェック監視による雑音検出

の高性能化,零相電流差動による微地絡検出機能の付加,自動点検

機能の内蔵などにより,装置の性能・信頼度ア,,づを図り,階層モ

デルによるハードゥエア《MULTIFLEX》によりこの装置を完成させ,

このたび,中部電力(株)並びに,九州電力(株)向け装置を相次いで

製作・納入した。

光ファイバ利用雷波形観測システム

この装置は変竃所,発電所などに送
;共軍ヰよ福
ーーーーーーー

電線経由で侵入ナる雷サーづの波形

e-,^・ヨノンテノ解析を貝的とした屯ので,最高10鵬

のサンナルグ速度で波形記録ができ

る。送電線直下のセンサ部と屋内の

演算処理部の問を光ファイバ波形伝送

装置で糸古合し,安全かつ忠実に波形

の記録,再生,処理を行えるのが特

長である。この装置は昭和55年度

以来,関西電力中瀚嶺南変電所はじ

め数か所の50okV変電所に設置さ

れ,現在1順調にデータを収集してい

る。
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サウジ電力庁納め33kvGCB2段積み閉鎖配電盤

サウジアラピア電力庁向け 132kV 電力づラントは,中部高原地帯を 132

kV の送竃網で囲み,33kV の配電網によって電化し,電力の安定

供給を目指すものである。とのづラントの規模はU変電所,その中

の33kV閉鎖配電盤は190而で当社の輪出用特高閉鎖配電盤として

は最大級のものである。

このづラント用 33kV 閉鎖配電盤は,ガス遮断器(GCB)を 2 段

積みしたダづル母線方式の閉鎖配電盤とL,据付面積の縮小化によ

り変電所のコンパクト化を実現した。このクラスの2段積みは,当社

としては最初で他社でも余り例のない試みである。更に,その描造

を極めて簡単なものにアレンジし,2段積みでは菫能しいとされてきた

内部事故に対する防爆装置を完備し,客先立合いによる正C規格の

合格を実証した安全性の高いものとなっている。また,このづラント

は新鋭装置で構成した重要づラントで,客先とコンサルタントによる共

同の厳重な品質監査に、合格するなど品質面でも特別の配慮が払わ
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このづラントは,目下昭和57年3打の運転開始を目指して現地据

付中で,当事国は、とより各方面から注目を集めている。
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6/3kV汎用真空遮断器(VF・A形)

VF形真空遮断器は,高圧受電設備忙多用される簡易キュービクル用遮

断器として開発した、のである。この分野はその経済性が重要な要

素となっており,従来価格面から、つぱら油遮断器の市場であった。

同真空遮断器で安全性けイルレス),小形・軽量の特長に加えて油遮

断器なみのコストにするととにより,驚異的な伸びを示し発売2年

にして1万台を越える納入実綾を記録した。また昭和56年度には,

更に仕様を向上した製品(VF-A形)を発表し,その適用拡大を図

つた。 VF-A形の主な特長は次のとおりである。

(1)従来,真空遮断器の適用に当たっては,適切なサーづ保護装

置が要求されてきたが,低サージ仕様品(VF-AZ形)を開発し,適

用の自由化を図った。

(2)電動ぱね操イノF方式として白ンづルな即時投入操作機構を開発し,

安全性の向上と緊急電源用などの用途拡大を図った。

(3)油遮断器の代替機種ともするため,従来油遮断器の主回路端

子配列に合わせて,2種類の形態(N形, R形)と多段積み用(P

形)の配電盤直接取付真空遮断器を完成した。

(4)また引出タイづとして4段積みキュービクルを実現したことは、

ちろん,盤厚みを従来の 1,50omm程度から 1,ooomm 以下と大幅

に縮小化し,コンパクト配電盤を実現した。

低圧大容量限流一選択遮断システム

永久ヒューズの優れた限流作用を応用したCLN形限流一選択遮断装

置は,低圧配電システム用として従来にない高性能な,遮断方式とし

て高い評価を得てきた。

当社は今回このシステムの適用範囲を拡大するために,大容量永久

ヒューズ(定格電流,1,20OA .1,60O A .2,00OA)と気中遮断器(ACB)

用の新形ドjリづりレーを開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1)大容量な永久ヒューズを開発したので,

.大容量の限流一選択遮断装置も小形化でき,占有面積が小さく

なる。

.大容量の限流一選択遮断装置の分岐回路用として,安価な汎用

遮断器(AC 4釦V,18kA級)が使用できる。

・スポ,,トネ,トワーク方式など忙も適用できる。

(2)新形トリッナルーを開発したので,

・主遮断器として気中遮断器が使用可能となった。
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主逹断器

露

低圧,大容量限流一選択遮断装置

CL限流ユニット

.
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3.産業用システム機器

昭和56年度における産業用システム機器の特長は, エ.レ

クトロニクス機器の多様化,高性能化巴その有効活用であ

る0 特に電子計算機,プラントコントローラ,計測制御装

置,データウェイなどは,プラントの種類,規模に応じて

最適に選択,結合され鉄鋼,化学,製紙,食晶,水処理等

のあらゆる分野において,経済的な自動イヒ,省力化,省工

ネルギーシステムを実現した。更に半導体変換装置,各種

生産機器などにおいて、特長ある多くの新製晶を開発,納

入したが,その概要は次のとおりである。

(1)エレクトロニクスの有効活用は,鉄鋼分野において

特に顕著である。最新鋭のホットストリップミノレにおける

工業用計算機,高速プラントコントローラ,高速大容量光

データウェイを最大限に活用した全ディジタノレハイアラー

キ制御システムは,計算機処理の分散化,総合機能の向上,

監視' RAS機能の充笑,マンマシンインタフェースの最

適化,工事費の削減などを実現した。

一方,プラントの駆動システムにおける特長は,交流可

変速装置の応用分野の拡大と世界最大級の電流容量を持っ

サイリスタを使用した,フロン沸騰冷却式高圧サイリスタ

レオナード装置の開発,納入である。

(2)ディジタル制御の特長を最大限に発揮した分散形計

装システム《MACTUS》は,その特長を生かし,化学,

セメント,食品水処理などの分野K広く採用された。更に

豊富な機種を準備し,プラントの種類,規模に応じ最適な

システムを実現できる《N仏CTUS》新ファミリー及び分

29

散形計装システムを経済的に実現する計装用ノぐスの開発

は,各種プロセスへの適用を容易にした。

また,各種産業プラソトのシーケンス制御, DDC,監

視制御を行うプラソトコソトローラ《入促LPLAC》におい

ては,故障検出,故障診断,処理速度,マンー才シソイソタ

フェース等の機能を大幅に向上させた新シリーズを開発納

入した。

(3)工業用計算機においては,ソフトゥエアの晶質・生

産性向上,使いやすさ,メンテナンスなどに対する要求は

厳しさを増している。とれらの要求にこたえる大容量磁気

ディスク巴 CRT端末を使い計算機と対話しながらソフト

を生産できるプログラミソグワークステーション,及びユ

ーザー計算機を遠隔地からメソテナソスできるインテリジ

エントシステムコンソーノレなどを充実させた。

(4)生産機器の分野においては,動作速度が速く,5自

由度の関節構造を持ち,ティーチソグプレイノぐツク制御方

式を採用したアーク溶接ロボット,及びワイヤの自動切断,

自動結線機能を持った昼夜連続無人加工可能なワイヤカッ

村攻電加工機及び放電特性の優れた無声放電励起方式CO。

レーザなど自動化,省力化にとたえる製晶を開発,納入し

た。

(5)環境保全設備においては,従来困難とされていた計

算機による浄水場の薬品注入制御を,フィードフォワード

制御巴フィードバック制御を組合せた予測レギュレータ方

式を採用するととにより実現した。

3.1 産業プラント用電機品

.ホットストリップミル用電機品

昭和弱年度の韓国浦項製鉄NO,2 ホ,トストリッづミル,及び昭和56年

度づラジル国営製鉄(CSN)ホヅトストリ,,づミルに引き続き,昭和56年

度は,名実と、世界最新鋭の某社向けホ,トストリ,,づミル用電機品を製

作納入した。この剥レは極めて多様な操業方式,極限的とも言える

省エネルギー,省力化の追求から制御システム,づラント構成H/W共に

時代を画する高度の設備となってφる。

制御システムは 4台の SCC(supavisNy compute" con壮OD 計算

機,5台のDDC計算機《MELCOM350-5の, U台のFEP(F如址

End p.oce部00,及び 32 台のづラントコントローラ《MELPLAC-550》,

更にそれらを接続する光データウェイシステムから楢成される全ディジタル

分散形ハイアラー牛システムとなっており,下記の特長を右してぃる。

3 産業用システム機器

(1)高速大容量光データウェイと DRI0(Remot0110)の導入による

PI0一元化,及びづラント手ータベースの構築

づラント信号を各工Oca1の DRI0 に入力し,高速光データウェイで結合

しているので,これが全CPU共通のデータベースとなっており,任意

の CPUから独立に入・出力することが可能である。との構成によ

リ,工事費削減のみならず,システム構成,拡張性の容易化を図って

いる。

(2) SCC計算機の処理分散化及びマンマシンインタフェースー元処理

高性能工業用計算機《MELCOM350-5のA2500の遵入にとどまら

ず,更にFEPによるPI0処理,端未処理により, SCC計算機K,

より高度の機能をもたせ,処理の分散化,総合機能の向上を図って



いる。

(3)監視, RAS機能の充実

電源系統,駆動機器の監視,故障診断,制御システ△のRAS集中管

理,復旧ガイダンス導入などの監視しステムも大幅に自動化され,大規

模づラントであるホットストリ,,づミルのg詩性向上,保守省力化を目指

,ーシステムとなっている。

(4)マンマシンインタフェースの最適化

各運転室でのワンマン完全白動運転を前提に,操作性,操作・監視

のひん(頻)度,重要度を十分考慮したマンマシンインタフェース器具の適

用,配置により操業の省力化を目指している。

更忙,づラント構成機器を見ると,各機器とも高効率設計が特長と

なっており, DC I,50OV主DCM による仕上主機のTWIN DR・

IVE,直列12相構成のフ0ン沸騰冷却主サイリスタ, VVVF駆動ACM

による省 1ネ制御などの多くの改善を施している。

.高圧大容量サイリスタレオナード

新シリーズ高圧大容量サイリスタレオナード装置として,定格2,50OV,

2,50OA電流容量の世界最大級のサイリスタ素子を使用して,1,50OV,

3,750A のサイリスタ装置を完成し,熱延仕上圧延機用として出荷し

た。との装置では,大容量素子の採用なだにより主回路部品点数を

従来の如%まで減らして高信頼化を図り,高圧化及び省電力設計

により電力損失を従来の50%までに節減した。また,サイリスタ素子

の冷却にはワ0ン沸騰冷却方式を採用して冷却を高効率化し,クーラ

などの空調設備を不要とするととによって,メンテナンスの低減も図

つた。

SCC計算桜

ヘ}レパロール駆動VVVF電源装置(インバータ定格

AC 220V,120H.,駆動電動機5'5kw)
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管理用光データウェイ

DDC計算1
及し
FEP

リ御用光データウェイ

.鉄鋼プロセスライン用電機品

鉄鋼づ叱スラインは近年,自動車用鋼板に電解亜鉛めっき鋼板を多用

するようになったため,連続式電解亜鉛めっきライン(EGL)の設備

計画が増えている。環境条件による保守性の向上を主目的として,

従来直流電動機にて駆動していためっきタンク周辺の口ールをトランジ

スタインパータ制御の交流誘導電動機て傷区動するシステムを完成し,川1崎

製鐵(株)千葉製鉄所に納入した。当社の VVVF トランジスタインバータ

の特長は,づロセスラインで要求される加減速中のせん(揃)速性及び運

転中のトルクリ,,づル特性の改善法として, PWM (P心e w'id伍 MO・

d゛1狐on)/PAM(P田.e Amplitud. ModU1祉ion)(特許出願中)を

速度に応じて自動的に切換える方式を採用していることである。ま

た,各へルパロールビと速度制御ルーづ特性と垂下特性を独立に調整

できる方式を採用しており,極めて良好な運転性能を発揮できる。

フロクラマフりレ

コントローラ

MELPLAC

FEP

世界最新ホットストリッづミルシステム構成

電桜監視用
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.冷問圧延機用電機品

可逆式冷問用圧延機の既設制御装置のりづレースとして,住友金属工

業(株)和歌山製鉄所1こ,づラントコント0ーラ《MELPLAC》を2台納入

した0 うち 1台はりール及びミルの主幹制御を受け持ち,他の 1台

は品質制御の中心となる AGC及び口ール偏心制御などを受け持っ

ている0 とのシステムの特筆すべき制御機能は下記のとおりである。

(1)圧下の自動設定

圧下設定値は,影縛係数テーづル及び塑性係数テーづルをコントローラ内

部に持ち,自動的に算出し,圧下設定を行ってぃる。との機能によ
リオベレータによるづりセットは不要となる。
(2) AGC

AGC としては,ゲージメータ AGC,フィードファードAGC,フィードバ,'ク

.製銑製鍋プラント用電機品

製銑製鋼の分野においても,省資源,省力,製品の高品質化及び環

境保全の投資が行われる傾向にある。昭和56年度、特長ある製銑
製鋼設備用電機品を納入した。

(1)中国,上海宝山製鉄所向け電機品

当社は,石炭処理設備,成型炭製造設備,コークス炉設備,コークス処

理設備,化成品製造設備,焼結設備及び石灰,ドロマイト焼成設備用壌
機品を一括納入した。とれらの設備の主幹制御装置としては,づラン

トコント0ーラ《MELPLAC》を採用し,各種の自動運転が可能となった。

更にコークズ設備においては,《MELPLAC》の特長あるソフトゥエア体

系により,上位計算機とのインタフェースを容易にし,計算機自動運転

が可能となった。また,多数のコンベヤ群の最上流機と最下流機の2

点を選択するのみで任意の系統運転が可能な始点一終点制御方式を

.スラブ精整ライン制御用計算機システム

スラづ連続鋳造の精整ラインにおける高度の総合自動化己ステ△を土業

用計算機《MELCOM 350-50》を中心に,づラントコントローラ《MEL.

PLAC-55の及び"CLP"を用いて実現した。との総合自動化シス

テムは,厚板などの精整ラインにおける当社の自動化システ△の豊富

な実績をべースに,世界に先がけて実現したものである。システムの

機能の特長は次のとおりである。

(1)ラインの故障やヤード内のスラづの在

庫量に応じて最適なスラづルートの選択を

UⅡ旦U"非UI"11N」Ⅱ,1叫1"1」U1訂Ⅱ「j"ⅡⅡ訂Ⅱ"訂ⅡⅡⅡきι1」1Ⅱ"↓μ1」""」Ⅱ1Ⅱ"町き1Ⅱ11U訂ⅡUⅡⅡ"11Ⅱ訂Ⅱ」Ⅱ1ⅡιUU1111Ⅱ"11Ⅱ1Ⅱ」"Ⅱ11Ⅱ11""Ⅱ"1」註Ⅱ1,"11"訂11Ⅱ1"1Ⅱ"'tlj"1」,1ⅡⅡ紅Ⅱ111ι」」,」""1Ⅱ"1闘1ⅡⅡ1」ⅡⅡ"」 11 」叫,1嬰 11 1Ⅱ1」"Ⅱ1」Ⅱ"Hl「ⅡⅡ1ⅡⅡ1闘""ⅡⅡ11Ⅱ11"Ⅱ"」1"肌ⅡⅡ"ⅡιⅡ1"肌UU非,

AGC (モニタAGC),マスフローAGC,及ぴ 0ール偏心 AGC を備え,

製品コイルの板厚精度をコイル全長にわたり向上させた。特にゲージメ

ータ AGC は,ロール熱膨張などのオフセヅトを前パスて、学習するとと

により板厚計算精度を高めている。また,ロール偏心制御はBUR I

回転ごとに口ードセル信号より偏心量を算出,次回転に偏心量を補償

するコストパフォマンスの局い方式としている。

また,中国(北京)治金工業部泳県アルミ箔試験土場に(株)神戸

製鋼所経由にて,冷問圧延機(1基),はく(箔)圧延機(2基),及

び箔分離機(2基)の電機品を納入した。これらの設備の主要部分

はすべてづラントコントローラ《1Y促LPLAC》により制御されており,中

国のアルミ箔圧延機関係者より多くの注目を集めている。

出ι訂」1臥闘1闘Ⅱ.1^肌」11ⅡⅡ叫""1」1」ιHⅡ11UJUU.」ⅡU↓ⅡΠ11Ⅲ111」Ⅱ1」1,1Ⅱ11μⅡU11Ⅱ111勃1」1」」」,」」1「」11ⅡⅡ"叫Ⅱμ」"Ⅱ"口闘1Ⅱ"Ⅱ"回1"1註HⅡ"」蹴ⅡIUI」""凶出↓1ιUⅢWI"1U」Ⅱ」JE1きU」血帥U111m山闘1"ι菖出HU罫嬰匪」μ1山旦叫冨訂1吐皿U嬰1""1嬰^JUH1Ⅱ11凹U計Ⅱ」Ⅱ,]U山11昇1封U

採用した。

焼結設備においては,冷却器の排熱を利用して省エネルギーを図る

ため,排熱回収設備を装備し,排熱回収送風機駆動用880kW誘導

電動機の速度制御として,静止セルビウス方式を採用した。

(2)某製鉄所向け排煙脱硫設備用電機品

上記電機品の特長としては,従来の照光盤及ぴ操作盤に替えて,監

視用として CRT,操作用としてキーポードを装備し,容易で,シンづ

ルな,かつフレキシづルな機能を持った監視操作方式を採用した。ま

た,監視操作装置の故障時のバックァ,づ対策として,2重化を図り,

更に2台のコントローラと,2組の監視操作装置の接続は,任意のバ

ツクァッづ対策が可能なシステ△構成としている。

図る機能。

(2)卞ードへの搬入・ヤードからの搬出

のタイミングを最適にし生産性を向上させ

る機能。

以上いずれも高度の最適スケジュ]ルグ機

能である 0

システム構成は,図に示すように計算機

の CPU ・づラントコントBーラ及ぴ"CLP"地

上局を2重化することにより,完全な待

機形の2重化システムを実現し,システムの

信頼性を最大限上げている。ラインの運

転を高度に自動化した結果,システムダウン

が直接ラインづウンとなるのて、,システムの

信頼度につ仏て特に配慮した結果である。

とのシステムは昭和56年末のホ,トランを

目指し,同年春に工場試験を完了し,出

白ι」"」訂",11μ"闘1」1Ⅱ11]"Ⅱ1」ⅡU,"町"1」1U"Uι1"ι1111111""」11"1U"Ⅱ訂ⅡUU11」1Ⅱ1」」」1ⅡⅡ"Ⅱn"ⅡⅡ」111"Ⅱ1↓計Ⅱ"'1」1ⅡU"11Ⅱ"1」計"""」」Ⅱ1」Ⅱ""」1訂計11Ⅱι開1ⅡⅡUⅡ"11Ⅱ11訂Ⅱ1」"ⅡⅡ"」ιⅡ""""11」」"Ⅱ11」tⅡ"ulfⅡU"Ⅱ訂Ⅱ訂Ⅱ"ⅡⅡⅡ1
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.セメントプラント電機品

近年セメントエ場における省 1ネルギー,自動化の気運は一段と高くな

つている。また,燃焼方式も石油から石炭ヘ変更されつつある。省

エネルギーに関しては可変速電動機,高効率電動機の採用,自動化に

関してばづラントコントローラ,集中管理システ△及びDDC制御システムの

採用が急速に増加しっつぁる。

昭和56年度の当社の主な実績は下記のとおりである。

(1)カイザー社経由香港CHINA CEMENT づラント用電機品.132

kv GIS2基,主変圧器,各種配電盤及ぴ高低圧電動機類一式。キル

ン1DF なだに静止セルビウス装置を採用。

(2)新日本製鉄化学工業(株)(戸畑)納入250kWキルン駆動サイ

.アンローダ用電機品

01"1m1計畔Ⅱ証」き酢r吐1封""Ⅱ"Ⅱ"JEIU,1"」Ⅱ制ΞN",U計11Ⅱ訂闘1ⅡN"ⅡιⅡ1脊r11訂110IU"111Ⅱ11町"Ⅱ肌11Ⅱ.1ⅡⅡ11ⅡⅡ11Ⅱl「1111ⅡⅡⅡⅡ"Ⅱ"tU1Ⅱ"1Ⅱ1"ⅡⅡ,ιⅡ計Ⅱ訂"Ⅱ11ⅡⅡ訂"Ⅱ肌ⅡⅡ肌ⅡⅡ」1ⅡnⅡⅡ町ⅡⅡ""11,1Ⅱ{」町11Ⅱ"訂口U"'111ⅡⅡ"町Ⅱ"肌ⅡⅡ訂"「j"U1111」ι1 ι

とのたび橋形 3セ汁,水平引込形 1セ,"のアンローダ用電機品を納

入する機会を得た。これらの電機品ではサイリスタレオナードの採用及び

高密度実装制御盤の採用により電機品据付面積が従来比の70%と

なると共に,シーケンス機能の集中配置により保守,点検に多大の便を

与えることができた。また,シンク0ーディジタ}レ変換方式によるバケッ

ト開度検出装置の採用により,バケリト交換時の操作が従来の機械リ

ミ,,トスイヅチ式のものと比ベ極めて簡単となった。更に,との装置か

らのアナロづ補正信号により,パケ,,ト開き下げ時の揃位置制御が極め

て高桔度に達成できたととが大きな特長である。

なお,橋形 2セ,,トでは逆L形経路式の半自動運転を行った。

Ⅱ""11Ⅱ11Ⅱ肌「」肌11ⅡⅡ"Ⅱ訂Ⅱ1Ⅱ」1Ⅱ」1Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ訂1111"ⅡⅡ11」11"訂IUⅡⅡ"「」1Ⅱ訂Ⅱ11「Ⅱ計"Ⅱ訂1111111」訂"ⅡⅡ"11"Ⅱ訂'肌ⅡⅡⅡ"Ⅱ訂Ⅱ"肌11ⅡⅡ1」ι11Ⅱ"""1Ⅱ1Ⅱι1Ⅱ"Ⅱ"ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ11111」1U訂Ⅱ"Ⅱ111Ⅱ1"1ιⅡ訂"ⅡⅡ計」"Ⅱ.1ⅡⅡ""""1111""1ιⅡⅡ1ⅡⅡ肌11"fj"1{Ⅱ11""""ⅡΠl「」訂」1ⅡⅡι1Ⅱ"計Ⅱ""1ιⅡ.Ⅱ"""Ⅱ1Ⅱ11

リスタレオナード装置及び DDCコントローラ《MACTUS》によるエネルギー

監視制御システ△とミ}レ引出量,セメンド輸送比率制御などの計装制御

システム。

(3)三菱鉱業セメント(株)苅田工場納入 3,oookW原料ミル,5,150

kW仕上ミル駆動装置及び《MAcfus》による原料ミルフィード量,

スづレータワ一排ガス温度制御,また同社東谷工場納入250RWキルン駆

動CS形サや炊タモータ装置。

また現在,中国向けセメントづラント電機品一式を鋭意製作中である。

とのづラントはづラントコントローラ《MELPAC》及び《MACI'US》によ

るミル負荷制御等白動化,省力化を主眼としている。

.製紙機械用電機品

タイ国HS社向けに抄紙機用駆動・制御システムを納入した。この抄

紙機は6種類の紙を抄造する多用途機である。生産品種を変更する

たびに行う複雑な設備の切換制御を 1台のシーケンスコント0ーラによる

集中制御方式とした。すなわち,シーケンスコントロールをはじめファンボ

ンづ制御,抄紙機のスビードドロー計測・制御,リール巻取長計測,ワイ

ンダの定尺巻取自動減速制御など,パルづ調成からワインダまでの主要

設備の駆動計測・制御機能を 1台のづラントコント0ーラに担わせ,ハー

ドゥエアの単純化による信頼性・保守性の向上を図ったととろに,輸

出向けのとのシステ△の特長がある。

また,三菱製紙(株)(中川)向け抄紙機制御システムに高速セクシ

ι1計Ⅱ1111Ⅱ"Ⅱ"Ⅱι""11Ⅱ訂Ⅱ"Ⅱ"1111Ⅱι1Ⅱ1」11Ⅱ"11"Ⅱ闘11」11111"11ⅡⅡ11Ⅱ"1ι"NⅡⅡ11ⅡⅡ"ⅡⅡ1111Ⅱn1Ⅱ計"ⅡUⅡIU111Ⅱ'ιⅡ"11ⅡⅡⅡ"Ⅱ11Ⅱ"ι1"Ⅱ"Ⅱ'1Ⅱ"Ⅱ肌U111Ⅱι11""11Ⅱι1"1111""Ⅱι1"Ⅱ"f,"11ⅡⅡ11U肌吐Ⅱl「」1「旦1」計"1"11,1111」訂111"」↓1闘ⅡΠ計「訂"EJ」1Ⅱ1ι詐Ⅱ"Ⅱ".Ⅱ,Ⅱ""ⅡUlf1Ⅱ f l

.長距離コンベヤ制御システム

最近,鉄鋼石,石炭,土砂などを輸送する長距離コンベヤの引合,受

注が増加している。当社では,昭和56年に次のような長距離コンベ

ヤ用電機品を受注,納入した。

(1)ソ連南ヤクート向け石炭輸送コンベヤ用電機品

選炭場用のベルトコンベヤで使用するすべての電機品(電動機,制動機,

制御盤)を防爆構造とした。また,輪送・保管温度一60゜C,難燃性,

導電性塗装などの特殊仕様にて製作した。

主な諸元は次のとおりである。

・コンベヤ t?姿女 282.6 km・コンベヤ総長

・電動機総容量 3,9妬kw 67・電動機台数

玉'

、

函館ドック(株)経由室蘭市納め水平引込式アン0ーダ

.ナルドライづ用として静止形スピードドロー設定装置を開発適用した。従

来この装置として 10数台の電動式ボテンショメータ(MRH)を使ってい

たが,これを静止化して各パートのスビードリファレンスをアナログとディ

ジタルの両信号で出力できるようにしたものである。パルスビリクァ,りづ

式速度検出力式の採用と併せて速度設定制御系の完全静止化を実現

した。

ほかにファンボンづ用釦okw vvvF駆動装置を製作した。とれは

速度精度土0.01%を保証できるものであり,高速抄紙機のセクショナ

ルドライづ用巴しても十分適用できる高精度交流可変速システ△である。

^

^
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(2)サウジアラピア向け鉄鉱石輸送コンベヤ用電機品

製鉄所に鉄鋼石を輸送する長距雛コンベヤ設備電機品(受配電設備,

電動機,制御装置)一式を納入した。

主な諸元は次のとおりである。

・コンベヤ台数 613km・コンベヤ糸を、1姦

・電動機台数 10・電動機総容量 2,675kw

との設備ICおいてはコンベヤ単機 6km長のものに対しては,かご形

電動機による多重駆動方式とし,またテークァ,づ装置としては,0ード

セル使用による自動張力制御式としている。電気室問は信号伝送装

置にて伝送している。



.アルミサッシ皮膜制御管理システム

アjレミサヅシ型材の皮膜処理ラインにおける皮膜処理工程の監視制御シ

ステ△として,マイクロコンビュータを 5セット納入した。皮膜処理ラインに

は,数千種にのぽる多様な製品種があり,とのシステムは,それぞれ

の品種に対応した皮膜処理条件を演算し処理を行う。ライン上を移

圧功するすべての型材のトラ,,キンづを行いながら,型材に対応する皮

膜電解通電制御,治色通電制御などを行い,また皮膜処理ライン内

各工程におけるづロセスデータを自動採取し,生産管理データの記録を
行っている。

その他,皮膜処理ラインの前後に位置する材料型材及び製品型材

の自動倉庫システムとデータ通信を行うことにより,倉庫と皮膜処理

ラインとを有機的に結合し,最適な生産計画,及び在庫管理を可能

ICして仇る0 また,とのシステムの導入により,最適通電制御に伴う

省エネルギー効果,自動化に伴う省力列J果が得られた。

.食品サイロの新制御システム

当社は,三菱づラントコントローラ《MELPLAC-30のとその周辺装羅で

ある'スマートターミナル(インテリづエントターニナルづ0セ,ゞサ)を使用して,食品

サイロの新制御システムを確立した。

主な制御内容は次のとおりである。

① CRTによる運転監視

②搬入,搬出管理, T/Mの打出し

③在庫管理, T/Wの打出し

また,とのシステムの主な特長は,

(1) CRT表示に高級言語BASICを採用したため,保守及び取扱

いが容易。

.工場内設備集中管理システム

工場内に散在する空調設備,受配電設備,ポイラ設備,コンづレッサ設

備,工水設備を一括集中管理するシステムを当社の神戸,制御製作所

内で実用化した。とのシステムは,空調制御,ポイラ自動燃焼制御,

コンづレッサ最適運転台数制御による省 1ネルギー(空調電力12%低減,

暖房ポイラ用重油10%低減)と,散在する各設備の集中監視,自動

記録による省力化を目的とした集中管理システム《MELFLEX 400-

EE》である。システム描成において,ミニデータウェイ伝送とマルチマイクロ

づ0セ,,サシステム構成を採用するととにより,設備管理の集中化と親局

機能の分散化を図った点がとのシステムの大きな特長である。
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(2)スマートターミナルはコンパクトなユニ,,トタイづなのて、,設置スペース

をとらない。

昭和56年の当社の主な納入実績は下記のとおりである。

1.箱崎坤頭納め電機品

全Ξな装殿巴して,《MELPLAC-300》 1式,管理用 CRT 1台,在

庫管理及び日報作成用巴出荷伝票用ナルタ各1台。

2.豊年製油納め電機品

主な装置として,《MELPLAC-300》 1式,管理用 CRT 2台,制

御用 CRT 3台,在庫管理用ナルタ 2台,日報用タイづライタ 1台。
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.最近の交流電動機

(1)中,大容量電動機新シリーズ開発

中,大容量電動機では,信頼性巴性能の向上及び小形軽量化を図り,

かつ多様化する顧客の要求仕様に柔軟忙対応できる新標準シリーズを

開発した。

315~400フレーム中容量電動機においては,鋼板フレーム製の全閉

外扇形電動機を Rシリーズスーパーライン電動機(100~50okw)として,

また450~800フレーム大容量電動機においてはF 4ライン電動機(200

~14,oookw)としてそれぞれ製品化した。とれら新シリーズ電動機

の主な特長は下記のとおりである。

3.産業用システム機器
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①耐熱寿命に優れたF種絶縁の採用Kよる高信頼性

②軽負荷より全負荷にφたる広仏運転領域にわたる高効率

③小形軽量(従来に比ベて容積で10~30%,重量で10~50%

軽減)

④運転中でも安全かつ容易に給排油できるころがり軸受構造

⑤球面支持自動調心を全面採用したすべり軸受

⑥端末処理の容易左大形端子箱

(2)大容量全閉外扇形電動機

フ,050kWを始めとして総容呈約8万kW のⅡkV級大容是全閉外

工場内設備集中管理システム管理センター
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扇形安全増防爆誘導電動機を製作,中東向けとして出荷した。
従来,全閉外扇形は 4,oookW級程度まて・が限界とされ,これを
越える、のには全閉内冷形又は開放屋外形なだが採用されてきたが,
中東における冷却水の入手難,環境条件のかとく(苛酷)さに対処す
るため全閖外扇形が採用されたもので,新通風冷却方式の採用によ
リ,従来の笑績を大幅に上まわる容量の全閉外扇形電動機が可能に
なった。

(3)立て形同期電動機

3,50okW36極ほか合計24台の立て形づラシレス同期電動機を製作,
海水ボンづ用としてサウジアラビアに納入した。大容量低速機において
は,誘導電動機に比ベて効率,力率はもとより価格面で、同期奉動
機の方が有利なととも多く,立て形ボンづ用巴して今後同期電動機
の採用が増加するととが期待される。

(4)高圧端子箱にてKEMA形式認定取得

高圧電動機の端子箱の安全性にっいて,世界的に権威があるオランダ
KEMA の数々の苛酷な確認テストに合格,2種類の端子端(6.6kv

.高圧サイリスタモータ

三菱重工業(株)高砂製作所に回転機試験設備駆動用として,33kv,
3,oookWの高圧CS形サイリスタモータを納入した。この装置は官圧の

サイリスタ変換器を使用し,幅広い速度制御範囲(120~1,728ゆm),

尚い制御精度などの性能上の特長と共に,保守の面でも下記の特長
をもっている。

(1)モータ忙通電することなしに,変換装置だけをテストするモー

ド巴,内蔵シミュレータκよりコント0ーラだけをテストするモードを備え,
保守性の向上を図った。

(2)サイリスタ1アーム分をコンパクトにトレイに収納した構造方式の採
用により,点検を容易にした。

(3)サイリスタ変換器は空気冷却器を収納した全閉内冷式とし,耐
環境性の向上,信頼性の向上を図った。

50OMVA,11kV 750MVA)が形式認定を取得した。
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.鉄鋼プラント用分散形高速DDCシステム

鉄鋼づラントにおける制御システムは,規模,制御機能,

制御性能,保守性など向上の一途をたどってぃる。こ

れらの二ーズにとたえる目的で制御システ△として機能

の分散,情報の適正一元化を最適化し,高速応答性を

有した分散高速DDC システムを実現した。システ△は

DDC を中心とした新づラントコント0ーラ《MELPLAC-

550》,光データウェイシステ△《MDWS-515P》,新りモート

1/0 システム《MELPLEX-510》,データウェイ用りモート1

/0などで構成し,下記特長を実現した。図に構成例

を示す。

(1)熱,冷延設備などの高速レンボンス制御が実現で

きる。

(2)システム構成が柔軟で設備,ユーザーニーズに対する

対処が容易で,最適な分散制御システムが提供できる。

(3)信頼度の高い制御システム(マルチ構成,りモート

1/'0,ブータウェイ)が実現できる。
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3.2 計洞上制御

.クロプシャー制御用熱延鋼板形状認識装置

熱問圧延ラインにおいて,鋼板の先端・後端形状を認識してクロづシ卞一

に形状不良部の切断信号を送出する赤熱鋼板形状認識装置の新形
"N. ACR"を新日本製鐵(株)名古屋製鉄所と共同で開発した。

"N'ACR"は鋼板自身の発する幅射光により鋼板形状を認識する

方式なので,検出用光源が不要でメンテナンスも容易になる低か,新

しく次の特長を有する。

(1)光センサの検討により測定レンリの低温化を実現。

(2)鋼板温度に応じた絞り制御により測定範囲を拡大。

(3)多量の実ラインデータ解析の結果確立した外舌L信号除去アルづり

ズムにより,熱延ライン特有の悪環境下でも高信頼性を保有。

.冷延鋼板の形状測定と制御

当社は,非接触式冷延鋼板形状検出装置を昭和51年に製品化して

以来,国産唯一の商品として,輸出を含めて 20台の納入実績を持

つが,とのたぴ測定機能の充笑のための

絶対値化機能と,形状制御機能とをまと

めてパ,,ケージ化した《MELPLAC》形状

測定・制御システ△を完成した。図Kその

システム構成を示す。その特長は次の巴お

りである。

(1)非接触式であるために操業条件に

よって変化していた検出値の絶対値化が

て、きる。

(2)形状制御は月標形状パターンを受信

する方式である。

(3)検出形状をモード分峠し,形状制

御の演算を簡素化した。

(4)局部的な形状不良にも対処が可能

て、ある。
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(5)制御機能は《ME上PLAC》内で完

.自動車用オートマチックトランスアクスル自動試験装置

との装置は,自動車用オートマチ,クトランスアクスルの機能検査を生産ラ

イン内で試験する,日本では初めての本格的な全自動検査システムで

ある0 パレットに搭載したトランスアクスルをテストスタンド内に引き込み,

直流電動機によりトランスアクスルに動力を伝達し,決められた 10数

種類の運転パターンに従って試験を行うことができる。良否の判定は,

運転パターンビとに採取した各種手一夕に基づきコンeユータにより行

つている。油圧系統における高精度な計測システム,エンジン相当の低

慣性駆動系,スロヅト}レ開度の高精度位置決め機構,入出力回転比検

出によるシフトボイント検出システムなどの開発により,この装置を完

成した。

PLG
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ローラ

分テ旦

銅板張力分布相対値の

1寅出

MELPLAC

11静

①形状,R1定曇の琵対値化

:寅31α申し、宰及ひ'急、凌度)

励磁電流基牟値の生成

(2凋桎形状パターン受信

③形状制御用操作信号の

生成

④表示用出力の生成

能
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.パターン計測技術の実用化拡大

パターン計測技術を応用して,野菜の形状寸法(長さ,太さ,曲がり

など)を測定し,これらの値を基準値と照合して等級・階級選別を

行う方法につφて開発を進め,一応の成功を収めた。当社は,更に

果実・野菜選別作業合理化ヘのパターン計測技術の応用面の拡大を図

るため,

①形状の良否判定が,より人の目視検査に近い判定方式

②秤計量に代わる,パターン計測技術応用の非接触体積(重量)

計測手法

を開発した。その基礎となったのは,変形対象の正確な形状計測技

術である。

更に当社は,上記バターン計測技術に認識技術を加えて,三斐化工
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.総合計装制御システム《MACTUS》の新ファミリ

三斐総合計装システム《MACTUS》は,システム規模・機能に応じた

豊富な機種を準備し,ゞイづタルの有する特長を最大限に発揮した分

散制御システムを追求してきているが,この分散制御の実現を更にや

りやナくした 1ルーづヨントローうの新ファミリー及び小規模から大規模

までの最適な分散制御システムを経済的に実現するために,ディジタル

情報を1本の同軸ケーづルで伝送する計装用バス(Mパス)を開発した。

(1) 1ルーづコントローラファミリー

業界籾のマイクロづロセッサを内蔵した当牡製 1ルーづコントローラ《MAC・

TUS20のは,今後の計装制御のあり方に大きなインパクトを与える

巴共に省エネjレギー,省資源対策を背景とした市場二ーズ巴相まってづ

此ス制御の分野に幅広く導入が図られてきた。

この 1ルーづコントローラに対する期待は大きく,ファミリーの充実が強

く求められていた。このたび経済面を追求した汎用形1ルーづコントロ

《MACTUS 202》(アナロづ出力形)と《MACTUS 205》(パルス

出力形),機能面を追求した高機能形 1}レーづコントロー

ラ《MACTUS 20り(アナログ出力形)と《MACTUS

205》(パルス出力形)を開発し,より経済的かつ機能

的な分散制御システムの描成を可能とした。これらの

1ルーづコントローラファミリーは,特長として,アナログタリ

チによるパラメータの設定,ハードマニュアルの内蔵,づ口

グラミングの容易性など数多くの機能を有している。

(2)計装用情報ハ'スシステ△

1ルーづコントBーラシステムを中核に分散制御が進展して

きた中で,とれらをシステ△的忙融合すべく,小規模

から大規模までの最適な分散制御システムを構築でき

るよう情報バスを階層化したのが,《MACTUS》用

情報パス(Mバス)システムである。

これらは,1ルーづコントローラ200ファミリー,及び小

機(株)と共同で魚種選別技術を開発した。

との開発は2段階に分けて行われた。第1次開発では魚種の大区分

(あじ,さぱ,さんま,仏わし)の選別を行うもので,100%近い

正判別率を達成できた。第2次開発では,魚種の大区分と小区分が

混った場合の判別をするもので今回実験に使用した魚種は,さんま,

さぼ,まいわし,うるめ仏わし,かたくちいわし,むろあじ,まあ

じて、あった。

実験の結果,各々の魚種の正判定率は90~100%であった。第2

次開発の成功により,混獲される魚の種類・大きさ選別につ仏ては

ほとんどの魚種に対応できること忙なった。

"町ⅡⅡ訂」'1""ⅡⅡ訂ⅡⅡ11",Ⅱ""ⅡⅡ1Ⅱ,1計ⅡⅡ"11"JN"1ⅡΠ11Ⅱ"肌HⅡ"町」""11Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ計Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ"ⅡⅡ",1"Ⅱ1ⅡⅡⅡ町Ⅱ訂ⅡⅡ"""訂Ⅱ町Ⅱ""""1."11Ⅱ1ⅡⅡ1Ⅱ"ⅡⅡ訂l「ⅡⅡⅡⅡⅡ"」ⅡⅡ,Ⅱ"ⅡⅡ11Ⅱ

ルーづコント0ーラの屯うーガの担い手であるマルチコントローラ《MACTUS

610》による分散制御白ステムに対し,監視システ△あるいは上位シス

テ△とのデータコミュニケーシ.ンの効率化を図ったものである。《MAC・

TUS 20のファミリー,《MACTUS 61のそれぞれのみステムあるいは

両者の複合システムにおφて,ケーづル 1本で中位Mバスを構築し,経

済性及び機能性の両面から追求し開発した口ーカルディスづレイ《MAC・

TUS 270》で,融通性に富んだシステ△を実現することができる。

更に,上位Mハ'スを構築してシステムの拡張を可能とし,下位,中

位,上位Mパスで一貫した計装制御システムを可能巴する。

.酸化エチレンプラントモニタシステム

最近マンマシンインタフェースとして CRTが広く使われている。化学づラ

ントて、も反応状態を直接モニタすることができな仇ため,ガス組成及

びガス温度圧力からづロセスの安定状態を示すデータを作り,これら

の加工情報をCRT表示しづラントの安定運転を行うよ5になってき

た。三菱油化(株)四日市工場に新設された酸化エチレン及ぴエチレング

リコール製造設備にモニタシステムとして《MAcruS 釘のを納入した。

とのシステムの特長は次のとおりである。

(1)分析計で計測されたガス組成及び温度圧力から反応器の許容

三聾電機技報. V01,56. NO.1・1982
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《MACTUS》新ファミリー

運転範囲値を求め,との値と原料ガス濃度をトレンド表示し,両者の

偏差でづラントを監視してφる。

(2)反応噐のガス側と冷媒側温度から各づ口,,クごとの温度分布を

求め,パターン表示している。

(3)づラントの原料ライン及びベントラインに設置されている弁の状態

を監視している。

(4)ハードゥエアとしては,機能ごとに分散し,監視不能の危険を

防止している。
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.オーストラリア NEVVCASTLE GAS納め集中監視制御システム

NEWCASTLE GAS に納入したシステムは,天然ガス受入から消費

地ヘの供給まで約 160km のパイづラインの集中管理と,パイづラインの

一部に設置されるガス変成づラントの監視、及びカロリーコントロールを

《MAcfuS 670》システム2セットにより行らものである。

このシステムでは,バス切換装置による CPU部の 2重化など,バッ

クァッづ機能の充実を図っており,このためパネルレスの CRTオペレーシ

ヨンをより安全なものにナることが可能となった。

特に,管理システムでは, CRT 2台の並列監視により操作の効率

向上を図っており,コントロールシステム'では,監視部巴制御部の徹底し

た機能分雛を老慮してシステムを構成した。

.新プラントコントローラ《MELPLAC》

鉄鋼,自動車,食品,石油化学など産業づラント用のシーケンス制御,

DDC,監視制御システム巴して新形づラントコントローラ《MELPLAC-

300/55のを開発し,納入した。

新形《MELPLAC》は,①《MELPLAC》及びづロセスの故障検出

と診断機能,②ソフトゥエア生産性及び保守性,③高速処理性,④マンマ

シンインタフェース機能,⑤システム拡張性などの性能向上を主眼としてぃ

る。主な特長を次に示す。

(1)高位言語(制御用問題向け言語POL)でシーケンス制御,アナ0

グ処理,データ処理,周辺機器制御,フローティング演算《MELPLAC-

55のが実行できる。

(2) CRT付づログラミングパネルの導入により,従来の口ーダ装置か

らメンテナンス装置ヘの機能拡大が図られ,飛躍的メンテナビリティの向

上を実現した。

(3)高速演算処理により抵とんどのDDC機能ヘの適用が可能で

ある。

(4) CPUマルチシステムによる最適機能分散システ△及び強力なバック

アッづシステムの実現が可能である。

(5) H/W対応の故障検出,検索及び履歴などが可能である。

(6)コンパクトな泊述伝送りモート入出カシステムの実現が可能である。

(フ)データウェイ(光ファイパ又は同血11),標準インタフェース伝送装置に

.ディジタル式超音波探傷装置FD7000形

ディリタル式超音波探傷装置FD-7000形は,比較的小規模な超音波自

動探傷用に開発した最新の装置で,次のような特長を持っている。

(1)一般の探傷の低かに,厚さ測定や精密探傷に込適用できる。

(2)データ処理用として各探傷ユニ,"ごとにマイクロづロゼ,サを配し,

あらかじめ標準化した探傷方式のソフトゥエアにより,各ユニ,汁ごと

忙データ処理ができる。

(3)顧客の使用条件に容易に対応でき,新たなソフトゥエアの変更

をせずに,探傷ユニ介の増設が行える。

(4)各探傷ユニ汁を総1剛則御するマスタマイク0づ0セヅサは,探傷ユ

ニ,トを最大 8ユニ,トまで拡張できる能力を持ち,自動自己点検機

能を有している。
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より各種周辺機器,インテリジェンスづ0セ,,サと容易に接続できる。
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ディジタル式超音波探傷装置FD-7000形
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新形づラントコントローラ《MELPLAC》
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.工業プラント用超音波流量計

工業づラント用の高温流体の流量計測を高精度に実現し得る超音波流

量計を開発した。この超音波流量計は,自己出力温度補正機能を有

し,づラント運転状態の変化に伴う流体温度変化に対しても高精度の

流量計測を可能巴した。この超音波流量計の特長は,

(1)応答時問 10 lns

(2)測定可能流体温度,~500゜C

(3)出力直線性 士1%以下

(4)出力経時再現性 士1%以下

である。この超音波流量計は,火力発電づラント,原子力発竃づラント

など各種工業づラント用流量計として,適用し得る、のである。

E1計」1Ⅱ計ⅡⅡ計訂"111T'tⅡ11訂耻Ⅱl「"Ⅱ.1Ⅱ11"Ⅱ"11」111".1"11""Ⅱ"ⅡⅡ"11ΠⅡ1Ⅱtl]"11計Ⅱ"Ⅱ町Ⅱ町計"11"訂"Ⅱ11Ⅱ1」肌ⅡⅡ"11計Ⅱ"計Ⅱ.1Ⅱ11訂磊1'11"1""ⅡⅡU訂"Ⅱ"11U,1"",「Ⅱ""Ⅱ口H111肝11計1」.Tf""11軸1Ⅱ,"1,1"ⅡltⅡ"Ⅱ計ⅡⅡ計fhⅡ""1,1計",,1f肘""1f"f'""11Ⅱ111f"1"""Ⅱ

.電磁超音波応用計測装置

製鉄づロセスでは,熱問での各種計測が望まれている。当社では,熱

問製鉄づ0セスで使用可能な電磁超音波応用計測装置を,新日本製鐵

(株)殿の御指導により開発した。

電磁超音波とは,電磁誘導的に直接,金属中に超音波を発生し,

また,それを検出する技術で,従来の圧電素子を用いた超音波の発

生・検出忙比ベ,超音波伝搬のための接触媒質を必要としないとい

う特長をもっている。この特長を活用し,従来できなかった熱問で

の超音波応用計測,例えぱ連続鋳造凝固厚み測定,熱問超音波探傷

なざを可能にした。

"「"Ⅱ1Ⅱ11"1ⅡⅡ肌ⅡⅡ訂訂ι1111"訂"11ⅡⅡ計1耻"Ⅱι1"Ⅱ計Ⅱ"11Ⅱ1」1Ⅱ1ⅡⅡ""1Ⅱ11」1"1Ⅱ"1Ⅱ1Ⅱ1Ⅱ1計Ⅱ肌ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ11"Ⅱ11"Ⅱ"ⅡⅡΠ1Π"Ⅱ"Ⅱ""ⅡⅡ1「Ⅱ訂非11Π11"ⅡⅡ11Ⅱ"1」Ⅱ"1"」11"Ⅱ町1Ⅱ""1""ⅡⅡ11Ⅱ""""11計Ⅱ"11"ⅡⅡ1Ⅱ1111Ⅱ1ⅡⅡ1Ⅱ1"1fⅡⅡ"Ⅱ1Ⅱ1"Ⅱ"Ⅱ訂1Ⅱ"Ⅱ1ⅡⅡⅡ"""ⅡⅡ"11計"

^^

ノ'

甘乳.キ剛戸^,'ヨデ^

.オートクリーンリフ夕付水質計器

上下水道づラントの効率的な監視制御並びに運営管理のため,真忙実

用的な水質計器が要求されている。とのたび,計測の信頼性向上・

保守周期の改善・安全で容易な保守作業を目的として,オートクリーン

リフ夕付水質計器を開発した。とれは,次の特長を有する。

(1)浸し(漬)形水質センサの保守に必要とされるセンサの引き揚げ

・点検・再設置などの一連の作業を1人でできるよ5にした。

(2)汚物の付着を防止し,計測の信頼性を向上させると共に,保

守周期を改善するための水ジェット洗浄装置を装備した。

(3)りフ夕部は,手動形と自動形の2種類がある。

(4) MLSS計・D0計等すべての浸漬形の水質計器に適用できる。
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3.3 工業用電子計算機

工業用計算機の有用性に対する社会の評価が高まるにっれ特に工

業用計算機のソフトゥエアの品質及び生産性の向上に対する市場から

の要求は厳しさを増している。このよらな要求を満たすには,「生
産技術(技法)」,「設備(ハードゥエア)」,「ツール(ソフトゥエア)』

の3つをハ'ランス良く組合せた総合的なソフトゥエア生産
ハウス

システムが必要である。とのような老え方にもとづき,
言1算,發

当社では数年前よりづ口づラミング ワークステーションシステム

を開発し,実際のソフトゥエア生産に用いてぃる。

このシステムは,分散処理及びTSS 処理を特長とし,

工業用計算機システムのソフトゥエア生産を一貫して支援

するととを目的としたソフトゥエア生産システムである。

ユーザーはシステムの、つ大容量磁気ディスク巴 CRT端末

を用いて,計算機と対話しながらソフトゥエア生産を効 ^コ'^

果的に行うことができる。また, CRT端末から客先

に納入するシステムのシステム生成,動作確認が行える

など豊富な機能が用意されており,高品質のソフトゥエ

ア開発が容易K行える。 CRT端末は,オフィス,工場

.《MELCOM 35050/A2100》

A2100 は,《MELCOM 350-5の工業用計算機シリーズの中.小規模
システム向けづロセヅサとして広く使用されてぃる。昨今の情報処理量

の増大1て伴い,大容最ゞイスクサボートの二ーズが高まってきた。 TSOS-

J はこれにとたえるために開発されたオペレーティンづシステム(OS)で,
20,40,50,60MB の大容量ディスクを最大8台まで接続でき,固定

ヘッドディスク無して、屯システ△を構成て、きる。また,ユーザーインタフェース

も《MELCOM 350-50シリーズ》としての互換性を持ち,下位から上

位機能まで抵とんど同レベルの機能を提供してぃる。

(1)拡張性に富む

・主,氾憶384KB,補助記憶480KB まで拡張できる。

.データベースエディタ(簡易形DBMS)

白レ管理システ△,鉄鋼システム及び電カシステ△などで,各種制御情報

(各づ0セス入出力点情報など)からなるデータベースが膨大なものに

なり,管理が大変になってきている。また,とれらの制御情報は,

システム設計時に 1度にすべてが決定されるものでないため,修正.

変更を仕様決定するたびに容易に行うことが必要である。とのゞー

タベースエディタは,とれらのデータベースの修正・変更をづ0セス入出力点

の名前などをキーとして,会話的にヲ訂厄できるエンドユーザー言語であ

リ,次のような特長を持ってぃる。

(1)システ△設計の進行にともなって,段階的に決定されてぃく制

御情報の生産性及び信頼性向上が期待できる。

(2)ある条件を満足するレコードのみを検索・表示することも可能

であるので,その条件に適合したデータの衷示をし,ド千ユメントとし

て利用できる。

(3)簡単なデータベースなら,データベースエディタを用いてデータペースを

生成すること屯できる。

(4)会話形処理のため,ヲF常に使いやすく操作性に富んでぃる。

とれらの特長のほかに,複雑なデータベースを生成するツールも用意さ

れており,データベースエ手イタと介わせ,手ータベースの生産性向上に大

3.産業用システム機器

など各所に通信回線及び工業用光データウェイを用φて分散配置され

ており,手近かに自分専用の計算機があるのと同じ作業環境をユー

ザー忙提供している。

ソヨノ

T

丁

MELCOM 350

-50/A2500

T:CR丁端末裟週

づロクラミングワークステーションシステム構成

大容量ディスクォペレーティングシステム(TSOS.J)

(2)運用性が高い

'づロセス制御づロクラムとバッチ処理づログラ△が並列に実行でき

る。

・複数端末から会話形でづ0グう厶開発を行える。

'バッチ処理コマンドをディスクから入力して実行できる。

'フロッビディスクによりシステムを生成できる(カードレス)。

(3)サボートパ,,ケージが豊富

・CRT,計算機結合,データ管理などの分野ビとに使いやすぃ

パリケージが完備されている。

.プログラミンク

二而井气

ユントローラ

叉宅量
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当社では工業用計算機システムの周辺装置として,カラーグうフィックづり

ンタシステムを,東京電力(株)及び松下電送機器(株)と共同で開発し,

既に東京電力(株)に治いて適用されてぃる。

とのシステムは次の特長を持っている。

(1)表現できる色の種類は,8色を基本に全体で8,000色用意し,

自然に近い衷現ができる。

(2) 8ドット/mm の分解能により,明瞭な作図ができる。

(3)英数字,カナの憾かに常用漢字の印刷ができる。

(4)線分の太さを表現できる。

(5)印刷用紙の自動給捌厭ができる。

(田即乾性のため,印刷後,時間を待たずに使用できる。

なお,このシステムはこれまでのづラフィヅクづりンタと同様に,

"Ⅱt1Ⅱ1」訂Ⅱ'"11""'11」"Ⅱ"」11'Ⅱ'1Ⅱ"11Ⅱ1」"」1Ⅱ1Ⅱ""」1ⅡⅡ"Ⅱ"11""11Ⅱ"""町11.1"11N"U"1Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ"1」11ⅡHⅡ"Ⅱ"11"'11」"'f""Ⅱ"Ⅱ"'「ⅡⅡ訂]'Ⅱ,11'ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡ"'1Ⅱ1」"計ⅡⅡι「」1"ⅡⅡⅡ1111Ⅱ11"Ⅱ"'1「l,1」11」fⅡⅡ「」11"ⅡⅡ1」11Ⅱ11"ιⅡ'1ⅡⅡ肌Ⅱ"Ⅱ計Ⅱ"Ⅱn],1"""ⅡⅡ1

インテリジェントシステムコンソールは,《MELCOM 350-50》工業用計算機

のりモート保守サーピスのための端末装置で,公衆通信回線を利用し

てユーザーシステム巴接続するととができる。とのインテリジェントシステム

コンソールを当社センター及び,ユーザーの計算機に接続することにより

次の機能を実現してぃる。

(1)障害情報の伝送

ユーザーシステムの操作履歴・障害記録が的確な情報としてセンターに伝

送できる。

(2)づ0グラムデータの伝送

センターで作成したづログラムをユーザーシステ△に伝送し,短時問でづ口

グラ△の修正ができる。

(3)托ート診断操作

センターのエンジニアがあたかもユーザーシステムのととろでサーピス忙当た

つているかのごとく,システムの障害・診断・解析など的硫かつ迅速

な技術支援ができる。

以上のように,ユーザー計算機を速隔地からメンテナンス可能となり,

システムのダウンタイ△の低減や予防保全に大きな役割を果たすもので

ある。

.計装制御用エンジニアコンソール

マイクロづロセッサ(μP)を利用し,制御・電気 1ンジニアが計算機の知識

を必要とせず,従来のアナ0グ制御やシーケンス制御の知識をべースと

した問題向き言語による制御ソフトゥエアの作成を可能にするCRT付

き小形エンジニアコンソールを開発した。

このエンジニアコンソール(M 2957)は,12インチの白黒CRT と牛ーポー

ドやカセ.,ト磁気テーづを内蔵した可搬形のコンソールて、あり,分散さ

れたディづタルコントローラ(《MELCOM 350-50/A2010》使用)のアナ

ログとシーケンス制御用づログラ△をCRT と対話しながら作成ノノ修正し,

オンラインでの制御,動作状態を CRT上に表示したり,作成済みの

づログラ△をカセリト磁気テーづに保存したりしておくととができる。

例えば,シーケンス制御のづログラムは,計装制御 1ンジニアが慣れ親

しんでいる AND, OR などの 0ジックシンポルを用仏て, CRT上忙口

リ,,ク図を描くことにより作成する(図参照)。更忙ディジタルコントローラ

に口ードされて実行中のづ0グラ△は,逆にロジック図に変換してCRT

上に表示され,オンラインでのON/OFF動作状態はこのロジック図上

で活線/非活線により示されるので,シーケンス渋淋などの原因究明

に大いに役立つ。

(1)フォント文字以外に任意形状・任意の大きさのづラフィ・,ク又字

の印刷

(2)フォント文字の下向き(通常の向き),上向き,右向き,左向

きの印刷

(3、グラフィ,,ク文字の任意角度での印刷

(4)線分,円,円孤などの図形の印刷

(5)文字と図形の混在印刷

などの様々な機能を備えていることは言うまで、ない。

とのカラーグラフィックづりンタシステ△を使うことて、,従来のハードコビー

出力に比ベ簡明な情報の伝達ができ,情報判読の向上を図ることが

期待できる。

U計Ⅱ"1111111」訂"」1U11」11ⅡU,1」町」1"訂ⅡⅡ""1Ⅱ"肌Ⅱ"""Ⅱ11Ⅱ"Ⅱ1111ιⅡ1ⅡⅡ計11Ⅱ"Ⅱ11"Ⅱ肌ⅡⅡ"1」町"'1Ⅱ1ⅡUIUIU"Ⅱ"11ⅡⅡ訂ⅡⅡ計"1.ⅡⅡ1Ⅱ11」ι11Ⅱ闘1Ⅱ"Ⅱ11""Ⅱ1ⅡU」1111Ⅱ1ⅡⅡN11酢ι1」"Ⅱ11f11Ⅱ"Ⅱ,ⅡU"Ⅱ1""ιIU訂1,Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ肌Ⅱ"11Ⅱ

インテリジェントシステ△コンソールは,両面倍密度フレキシづルゞイスク,14

インチモノクロ CRT,音等力づラ及ぴキーポードで構成し,オづシ,ン巴し

てハードコe一を装備tるととができる。

ユーザー1 ユーザー2
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"1HUι111U計ⅡⅡ1Ⅱ1ⅡⅡ訂ⅡⅡⅡ訂肌H「闘ⅡιⅡ1Ⅱ1Ⅱ"肌ⅡⅡ"Ⅱ""'1"ⅡⅡ1ι1」"111Ⅱ」」"11"11""ι1"」」1UJ'ιⅡⅡ1」1111ⅡⅡ"Ⅱ1」計Ⅱ.1Ⅱ打"1'訂11""ⅡⅡ町Ⅱ冊11"ⅡⅡ'1ⅡⅡⅡ計111」.Ⅱ11f11計f11"11Ⅱ"11ⅡⅡ肌Ⅱ「l,"'」ⅡⅡ1"計U"Ⅱ""ⅡⅡ111」1Ⅱ'1ⅡⅡ11111Ⅱ11」1""Ⅱ"Ⅱ"ⅡⅡfⅡ1Ⅱ"

ユーザー3

ISC ISC

ユーザーⅣ

上}ト三1く重司
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インテリづエントシステムコンソールのシステム構成

ISC

司

ISC

σ見地)

(システム開発センター)

ISC :インテリジェントシステムコンソール

シーケンス制御CRT画面例
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3.4 生産機器

.電子ビーム溶接機用溶接線検出装置

電子ビームの被照射部から発生するX線を測定して溶接線を検出す

る装置を開発した。この装置を用いると, CRT の図形を見て電子

ビームの照射位置を確認できるため,溶接線の目合わせ作業が迅速

かつ精度良くでき,目視では確認困難な奥深い継手の場合も目合わ

せを容易に行うことができる。この装置には次のような特長がある。

(1)スパリタや金属蒸気の付着による特性の劣化が少ない。

(2)センサが小形で取付位置の自由度が高く,取扱いが容易九

(3)センサは雑音の影符を受けず,低真空溶接でも使用可能。

(4)溶融現象の影響を受けないため, CNC装置と組合わせると,

溶接線のインづロセス検出が可能。

＼

.アーク溶接ロボット

従来の NC 装置《メルダスーMI》をべースに,ティーチングづレイバック制御

方式を採用したアーク溶接ロボットを開発,製品化した。

ロポット本体は,動作速度が速く生産性の向上にっながると共に,

動作範囲が据付面積に比ベ大きい5自由度を有した関節拙造である。

小物部品を対象に,多品種少昂生産に適応したアーク溶接ロポ,,トで,

次の特長を有する。

(1)完全同時5轍制御により,ねらい壌勢が自由で,溶接品質が

局い。

(2)位置の教示巴,自動溶接の確認,条件微調整がワークの近く

で行えるので,無駄な動きが無くティーチング時問が短縮できる。

(3)豊富なデータを一括衷示できる CRT を奘備し,作業能率を

向_ト.て・きる。

11"Ⅱι1Ⅱ町Ⅱ1111""ⅡUⅡ"ⅡⅡⅡ,」Ⅱ"11ⅡⅡ"ⅡⅡ"11Ⅱ""Ⅱ」1"111」""""Ⅱ""Ⅱ"」"」"」1ⅡⅡⅡ"'1ⅡιⅡ1ⅡⅡ"1Ⅱ1Ⅱ」1"」,11Ⅱ"耻Ⅱ11ⅡⅡ」1」Ⅱ'"Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ"ι11」"U訂」「Ⅱι1Ⅱ"」ιⅡ"ⅡⅡⅡⅡ"Ⅱ"11"Ⅱ"Ⅱ1」"ⅡⅡ訂」1""11"Ⅱ""1」"ⅡⅡ"ⅡⅡ1」訂ⅡⅡⅡ"11ⅡⅡ"Ⅱ11"」1Ⅱ"""""Ⅱ"Ⅱ11"ⅡⅡ""11Ⅱ"1」1"」1」1ⅡⅡUⅡ"Ⅱ"""

J^

. SD励起方式C02レーザ

レーザの放電励起手段として SD (無声放電)を利用した新し仏CO.

レーザを開発した。 SD はガラスなどの誘電体て・被覆された電極問に

交流高電圧を印加して生じる放電で,従来C09レーザに利用されて

いる直流放電に比ベて,放電の安定性,均一性,制御性が極めて優

れており,更に電布玉が単純,堅牢,長寿命である利点をもっている。

特に,交流高電圧電源忙おける印加電圧制御により,任意のパルス

幅を有する 3kH.までのパルス発振出力が得られるとと,連続発振

の場合忙も50μS の高速応答でレーザ出カレベルの制御が可能である

ことは,各種加工産業用途に適した特長である。写真は lkW試作

機の外観である。
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.工作機械用ACスピンドルモータシステム

工作機械の主側1は従来DCEートルによる駆動が主流であったが. DC

モートルではづラシの点検,交換を定期的に行う必要があった。

当社は,このわずらわしいメンテナンスの必要がなく,更に応答性,
位置決め性能を高めた ACEートルによる主軸駆動システム《FREQR、
OL-SD》を開発,製品化した。

とのシステムの主な特長は次のとおりである。

(1)容量.3.フ/5.5~15/18.5kw (連続定格/30分定格)

(2)基底回転数: 1,500印m 巴 1,150.pm の2仕様

(3)独自の最適励磁制御を有する正弦波インパータと,新機軸の3

相インダクションモートルの採用Kより,低騒音,低振動,高効率を達成。
(4)士0・1度の胎件青度な定位置停止を実現し左サーポ性能。

(5)完全づラシレス化及び全閉形モートルの採用により,耐環境性の
向上及ぴメンテナンスフリー化の突現。

"11Ⅱι1ⅡⅡ"訂Ⅱ11肌Ⅱ訂1Ⅱ"11ⅡⅡ"1,ⅡⅡιⅡι1'1Ⅱ1Ⅱ'1Ⅱf'1Ⅱ"肌Ⅱ「,Ⅱι"Ⅱ11""Ⅱ"1」"Ⅱ制Ⅱ計Ⅱ11Ⅱ11ⅡⅡ'1Ⅱ計11Ⅱ111111Ⅱ計「」町HⅡH1ι1」11Ⅱ"'1Ⅱ1」U11Ⅱ'1ⅡⅡ,U"訂」'1ⅡⅡ,ⅡU"'1"Ⅱ1肌Ⅱ訂ⅡⅡ訂11"計計"Ⅱ11ⅡⅡ""""1」1'1'ι1""1'Ⅱ11Ⅱ計」1"

.ワイヤ自動供給装置付ワイヤカット放電加工機

ワイヤカット放電加工機は,金型加工分野を中心に,省力機として急

激な伸長を続けている。そこで,省力化を一層推進するものとして,

昼夜連続無人加工を実現するワイヤ自動供給装置付ワイヤカヅト放電加
工機を開発,製品化した。本機は一般工作機の工具にあたるワイヤ

を人手を介することなく,自動切断,自動結線する機能を持った加

工機で,テーパ形状をも含む順送金型などの多数個の形状を連続無

人加工でき,初期セットしたワイ卞がある限り,加工を継続すること

がて、きる。

更に本機仕,自己自動修復機能を有するため,加工中のワイヤの

異常断線にも対応でき,かっ独特のワイヤガイF'機構を採用してぃる

ため,局い信頼の屯とに,連続無人加工が可能である。
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3.5 環境保全設備

(b)モートルコントローラ
フ.5 kw 5.5/75 R叉入1

工作機械用ACスeンドルモータシステム

獄

.排水機場の監視制御システム

近年の急、激な都市化現象に伴い河川の流出機描が著しく変化し,台

風・集中豪雨などによる災害が多発する傾向にある。急激に増加す

る都市近郊河川流量を,安全かつ迅速に放流し,低地部の浸水被害

を防止するために,排水機場設備の監視・制御を工業用計算機を用

いて円滑かつ確実化するシステ△を完成した。

排水機場はゲート及びポンづがその主要制御対象機器であり,との

システムはそれらの機器を最適忙運用するために次のよらな機能を有

する。

(1)テレメータによる広域データ収集機能

(2) CRT による遠方監視機能

(3)Π綴・月報作表機能

(4)放流量演算機能

(5)主ボンづ運転制御機能
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ワイヤ自動供給装置付ワイ卞力四卜放電加工機
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(6)ゲート制御機能

(フ)操作訓練機能

なお,との中で注目すべき機能は(フ)の操作訓練機能である。すな

わち,台匝い集中豪雨のような非常時に適切な処置が行えるよう平

常時K操作員に対する訓練を行うものであり,異常出水時のプータ

を基にして,操作による状態の変化をシミュレートしている。今後は

この種のシミュレーシΞン機能ヘの要求が強まる、のと予想される。
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.計算機による浄水場薬品注入制御法

浄水場における薬品注入には,原水 G可川,池など)の殺菌のため

の前塩素注入,懸濁物除去のための凝集剤(PAC,硫酸バンド)注
入,凝集補助剤としてのアルカリ剤(か性ソーダ)注入,飲み水とし

て必要な塩素を注入する後塩素注入がある。現在,ほ巴んどの浄水

場ではとれらの薬品注入は操作員の判断によって行われてぃる。し

かし,最近の原水水質の悪化に作い,所望の処理水質を維持する薬

品注入量の決定は複雑になり,更K省コス1イヒのため無駄な薬品注
入はできるだけ少なくすることが要求されてぃる。

ここで,宮崎市富吉浄水場1て納入した浄水場薬品注入制御法を紹

""Ⅱ"1肌Ⅱ"1"1」11'1Ⅱ計」Ⅱ"""Ⅱ"ⅡⅡ{1ι,Ⅱ"""ⅡⅡ"'1111Ⅱ"Ⅱ"111Ⅱ"1,」1

拘塩糸注入キ

ーー^.ーーー^ 00
10 15 20

時問(h)

前塩素注入率と沈殿池残留塩素

1兜學し也夕誕留1巨ニヰΞ

( a )

.三菱オゾン生物付着防止装置

当社ではこれまでに蓄積してきたオゾナイザ及びオゾン利用技術を駆

使して,塩素注入法より経済的で,かっ2次的公害のない火力,原

子力発電づラントの復水器や補機,各種工場の冷却水系の熱交換器,
各種洗浄水配管内などの生物付着防止装置を開発した。この装置は

1日1回5分問,水の流量に対して 5Ppm のオゾンを問欠注入する

ものであり,淡水及び海水系の生物*ザ占を完ペきに防止する.装置

及び機能の特徴主して,①小容量のオゾナイザにより原料の酸素から

オソンを連続的に発生させ,吸着剤に蓄積したのち,それを一気に

5分問で脱着注入する,②オゾンに未変換の酸素は回収され,循環

使用する,③高濃度のオゾンを供給できる,④オゾンの脱芯と水ヘの

注入は 1つの水エゼクタで行う,をあげることができる。とのため,

イニシャル及びランニングコストが,従来のオゾンシステムに比ベて,大幅に

低減されている。 220万トン/日の冷却水系での 1日あたりの電力
巴酸素消費艮は,480kwh及ぴⅡ31熔である。

介する。浄水場薬品注入の難しさは浄水づラントの無駄時問が長込

(通常2~3時問)ことと,外乱である原水水質の変化巴薬品注入量

の関係が複雑なととである。当制御手法では,原水水質に応じた薬

品注入量を決定するフィードフォワード制御(FF制御)と処理水質のフ

イードバ,,ク値に基づいて注入量を決定するフィードバック1刷御(FB制御)

を組合せた予測最適レギュレータ方式を構築し,処理水質の安定化と

必要以上の薬品注入量の低減を実現した。制御結果の1例を図に示

す。前塩素注入, PAC注入,後塩素注入と、安定した良好な制御

結果を得た。

120

60

ーーー^ーーーーー{^."]000、^ー
10 15 20

貯問(h)

(b) PAC注入率と沈殴池濁度

薬品注入制御の結果の1例

沈段池晶度

'Ⅱ11111Ⅱ1""闘""111Ⅱ」Ⅱ1Ⅱ肌ⅡⅡ町11ⅡⅡ1Ⅱ1Ⅱ"肌111]」,」"""1」訂11Ⅱ""Ⅱ訂111ⅡⅡ1Ⅱ"'1」11,1111」1"ⅡⅡ'1」"1,"U"ⅡⅡⅡ,1Ⅱ""1111,1」,Ⅱ,,Ⅱ,11 '

PAC注入井二
30

.凍結融解式浄化槽汚泥処理設備

金沢市伏見川衛生処理場のし尿処理設備一式を受注,納入した。土

木建築をともなう大がかりな設備で,し尿処理規模は 145N/日と

大きく,汚泥処理には当社独白の無薬注凍結脱水法を採用し,きわ

めて優秀な性能を発揮している。また,し尿処理でも好気性消化処

醒で薪たな制御方式を適用するととで省エネルギー化を図ることに成

功するなど各種の新技術が生かされたきわめてユニークな設備巴なっ
ている。

との設備の主な特長は,①し尿^1・,の浄化槽汚泥の比率が高くても

(浄化槽汚泥単独でも)安定な処理が行える,②汚泥は無薬注凍結

脱水のため水分が少なく,そのまま農地に還元できる,などである。

年々増加する河Hヒ槽汚泥の処理は,きわめてさし迫った課題であ

リ,我が国初の無薬注凍結脱水法によるこのづラントは各界から強Ⅵ

関心をもたれている。
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(C)後塩素注入率と浄水池残留塩素
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4.汎用電キ幾品

世界経済の艮期的停滞下にあって我が国産業界{C必ずし、

不況感が顕在化しないのは,製品や分野により明暗が分か

れているからである。一方では,経済活動の停滞、しくは

後退を余儀なくされている分野があり,他方では著しい成

長を続ける分野がある。陽の当たる製品なり分野なりでは

需要の多様化にマッチしたきめ細1かい製品造りに成功し,

かつその多くがエレクトロニクス技術の応用により従来製

品になかった新しい機能を付加した新製品を生み出してい

ることに気が付く。

汎用電機品を利用する需要顧客の製品やサービス、急速

な技術革新の直中にあり,顧客自身が生き残りのための変

革を懸命に追求してぃる。この激動の時代にあって汎用電

機品もまた顧客の要求の変化,高度化,多様化を敏感に察

知し,先取りの精神をもって製品系列のリフレッシュ忙注

力している。

昭府156年の傾向として最も明確になってきたものは,

シーケソサがφよいよ成長前期に突入し,需要の急激な立

上がりを見せてきたととである。とのシーケンサの急成長

は今後数年問の基調になるととは疑いない。当社もとの1

~2年の新製品開発ヘの精力的努力の結果,先導的な位置

づけを得るととができたものと白負しており,今後、その

地位の向上ヘ一層の努力を続ける所存である。

次期成長製品と見られるイソバータにっいて、,既に同

業各社間で激しい高性能製品開発競争が始まっている。と

の中にあって当社は先年業界のトップを切って製品化した

トラソジスタモジューノレをパワ一部に,またディジタノレ

制御部には今回業界に先駆けて専用 LS1を採用し,安価,

小形な高集積形の汎用イソバータを世に送り出した。とれ

ら新技術の採用による急速な価格低減は,可変速最適運転

による省エネルギー効果と相主って,近い時期に本格的な

普及の原動力となるであろう。またイソバータの需要は,

目下の巴とろ動力としてであるが,将来的にはベクトル制

御などの新技術で直流機を上回る制御性を持ち得る大形技

術としても注目したい。

これら以外の製品忙ついて、,新材料の応用,技術のー

層の洗練により小形化,軽量化,高性能化を推進し,積極

的に需要の多様化忙とたえるべく製品系列の充実に務めた。

地味に見える汎用電機品の世界においても技術革新の波

は容赦なく打ち寄せて来る。昭和 56年は顧客と共忙時代

の要請にこたえよらと努力した 1年であった。昭和 57年

もとの傾向は一段と強まる酒のと覚悟し一層の研さんに励

みたい。

4.1 制御機器

.シーケンサ《MELSEC、K シリーズ》用周辺装置

《MELSEC-Kシリーズ》は,マシンコントロールから小・中規模のづラントコ

ントロールまで広範囲な用途に適用できるシーケンサとして好評を博し

てきたが,新たにシーケンスづログラムの入力やシーケンサ動作状態のモニ

夕など,ユーザーの設計や保守をサボートする周辺装置(別表)を一層

充実し,より使いやすい屯のにした。

特に各ユニ,汁は,それぞれが高機能であると共に,すべて同一形

状でコンパクトにまとめられている。いずれもシーケンサ本体の低かに,

シーケンスづログラムメモリを内蔵したグラフィックづログラミングパネルや周辺サボ

ートベースに、直接接続できるので,づログラムの入力などの作業が現

場のみならず,事務所内などシーケンサ本体と籬れ

たととろでも白在にできるのが大きな特長である。
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ブログラミγグユニット

PROM ライタユニプト

オーデ'オカセプト 1/F コニット

データカセット 1/F ユニット

ブリソタ 1/F ユニット

グラフ井ツウプログラミγグパネル

周辺サポートベース

名 称

シーケンサ《MELSEC-K》とその周辺装置

《MELSEC-Kシリーズ》用周辺装置

形

K6PU

K6訊アU

K6MTF

K7MTF

K6PRF

K6GPP

K6PSB

名

ブログラムの読出L及び書込み,動作状態のモ=タ,テスト用

EPROMの読出L,書込み,照合用

市販オーディオカセット MTヘのプログラムの記憶用

工業用データカセット MTヘのプログラムの記憶用

回路図面及ぴ各種りスト作成用

CRT を用いたプログラムのイソプット及ぴ動作状熊のモニタ用

上言己周辺ユニットのサ飛ート用

機 能 及 び 用
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. RAM/ROM メモリ共用形ワンボードシーケンサ

PM-510 シリーズワンポードシーケンサは,づログラムメモリとして RAM (づ口

グラム変更が容易)及びPROM (パヅテリメンテナンスが不要)のどちらで

も使用できるシーケンサである。

このシリーズは,以下の特長をもって仏る。

(1)演算制御回路,記憶回路,入出力回路などを 1枚のナルト基

板上に高密度実装する構造を採用し,小形軽量である。

(2)大きな出力容量ΦC24V 05A)を有してぃる。

(3)メモリのパリティチェック,ウォッチドグタイマ, RAM バックァッづ用バッ

テリの電圧低下検知など,シーケンサ内部を常時監視する自己診断機

能を有している。

(4)入出力回路忙独特のフィルタ回路を採用し,ノイズ k強い。

更に,次の周辺機器を開発した。

(1) 5 ×フドット20 けた(桁)蛍光表示管上でのづログラムの編集や

モニタリンづ,シーケンサメモリや市販オー手イオカセットテーづへの書込みと読出

しと照合,グラフィ,ワクづりンタへの回路図とづ口づラムリストのハードコビー

などが可能な, PM-510PRハンディづ0グラミングパネル。

.Ξ菱汎用インバータ《FREQROL、E》

《F旺QROL-E》は,主として莎蝿かご形電動機を可変速運転する

ための可変電圧.可変周波数のガ瑚インバータである。つアン.ボンづ.

工作機械などに幅広く使用できるように 0,4~22kW用をシリーズ化

し,「使込やすく,安価な製品」を目ざして開発.量産化した。

その主な特長は次のとおりである。

(1)主回路には世界初のワンパ,,クトランジスタモジュールを,制御回路に

はカスタム LSI,ハイづり,,ド1C を使用することにより徹底した小形化,

集積化を果たした。

(2)電動機運転音の静かなPAM制御,高応答のPWM制御,並

びに両者の利点を兼ね備えたPAM/PWM併用制御の3者を必要

に応じて切換え可能にした。

(3)従来の定トルク特性負荷だけではなく,ファンやボンづなどの

低減トルク特性負荷や,120H.までの高速運転に対しても最適な

V/F (電圧/周波数)パターンが選択可能で,あらゆる用途に対して

屯電動機の特性を最大限に発揮できる。

(4)過電流及び回生時の過電圧による失速防止機能を有しており,

.インバータ式タンクレス給水システム

集合住宅や工場,ビルなどの給水システムとして,タンクレス給水しステ

ムが従来の高架タンク式,圧カタンク式に代わって年々その市場を拡

大しっつぁる0 タンクレス給水システムは高架タンクや圧カタンクを設置

せず,ボンづの速度を制御して水需要点に必要量の給水を直接行う

、ので,従来の方式に比ベて,建設費・運転費の低減,圧力変動及

び水質低下の減少など多くの特長を持っている。

当社は,このタンクレス給水システムに改良を加え,インバータ式タンク

レス給水システ△を発売した。このシステムは,可変速機構としてこれ

までの渦電流継手方式の ASEートルに代えて,効率のよ仏可変周波

数インバーダ'FR-E形又は FR-M形"を使用し,汎用モートjレを直結し

たボンづを速度制御するもので,これまでの渦電流継手を使ったシ

ステムに比ベ次のような大きな特長を持っている(いずれも当社比)。

(1)省エネルギー効率が8~12%向上

(2)省スペース 据付面積はこれまでの50~75%と小形化

(3)施工が容易重量はこれまでの40~65%と軽量化

4,汎用電機品
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(2) CRT画面上でのりレー回路図によるづ0グラ△の編集やモニタリ

ング,グラフィックづりンタとの接続なぞが可能な GP-09 Aグラフィヅクづログ

ラミングバネル。
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慣性の大きな負荷に対しても容易に適用できる。

(5)過酷た使用条件にも十分耐えるよ5余裕を持って設計されて

おり,特に電源電圧変動180~253V に対応できるので,米国など

PM-510シリーズワンポードシーケンサと周辺機器

の230V系の電源にも適用可

能である。

(6)斬新な手ザイン操作性に

優れており,更に操作パネル

内蔵形のものを使用すれぱ,

インバータ本体と電動機との問

の配線を行うだけで汎用電動

機の可変速運転が可能になる。
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またとのシステムは,給水

のみたらずホテルやピルな

どの冷温水循環用として圧

カー定制御や差圧一定制御

にも需要が拡大している。

なお,とのシステムは(財)

住宅部品開発センターの型式

認定品である。
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3.7kW用ガ瑚インパータと

内蔵のワンパ.,クモジュール
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.直流モートルによる巻取用張力制御装置

印刷機械,紙工機械などにおける紙,フィル△などのシート状材料の

巻取装置として,直流モートルを用いた張力制御装置を開発した。最

近のすう勢として,機械の大容量化,省エネ化などに対応して駆動

方式の直流モートル化が増大してぃる。本品はとれらにこたえた製品

で,張力制御装置と検出器並びに直流モートルとその制御盤で構成し

ている。制御は,巻取径による DIA比例制御忙,運転張力の補正

を加えた閉ルーづ制御方式巴してぃる。また張力制御の演算部及ぴ

諸機能をワンポードにまとめた経済設計とし,かっモートルとその制御

盤は《DIAROL》を使用している。

特長は次のとおりである。

(1)薄形,小形かつ軽量

(2)張力制御に関係した部分のみ製品化し,機械全体の操作盤,

制御盤はユーザーにて任意に製作が可能

(3)微偏位式張力検出器を採用した閉ルーづ制御方式により,高

精度かつ安定した張力制御を実現

.Ξ菱P波センサ式地震感知システム

三菱P波センサ式地震感知システムは,震度4相当以上の初期微動を

キャ,,チして出力信号を出すので,近年各方面で推進されている地震

の防災対策に大きな効果がある。

地震動は,まずP波と呼ばれる小さな揺れの初期徹動,続仏てS

波と呼ぼれる破壊力を持った主要動の順に伝わって来る。

過去の強震データを分析した結果, P波の特長をっかむことでS

波の大きさを推定できると巴に着目し,またP波と建物の常時徴振

動スペクトラムの相違を利用して,地震以外の振動に対して動作せず

に震度4相当以上のP波で動作するととを可能にした。

この地震感知システムは,既に当社のエレベーターに約1,000台納入

し好評を博しているが,更に広く一般システムにも適用できるように,

4組の無電圧接点,停電時用バッテリ, P波センサに触れずにできる

システム実動チェ.,ク機能, S波センサと組合せたディスづレイ装置(オづ

シ.ン)など仕様の充実を図り,一段と使いやすくした。

P波をキケ,チしてから主要動が来るまでの時間差は,震源地から

Jtf"Ⅱ111「"ⅡⅡⅡ肌Ⅱ1"ⅡⅡ」町Ⅱ"1「Ⅱ1Ⅱ,"'tl」Ⅱ"1Ⅱ1""Ⅱ"11Ⅱ"11Ⅱ"ⅡⅡ"」1Ⅱ1ⅡIU""町Ⅱ1Ⅱ1」1Ⅱ1Ⅱ""ⅡⅡ訂Ⅱ1111」1Ⅱ"肌ⅡⅡ"訂」Ⅱ1"Ⅱ」1ⅡⅡⅡⅡ""訂Ⅱ1Ⅱ1"ⅡⅡⅡ1Ⅱ1"町Ⅱ1ⅡⅡ"Ⅱ11Ⅱ訂Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡⅡⅡ""11"」111""Π,1Ⅱ"ⅡⅡ1Ⅱ"111ⅡⅡⅡ計"Ⅱ

( 4 )

( 5 )

( 6 )

(フ)

トルク使用範囲 1:100 と広い

任意のテーパテンション制御が可能

巻枠慣性補償回路を内蔵

2軸オートペイスタの時,ナJド'ライづ運転が可能

X
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4.2 配電機器

U.、'サ

.電子式ノーヒューズ遮断器 NFE225S形

低圧配電システムにおいて,他の保護機器と動作特性上の協調をとり,

最大限の連続給電を確保するための最適な遮断器として,引きはず

し特性が調整できる電子式ノーヒューズ遮断器《MELNIC》を400か

ら400OAフレームまでシリーズ化し販売しているが,最近,特に高層

白レなどでは配電系統全域で連続給電を確保する必要性から低アンペ

アフレームの協調用遮断器の要求が高まっている。これらの要望にこ

たえ,225Aフレームの《MELNIC》として NFE225-S を開発した。

その主な特長は次のとおりである。

(1)定格電流が125Aから225A まで連続可調整のため,負荷の

増減の可能性がある電路に使用できる。

(2)短限時引きはずし特性が可調整のため,他の保護機器と最適

な協調が得られ,多段にわたる選択協調システ△が構成できる。

(3)瞬時引きはずし電流値が固定のため,定格電流,短限時特性

を変化させても下位遮断器との協調範囲は変化しない。

(4)りレーの制御電源はすべて各相に内蔵されたCTより得ている

忌試ぎ趣考考

の距離にもよるが一般に7~30秒ある。主要動が来てしまってから

では処置が後手になりやすく, P波をキャ.,チした時点から防災活動

又は準備行動をスタートさせることの効果が認識されつつぁる。地震

時自動放送システム,各種地震時管制制御システ△など,今後応用分野

はますます広くなるであろら。

' J-

LE-WDA形巻取用張力制御装置
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^

ため,サージ電圧による誤動作がない。

(5)テスト端子があり,取付結線されたままで,簡単た試験装置

(別売)により,引きはずし特性が確認できる。

(6)外形寸法は当社NF225-S形と同一で互換性がある。

弓

子げ

電子式ノーヒューズ遮断器 NFE225-S形
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.Ξ菱電子式モータブレーカ MBE シリーズ及びモータ保護兼用漏串遮断器 MNE゛リーズ Ⅱμ]1"」1Ⅲ11]"111」1「"」1"ⅡⅡ"U」1ⅡU"Ⅱ」1EUI」巽ⅡⅡ訂」1ΠⅡ"""Ⅱ

モータの焼損事故の2大要因である過負荷及び欠相事故の中で,欠相 (5)誓報接点・補助接点などの付属奘置を取付けできる。
保護はややもするとコストがかかったり,適切な保護装置が無いな (のねじを使わずワンタ,チで取付けでき,しかも簡単に取りはず
どの理由で行われて込なかったが,低コストて・小形一、体化された欠 しできるワンタヅチ端子カバーが付いてぃる。
相保護もできる遮断器を開発した。

三菱電子式モータづレーカ NIBEシリーズは,モータ保護を行う遮断噐で
あって,モータの過負荷保護及び電路の短絡保護に加えて,電路の
欠相事故によるモータの焼損事故を防止することができる。また,

モータ保護兼用漏電遮断噐MNEリーズは,上記保護に加えて漏電保
護ができる。

その特長は次のとおりである。

(1)モータの全負荷電流K合わせて,過負荷保護の設定電流が調整
て、きる。

(2)欠相保護機能を持ってぃる。

(3) 7kVの雷インパルスに耐える電子回路を内蔵してぃる。

(4) MBE と MNE を同一外形にしたので,盤の設計や取付作業
を統一でき合理化できる。

.二種耐熱形ノーヒューズ遮断器

消防庁の関連告示により,非常用配・分電盤に収納される機器は,
火災時で、消防用設備ヘの通電を継続できる耐熱性能をもったもの
でなければならない。

二種耐熱形ノーヒューズ遮断器は,従来の一種耐熱形に加え,新設

された二種耐熱機器の基準に適合し,「非常用配電盤等認定業務委
員会」の認定を受けた製品である。その主な特長は次のとおりであ
る。

(1) JIS A 1304 に定める 7分の 1火災温度曲線(120OC 30分問)
に耐え,支障なく耐熱定格電流を通電することができる。

(2)耐熱定格電流は,基準周囲温度40゜Cにおける定格電流値の
70%の値である。負荷電流はとの値以下とする。

(3) 7分の 1火災温度曲線により30分問加熱した場合に遮断で

きる耐烹竿座断電流値は,一般用ノーヒューズ遮断器と同一である。

(4)外形.取付寸法は一般用ノーヒューズ遮断器と同一である。

.Ξ菱クォーツタイムスィッチ TSQ、1DKP形

安定性の高い水晶発振でス子,づモータを駆動し,従来にない数多くの
特長を備えた TSQ-1DKP形タイ△スィヅチを開発した。

このタイムスィッチの主な特長は以下のとおりである。

(1)高い精度

従来品が電源周波数に同期して動作する方式であったのに対し,内

蔵の水晶発振で動作するので,自家発電源を使用する場所など電源
周波数精度が良くない場所で、高い桔度が保証できる。

(2)電圧・周波数の両用化

定格電圧AC I00-20OV,周波数50-60H.のすべてに対し,1

台のタイムスィリチでまかなうことができ,地域別・電圧別の仕様のも

のを準備する必要がなく,在庫管理や工事の煩しさを一挙に解決で
きる。

(3)長時問停電補償

Ni-cd 電池により3釦時問(15日問)の停電補償が可能で,連休な

どでメインの電源を切っても安心して使用できる。また, Ni-cd電

池もカセ"化してあるので,その交換も極めて容易に行うととがで
きる。

1」U11"1"訂Ⅱι目n1闇1」非""11嬰乳」闘巽lt""11闘」」11」ⅡNU計Ⅱ"訂壮1罪瑞」訂'"111Uμlh肌"JU巽誹闘111UιUJUI"11ヨ」闘」晶N計^01」1UJU壮口Ⅱ1計"1ⅡⅡⅡ1」1訂」」1」ⅡιⅡι11U1肌闘11"闘酢U吐1」冨ⅡⅡ1
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( 5 )

0

三菱電子式モータづレーカ MBE50-C形

七ネ

2P 30A フレームから 3P 40OA フレームの範囲が製作できる。

既訂111」.Ⅱ11'11ⅡⅡ計1Ⅱ11肌Ⅱ11」11」Ⅱ.'肌Ⅱ闘U,Ⅱ"Ⅱ訂闘Ⅱ,11Ξι1ⅡⅡ1ιIUJ」1Ⅱ"闘1」11111111Ⅱ11"Ⅱ1訂NⅡ訂1ιⅡ"ⅡUlt11"Ⅱ1」1肌11EI」"Ⅱ1」」1Ⅱ訂Ⅱ""Ⅱ」,"11ⅡⅡ"ⅡⅡ'1"1」肌"UIUⅡ1,Ⅱ""闘」1"Ⅱ1Ⅱ"11UⅡ 1

4.

(4)高い安全性

電源が印加されると LED が点灯(AC I0OV時は緑,20OV時は

赤)し通電されて仏ることを表示する。また,接続端子部の空問も

広く,結線作業が簡単で更にその空問全面を覆う大形端子カパーの

採用により,操作部と充電部が完全に隔籬されており,安心して操

作・使用できる。

汎用電機品

二種而ぜ冬形ノーヒューズ遮断器 NF50-CB形
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三菱クォーツタイムスィッチ TSQ-1DKP形



.Ξ菱デマンド監視装置 HKESV 形

最近の電力管理の省力化,合理化の要請に応じ,効果を発揮する盤

用デマンド監視饗置"HKE-SV"形を開発した。この装置は,特に盤

用計器にマ,ゞチするようコンパクト化,ローコスト化を行い,従来の取扱

いや管理の煩雑さをマイクロコンビュータが補い,予測演算による監視と

許容電力による監視の2通りの監視により,あらゆる負荷状況の需

要家ヘの対応を可能とした。この監視装置の主な特長は次のとおり

である。

(1)時々刻々と変化する電力使用状況に応じて,現時点以降使用

することが可能な電力値を許容電力として表示している。このため,

管理すべき電力値が一目でわかる。

(2)デマンド監視の警報として,予測演算による超過予測警報,許

容電力により緊急度に応じて発生する1,2段警報の3種類があり,

1Ⅱ111」ιⅡⅡ肌Ⅱ1」11"1」訂ⅡⅡ11Ⅱ1」,「u",」ⅡμⅡ1"1Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ1訂"ⅡⅡι1」111"Ⅱ"」1ⅡⅡ.1Ⅱ1"Ⅱ111ι"'1"肌」1Ⅱ.1Ⅱ"」1U町ⅡⅡ""計"1」U"1.」"昆ⅡtⅡ1」U肌昌Ⅱ111U""」't"↓」計」"「計」11"Ⅱ」"」1"Ⅱ""U""Ⅱ"Ⅱ肌1"f"肝1'1ⅡIU叫Ⅱ.Ⅱ計",1"Ⅱ1Ⅱι闘NⅡ1"1fⅡ訂"UI""非

.電力線利用信号伝送装置

この装置は,既設の低圧配電線を信号伝送路として利用し,工場・

白レなどにおいて,照明器具・エアコンなどの負荷を中央から個別に

オン・オフするものである。装置は,16 点の端末を個別に制御でき

る送信器と1点又は4点用の端末受信器により構成されており,増

設器を併用すれぱ,制御点数は最大128点まで増加させるととが可

能である。伝送信号には, FS信号とパルス幅変調を組合せた信号を

採用し,照合は3連送照合としているため, SIN比の悪い電力線に

おいても安定した制御を行うことができる。伝送は時分割サイクリヅ

ク伝送となっており,16点制御の場合の 1周期は0.6秒となってい

る。

各々独立した外部接点出力があるため負荷遮断も可能である。

(3)連続100時間の停電補償機能を持っている。そのため,復電

のたびに時限合わせの必要がない。

(4)種々の設定は,手イづタルスィヅチにより

kWの単位まで高精度に,簡単に行うこと

ができる。

(5)取引用メータ巴の時限合わせは,押

ポタンスィ,,チの抵か,外部からも可能である。

(6)警報用の電子づザーを内蔵している。

Ⅱ"11"1ι111UU1ιU"Ⅱ11"1111ⅡⅡ」1Ⅱ"」」1Ⅱ1」1""Ⅱ1Ⅱ11'ιⅡ11"11肌ⅡU""""111Ⅱ1Ⅱ"U"Ⅱ1Ⅱ]111Ⅱ111Ⅱ"1Ⅱ111"1」,11訂""111'"'f1Ⅱ「」1Ⅱ'」ⅡⅡ11Ⅱ訂',1Ⅱ1Ⅱ"'1Ⅱ1ⅡUI"U"肌111」11」1」1Ⅱ""」1Ⅱ"1111Ⅱ」1U""」11Ⅱ1,Ⅱ1Ⅱ」'UU'ιⅡⅡ「ⅡιⅡ"」1"11111」肌Ⅱι11Ⅱ1Ⅱ11」1ⅡιⅡ1"Ⅱ1ⅡιⅡUI,ⅡⅡ1ⅡfⅡⅢⅡ'"ⅡⅡ冒

.盤用電子式精密電力量計

電気エネルギー計須ιの主体をなす電力量計ば,古くから誘導回転円板

を有する機械式のものが多用されてきた。機械的な動きが本質的に

その計量精度に関与するとれらの計器では,必ず定期的な保守を必

要としており,とれらのメンテナンスフリー化,省 1ネルギーの面からは,

発信パ」レス単位の高分解能化,盤面情報の多表示の面からは,計器

そのものの小形化の要求が高まっている。この盤用電子式精密電力

量計は,これらの要求にこたえるべく電力管理用計器として開発し

たものであり,計測素子を電子化することにより,高精度/高信頼

度化,発信パルス単位の高分解能化,づψ'ラマづル化,小形軽量化

UtⅡ"Ⅱ訂"ⅡⅡ11"'fⅡⅡ「」訂」1Ⅱl「」1ⅡⅡ""'1Ⅱ""Ⅱ"'1""計1Ⅱ「Ⅱ"11ⅡⅡ1」'1ⅡⅡ"Ⅱ」ιⅡ1計Ⅱ11Ⅱ"ⅡⅡ"UⅡ"ⅡⅡ11Ⅱ計Ⅱ"ⅡⅡ訂Ⅱ"'1Ⅱ11Ⅱ1」肌Ⅱ"'1Ⅱ"Ⅱ1」訂ⅡⅡ1"11Ⅱ11"11ⅡⅡ11ⅡⅡ""町'U"Ⅱ"計Ⅱ1」11"Ⅱ11Ⅱ1ⅡⅡU"""ι1」ⅡIU"1」11「」肌"11Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ'1Ⅱ"」」訂"1」訂Ⅱ1Ⅱ""Ⅱ訂ⅡⅡ」'1」訂Ⅱ1111Ⅱ"11Ⅱ"ⅡⅡι.

.新形輸出向けVVHM

、奄、六稔

;"..、

X之ι4/.

この計器は輪出向け専用で,該当規格は正C,BS,VDE などである。

BFシリーズ(例 BF-34 形)は 1φ2W, MHシリーズ(例 MH-34形)

は 3φ4W用で主な特長は次のとおりである。

(1)長寿命

駆動トルクが大きく,軸受ガイド部品は低摩擦の特殊づラスチリクを採

用すると巴屯に,計量装置の摩擦トルクが小さいため,長期間良好

な特性を維持する。

(2)振動,衝撃に強い

電磁石,制動磁石など主要部品は,強固なフレームに確実に取付けら

れており,また円板と制動磁石問及び電磁石問の空げき(F鋤が広仏

ので,振動,衝撃に強い。

(3)安定した制動力

空隙を挟んで磁石を対向させ,強固なヨークに接着した構造とし,

磁石はアルニコー5 を使用しているため,磁力が強く,経年変化もな

ゞ

三菱デマンド監視装置
HKE-SV形

、、
亀をラ葬尭,、"=,、

U"U"Ⅱ"肌Ⅱt「"""Ⅱ"計ⅡⅡ"{11"訂11HⅡ肘"1牡ⅡⅡU雌」1ⅡⅡ{1計11訂111.1"習計n^1牡t計出料↓叫"1目"111"1]UⅡ訂1"Ⅱ口rlNⅡ劃"訂"ιⅡⅡ計Ⅱ」Ⅱ〒」叫11計「ⅡⅡ'1"1き計Ⅱ1」計"1"t'計1'計""ι耻1町」,U畔1皿^計吐IE時ιι」.h11巽Ⅱ1ι"1HⅡ1^U蛭^封ミ回""ι1」"fⅡ計""斡N吐1'"1司11^ι^111,,「"

占鬼、ノノ」

(盤面積V4.当社比)を実現した。

電力線利用信号伝送装置
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し、。

(4)調整が簡単

各調整装置の調整範囲は適正で,すべて計器の前面からドライパー 1

本で簡単に調整できる。

(5)豊富な種類で二ーズ忙対応

^

計器を構成している主要部品,ベース,カ

パー,計量装置,軸受,端子ふたについ

ては多様な要求に対応できるよう,その

材質,構造,方式共に豊富な種類をそろ

えている。

盤用電子式精密電力量計

参警j姦

や建謹、琴

三菱電機技報. V01.56. NO.1.1982

BF-34形WHM

(1φ2W用)
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.ヒューズ付ⅡkVエポキシレジンモールド計器用変圧器

ヒューズを絶縁筒内K収納して計器用変圧器に直接取付けた構造の

UkVエボ十シレジンモールドEV-1MF形計器用変圧器を開発し製品化

した。との計器用変圧器は,優れた絶縁性能を肩したエボキシレづンで

コイル全体と鉄心の抵とんどをモールドし,その1次側端子に絶縁筒

を取付けているので盤内蔵品として次の特長がある。

(1)盤内取付スペースが削減でき,盤内の相冏パリャを省くととが

て、きる。

(2)エボキシモールドで小形・軽量化を実現した。

(3)ヒューズは動作表示付きである。

.低圧回路用計器用変圧器 PEシリーズ

従来,低圧の計器用変圧器は高圧用のそれ巴外形は同じで,巻線仕

様を低圧用に変更することにより対応してⅥた。しかし,高圧用の

外形であるために低圧用としては,その外形が相対的に大きくなり,

製造コストも高くなって仏た。このたび,当社としては初めての低

圧回路専用の計器用変圧器"PEシリーズ"を開発した。その絶縁構造

は低*占度・高絶縁性のボリ1ステルに樹脂を常温・常圧のもとでコイル

組立部品問に充てん(坂)するダづルモールド方式を,及び機械的強度

が大きい耐熱ABS樹脂によるケーシングを採用することにより,低

圧用としては初めての全モー」レドタイづになっている。この製品の主な

特長は次のとおりである。

.配電用酸化亜鉛形避雷器《MOA》

昭和5年に配電用LV形避雷器を発売以来,200万相以上の製作実

績を有するオートパルづ避雷器{C代わり,とのたび配電用避雷器の新

製品として,非直線性が非常に優れた酸化亜鉛(zno)索子を使用

した配電用酸化亜鉛形避雷器《MOA》 MAS形4.2kv~42kVシリ

ーズを製品化した。

との酸化亜鉛形避雷器は次のような特長をもち,今後の配電用避

雷器の主流になるものと期待されている。

(D 多重雷責務忙最適

外雷を対象とした責務では続流が流れないため,多重雷撃サージを

処理する際の耐量に優れている。

(2)迅速な応答特性と優れた保護性能

Zn0素子はSiC素子K比ベて電流の応答特性が優れているため,

急峻波電流に対する制限電圧の上昇比率が小さく機器保護に対して

有利である。

.72/'3,6 kV ヒューズ付負荷開閉器 SCL/SCT 形俳ヲ番S)

従来のヒューズ付負荷開閉器は,限流ヒューズの小電流遮断不能の問

題や欠相保護の問題をかかえていた。SCL/SCT形(形番S)は,

ヒューズのストライカー(強力動作表示装置)による開閉器の機械的自動

トリ.,づでこれらの問題点を改善し,一層の安全性の向上と高性き副ヒ

を図った新製品である。

この主な特長は次のとおりである。

(1)ヒューズトリヅづにより遮断電流域を拡大し,欠相防止を行う。

(2)従来品形番J巴互換性があり,使用が便利である。

(3)ストライカーヒューズも従来品と互換性がある。

U」1111」計ⅡⅡ11Ⅱ肌1"Ⅱ"]1NⅡⅡⅡ"1"」1肌11"計Ⅱ肌Ⅱ"」1"EJ]町Ⅱ111111ιUι111訂Ⅱ11"↓1Ⅱ"1'1」"'1Ⅱ」」肌Ⅱ」「ⅡⅡⅡⅡU.111」1""111"11」1"計'1ⅡⅡⅡ「l"開"U計Ⅱ」1訂'1肌Ⅱ"11ⅡⅡ"11」"Ⅱ1111""ⅡU
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ヒューズ付11kVエボ千シレジンモールド計器用変圧器

(1)高い絶縁性能,優れた耐環境性

・耐湿性がある。

(2) 1次・ 2次端子及びヒューズを製

品の上面に配置したので,酉酪劇乍業が

容易である。

(3)取付位置からの高さが電力量計

(当社製)より低いので,計量盤での

組合せが容易で,しかも小形設計がで

きる。

UⅡⅡ"11Ⅱ"1」訂肌""Ⅱ11""ι111"1」1111Ⅱ1」肌」1Ⅱ""11ⅡιⅡ1ⅡⅡ'tⅡ"ⅡⅡⅡⅡ"1111町」111"1」"11"11""111」1111「1Ⅱ」1Ⅱ肌Ⅱn"」1"ι1」」訂」」訂"ⅡⅡⅡⅡ肌ⅡⅡ"訂"」1"11"Ⅱ"ⅡⅡ訂」1町l「ⅡEI」」1111Ⅱ11」ιⅡ訂11」ιⅡ訂'「Ⅱ1ⅡⅡ1Ⅱ"'1Ⅱ1」ⅡⅡ111」""11UⅡ」1ⅡⅡ1」11ⅡιⅡ1ⅡⅡ1111Ⅱ"11"」1"」」"

ノ'ノ

(3)優れた耐汚損性能

続流が流れないため,遮断性能に対して汚損の影縛をほとんだ受け

ない。

(4)無保守,無点検で長期

問使用可能
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4. 汎用電機品
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4.3 電動機応用

.ボンプ・ファン専用極数変換モートル

ボンづ.ファンなど流体機器において出力制御を回転数忙より行うと

大きな省エネ効果が得られることに着目し,流体機器の2乗トルク

負荷特性に適した"ポンづ・ファン専用極数変換モートル"のシリーズ化を

完成した。とのモートルの主な特長は次のとおりである。

(1) 2乗トルク負荷に適合した低減トルク特性とし,低速側の効率,

力率を改善した。

(2) 4/'6極変換形においてはPAM方式による単一巻線を採用

したので,巻線の利用率が高くなり,効率が向上した。

(3)上記(1),(2)の結果として,小形軽量化が実現した。

(4)同容量の単一極汎用モートルと同一の枠番号とし,取付寸法の

互換性を持たせた。

(5)単一極モートルを使用した場合に比ベ低風領域で回転数が低く

なるので,この領域での低騒音化が図れた。

. M3形深井戸水中モートル

深井戸形水中モートルの細径化,高出力化の市場要望に対応するため,

3インチ井戸用の水中モートルをシリーズ化し輸出を開始した。出力範

囲を単相3相共忙 U2~νんHPとし,従来の単相V21W 1機種に

314HP,1HP,νんHPを追加し,機種そろえを行い系列の拡大を

図った。モートルの外径は 70mmφ,全長は 385~660mm と,細径

長軸となっている。

主な特長は,

(1)ステータ内部の樹脂充堤によるコイルの放熱特性の改善

(2)剛性解析による細径長軸の振動対策

である。なお,このシリーズ完成は国内外にお込て当社が初めてであ

る。

(田

なり,

低速側からの順次始動を行うととにより高頻度始動が可能と

省1ネにつ左がる間欠運転に適している。
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.大容量クーラントポンプ"高揚程シリーズ"

工作機械,産業機械などの仕様が多様化するのに伴い,使用される

クーラントボンづにつ込ても従来の JEM規格品を越える高性能なもの

が要求されるようになってきた。当社はこの要求にこたえて,浸し

(漬)形遠心式多段ボンづを採用した大容量クーラントボンづ"高揚程シリ

ーズ"を完成した。特長は次のとおりである。

(1)一般高圧ボンづのように機械的接触部がなく,長寿命である。

(2)吐出圧が高いため,配管損失の大きい負荷やノズルからの噴

射用としての用途にも使用可能である。

(3)ボンづ割功ξモートル部分巴分雛しており,シール構造が簡単で故

ポンづ・ファン専用極数変換モートル

ー、、ー、

形
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モートル容量化W)

淫

吐出圧力化創Cmり

名

高揚程シリーズ機種一覧

NQ-402H

403H

吐出量 Ulmln)

障が少なく,更に保守点検が容易である。

(4)立て形のために据付面積が小さい。

(5)電源周波数により羽根枚数を変更する構造になっているので,

50H.で、 60H.で屯最適な運転特性が得られる。
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.無接点制御ホイスト THY、Aシリーズ

生産ラインなどで使用される電気ホイストは,使用頻度が激しいため

に,かなりの頻度で制御器(電磁接触器)の接点取替えが行われて

おり,保守費用もかさんでいる。これを軽減したいとい5要求が高

まってきており,との市場二ーズにこたえるべくこのたぴ業界初め

てのエレクトロニクス化による制御部分のオール無接点化に成功し,無

接点ホイスト THY-Aシリーメを発売した。

その特長は次のとおりである。

(1)主回路の半導体化により長寿命となり,定期点検は必要であ
るが,日常の保守は不要である。

(2)操作部電圧の低圧化により安全性が向上した。

(3)主回路のトライア,ク破損時などに外部指令がないにもかかわ

ら,、,運転状態になった場合は,主回路のづレーカをトリッづさせ,

暴走を防止するパックァッづ機能を持っ。

(4)ホイスト走行中の衝突荷振れなどによる激しい振動に対して、,
接触器使用時のような同時投入がなく,事故を未然に防止できる。

(5)標准は屋内全閉形であるが,制御器箱自体を冷却ワインとし

て利用してφるため,オづションとして全閉防食形も可能である。

'Ⅱ"1111"ⅡⅡ非Ⅱ1111Ⅱ"1"」"1「Ⅱ"ⅡⅡ"」1t""ⅡΠ111」111Ⅱ"町Ⅱ"ⅡⅡ1"ⅡⅡ"Ⅱ"111」,fⅡⅡ"Ⅱ「Ⅱ"ⅡⅡ11Ⅱ"Ⅱ"'11」11]fⅡ,,

.事務機用マイクロ電磁クラッチュニット

事務機械のうち特に電子複写機用として,マイクロ電磁クラッチュニ,介
を開発し,量産を開始した。このユニ,,トは,複写機の原稿台ある仇

は光学装置の往復とか,コビーの拡大・縮小のための変速用として,

クラリチ,ギャ,ドラムなどを一体に組込んだ製品である。

複写機において重要な役割を担うクラ,,チュニ,トには,

(1)応答性と安定性に優れてぃるもの。

(2)限られたスペースと取付関係に納まる小形な、の。

(3)騒音が低く,かっ異音のな仏もの。

などが要求されるが,本品は高精度なモー」げ半卞の採用,耐久性に

見合った経済設計,高度な機械加工などより,とれらの点を十分に
満たしている。

.電子問止めミシン PLK、109形

かん(閏)止めミシンは,被縫製物をワークホルダにより移動させて,自

動的に一定のパターンを縫うミシンであり,ボケット端の補強縫いやラ

ベル,ワッペンの縫付けなど多くの用途に使われてぃる。

従来の問止めミシンは,カムにより機械的にパターンを発生させて

おり,カムの大きさの制限から1つのパターンの針数は150針程度が

限度であった。また,パターンの変更にはカムを交換する必要があり,

カムの製作期問や調整の手間を考えると,1台のミシンは1種類のバ

ターン専用で使用されるのが実情であった。

今回開発した本機は,最新のエレクトロニクス技術と従来の機械技術

とを結び付けたメカト0ニクス製品で,2個のパルスモートルにより X-Y

テーづルを駆動してパターンを発生させる。パターンに関するすべての情

報は夕づレット式入力装置によって PROM にす計意させてぃる。 1個

のPROMに最大10種類,合計1,000針までのパターンが記憶でき,

従来の力△6~7枚に相当する複雑なパターンまで縫製可能である。

また,スィッチの切換え又は PROM の差換えによって容易にパターン

の変更ができる。したがって,縫製の多様化に対応でき,応用範囲

はきわめて広く,従来問止めミシンを使用できなかった分野にも利

用が進むことが期待される。

4.汎用電機品
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.ブロワ付クラッチモートル

工業用ミシンの中で,へり縫いミシンやメス付きミシンは,縫製作業

中に多量の糸くずや布くずを発生して,ミシンや周辺を汚すので,

便利な集じん(塵)装置が要求されてぃた。この要求にとたえて今回

開発した本機は,ミシンを駆動するクラッチモート}レ巴集塵用づ0ワ巴を

一体のフレームに納めたもので,次のような特長を凾っており,縫製

作業の環境改善に役立っととが期待される。

(1)づ口ワ,集塵箱,クラッチモートルをコンパクトな一体構造とし,ミシ

ン 1台ご巴に取付けるので,特別な配線,配管は不要であり,取扱

いが容易である。また,ミシンの据付場所変更に即応できる。

(2)空力特性にすぐれた夕ーポファンタイづのづ口ワは,集塵力が強い。

(3)づ口ワ駆動は整流子モートルを使用してぃるので,電源周波数

(50/釦H力による集塵力の差がない。

(4)づ口ワは,ミシン稼鋤時のみ運転するため省エネルギーであり,

また運転音が静かである。

(5)づ口ワだけの運転ができる切換スィッチにより,ミシン休止中の

ミシンまわりの清掃にも使用できる。

.2重絶縁可変速振動ドリル

振動ドリルは配線,配管,器具取付けをはじめ巴する各種工事用に

使用されているが,相手材料もコンクリート,アルミ,鋼材などと多種

にわたっているため,刃先と材料に合った最適回転数が要求されて
いる。

今回これらの要望にとたえるため忙,従来の単速形振動ドリルに

無段裂漣,2重絶縁構造などの新機能を備えた振動ドリルを開発し

た。特長は次の巴おりである。

(1)「ギャによる 2段変速」づラス「エレクト0ニクスによる無段変速」

により,刃先巴材料忙最適の回転数が選定可能である。

(2) 2重絶禄騰造で電気的k安全である。
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5.通信・伝送と宇宙機器

通信.伝送分野における最近の技術動向として,ディジタ

ル技術の利用拡大,周波数の有効利用,光ファイバ伝送の

展開,衛星通信の多方面利用などがあげられる。

ディジタル技術の利用で注目すべきは, PCM無線通信

の実用化が新周波数帯の有効利用と相まって,新らしい

通信手段を提供しつつぁるととである。また,衛星通信の

TD八仏分野でも新らしい展開を見せている。

また,ディジタノレ通信の一展開として無線ページングは

符号誤り訂正技術の高度化に支えられて,非常に機能の高

いシステムが実用期に入ったととも注目すべきであろう 0

光ファイバ伝送システムは画像伝送,データ伝送, =1 ン

ピュータリンク,各種計測制御などの分野で利用が拡大し

ているが,低損失で長距雜伝送可能なファイバケーブルの

製品化と相まって,長波長帯における実用化の域を迎えて

5.1 無線/無線応用機器

おり,今後一層の事業展開が期待できる。

一方,有線,無線を総合したディジタル通信が水系監視,

防災連絡などの公共分野に利用されているが,最近特にそ

の拡充が活発である。とれはマイクロプロセッサを中心巴

する情報処理技術の浸透が,広域,多量の情報を経済的に

扱いうるようになったととに貢献しているといえよう。

宇宙機器の分野では,各種の分野で利用が拡大している

が,自主技術が着実に盛り上がっているととが注目され

る。貿易立国を国是とする我が国を支えるものは技術立国

であり,将来の産業界において,重要な一爽を担うべき宇

宙産業を,活性化する自主国産技術を育成促進するととは

極めて重要なととであろう。

.スウェーデン向け案斤形ページングレシーバー

スウェーゞン通信省の運用するぺーづングシステムは,一般加入者電話より

の呼出し要求と最大12 けた(桁)の数字情報を,全国FM放送網に

載せる数字伝送を伴う無線呼出しサーピスである。新形ページング受信

機FR-30E は,現在同システムで1万台以上活躍してぃる現用ページ

ング受信機FR-2Eの改良小形機で,4ビットマイコンを含む低消費電

力形集積回路による制御,液晶による表示,約20MH.にわたる

FM放送波帯の自動捕捉受信なざを特長としてぃる。

呼出し者はスウェーデン国内の一般電話から自動音声通報装置指示

に合わせて,アクセス番号,相手受信機番号,伝送要求数字情報をダ

イヤルする。ダイヤルされた情報は,アクセス番号など伝送不要部を除

き,全国FM放送網で中継放送され,受信機携行者に伝えられる。

FM放送されるぺージング信号は, FM放送番組を妨害しないように

帯域の端に副搬送波信号として伝達される。こうして呼出された受

信機は.鳴音を発生し,携行者に呼びを知らせる。携行者は,受信

機のポタンを押すことにより伝達された数字情報(例えば呼出し者電

.自動車電話用UHF帯小形分波器

90OMH.帯自動車電話移動機用小形送受分波器を開発した。分波器

の大きさを支配する送信用,受信用フィルタの小形化を,アイリス装荷

コムラインの老案と,比誘電率の大きい誘電体を用いることによって

達成した。このフィルタの特長は,共振噐を狭い問隔で配置できる点

にあり,段数の多いフィルタの小形化に有効である。

開発した分波器は,5段と7段のフィルタで構成され,容積は85

Om3,重量は230gである。分波器の電気的性能は,帯域幅25MH.

の送信帯,受信帯において,挿入損失2.1dB以下, VSWR I.4以

下,送受アイソレーション49dB 以上である。

5.通信・伝送と宇宙機器

ヅ〆三ずゞf

話番号)の表示を確認できる。

受信機は最大5回までの呼びと数字情報を記憶する機能を持ち,

ポタン操作により必要な時に見ることができる。また,手厶用/公用

等使い分けのために呼出し,受信機番号そのものを2種類持ってい

るなぞ最新の機能を具備しており,今後の国際的標準の波及の先駆

けとなろう。
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.2GHZPCM多方向多重通信装置

近年マイクロ波帯の多重通信回線は,周波数の有効利用を図るために

手イジタル化する力向で検討が進められており,従来40OMH.帯SS-

SS方式で構成していた多方向多重通信についても同様に 2GH乞帯

に移行させ,時分割方式にするととで新しい技術基準を確立しつつ

ある。この装置はとれらの新しい技術基準に基づき設計したもので,

時分割多重4相位相変詔時分割多方向方式にて 1システム当たり48

'の通話路信号が伝送できる。PCM し勺レス待号変調)方式のため

高品質な回線が構成できるとと,今後増大する¥ータ情報の伝送に

適していること,また対干渉特性が優れているため電波の有効利用

が図れると巴などの種々のメリ,ゞトを有している。

外形寸法は幅520mm,奥行225mm,高さ 2,10ommであり,無

線送受信部2式,標準PCM 1炊群端局部2式及ぴ遠方監視制御部

1式が1架に実装可能である。

との装置は1つの親局と多数の子局問に通信回線を設定する集中

監視制御シス于厶の伝送路として最適であり,高信頼度,高品質な回

.移動用3次元レーダ装置

航空自衛隊向け移動用3次元レーダ装置初号機を完成納入した。航

空自衛隊は全国各地に固定式の警戒管制用レーダを持ち,その一部

は先年来の純国産技術によって,従来の距籬・方位に加えて高さも

同時に決定できるいわゆる「3次元レーダ」化されつつぁるが,更に

固定用レーダの機能喪失時の代替なだの目的で,軽量小形でトラック

で移動できる「移動用3次元レーダ」の装備が進められてきた。今回

はその新機種として下記の特色を持つ新機材が完成したもので,今

後継続して生産・装備される予定である。

(1) 1次元フェーズドアレー放射器と複曲面パラポラ反射鏡によりペン

シルビーム垂直面内位相走査を行うアンテナ方式。水平面内は機械的に

回転

(2)モノパjレス・振幅比較測高

(3)小形軽量,高安定度が大電力の増幅式送信機

(4)各種のクラヅタ除去及び対電子妨害機能

(5)ディジタル情報処理による目標由動検出・相関演算及び自動追

尾

(のビデオ・シンポル・文字を複合表示するディスづレイ

.へりコプター搭載捜索レーダ

防衛庁海上自衛隊向けへりコづ夕一搭赦用新形捜索レーダを開発し納入

した。との装置は対潜用へりコづ夕一に搭載し,海面捜索用に使用す

るレーダで昭和55年9月から納入を開始した。従来のへりコづ夕一用

レーダと比鞁して,下記のように性能向上を図った。

(1)空中線装置の胴体下部装備による海面上の目標の探知性能の

向上

(2)周波数帯の変更による探知距航増大及び気象クう汐内探知性

能の向上

(3)低雑音増幅器採用による探知性能の向上

(4) 1軸スタビライザ採用による探知性能の安定化

(5)海面クラッタ内探知性能の向上

(の ECCM性の向上

(フ)特殊材料の採用による小形軽量化

(8)目標情蛾はディづタル化によりパイロ,寸席の航法装置に表示可

能

"t"11111ιⅡ,1"tfⅡ11Ⅱl「"Ⅱ"Ⅱ,11」11Ⅱ"""1"訂U11Ⅱ「」11Ⅱ1111Ⅱ1"11111」"11Ⅱ1"EI"ⅡⅡ"」11"Ⅱ訂,tⅡ1」町"訂11""Ⅱ1」Ⅱ町ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱlr1Ⅱ"11ⅡⅡ"11ι11Ⅱ"""Ⅱ"1,"""""Ⅱ"11""「」1"町Ⅱ"Ⅱ"計Ⅱ"'」11,"訂11Ⅱ計'11訂」""Ⅱ1Ⅱ1町1111"111Ⅱ1,"'11」計Ⅱ,"""ⅡⅡⅡⅡHI」11,"

線が構成できるため,今後行政,治安維持及

び公益事業などの分野で幅広い利用が期待で

きる。
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(フ)各種機材状況の表示・制御及び点検機能。

(8)トラ,,ク数台に搭載して移動し,展開・撤収とも短時問で可能

な高度の機動性
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この装置は,機体に装備されて行われた技術試験により所期性能が

確認された。今後,海上自衛隊の対潜作戦機能の向上のために威力

を発揮することが期待される。

移動用3次元レーダ装置
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.近畿地方建設局納めレーダ雨量計システム

ダム管理あるいは河川,道路などの防災体制を強化するためには,

広域的な雨域の分布,強弱,消長などの降雨情報を得るシステムが必

要である0 従来,降雨量は広い地域内における代表的な地点に設け

た地上雨量計で測定し,それら測定値をティーセン法等を用いて対象

とする地域の面積雨量を求めて込た。この方法の利点は雨量を地上

で捕えることにあるが,設置点が限られるので降雨強度の詳細な分

布が地上雨量計で正しく測定されな仏ため,面積雨量に誤差が生じ

たり,局地的豪雨を見逃す可能性があった。

レーダ雨量計システムは,地上雨量計による観測の限界を補うため

に開発したものであり,見通しの良い山頂に設置した気象レーダと

解析処理のためのミニコンピュータをオンラインで結ぴ,降雨を地域的,

時問的にちゅう(稠)密に測定するもので,距離的には数百m ごと,

時問的には5分に1回測定する。このように観測域内の降雨を徴細
にわたり測定し,例えば半径120kmの範囲内を約 5kmX 3kmの

領域ごとに降雨強度を平均化してその値を1~9までの数字でカラ

一表示するので,観測者は居ながらにして降雨分布や詳細な強度分

布,更には過去の表示画面の連続再生から,降雨の移亘勿方向,速度,

.4,5,6GHZ帯共用オフセットアンテナ

日本電信電話公社のマイ夘波中継回線用に,広角放射特性の優れた

4,5,6GH.帯共用,直交偏波共用のオフセットアンテナを同社横須

賀電気通信研究所殿の御指導を受け開発し,試作製品を納入した。

とのアンテナは,同社で言十画中のディジタルマイク0 波方式ヘの適用を日

的巴し,次の事項を設計のねらいとした。

(1)村'造上,小形輕量で現用のマイクロ波標準鉄塔の中段づラットホ
ームに設置できること。

(2)電気的性能は,利得が現用のホーンリフレクタアンテナと同等であ

リ,広角放身寸パターン及び交さ偏波特性がより優れてぃること。

設計'製作したアンテナでは,1次放射器に広帯域にわたり放射特
性の良好なコルゲートホーンを採用し,鏡面系をだ円面鏡と平面鏡の2

枚の副反射鏡と開口直径3.6mの放物面鏡からなる主反射鏡とで構

成した0 とのアンテナは,構造的には,高さが 5.6m,重さが約2t

であり,ホーン,bレクタアンテナに比較し小形韓量化を図ってぃる。ま

た,耐震性は 5gの水平入プυ川速度にも耐えるように設計してぃる。

試験により確認された電気的性能は,47GH.の羽Π与が4.9dB,

水平面30゜以上の広角放射パターンが4,5,6GH.帯全帯域にわ

たり一20dBi以下,更に交さ偏波識別度及び交さ偏波の eークレベル

が全帯域忙わたりそれぞれ43dB以上,-24dB以下であり,開発

の目標性能を満足してぃる。

.小形・高性能9GHZ帯4段FET増幅器

高誘電率誘電体基板を用いた小形MIC入出力整合回路を開発し,

これに単位増幅器を直結するととにより,小形で,広帯域かっ高利

得な性能の4段FET増幅器を得た。小形で高性能な多段増幅器の

設計,試験調整のため,増幅器設計CADづ口づラム,及び自動測定装

置巴小形計算機とを組合わせた多段増幅噐の特性をシミュレーシ.ンす

るづ口づラムを開発した。 4段FET増幅器の大きさは,長さ 43mm,

幅28mmて、,アルミナセラミ,,クを使う従来の増幅器の約 V4 であり,

性能は出力電力2W,利得35dB,効率12%である。

1」1ⅡU"11""Uι1ι'U.,11"11」NⅡrιι11訂μι,U"Ⅱ,NI.1,1U計1巽」闘1壯"""Ⅱ肝Ⅱ"」ⅡⅡ,U"11"Ⅱ11」」,ⅡUⅡ 1 "

消長までを把握するととができる。したがって総合的降雨監視が可

能になり防災体制の強化に貢献するととが期待される。

1」訂」111訂」11」,tl」町Ⅱ,1,11」U'"Ⅱ訂""Ⅱ11」」11""1」.Ⅱ訂'"」11Ⅱ訂111U1Ⅱ乳Ⅱ",Ⅱ1」」Ⅱ」"Ⅱ11"11"吐ⅡⅡ'11ⅡⅡヨ「1町」'"Ⅱ1Ⅱ」ⅡⅡ'「""""Ⅱ"」1Ⅱ1Ⅱ"1」」111UⅡ"Ⅱ""11」1"ⅡⅡⅡ1」UJ「1」"1111訂Ⅱ肌Ⅱ肌"計Ⅱ"111U

近畿地方の降雨量を定量表示した画面(半径120km)
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5.2 光ファイノq云送機器

.光ファイバ情報伝送装置

データウェイ用ディジタル光送受信器 MF・DS シリーズ

光ファイバ伝送は低損失,広帯域,耐電磁誘導性及び絶縁性などの特

長を有し,工業づラント制御システム用データウェイ及びコンピュータリンク

におけるデータ伝送に広く用いられようとしている。

MF-DSシリーズはこれらのデータ伝送用に開発,製品化したディジ

タル光送受信器で,1.5 から 10OMb心までの PCMハイアラーキに準ず

る4種類がある。発光受光素子には当社製の発光ダイオード,レーザダイ

オード及ぴアバランシェホトダイオードをそれぞれ用いている。いづれの伝

送速度でも送受間に許容される伝送損失及ぴAGC範囲は30dB以

上あり,広範囲な伝送距雜に対して無調整で動作する。受信器は夕

イミング再生及びキャリャ検出機能を有し,他に屯信頼性確保のための

各種機能を具備している。

波長は 0.8μm を帯を標準巴するが 1.3μm帯の長波長帯素子を用

いた機種も開発している。

MF-DSシリーズはPCM通信装置など広範囲の光伝送系にも適用

可能で,写真はその1例で63MblSの送受信器を実装したPCM 2

次群端局装置である。

長波長1.3μm帯光伝送装置

波長1.3μm付近における光ファイバの損失はスづライス損失を含んで

IdBルm以下が実現され,数十kmの無中ネ迷伝送が可能である。こ

れに対応して,アナログ及びディジタル伝送装置を開発製品化した。

(1) 1TV伝送装置

波長1.3μm のレーザダイオードを用いる巴カラーTV信号の 25km 以上

にわたる無中継伝送が可能である。標準的な変調方式である直接

IM ブj式においては,コヒーレント光のマルチモードファイバ伝送に伴うモー

ダルノイズが問題となる。これを抑制するの忙マルチモードレーザあるいは

高周波をピデオ信号に重畳することにより,マルチモード化したレーザダ

イオードを用込て解決し,装置を実用化した。

(2)ディジタル伝送装置

同じレーザダイオードを用仇た6.3Mb心送受信器を開発製品化し,写真

に示すPCM2次群端局装置を用いるととにより,電話及び手一夕の

35kmの無中継伝送が可能であることを確認した。

これらの装置は交通,電力などの長距雛伝送を必要とする分野で

普及が進みつつある。

.光ファイバ伝送用部品

光ファイパ伝送用の各種部品を開発した。光部品としては昭和55年

までに短波長(08μm)帯の製品系列を完成したが,昭和56年に更

に長波長(13μm)帯の系列も加え充実した。この長波長帯では,

数十kmの長距籬通信を行うことができる。

新しく開発した長波長帯用光部品は次の4種類である。

(1) LED モづユール

発光波長.13μm,ファイバ内光入力(コア径 60μm, NA O.17 のファ

イパに対して).-16dBm 以上,遮断周波数(-15dB).30MH.

(2) LDモジュール

発光波長.13μm,ワアイバ内光入力(ファイパ同上). odBm以上,

遮断周波数(-1.5dB).2GH.

(3) PDモジュール

受光感度:03AハU(受光波長13μm),遮断周波数(- 3dB):600

MH.(50Ω負荷)

(4) APDモジュール

受光感度.03A用(受光波長13μm,増倍率1),遮断周波数(-3

dB):60OMH.(50Ω負荷)

いずれも,短波長帯部品と同一形状であり,コネクタかん(巖)合部

及び取付フうンづの互換性を有し,小形,軽量,高信頼性である。

写真の各部品名は次のとおりである。
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MF-DSシリーズの適用例(PCM 2次群端局装置)

前列①コネクタづラグ,②アダづ夕,③長波長/短波長LDモジュール,④長

波長/短波長APDモジュール,⑤長波長/短波長LEDモづユール,⑥長

波長/短波長PDモジュール,⑦光分波器,⑧,⑩光分配器,⑨光固定

減衰噐,⑪光スィッチ,⑫,⑬送受信モジュール,⑭光可変減衰器
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.シングルモードファイバ用半導体レーザモジュール

最近,長距籬大容量伝送系としてシングルモードファイバ伝送系が注目さ

れている0 そとで,シングルモードファイパ伝送用の半導体レーザモジュール

を開発した。これは長波長半導体レーザ,シングルモードファイバ及び両者

を結合する結合系から成りたっており,竃気信号を光信号忙変換す

る機能を有Lている。 0~50゜Cにわたり安定に動作するシングルモード

半導体レーザ(1nGOA.P/1np BU亘od C鵡記nt半遵体レーザ)の開発

及び結合効率が高く,反射光の影響を抑圧したオフセ,"共焦点レン

ズ結合系の開発により,広い温度範囲(0~50゜C)にわたり高効率

(結合効率一5.6dB),高安定(出力変動土0.2dB)な性能を得てぃ

る。

.群分波方式光分波モジュール(6波)

光波長多重伝送系の多重度の増加に対する要求が増えてぃる。この

要求に応じるため,群分波方式光分波モジュール(6波)を開発した。

この光分波モジュールは,長波長帯 U.3μm帯) 3波と短波長帯(0.8

μm帯)3波の合計6波の光信号を分波し,電気信号に変換する機

能を有している。とのモジュールの方式上の特長は,群分波方式を採

用していることであり,また構成上の特長は新しく開発した干渉ワ

イルタ装箔ナ吠厶を用いてφることである。これにより以下の性能

を得ている。①各チャネルの分波特性が均一である,②分波損失が小

さい(3 ~ 4dB),③チャネル問アイソレーシ,ンが良い(40dB以上),

④小形である。
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5.3 伝送機器
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.Ξ菱広域監視制御システム《MELFLEXシリーズⅡ》

最近の遠方監視制御システムは,そのシステム内で授受される情報量

及び情報の加工処理されるレベルが従来に比ベて格段に増加,かっ

高機能化している。

これらの要望を満たすべく,当社は先K 8ビットマイクロづ0セヅサを

採用した《MELFLEXシリーズ》を完成,販売してきたが,ますます

増大する高機能広域分散監視制御の需要にこたえるために,このた

び 16 ピリトのアーキテクチャを採用した機能分散形マルチマイクロづロセッサ

J 、

ノ
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シングルモードファイパ用半遵体レーザモづユール
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CM

群分波方式光分波モづユールの外観

亀

CIOP

CIOP

構成による広域監視制御システム《MELFLEX Ⅱ》を開発した。こ

のシステムは,次の 4づロックで構成され,そのシステムづロヅクを図に

示す。

・主処理装置(MP)・共有メモリ(CM)

・ 4種の入出力処理装置(10P)

・周辺装置(CRT,ナJンタ,ディスク抵か)

このシステムの主な特長は炊のとおりである。

(8086)

GIOP

(8086)

UOP

(8086)

HB

LB

MP

XIOP

!円D〔R

、ーず芽二一辻.' y 、',

.ーノΨι,」"t,..3,゛.十,,,1

X=C : communication conty01

MELFLEX H1宮h speed BUS(Multl BUS Based) X=F : F11e Management

X=G : Genera1 1nterface contr01MELFLEX Low speed BUS

ManaΞement processor X=L : LB-HB 1Πterface contr01

Inpuvoutput control processor (16KB 2Port Memory付) CM : cor"mon Memoyy

《MELFLEX Ⅱ》システ△づ口,ワク

10

LB

FLEXVVAY

H8(16)

MELFLEX一Ⅱ

10Mb/S (光ソ2Mb/S(同軸yloo

MELFLEX一Ⅱ

5、

(CRT)

通信・伝送と宇宙機器

MP

CR7

CM

CIOP

CRTC

Kb/S(ツィスト)

NIOD裂.1

CIOP

FIOP

K/B

N

C0コj

FLD

MELFLEX一Π

(1MC卓)

FXD

CBM

FLD

GPIB

V0

MELFLEX 一Ⅱ

(日報,週報

月報,年報

&データ管理)

Flxed Dlsk

Cassette Bubble Mernory

Flexlble Dlsk

Generヨ1 Purpose lnterface BUS (1EEE-488)

MELFLEx serlese lnpuvoutput Module

TW

FLD

CBM

FXD

,

"
武
'
唖
'

、
、」
、

、
{
/
 
J
 
〕
J
 
、
 
J
 
ノ
弍

O
 
Q
 
O
 
0

1
 
2
 
-
3
 
4



(1) 16 ピヅトアーキテクチャの採用

(a) 16 ビリトマイクロづロセッサ 8086

化) 1メガパイトメモリ空問

(2)機能分散形マルチマイクロづロセ,,サ構成

(a)広域分散監視制御システムに必要な機能を,づロヅクごとK分

担並行処理を行い,高速処理の実現とともにシステム信頼度の向上

を図って仏る。

(b)カリアルハ'ス(FLEXWAY)による各種システム構成及びシステ

ム拡張,変更の容易さの実現

(3)広域分散形ネットワークァーキテクチャの拡充

(a)広域分散処理の要である各種通信制御機能の充実

(b)通信方式. CDT, HDLC, JIS-BASIC,データウェイ(FLEX、

.お々本県納め免田川地区土地改良事業清願寺ダム管理システム

免田川は,熊本県の南部宮崎県境の由髪岳に源を発し,球磨川に

合流する流路延長約 15km,流域面積51km旦の1級河川で,流域

は地形が急峻でかつ流路は短φため,山地部の降雨はきわめて速く

平地部に流出し,河川のはん濫,たん(湛)水となり,沿岸の農地及

び農作物に被害をもたらしている。一方,隣接している白髪岳山ろ

く(麓)の水田,畑地は,水源が小河川であるため,しばしば干ばっ

の被害を受けている。このため,熊本県農政部による県営工事とし

て,免田川上流峡谷部に清願寺ダム(堤高60,5m,堤頂長199.4m,

総貯水量3,302×10.mりが築造され,洪水調節(防災受益520h幻

及びパイづラインによる用水補給(かノVぱい受益310ha)が行われて

いる。

とのシステムは,テレメータ・放流警報殺備,用水管理設備及び電源

設備から枇成されており,土地改良事業実施における防災ダ△用管

理システムの好価ルなるものである。

(1)テレメータ・放流警報設備

士流雨量観測局,上流水位観測局,下流水位観測警報局2局,放流

警報局2局の合計6局と,ダム貯水位・雨量の有線観測局及びダム

管理所(ダムサイト)の親局装置から構成される。ダム管理所で仕,テ

レメータの起動,放流警報設備の制御,テレメータデータ及び放流警報制

御結果のタイづライタでの印字記録,テレメータデータの中央監視盤ヘの表

示を行っている。伝送路は,無線回線(40OMH.帯1波)を使用し

ている。

(2)用水管理施設

用水管理のために取水ゲート,緊急放流弁,遮断弁,流量調節弁,

緊急遮断弁,責任放流弁を対象とし速方監視制御を行うととも忙,

取水ゲート(斜樋)の自動制御(表面取水のためダム貯水位忙応じ5

門のゲートのらち開くべきゲートを自動的忙選定する),流量調節弁

の自動制御(用水安定供給のため調圧水槽水位一定制御)を行って

仇る。また,取水流量,パイづラインへの配水流量,河川ヘの責任放

流量,パイづライン分岐点の分水流量(16 か所)の計測を行っている。

ダム管理所では,操作卓により各ゲート・弁の監視制御を行うと巴も

に,中央監視盤にそのゲート・弁の状態表示を行っている。また,

WAY)

(の通信回線.電電公社回線,無線回線,自営ゲーづル回線(通

信ケーづル,光ファイパケーづル)

(4)便利なマンマシンインタフェース

(a)インテリジェントモジュラコーディネーシ.ンコンソール(1MC卓)による

高機能・フレキシづル操作デスク

(b)高密度・高解像度づラフィ,,クディスづレイ

(5)メンテナンス・ RAS機能の充実

(a)づ0グラムのりモート0ーディンづ,トレース機能

(b)診断づログラムによる故障診断

(C)故障ユニ,ト検知・切放し及び活線挿抜

計測手一夕は中央監視盤に表示・記録し,流量データについては積算

も行っている。伝送路はすべて自営線を利用した直送方式としてい

る。

(3)電源設備

ダム管理所に設置し,低圧受配電設備と自家発電設備より構成され

ダム構内のゲート,弁,計装設備,ダム管理所機器などに電源供給を

付っている。
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.愛知県企業庁納め尾張水道事務所テレメータ装置

このシステムは,尾張水道事務所管内(木曾川東岸濃尾平野一帯,日

最大給水量26万m3,総給水人口138万人を擁し,1浄水場22供

給点から構成される)の取水・送水状況の一括管理を目的として,

犬山浄水場(以下犬山局)にお仏て管理していた各種情報(取送給

《亘)清願寺ダム管理所
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F

水量,水位,水圧,水質など)を尾張水道事務所(以下尾張局)ヘ

伝送し, CRT主体の表示及び印字記録を行うものである。

(1)犬山局と尾張局による二元管理

犬山局にて収集された約ⅡKBの全手一夕を尾張局ヘ約2分問で高

熊本県納め清願寺ダム管理システム
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速転送し,二元管理による信頼性の向上を図った。

(1)犬山局での常時1か月分の転送データの保存

尾張局の休日夜問などの停電に対し, 1か月分のデータを保存する。
(3) 70MH.帯単一無線回線によるに00、ハデータ転送

既設テレメータと同一の無線電波を使用し,電波の飾約,情報の傍受

(共有化)を図った。また,転送を短時間に(通話時問帯の確保)効
率よく行うことを月的巴して, HDLC伝送を採用した。

(4)マンマシンインタフェースの主体として CRT を採用

水量,水位,水圧,水質のデータを局別又は項目別に,過去1か門

又は7日問にわたり,見やす仏グラフ又は表形式にて表示する。と

れにより,取水から給水までの一貫した水道システムの状況と将来ヘ

の動向が把握でき,水供給の安定化と保全管理に有効となる。

.愛知県納め防災テレメータ装置

この装置は,愛知県内に散在する複数観測局を40OMH.帯単一無

線回線を使用して呼出し,水位・雨量なだのデータを収集.処理す

ることにより,洪水等の有線途絶を伴う大災害において迅速かっ適

切な防災対策を遂行するための情報を提供するものである。また,

この装置は従来のハードゥエアペースの水防テレメータ装置のチータ収集機

能に,防災テレメータ装置として必要なデータ処理機能(時限雨量,

時問雨量,一降雨累計雨量の算出,雨量・水位警報判定)を有し,

表示盤出力,印字出力,フレキシづルディスク装置ヘのデータ格納を行っ
てV、る。

との装置の主な特長は炊のとおりである。

(1)処理部に複数台のマイクロづロセッサ弁を使用した複合マイク0づ口

セッサ方式を採用し,機能の拡張・変更などに柔軟に対処できるよう

にした。

(2)小形ナJント基板を採用するととにより,処理機能を含めて 1

台の通信標池きょう(筐)体に実装できるようにした(コンパクト性)。

(3) C MOS IC, LS-TI'L IC の大幅な採用により,低消費電力
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.福岡市水道局納め配水調整システム

愛知県企業庁納め尾張水道事務所テレメータ装置中央監視室全景

琴区

福岡市は,昭和53年の異常渇水の体験により,将来にわたって安

定給水を図るため,水源開発や節水形都市づくりを推進してぃるが,

この一環として,配水調整システム(当社は,中央監視制御設備を担

当)を昭和56年5月に完成させ,試運転を経たのち,同年10月か

ら本格的な稼働に入った。

このシステムの稼働により,水管理センターにおいて市内各地の給

水状況を一括把握し,また電動調整弁の速隔制御を行うことによっ

て,浄水場問の流量調整を行い,地区による配水量や水圧差をなく

す一方,夜問の水圧上昇を防ぐことで漏水を最小限に抑え,バランス

のとれた配水が可能とたる。このシステムの特長は次のとおりである。

(1)水圧計99台,流量計47台,電動調整弁123台の手一夕を扱

5水管理センターは,監視性を向上させるため,主要データを常時表

示する中央監視盤と,5台のづうフィ,クCRT を設けてぃる。

(2)市内全域の電動調整弁を短時問で操作するため,5台の相互

乗入れ可能な操作卓を設けた。 1台で全電動弁を制御することも可

能である。

5.通信・伝送と宇宙機器

ノy

J ^

化を図ったため,処理機能を追加

しても電源部の増設は不要となっ

た(低消費電力化)。
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愛知県納め防災テレメータ装置

(3)データ処理の中心.なる工業用計算機《MELCOM350A2100》

が停止した時で、,中央監視盤とマイクロづ0セッサを収納した操作卓で

監視.制御ができるシステ△幟成とし,システ△稼倒属二の向上を図った。
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5.4 宇宙機器

.技術試験衛星IV型(ETS.N)の打上げ及び運用

昭和52年9月に宇宙開発事業団から受注し,当社が開発・試験を

進めてきた技術試験衛星Ⅳ型(訂S一Ⅳ)は,①N一Ⅱロケットの遷移

軌道投入能力の確認,②N一Ⅱロケットの打上げ環境条件の取得,③

大型衛星の製作・取扱技術の習得,④搭載機器の宇宙環境下での機

能試験などを使兪とする国産初の大型衛星であり,昭和56年2月

11日 17時30分(日本時問)種子島宇宙センターから N一Ⅱロケヅト 1

号機により打上げられた。

技術試験衛星Ⅳ型は,衛星基本機噐の Sパンドレンリング機能により

近地点高度223.4k皿,遠地点高度 36,0113km,軌道傾斜角28.63度,

周期6359分の所定の遷移軌道に投入されたととが確認でき,「きく

3号」と命名された。当社も衛星システ△メーカーとして,打上げ準備

作業,衛星運用技術支援,ミッシ,ン解析及びデータ評価解析に従事し,

打上げ及ぴ運用が確実・円滑に進捗するよう協力した。

技術試験衛星Ⅳ型は,90日問のミ殉.ン期間中に姿勢制御マヌー

バ(ガスづ:"噴射),各搭載機器の性能確認及び試験を子定通り実施

.軌道上におる通信衛星/通信系の管理及び運用

軌道上における通信衛星/通信系の管理及び運用は,図に示すよう

に体系づけられるが,以下のように要約することができる。

(1)通信系保守管理作業

・通信系関連テレメトリ項目の監視

TWTAへり,,クス電流,中継器出力電力,中継器受信信号電力,

中継器関連環境温度などの各テレメトリ値が定められた規格内にあ

ることを確認する。・下り回線雑音ペデスタルの監視

衛星からの下り回線雑音ペデスタルを観測して中継器の雑音指数/

利得及ぴろ波特性を確認する。

(2)軌道上機能試験

・通信系が軌道上での環境に耐えて所定の性能を達成しているか

どうかを下記の機能試験によって確認する。

(a)中継器の機能試験.出力電力,入出力特性,周波数変

換特性,振幅周波数特性,遅延特性,スづりアス特性の測定

(b)通信用アンテナの機能試験.アンテナ指向誤差の確認,ア

.衛星搭載マイクロ波りモートセンサの開発

我が国の地球観測衛星である海洋観測衛星及び地球資源衛星には各

種のマイク0 波りモートセンサが搭載される予定である。当社では,宇

宙開発事業団殿の御指導のもとに,これらの衛星に搭載予定のマイク

口波放射計,マイクロ波散乱計及び合成開ロレーダの開発を進めてい

る。マイクロ波放射計はMOS-1 搭載用として,エンジニアリンづモデルの

開発を進めており,マイク0 波散乱計はづレ'引;ポードモデルの開発に着手

している。また,映像センサとして注目を集める合成開ロレーダはシ

ステム設計を行うと共に,キーコンボーネントである衛星搭載大形展開ア

ンテナを開発中である。

合成開ロレーダにつ仏ては,当社は早くから自社開発に着手し,

アンテナ,送信機,受信機などハードゥエアの要素技術の開発はもとより,

システム開発においても力を注いできた。特にデータ量が多いことか

ら,その処理時問が問題となっていた地上の画像処理につ゛ては,

世界最高の処理速度を有するソフトゥエアの開発を完了した。写真は

このソフトゥエアを用いて米国で打上げられたシーサット衛星の合成開

し,各機器が良好に動

作し,当社が行ったシ

ステム設計及ぴシステ△

試験技術の妥当性屯確

認できた。なお,技術

試験衛星Ⅳ型は,その

後も順調忙動作し,放

射線による太陽電池劣

化特性手一夕などの貴

重なデータを送り続け

ている。
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ンテナパターン(1次元/2次元)の測定

昭和52年12月15日に打上げられた通信衛星「さくら」では電波

研究所鹿島支所/筑波宇宙センターが中心となり,上記の手順K従っ

た運用を行い,3年のミ,,シ.ンを達成することがて、きた。

ノ

y

技術試験衛星Ⅳ型(宇宙開発事業団提供)
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運用

ロレーダのデータを処理したもので,市街地及びその周辺を鮮明に映

像化している。

通信衛星/通信系の運用・管理項目
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.国内衛星通信用30/20GHZ帯小形地球局

との地球局は,我が国の通信衛星(CS-2)のKパンドを利用した衛

星通信システム用として当社が自主開発した、ので,主に非常災害時

の通信に使用できる。通信方式は SCPC-FM を用い,双方向2チャ

ネルの電話又はファクシミリ,低速データの回線設定が可能である。地

球局は 2m直径相当の横長だ(楕)円開ロカセグレンアンテナ,30GH.帯

2Wインパット電力増幅装置,当社製超低雑音FET を用いた20G

H.帯50OK低雑音増幅装置,送受局発共用の2重周波数変換方式

を用いた30/20GH.帯周波数変換装置及びSCPC-FM端末装置か

ら構成されている。

この地球局の主な特長は次のとおりである。

(1)アンテナ/高周波部の寸法は 2.4m(W)×1.4m(D)×1.2nKH),

重量は 30okg以下と小形軽量で,分解せずに小形へり(ベル212形)

に搭載し,運搬可能である。

(2)電子機器の全固体化,放熱システムにヒートパイづを採用するな

どこの地球局全体の高信頼性を確保Lており,非常災害時等のあら

ゆる状況におφて移動開局運用が行える。

(3)簡易なAZ-EL駆動機構により容易に衛星ヘの方位設定が可

能である。

.インテルサットV号用地球局の交さ偏波補償装置

インテルサット V号用地球局の交さ偏波補償装置を,国際電信電話(株)

より受注し,昭和56年1月同社山口衛星通信所に納入した。インテ

ルサット V号系は,直交する2つの円偏波を用いた通信方式のため,

降雨などによる交さ偏波識別度(XPD)の劣化が原因で,通信回線

品質が低下する。この装置は>くPDの劣化を自動的に補償し,通信

回線品質の維持を図るものである。納入した装置は,送受信帯それ

ぞれ独立に制御可能な 90゜と180゜移相器をもっ主補償部とパイロット

送受信機とサーポ制御機をもち各移相器を駆動制御する補償制御部

とで構成している。

この交さ偏波補償共置の主な特長は炊のとおりである。

(1)補償動作に伴う G/Tなど地球局アンテナの性能の劣化がない。

(2)降雨などによる江D劣化の周波数特性を配慮し,送受信帯

に対し各た独立で最適補償を行う。

(3)自局から送信し衛星で折返されたパイロ,,ト波を制御用信号に

使用し, XPD補償はナベて閉ルーづ自動制御方式で行う。

(4)このため制御系が安定であり,降雨の変動などに優れた応答

性を有する。

(5)衛星の軌道位置変化に伴う補償性能の劣化を防止する地球術

星問距雛変動補正機能を設けてぃる。

.テレビ放送衛星搭載用アンテナ

テレビ放送衛星搭載用アンテナには, WARC79 で定められた性能が

要求される。このうち特に厳し仇のは,ビー△の形状,サイドローづレベ

ル,交さ偏波レベルの各項目であり,オフセ,汁複反射鏡アンテナによっ

てこれらの性能を満足するよう,次のように設計した。

まず,交さ偏波成分に関しては,円偏波を用いるため鏡面系から

の発生はなく,給電系の性能によって決定される。そこで,1炊放

射器として,コルゲート円すい(錐)ホーンを選んだ。

次に,ビー△の形状忙関しては,所望の楕円 Eームが得られるよう

主反射鏡及び副反射鏡の形状を幾何光学的に決定した。

更に,サイドB一づレベル k関しては,上記手法により低サイドローづと

5.通信・伝送と宇宙機器

Uι"」"」ι1」11ιⅡ1Ⅱ11UⅡ"1Ⅱ」「11」"11」Ⅱ」""1Ⅱ11「11ⅡⅡ1」111ιⅡ匪Ⅱ」11111""」1111Ⅱ"」"1」1"111111]1111Ⅱ」Ⅱ耻"",Ⅱ1"HⅡ"Ⅱ1Ⅲ11UJ"1」「Ⅱ11"1Ⅱ111"」ⅡⅡⅡ"Ⅱ」1""Ⅱ11""11」11"11」11」11Ⅱ11Ⅱ"1」11肝Ⅱ旺"Ⅱ11"ⅡⅡHⅡ11Ⅱ"""肱"11Ⅱ"Ⅱ11

(4)横長楕円開ロカセグレンアンテナの楕円形放射パターン特性により,

隣接衛星との干渉を低減してぃる。

(5) 2重周波数変換方式の採用により,送受信周波数の変更は局

発用基池水晶発振器の差換えで容易にできる。
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,ず'

(田 XPD の悪いときのみ交さ偏波識別度の補償動イ乍を行い,晴

天時のよらにXPDが良好なときはこの動作を停止ナる自動ON/

OFF機能を設け

ている。

,

国内衛星通信用30/20GH.帯小形地球局

_ゞ

この装置の静的

XPD補償性能は

40dB RMS 以上

である。
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なるよら鏡面修整する巴ともに,回析効果による幾何光学的設計か

らのずれを補正するために鏡面分割修整法によって位相分布を制御

する手法を併用し,更に低サイドローづ化を図った。

以上の設計法により,開口径1,30ommX2,80omm の楕円開口を

有し,周波数11.フ~12.1GH.での測定の結果,所望のビーム幅 1,61゜

XO.68゜,利得 44.8dB 以上,サイドローづレベルー30dB以下,交差編波

レベルー4dB以下と, WARC79で定められた要求性能を満足する

高性能なアンテナを実現することができた。

インテルサット V号地球局用交さ偏波補償装置
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. SCPC PCM/PSK端局装置

SCPC PCM/PSK方式は, PCM (パルス符号変調)による音声の
Ξ1

イジタル変換,4相 PSK (位相シフトキーイング)変調などを用いて,1

搬送波当たり1音声帯域の伝送を行う方式である。インテルサ,,ト(国

際商業衛星通信機構)のSCPCシステムでは,6/4GH.帯を用いて,

衛星1中継器当たり最大800搬送波を割当て,主として大容量回線

を必要としない国同士の通信回線を提供して仏る。

今回,サウジアラビアールド衛星通信地球局に納入したSCPC/PCM

/PSK端局装置は,音声24チャネルを扱えるもので,共通架1架と

拡張架2架とから井ξ成されている。共通架は,6/'4GH.帯で外部

インタフェースをとるための周波数変換部,バイロット受信機,基準周波

数源などの共通部と,打合回線,誤り率測定器から構成されており,

拡張架8架をサボートできる。拡張架は,1架当たり12チャネルの

PCM符復号/変復調ユニ,,トを収容することができ,1チャネルごと

にユニ,汁の増設が容易に行えるものである。搬送波の送信制御は音

声検出により行っており,衛星電力の有効利用を図っている。

広用分野として,要求K応じて搬送波を割当てるデマンドアサインメント

方式との接続、可能であり,簡易なハードゥエア構成と相まって,国

内衛星を用φた小容量多数局から構成されるシステ△あるいは非常災

害用システ△としての用途は広いものがある。

ι訂ⅡU"Ⅱ計」"「ⅡⅡ,"訂」ⅡU肌ⅡⅡ1111"ⅡⅡ計Ⅱ"11Ⅱ"Ⅱ"11ⅡⅡ11"ⅡH'"11Ⅱ"{Ⅱ1」f11Ⅱ,1ⅡⅡ"Ⅱ1"1Ⅱ1Ⅱ"計1,""1「ⅡⅡ11"ⅡⅡ'Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ""111111Ⅱ"""1fⅡ11ⅡⅡfⅡ""Ⅱ"ⅡⅡ訂ⅡⅡ"Ⅱ"", 111計Ⅱ'1ⅡⅡ1"計11Ⅱ"ⅡⅡ'1Ⅱ1」{111"1111」"訂]ιnⅡ"ⅡⅡ"11Ⅱ111」1flj'1Ⅱ

.雑音温度135K ⅡGHZ帯低雑音FET増幅器

インテルサリトV号系地球局用UGH.帯低雑音FET増1塙器を開発した。

冷却時に雑音温度135Kの優れた性能を有している。増幅器の低雑

音化のため, FETの入力整合回路忙低損失な同軸線路を採用し,

同軸線路に接続の容易なFET装荷法を開発した。また,入力整合

回路を2段構成とし,雑音温度の周波数特性を平坦にしている。上

記性能は,インテルサヅト標準C地球局に要求される雑音温度を満足す

る。

艇奇^

.宇宙開発事業団納め高空燃焼試験設備

この設備は,昭和60年に打上げ予定の大型衛星用ロケットH-1型の

2段目の液体燃料エンジンの地土における高空燃焼試験設備で, 工ン

ジンは真空チャンバ内に設置されている。

チャンパ内部は,肩空の状態を模擬するために真空状態に制御され

ており,その中で1ンジンを燃焼させ試験を行う。

制御装置仕,ディジタル計装制御システムの《MACTUS 70のと

《MACTUS 67のをデータリンクで結合している。《MACTUS 70の

は,1ンづンの燃料である液体水素,酸素の供給,チャンパの真空排気

制御などのシーケンス制御と DDC制御を行い,《MACTUS 670》は

設備の監視と時間管理を行う。

とのシステ△は,開発試験巴領収試験を兼ねているために,制御に

関しては客先で容易忙づ口づラ△変更のできるPOL言語を使用し,

監視に関してはFIF (空欄記述方式)を使用し,づψ'ラム技術を必

要とすることなく, CRT を見ながら監視項目の変更を可能とした。

信頼性向上のため,《MACTUS》は自己診断機能を持ち異常発生

時には自動的にパックァ,,づ装置に切換わるが,設備に対しても設備

診断づ0グラムで確認後,燃焼試験を行うことにして込る。
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5.5 電子応用機器

. PCM録音再生機用周辺機器

最近,録音スタジオや放送局にお仏て,オーディオのディジタル化が急速

に始まっており,これにこたえるため,既に販売してぃる業務用

PCM録音再生機X-80/80A, X-800 に加えて,関連機器2機種を

開発した0 今回,開発したのは,電子編集機江一1とサンナルづ周

波数変換機SFC-1で,これらは先のPCM録音再生機と共に,レ

コード製作や番組製作に幅広く用いられるものである。

XE-1 は, X-80 や X-800 に接続し,録音された生テーづから音

楽的に優れた部分を取出し,1本のマスタテーづに編集する装置で,

テーづに記録されたアドレスの読取りなどすべてをマイク0コンビュータに

よって制御している。曲中の接続にっいては,レベル差によ嵯扇集

音が発生しないよう,ディジタルフェーダによりクロスフェード処理を行っ
ている。

ディジタルオーブイオ機器のサンナルグ周波数は規格化の動きにあるが,

DAD け'イジタルオーディオディスク)や業務用マスタテーづレコーダーなどは目

的や機器によって異なる周波数が選択されっつぁる。 SFC-1 は,

とれら異なる周波数の機噐問をディジタル的に接続するもので,劣化

. PCM録音再生機用フェライトヘッド

PCM録音再生機用固定ヘ,,ドには高密度記録が可能である巴同時に,

長寿命,高信頼度が要求される。これらの要求にこたえてマルチトラ

,,クフェライトヘッドを開発した。 X-80 形(2チャネル機)用としては 10

トラックヘヅド(114 インチテーづ用,写真右)を,また X-800 形(32 チャ

ネル機)用としては 45 トラックヘッド(1インチテーづ用,写真左)を開発,

製品化し,狄ギャッづ(0.4μm)ヘッドの実現によりそれぞれ794Eツ

ト/mm,1,235ビット/mm の高密度記録を達成した。

このようなマルチトラ,,クヘヅドでは,ヘッドコア問の磁束の漏れ忙起因

するトラック問クロストークが問題となるが,コア形状,コア問隔,磁気

シールドなどのへッド構造面の改良により,最悪モードで約一26dB以

下の低クロストークを実現した。

また,構造面ではPCM信号トラック用狭ギャ,,づ(0.4μm)コアと

アナログ及びタイムコードトラック用広ギャッづ(3μm)コアとを含む一体構

なく信号の授受を行うととができる。

J'無
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造を特長とし,とれを実現するため独自の加工づロセスを採用した抵

か,磁気テーづとのしゅう伊.動面をフェライトとモーj呼屶3スのー一体 PCM録音再生機用磁気へりド
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圭

、

高レンリエリアモニタ用ン島曳電雜箱は,原子力づラントでの冷却材喪失事

故後における原子炉格納容器内の空問線量率を連続監視するための

検出器で,ーー般 LOCA 条件下(温度.150゜C,圧力.4.2kglcm皀,

化学スづレーあり)で,広範囲の測定レンジ(エネルギー.80kev~3Mev,

γ線束.2×10-.~1伊Rlh)をカパーできる、のを開発した。

既に,約2,000本の真空スィッチ管が負荷時夕,づ切換器に使用さ

れ,優れた性能を発揮している。今回新たに, SF。ガス中に収納さ

れた真空スィッチ式負荷時夕,づ切換器が開発され,ガス絶縁変圧器

との組合せにより大幅な小形化が可能となった。無給油,無点検を

月的とした工場内寿命試験において期待通りの優秀な性能が立証さ

れた。

村'造とし,更にへ.,ド先端形状の検討により安定したテーづ走行特性

を得ると同時に,長寿命,高信頼度ヘ.,ドを実現した。

電子編集機江・1

ヒ

5 通信・伝送と宇宙機器
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6.情報処理とオフィスシステム

1兆円産業に発展した電子計算機関連事業の需要は,昭

和56年も引続き好調に推移した。特に,一昨年芽生えた

" OA ブーム"の兆しは,遂に" OA フィーバー"にまで

過熱気味だが,需要を支えるエネノレギーにもなっている。

電子剖'算機システムは,"より速く,よりコンパクトに,

より安ぐ'なる方向にあり,更に専門家のみならず,素人

に込扱えるように,"より使いやすく"なくてはならない。

とれらは,超LS1を中心にしたハードウェア技術の進歩,

並びに日本語情報処理技術,データベース及びネットワー

ク技術を中心にしたソフトウェアの進歩忙負うところが大

である。

とういら環境の中で,当社の昭和56年における主な成

果並びに傾向を振り返ってみる巴次のようになる。

(1)汎用電子計算機《MELCOM-COSM0 シリーズ》

に,新たにモデノレ800 Ⅲ・80OS を加え,シリーズの強化

を図った。

(2)《MELCOM 80》 OFFICE LAND は,"よりオフィ

スにフィットした","より人間に近づいた"オフィスゴソ

ピュータとして, OA機器の中核とするべく,日本語を標

準装備し,音声や画像入力も可能にした。

(3) OA の先兵のひとつであるワードプロセッサ M-85

10の製品化に引続き,業務用に開発した16 ビットパーソ

ナルコンピニータ《MULTI-16》を発表し,今春より出荷

を開始する。ファクシミリ FA-880 は,原稿静止/移動兼

用形で,ミリ当たり12本の分解能を持つ高精度な新製品

であり,ホテルシステムなどに応用司能な新POS システ

ム《MELPOS 3000》と共に, OA機器群を充実すること

ができた。

(4)応用システムでは,傾向として,システムの複雑

化,高度化を進める一方,パーソナルコンピュータから汎

用機に至るまで,日本語情報処理を中心巴した,ユーザー

忙とって使いやすいシステムを指向してきた点が特長であ

る。また,当社機とIBM機などによる異機種問の接続が

印常茶飯事になりつつぁり,更Kチャネル結合方式による

異機種との接続につφても,ほぽ実用化されたと込える。

応用システムの中で,南極で本格的に徐働を開始した"H召

和基地設置データ観測用システム"は,特筆すべき、ので

あろう 0

以下に具体的項目について紹介するが,電算機応用シス

テムについては,多くの特長あるシステムの中から, コー^

ザーからの御了承をいただいた 16 システムについて,概

略を収録した。

会六
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6.1 電子計算機と周辺端末

.汎用コンピュータ《MELCOMCOSM0 シリーズ》モデル

《MELCOM-COSM0800Ⅲ.80OS》は《MELCOM-COSM0700
Ⅲ.70O S> の上位機種として製品化した高性能汎用計算機である。

モデルフ00 Ⅲ・70OS の持っ特長をすべて備えた上で,更にモデル

800 Ⅲ.80OS は以下のような特長を有して込る。

(1) 64K ビット/チッづの記憶素子の採用と高密度実装技術1てより

主Ξ酎意の最大容量をユニづロセッサ(UP)村'成時8メガバイト(MB),マル

チづロセッサ(MP)時16MB に拡大しシステ△の大形化に対応してぃ
る。

(2)主記憶ヘのアクセスカ式を 2ウェイインタリーづ方式とし,かっ高

速の ECLバッファメモリを内蔵させて,以下に述ベる高速ECLゲートア

レー採用の効果と相まって,モデルフ00 Ⅲ.70OS の約2倍のハードゥ

エア性能を実現して仏る。

(3) 1,000ゲート/チ,づ,0.9 ナノ秒/ゲートという高集積度,商性能

の ECLゲートアレーをシステム本体部に全面的に採用し,かっりードレス

パッケージと多層セラミリク基板とを併用した高密度実装により, システ

ムの小形化q島性能化を達成してφる。

(4)主記憶容量8MB を含む本体部,磁気手イスク/磁気テーづ制

御装置,カード読取装置/ラインナルタ装置などの中低速入出力制御装

置,通信制御処理装置などの入出力制御装置を含めたシステ△を1

本の千ヤピネットに収容し,設置スペースをミニコンビュータ並みにしてぃ

る。

モデル 800 Ⅲ・80OS は,下位機種のモデルフ00 Ⅲ.70OS 及び上位

@スーパミニコンピュータ《MELCOM 70 シリーズ》

性能強化と機能拡張は具体的に以下の内容となってぃる。

(1)主記憶装置に 64K ビットダイナミ,,ク RAM を採用し,最大容量

8MB,最小容量512KB,増設単位512KB の仕様とした。とれら

はいずれ、従来の4倍の記憶容量となっており,これによ齡商用分

野の拡大を図り,時代の二ーズに対応した。

(2)関数演算機構をオづシ.ン機能に追加し,コンパイラの関数ライづ

ラリが持っている関数演算マクロ処理をハードゥエア処理で置き換えて,

科学技術計算分野ヘの高速処理機能を提供した。関数ライづラリによ

る演算結果に比ベて約3倍の高速処理を可能としてぃる。

四 2M バイトバブルメモリ装置

800 Ⅲ・ 80OS

機種のモデル 900 Ⅱとソフトゥエアはもちろん,入出プJ制御装置/入

出力機器巴も完全互換性を有しており,モデル 800 Ⅲ・80OS がライ

ンアヅづに加わったことにより《MELCOM-'COSM0 シリーズ》は一段

巴充実したものとなった。

卿邸
】ームーー甲^^

バづルメモリは,機械的可動部分のない不揮発性メモリで,かっ大量生

産に適したメモリとして最近脚光を浴びている。 2M バイトハづルメモリ

装置は,256K ピットのバづルメぞげバイス 64個を中心に,直接周辺回

路,バづルコントローラ(Z80A CPU 内蔵), DMA コントローラで構成し

ている。計算機本体とのデータ転送はDMA転送で行い,転送速度

'、

ガ瑚コンeユータ《MELCOM-COSM0 シリーズ》モデル 800 Ⅲ・80OS

モデル60の性能強化・機能拡張

(3)との機能の発揮には,浮動小数点演算機構けづシ.ン)への接

続が必要である。

(4)フォートランコンパイラに拡張アレー機能を追加し,データ論理空問

を最大8MBの物理記憶空問までサボートするととを可能巴した。こ

れにより,特に科学技術計算分野での機能と処理能力の強化を図っ

た。

(5)その他,ハードゥエア面では主記憶装置に対する上記LSIRAM

の採用(誤り訂正機能は従来通り標準装備),マイクロづ0グラムメモリへの

16K ビ,,トPROM の採用を実施することで信頼性の向上を図った。

烹、

にコ

V詠毛心詞.'

金゛

向上のために,パづルメモリデパイス64個を並列駆動してぃる。これに 1
より,2M ハ'イトメモリとしてアクセスタイムは平均7ms,転送レートは 1
50OKバイト/S と高速忙なっている。固定へヅドディスク等をこの装羅

卦

、1'1

j

『^

に置換するととにより,高信頼度の外部記憶装置が実現できる。
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バづルメモリカード(256 K パイト)主システムコントローラカード
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.三菱S 二フレキシブルディスク(5インチ FDD)

フレキシづルディス外'ライづ(以下FDD と略す)の小形大容量化は市場の

要求であり,とれにこたえて,トラック密度を従来の2倍の 96TPI,

記録密度を 1.5倍の 9,40obpi とし,8インチ両面倍密度形FDD と

同等の 1.6Mハイトの記憶容量を確保した FDD を開発した。しか

も,外径寸法は 15×20×4Cm と市販の8インチFDD の V8,ミニ F

DDのV2に小形化して仏る。小形大容量化のために留意した開発

ボイントは次の巴おりである。

(1)手イスク駆動用に厚さ 12mm に薄形化した偏平直流づうシレスモ

ータを開発L,手イスクを直接駆動する。また,大口径アウタロータータイ

づとして回転△ラを極力抑える巴巴、に,スラスト荷重を軽減し,長

寿命化を実現した。

(2)ヘ,,ドキャリ,,づの駆動用として厚さ 135mm の高トルク薄形ス

テ・,づモータを開発し,構造の簡素化を図るとともに,スチールベルト駆動

により8インチ FDD 並のトラック問アクセス時問 3m.を実現した。

(3)温度変化によるトラ.,ク位置ずれを少たくするためk,各部品

の消費電力を抑え市販ミニFDD の約1々とし,内部温度上昇を少

.三菱5インチ超小形固定ディスク装置

近年パーソナルコンeユータなどの飛躍的な急成長に伴い,外部記憶装置

として超小形で高性能な磁気手イスクの需要が急、増してきた。これに

こたえて,三菱5インチ超小形固定ディスク M4863 を開発した。 M

4863 は,①ウィンチェスタ技術に上る高信頼性,②外形サイズ83HXH6

WX203D mm の中に直径130mm の円板3 枚を有し,総記憶容

最10MB を達成,③へりド卵動はステヅeングモータで行仏,平均シーク

タイムフ5mS の高速,④完全密閉朧造をとり,ご重構造の交換可能

なづレスフィルタ忙よる耐じんあい(塵挨)性の強化,⑤発熱防止にフ

インを設け,黒色塗装を施して共置の信頼性を向上,などの特長を

持たせた。

Ⅱ1Ⅱ訂Ⅱ""ⅡⅡⅡ"1'11"11Ⅱ計Ⅱ"」1Ⅱ町11""ⅡU肌ⅡU1ⅡU'1Ⅱ""ⅡⅡ1ι1」1Ⅱ'1Ⅱ11'1ⅡⅡ""Ⅱ""1111Ⅱ1」11肌Ⅱ1ⅡⅡ"11Ⅱ"Ⅱ1ιⅡ1Ⅱ'ιⅡ""""ⅡⅡ"討Ⅱ肌Ⅱ11ⅡⅡ1ι11Ⅱ""11Ⅱ計"Ⅱ"」11ⅡⅡ'1Ⅱ"計ⅡU11」"'1ⅡⅡ1ⅡⅡ"訂Ⅱ"

なくした。

(4)高密度用ディスクはコーティング膜厚が 1,1μm と従来のν2 な

ので,市販のヨニFDD 巴同等のへッド保持方式では寿命が短くた

る。そこで,ヘッドを円形ジンバルばねで支持するブj式を採用し,ヘリ

ド加圧力軽減化と併せてゞイスクの高寿兪を達成した。

. M 4150-0I MICR ワークステーション

M4150-0I MICR ワークステーシ.ンは,《MELCOM-COSMO》データエ

ントリシステムの端末装置で,銀行など金融機関における手形集中処理

業務の迅速・正確化を目的に開発した屯のである。

とのステーシ.ンは,手形情報を入力するデータエントリ部と,べりファ

イ済みの金額,期日などのデータを手形のグbバンド上に MICR

(Magnetic lnk character Recognition)文字として印字するエンコ

ーダ部より成る。

データ1ントリ部は,マイクBづロセ,,サを活用して,単なるハードゥエア制

御だけではなく,操作性の向士や中央処理奘置の負荷軽減を図るた

め,次の機能を備えている。

・操作を支援するためのオペしータガイダンス機能

・自己検査,範囲検査などの高度な,打けん(鍵)データ検査機能

・右寄せ,ゼロづうンク充てんなど高度な,打鍵データ編集機能

・自動複写,補助複写,挿入,置換など充実した自動入力機能

エン3ーダ部は,銀行内事務センターにて使用するデータエントリ端末て、

あることを踏まえ,特忙次の点を配慮し開発した。

・流通してきた手形を安定して搬送するための用紙搬送機構

・手投げ機朧(印字時)とホ,バ機構(エントリ時)の使仏分け

・CRT,牛ーポード,手投げ機構などの人問工学的配置

・誤操作防止,低騒音,耐震対策など

111111Ⅱ11Ⅱ町」ⅡⅡ"11訂Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ11」訂11Ⅱ11ⅡⅡl「""Ⅱ"計Ⅱ""Ⅱ"1」1Ⅱ1Ⅱ1」訂ⅡⅡ,1ⅡⅡ"""Ⅱ"ⅡⅡ"11"1'"1111Ⅱ'1」UI"」'1Ⅱ11"11Ⅱ111」1"11"11"11""1111"Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ'111'1ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ1Ⅱ11」"'「Ⅱ"1」1「11Ⅱ"'ιⅡ11Ⅱ"ⅡⅡ11Ⅱ1」"Ⅱ1」"ⅡⅡⅡ"ⅡⅡ"1」訂ⅡⅡ

」Ⅱ訂"肌Ⅱ肌Ⅱl「Ⅱ"Ⅱ.11"Ⅱ""1」1""「」1Ⅱ1Ⅱ"」1Ⅱ"Ⅱ町1「Ⅱ,f」訂U,Ⅱ"1rⅡⅡIU計Ⅱ"11」"'1Ⅱ""11Ⅱ"ι1"1,Ⅱ"ⅡⅡⅡ11'11」"11訂11"ⅡⅡⅡ"Ⅱ"肝ⅡU1計Ⅱ町Ⅱ11Ⅱ""11"Ⅱ1ι"11ⅡⅡ肌Ⅱι1111Ⅱ1」1Ⅱ計1""町Ⅱ11"Ⅱ11非Ⅱ"11Ⅱ"1,Ⅱ"ⅡⅡ""'111Ⅱ"11Ⅱ"Ⅱ"11Ⅱ
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.発券プリンタ装置 M2243、A

発券ナJンタ装置は,全日本空輸(株)予約発券端末として開発した。

主として航空券の発行を目的とし,券面印刷に必要な漢字, OCR

文字などをナルトアウトするワイヤドットインパクト方式のづりンタ奘置で
ある。

M2243-A形は,昭和54年に納入 L た M2243 形の改良形で,

その特長は次のとおりである。①発券業務,用紙交換,嚇ン交換な

どの操作がすべて前面からできる。②障害ならびに装置の状況をき

め細かに表示する。③裁断したスづロケット屑を装置内部に収容し,

環境美化をそとなわな仏。④従来機種M2243 形との亙換性がある。

Ⅱ1ⅡΠ,1Ⅱ"1"Ⅱ"肌」1ⅡⅡ"ⅡⅡ"Ⅱ1,"U明"Ⅱ""1ⅡⅡ"Ⅱ肌ⅡⅡⅡⅡ11Ⅱ"Ⅱ""

.漢字プリンタシステム

普及期を迎えた日本語情報処理システムにあって,高性能漢字ナルタ

システムは不可欠である。特に印字速度が約3,500行/分前後(中高

速機)で,価格も手ごろな漢字ナルタに市場の人気が集中してφる。

時代を先取りした形で当社はすでに昭和55年春, M8270中速漢字

づりンタシステ△を発表したが,現在客先での評価が高い。次に製品の
特長を紹介する。

(1) OFT (optical Fib改 Tube)を用仏る乾式電子写真方式を採
用し,印字速度が3,700行/分(8ボ)である。

(2)局印字品質,高印字精度を実現し,特に,①行中文字可変

②行中文字上下位置移動,③行中印字位置指定,④ビッチ可変,⑤平

体,⑥長体などの文章処理機能を強化し,日本語処理における高機
能化の要求を十分に満足して仏る。

(3) M8250, M82釦などのこれまでのファミリー機種忙捌する上

心透換性を採用するととにより,ユーザー各位の変換ソフトゥエア作成
の負担をたくした。

(4)光電ドラ△方式により,消耗品価格,むだ紙,保守性,操作

1 Ⅱ1」"Ⅱ""Ⅱ"Ⅱ"1,Ⅱ闘UUⅡ11」ιⅡι1訂1闘」1,U""」」斜闘ⅡⅡ「Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ11111訂Ⅱ1」ⅡⅡ"Ⅱ1」Ⅱ""Ⅱ"非Ⅱ"""Ⅱ"ⅡⅡ"ⅡⅡ,Ⅱ,,,Ⅱ,」
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.オフィスコンピニータ《MELCOM 80》 OFFICE LAND

《MELCOM 80》 OFFICE LAND は,日本語ワークステ_ション用の

新しいオフィスコンビュータである。 H常の*務処理が漢字カナ混りであ

るのに対し,これまでのコンビュータは止むなく"カタカナ"情報として

取扱ってきた。

当社は,オフィスコンビュータのトヅづメーカーとして,本格的な日本語

処理と,従来に増して現場実務に密盖した処理が行えることを目標

に,①多様な日本語入力手段,②高品位の日本語表示と高速印字,

③強力な日本語処理のためのソフトゥエアを開発した。

新しいファミリは全部で5機種(モデル 48,38,28,玲及び 8)で

描成し,上位モデル(48)から下位モデル(8)まで同一の設計思想

で製品化して仏る。

目本語(漢字,ひらがな,各種記号)を取扱う課題の 1つは,数

千に及ぶ漢字フォントの高速記憶媒体にあるが,半導体メモリ素子の

高密度化により安価で小形に実現しうるようになった。《MELCO

M 80》 OFFICE LAND では,親しみやす仏明朝体の字形を採用

し,表示及び印字ともK 24×24 ド,,ト(レターベース)で,日本語表現

6・情報処理とオフィスシステム

'ー,

性などが向上し,非常に使仏やすぃものとなった。

(5)機能対コスト費を徹底的に追求したシステムである。

M2243-A発券づりンタ装置

＼

-Y ゛

/

γ、γ、一ψ'「『鬼q TーコJト、,/ J、.
/4卓

漢子一づりンタシステ△

^

膏i*階

」』ー'」'ノ

".々'.

、、>J 、JI

ン11を必叡゛タ" j

ノ
ノ

ノ

一'
,

、
、
、
 
J

、

"

、
、

、
ぜ
y
八
.
ψ
澎
W

J
 
)
弌
」
、
」
$
.
ノ
ι
气
゛
、

コ
,
"
姦
づ
ν
、
¥
キ
)

一
,

ー
ニ
郭
一
y
.
ど
.
'
今
.
メ
ー

)
 
J
 
、
、
、
ノ
"
/
 
J
 
/
、
三
ノ
 
J

北
途
剥
勇
容
郵
、
影
共
手
゛
美
心

会
一 範

咲
ゞ

,
.
^
、

イ
,
 
g
 
く
ハ
ン
J
 
、

咲

伽

一
%
撫
遷,
.

Y
 
、

'
、
"
'
气
1
 
'
六

、
ハ
'
ノ
パ
シ
人
;
塵

ヨ
、
¥
唖



として最高の品位を実現している。もう1つの課題は高速高密度イ

ンパクトづりンタで,前記のドット構成による漢字パタンは 24ビン(印字

ヘヅド)ワイヤドットマトリクスづりンタを採用している。英数カナづりンタに比

ベ,複雑な多 eンヘ,,ドの耐摩耗性(寿命),印字エネルギー効率など高

品位印字機構の顕著な改良に負うととろが大きい。

オフィスコンビュータは元来専任オペレータを必要としないのが特長であ

るが,Π本語入力方式では特にとの点に留意した。《MELCOM80》

OFFICELAND では6種類の入力手段が可能で,業種,業務に

よって異なる入力速度,訓練の程度などを考慮して最適な方式が選

択できる。

.情報処理とオフィスシステム(画像オフィスコンピュータ)

(1)原始伝票の手書備考欄,例えば地図や特記事項の読取りと伝

票ヘの印刷

(2)写真付ダイレクトメールや会員証の発行巴管理

(3)略図付工事伝票などのビジづル化による現物違いの防止

(4)各種情報力ードのワアやルづと検索

(5)黒板や表示板を使う市況情報などの撮影,保存,検索巴伝送

オフィスコンピュータ(オフコン)は,応用分野の拡大とシステムの多様化に

伴って,より一屑の高性能化巴マンマシンインタフェースの改善が要望さ

れている。そのひとつが,従来非コード化情報として手書き又は別

途処理していた図面や写真たどのイメージ(画像)データを数値や文字

などのコード情報と同時に処理したいとの要望である。この二ーズに

こたえて,「画像オフ3ン」を開発した。そのシステム構成は図に示す

とおりで,その特長は次のとおりである。

(1)画像のフレキシづルディスクへの記録・再生ができる。

テレ勃メラて、撮影した画像を AID 変換後,静止画としてメモリに記

憶し,フレキシづルディスクシートに記録する。その内容を,口本語ナルタ

から伝票や文書に印刷できる。

(2)画像は高密度で,卸度は 16レベル。

1画素当たり16レベルの卸度情報をもち,ナルタ忙出力する場合,

疑似的に 2~8レペルの階調をつけるととができる。つまり,図面等

は白黒のみの 2レベルとし,写真などは8レベルの濃淡で印刷できる。

(3)漢字4円00字種を内蔵している。

JIS 第1水淋を含む 4,000字種の漢字フォントメモリを内蔵している。

漢字は4けた(桁)の JIS を点コードで入力するか,ワンタッチスクリーンシ

ートから漢字を拾い出して直接入力する。

(4)簡易言語「COOL」が使用できる。

づψ'ラミングは 10進数表現の簡易言語を使用する。階調指定,ナル

夕やフロッピディスクへの入出力は1つの命令でナむので,操作の習得

は簡単である。

(5)オンラインアダづ夕を接続し,遠幅地ヘ伝送できる。

(6)本体は幅 108X奥行79Cm とコンパクトで,しかも特別な電源

や空調を必要としない。

この画像オワコンの適用例は次のとおりである。

日本語ワークステーシ.ンは 14インチ CRT (モノクロ/カラー)衷示装置

(1,000字/画面)巴,60字/秒(漢字)のづりンタ装置とから成る0

またシステ△に直結のべーシック形,マルチワークシステムを構築できる同軸

インタフェースのインライン形と,通信回線接続のオンライン形とがある0

日本語システムを強力にサボートするのは DPSⅢ(OS)忙よる日本語

メニューのワンタリチリ,づ起動,各種日本語ライづラリ,35千字まで取扱

えるサボートソフトゥエアとマルチワーク性能,簡易言語づ0グレスⅡなどで

ある。

1"1」11Ⅱ"fl"'「"肌ⅡⅡ"Ⅱ11ⅡⅡ111ι1」1111計"Ⅱ111」UⅡ""11ⅡⅡ1111Ⅱ"11Ⅱ"11Ⅱ"Ⅱ「」1Ⅱι1"11""11ⅡⅡ1'"1"11訂""Ⅱ"11ⅡⅡl「」111""""1」ⅡⅡ11111111ⅡⅡU"ⅡⅡ,1Ⅱ111f11ι1ⅡⅡ"11

.石巻市役所における漢字処理を導入した窓ロオンライン即時処理システム

の処理はすべて漢字を基本としているので,各種の出力帳票や通知

書は読みやすく,事務効率の向上にも有効である。

(3)住民票の交付や各種証明書の発行をファクシミリ装置で出力す

るととができる。この出力情報はコンビュータ内部の処理により帳票

イメージデータとして生成されるので,住民票原本を探したり,コビーす

る手問を省くことができる。との内部処理のために,イメージ処理奘

置(1MP)を新たに開発した。

(4)本庁や支所の窓口に設置したファクシミリ装置は,上記のコンビ

ユータからの出力に加えて,通常のファクシミリとしての伝送が可能で

あり,戸籍謄中め本や印鑑登録証明書をどこの窓口でも交付する

ことができる。

このシステムは,ジ咽コンビュータ《MELCOM-COSM070OS》によ

つて市役所の窓口事務処理をオンラインで即時に実行するシステムであ

リ,石巻市役所に設置した。従来の自治体のコンEユータ利用に変革

をもたらす屯のとして自治体コンビュータ業務担当や利用部門の注目

を集めている。その主要機能を以下に示す。

(1)住民の転出入や戸籍の異動,国民年金や国民健康保険に関す

る異動やデータの検索処理が本庁や支所の窓口に設置した日本語ワー

クステーション装置によって即時に実行できる。

(2)コンビュータ内に登録済みの漢字の姓名辞書や住所辞書を検索

して,該当する姓名や住所を入力する方式を採用している。したが

つて,カナキーポードにより容易に漢字を入力するととができる。以降
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石巻市役所 MELCOM-COSM0 70OSシステム構成図
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(5)端末より入力した異動データにより住民記録,国民年金,国

民健康保険などの各種データベースの更新処理が行える。したがって

データベースを常に最新の状態に保持し,また情報の一元化が図れる。

これにより各担当部門間での重複処理がなくなり,全体のコンEユー

.三菱日本語ワードプロセッサ(M 8510)

日本語ワードづロセッサは,文章の入力方式の差異により,カナ漢字変

換ブ斌とペンタリチ方式とに大別できる。三菱日本語ワードづロセッサM

8510は前者の方式を採りながら,同音異字語に対しては用語の品詞

情報を使った文法検定処理と,用語の使用状況に応じて出力語を決

める自動学習機能などとを併用するこ巴により,カナ漢字変換率(ヒ

ツト率)を高めている。また昭和0年や第0回のように数字と組合

せて用いる語(序数詞)の処理,及ぴ接頭・接尾語に刻する接辞語

処理機能を備えている。

一方編集・校正機能としては,訂正・挿入・削除・センタリング.右

づめ・差しとみなどの編集機能と,複写・移動・切りはりなどの文

書結合機能を有している。

辞書は,日常よく使用する約3万語の用語を収録した基本国語辞

書,時候のあいさつや定形語句,専門用語等ユーザー固有の用語が白

由に登録できるユーザー辞書,及び用語集にない言葉を漢字1文字づ

つの組合せで作るときに使用する漢字辞書で構成してぃる。

幅広い文書を作るときに便利なCRT画面の左右スクロール機能,

ユーザー固有の文字パターンが作成できる外字登録機能,見積書など文

章と表(罫線)とが混ざった文書作成が容易な自動罫線機能,作り

ながら鼎比がりの文書体裁が把握できるフォーマット編集機能なども

6.情報処理とオフィスシステム
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夕処理が統合できる。

とのシステムの導入は,窓口事務の近代化による市民サービスの向

上巴行政機能の拡大,経済効果の向上につながるものと考える。
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.カナ漢字変換技術

カナで入力した文章を計算機処理により,日常文ヘの適用性が高φ

カナ漢字混り文に変換するカナ漢字変換方式を開発した。

このカナ漢字変換方式は,文節単位に入力したカナ文字列を単語

辞書と文法辞書とを参照しながら,対応するカナ漢字文字列に変換

する方式で,連体詞,複合動詞など日常文で比較的良く使用する構

文を抽出し,これらの構文に対する変換機能を組込むことにより,

入力上の制約を少なくしている。

更にとれをべースとして,当社日本語ワードづロセヅサ及び《MELC

OM-COSM0 シリーズ》の大形計算機の日本文入力手段の開発を進

めている。

'1"訂"""ⅡⅡ11ⅡNⅡ"11訂Ⅱ肌Ⅱ訂"Ⅱ"1Ⅱ1ⅡΠ11Ⅱ町Ⅱ「Ⅱ"Ⅱ"町ⅡⅡ"Ⅱ"ⅡⅡ1ⅡΠ"Ⅱ"1t"1」"11ⅡⅡ肌111ⅡⅡ11Ⅱ"11Ⅱl「"Ⅱ"Ⅱ11ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ"1111訂ⅡⅡⅡⅡ1"」1"ⅡΠ"ⅡⅡⅡ1Ⅱ計Ⅱ"訂ⅡⅡ11Ⅱ"ⅡⅡ""ⅡⅡ"Ⅱ"肌Ⅱ""11Ⅱ11ⅡⅡ""]1Ⅱ""11Ⅱ"1Ⅱ"計Ⅱ1Ⅱ{ⅡΠ訂Ⅱ"町ⅡⅡⅡιHI"ⅡIN"11Ⅱ"訂Ⅱ"1"Ⅱ"Ⅱ""""Ⅱ""11Ⅱ,1ⅡⅡ,""Ⅱ"

.ファクシミリ FA880

このファクシミリは,乾式静電記録方式のファクシミリ中の最高級機種で,

従来の高精度中問調ファクシミリ FA850の原稿移動形に原稿静止形

の読取機能を加えた屯のである。

FA850 の特長である 12×12本/mm の高精度機能と,多値ゞイ

ザによる中問調に加えて,従来のファクシミリでは伝送できなかった

書籍などの厚みのある原稿を装置上面のコンタクトガラスの上にのせる

ことにより伝送ができること,操作部にキーポタンを装備したので,

ボタン操作により簡単に自動反復送信ができること,部分伝送位置を

ミラーで原稿面を見ながら設定できるようにしたこと,更にその位置

をメモリに記憶させて,ポタン操作により簡単に部分伝送の設定がで

きるとと,加えて大容量メモリの増設が可能で,原稿静止形の連続

送信が手軽にできることが《MELFAS88のの特長である。

原稿読取部及ぴ帯域圧縮方式には,従来から定評のある多値予測

分割符号化方式,パヅクグランドコントロール回路を採用し,鮮明かつ高速

伝送を可能にしてφる。

また,オづシ.ンとして,自動あて先・自動モード切換えの機能をつ

けることにより,一層操作性の高いものとなる。

.三菱 POS システム《MELPOS 3000》

三菱 POSシステムの新システムとして,ホテルシステ△及び JAN σ.P飢

ATticle Num、er)コード PLU(price Look-UP)システ△を開発,製品

化した。ホテル白ステムは,ホテルにお仏て宿泊客の利用するレストうン,

電話,冷蔵庫などの利用料金をフロントで統合処理する屯ので,業務

の省力化に大きく貢献している。ホテルシステムの POS に関する機能

は次のとおりである。

(1) POS 夕ーミナルからの売上データは SDP(st0聆 Data P如Cessor)

にて集信して分析するとともに,売上明細は SDP の FDD(Floppy

Disk Drive)に記録し,これはホストにてオフラインバ,,チ処理を行う。

(2) POS夕ーミナルて、の売掛データは SDP のルームメモリに記録し,

ホストからの要求に基づき,ホストへ送信,処理される。

(3) SDP のルームメモリは,ホストからチェックィン,チェリクァウト情報

をもらい,各ルームの状態を記憶している。また,この情報はPOS

ターミナルからの問合せができる。

(4)客のチェックァウト時は,ホストは SDP ヘそのルーム番号を送り,

売掛有無を問合せ,売掛手一夕を要求し処理する。

また, JAN コードPOS システ△では, SDP に PLU メモリを付加し,
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カナ漢字変換による日本文入力装置の表示画面例
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+「J で

、

70

約2万アイテムの PLU を可能とし,

ムの本格化に対応可能となった。

三菱超高速ファクシミリ《MELFAS 88の

レストラン

POS夕ーミナル
T-600

ノ、フ

来るべき JAN コードPOSシステ

FDD

T-600

SDP

S-600

^ーー^^^^^ー＼

ホテル内レストラン,

バブ,喫茶店

jレーム

メモリ

ミーコン

350

ホスト

ニンビュータ
＼

システム

冷蔵庫 六:、)垂

MELCOM

80

ルーム

ホテルシステム構成図
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6.3 電子計算機応用システム

.国立極地研究所向け昭和基地設置データ観測システム

昭和55年度に南極昭和基地(第22次南極地域観測隊)に設置した

電子計算機システム《MELCOM 70/25》は,超高層物理の定常及び

研究観測を初めとして,広く気象,雪氷,地学,生物,地理科学な

どの観測データをりアルタイムで,かっ統一的な磁気テーづへの収録を

目的とした2重系システムであり,昭和56年4月1日より本格稼働

に入っている。

従来,観測データはそれぞれアナロづ及びディづタルデータレコーダーやぺ

ンレコーダーたどの種々の記録機器を用いて収録されており,総合的か

つ能率的に解析することが困難であった。

今回の昭和基地ヘの電子計算機設置により,国内忙持ち帰った後

に特別の前処理を必要とせずに,任意の種類の観測データを任意の

期間分,定量的に解析できるので,解析精度の向上はもとより,解

析時間及び労力が大幅に削減できる。更に,共同利用研究者による

データの利用も容易になる。

更に同種のラポオートシステムに比較し,狄のような特長がある。

(1)観測データの大部分が年問を通してのルーチン観測であり,デ

ータ収録を常時行わなけれぼならなφ。このため,

(a)同形の計算機2式より成る 2重系システム

(b)予防保守のため2週間ビとの交代運転

(の衛星(NNSS)からの信号を介した基本クロック

(2)観測担当隊員及びそのグルーづ以外のメンパーによる操作を可

能とするために,新たにパリケージソフトゥエア. DAM-A を開発し,

(司複数のセンサごとにあらかじめ定められた時刻から観測デー

夕を収録

(b)一定時問ごとに,グラフィックディスづレイ装置にモニタ出力

を,無人運転(2週間に1度の隊員の介入)で行っている。

(3)毎年隊員が交代する特殊事情のため,国立極地研究所に,昭

和基地設置と同一電子計算機及び多重函数発生装置を設置し,システ

ムバックァ,ワづとし,

(a) H師の保守教育

(b) DAM-A を中心.するシステム操作

などの要員訓練を毎年1か月行っている。

超高層

S
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国立極地研究所向け昭和基地設置データ観測システムし←ドゥエア構成)

.東京大学教育用計算機センター《MELCOMCOSM0900Ⅱ》システム

東京大学教育用計算機センターは,年問約5,000人の登録者を対象と 問題の提示,レボートの収集,づロセッサなどの各種使用統計,予算管

して学生の教育に当たっている。ぐMELCOM-COSM0900Ⅱ》シス 理などをグルーづ(授業)単位で管理・制御することを可能としてい

テムは, TSS機能を大幅に強化し,バヅチ処理及び会話形処理による る。

教育を並行して実施している。また, UTSノノエ,rS オペレーティングシステム 「uTS/VS教育用システム」の中で,新規に開発・強化された機

に新たに"づルーづ管理機能"を追加し, TSS教室での集団教育, 能を含め,このシステムの特長を以下に示す。
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(1)パッチ処理及び会話形処理(TSS 多端末)による教育

・力っエテリア(オーづンバリチ)方式バリチ処理

・モニタ表示装置ω.づ実行状況表示)

・WS による専用端末ω.づの問φ合せ,デマンド出

力の制御, LP出力の削除)

・機密保護(パスワード)の強化

会話形処理・TSS教室の設置(計61台のCRT)

・TSS授業補助機能(端末の優先度制御,処理中

断,強制 0グォフ,端末問メ,,セージ送信) rGCLA

LP

PL

区牙ヲ・fヨ・1
区ヨ厘]

専用

SSJ

・端末力,,ナルグ機能(特定端末のモニタリング,師範

教育) rGCOUPLEJ

(2)グルーづ管理機能

(a)グルーづ単位(教官,学生)での登録機能「GSUPER」

特権の差によるシステム管理者,教官,学生の階層構造

(b)共用ファイルによる出題,レボート収集機能「GPCL」

(C)予算管理及び使用状況表示機能「GACCTSUM」

(3)簡易郵便システ△「MA丘, ADDRESS」

ぐツチ処理

GROUP

U丁S/VS

グループ管理機能

教官

ファイル名の

ノ出題共用ファイル,北尽イヒ

^

/ファイル
/＼

GROUP

東京大学教育用計算機センター教育用機能概念図

.複合ネットワーク端末システム RBS700

三菱重工業(株)恂けに,複合ネ,,トワーク端末システム RBS700 を開発

納入した。

このシステムは,1台の中形コンピュータ《MELCOM-COSM0700

S》を,2 台の大形コンビュータ《1BM 30噐》と《UNIVAC 1100/

82》とに回線接続し,それぞれのホストコンビュータに対して端末とな

つて,りモートバッチ処理を同時に併行して行うものである。

とのシステムの特長は次のとおりである。

(1)異機種大形システムの共通RJE子局

IBM ホストに対してはHASP, UNⅣAC ホストに対しては FDP

(Fdl Duplex protoc01)とそれぞれ異なるづロトコルで接続し,子局

資源を共用するシステムである。また, RJE処理と子局口ーカル処理

も同時併行動作する。

(2)システム性能向上のための磁気ディスクスづーリング方式の採用

汎用オペレーティングシステム UTS/VS のスづ]ルグ機能(シンビオント)を

踏襲して,両ホストからの併行送受信と,低速入出力装置の動作の

円滑化,効率化を実現した。

(3)操作の簡易化

オペレータコンソールのファンクションキーをネ,,トワーク制御に用いることによ

リ,ワンヌ,チ操作を可能にした。

(4)消耗品使用量の白動計上

消耗品の使用量(読取力ード枚数,出カラインナルタ枚数,使用磁気

センター管理老

一ノ

,ノ
ノ

ノ
ノノ

使用
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0)

学生

十

音戸応答
システ・ム
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'
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＼
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巡ヨ→@
MTのマウノト

＼tポート収集

構内回線

教官

(4)ファイル名の階層化「SC

OPY, SDELErE, SLISTJ

(5) TSS端末からの磁気テ

ーづのマウント「MOUNT」

(の音声応答システム「V01

CEJ

電話により, TSS教室の端末

の利用状況を音声で自動応答

(フ)各種づロセ.,サの使用統

計,言語づ0セッサのエラー集

計

(8)その他(LP オートカッタ

機構, LP用紙切れ検出表示

装置,音声コンソーjレ)

注「」内はづ0グラム名を示
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テーづ数)を自動計上し,毎日/毎月準備すべき分量が予測できる。

(5)保守性,拡張性を考慮した設計

ネ"ワーク機能を実現するソフトゥエアの構造を階層化するととにより,

.《MELCOM》新沢SS システムの事例

戸田建設(株)での IRSS4nteⅡige址 Remote station supP仭り手順

による《MELCOM-COSM0900Ⅱ》と《MELCOM 70/150》の

対向形ネットワークシステムを紹介する。

訳SS手順は1本の物理回線で異なる処理形態のオンラインサーピスを

実現するための回線制御ソフトゥエアであり,伝送制御手順部とメッセ

ーリ編集部から成っている。メッセージ編集部にて複数の論理データスト

リームを単一の物理伝送づ0ツクに収納するこ主により,1物理回線

上で複数論理端末間のデータ送受信を同時並行的に行う。

《MELCOM-COSM0900Ⅱ》と《MELCOM 70/巧の接続に

おいて IRSS手順を導入した理由は,

次の条件を満足ナるととにあった。

(1)オンライン処理形態ビとに独立回

線を必要としないこと。

(2)アづりケーシ.ンシステムの分散が容

易なとと。

(3) 2つの計算機のサーピスが容易に

受けられるとと。

(4)センターにてりモート計算機の制御

がて、きること。

(5)部分集中的な端末の増設に対処

しやすいこと。

ネリトワークの接続形態及びサービス処

理形態は図忙示すとおりである。回線

は 32,00OB心の専用線1本と等価であ

1Ⅱ1」11ι1町Ⅱ.Ⅱ1」"Ⅱ酔Ⅱ.1」1.」11ⅡE11」"Ⅱ訂"111闘」」背"1巽」1↓^既E蹴」1Ⅱ1」」1Ⅱ罰昌1註,ⅡⅡ11」EEI'」1ⅡⅡ"Ⅱ""」"U町"1"1」"U,1"」闘」1↓1「」1」UIU'「ⅡU"11UⅡⅡ"111"ⅡⅡ"1」1ι"ι11"」1↓Ⅱ1弘】1Ⅱ1Ⅱ 11 U

システムの信頼性,保守性を高め,同時に機能拡張性を完備した。

違いを意識する必要はなくアナ竹ーシ,ンの分散が容易に行える。

(2)ローカルとりモートの切換えは, TSS コマンド又は JCL の指定の

みで行える。

(3) 1物理回線を多数ユーザーが使用するので,回線利用効率が格

段に向上する。

(4) 1台の端末で複数のホスト計算機を使用可能て・ある。

戸田建設(株)では《MELCOM-COSM0900Ⅱ》を中心に全国11

支店の分散処理ネ,トワークを構築中であり,すべてのオンライン処理

形態が適用可能なこの凪SS手順は非常に有効な手段となってぃる。

電算室設置

MELCOM 70/150システム

東京支店設置

る。

システムの特長は次のとおりである。

(1)《MELCOM-COSM0900Ⅱ》

と《MELCOM 70/150》は完全互換

性を有しているので,利用者は機種の

.計量経済モデル作成及び予測システム(ECOMF一Ⅱ)

計量経済により経営指標の予測は,一般に図の手順で行う。 ECOM

F一Ⅱでは,この内(3)から(8)までのステ,づを扱う《MELCOM

-COSMO》 700/800/900 系用のソフトゥエアである。

ECOMF一Ⅱは,6個のづψ'ラムと5種類のファイルとで構成して

φる。づ0グラムの機能は表に示すとおりである。 5種類のファイ」レは,

①原データ及び加エデータを登録しておくデータファイルの低か,②方

程式ファイル,③誘導形ファイル,④モデルファイル,⑤予楓Ⅲ直ファイル,で

ある。

ECOMF一Ⅱの特長は次のとおりである。

(1)大規模モデルの分析,予測ができる。

モデルの大きさは,利用者の要望に応じて設定できる。100変数以

上の大規模モデルから,10~30 変数の中小規模モデ}レまで利用でき

る。

(2)一貫性のあるシステムである。

データの作成と更新,データの分析からモデルの推定,評価,予測及び

結果の分析まで,モ手ル分析に必要なすべての機能を備えてぃる。

①

L_'__」

1④1 1④

③

1 区7'

3200OBPS

①M70/1500ーカルパッチ処理
②M70/1500ーカルTSS処理

③COSM0 900Ⅱヘのりモートバッチ処理
④COSM0 900Ⅱヘの口ーカル丁SS処理

L __」

M

D-1回線

960O BPS

M

D-1回線

MELCOM-COSMO

900Ⅱシステム

960O BPS

M

r-^^^^

周辺機器君羊 1

M

3200OBPS

RMX :

M

⑤

⑤M70/150ヘのりモートバッチ処理
⑥M70/150ヘのりモートTSS処理

⑦COSM0 900Π口ーカルバッチ処理
⑧COSM0 900Ⅱ口ーカルTSS処理

《MELCOM》新IRSS システムの事例

リモートマルチプレクサ

モテ'ム
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(1)問題の設定

(2)データの収集

(3)データの貯

(4)データの分析 刀Ⅱ工

(5)モデルの推定

(モデルのパラメータの続計的推定)

更新

(6)モデルの評価
G隹定されたモテルのテスト)

(刀予測

(8)予刷結果の分析

四)解釈と結論

(意思決定,

ECOMF一Ⅱ忙よる経済指数の予測の手順

経営計画ヘの応絹)
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(3)経営に役立つレボートが得られる。

分析,評価のためのレボートだけでなく,予測結果をグラフや表など

種々の形で要約又は比較する機能があるので,経営の意思決定に直

接役立っレボートを作成することができる。

(4)ショユレーション・予測の機能がある。

線形モ手ル及び非線形モデルに対して,モデルの信頼性を見るための各

種テスト機能及び予測機能がある。また予測結果の分析のために,

予測精度の分析,乗数効果の分析など10種類の機能がある。

.工業技術院向け異機種チャネル結合構内ネットワークシステム

通商産業省工業技術院では,所属研究所の筑波

研究学園都市ヘの移転に伴って,研究情報管理

システム RIPS (Research ln{OTmation pTocessing

System)を構築し,現在稼働に至っている。この

RIPSシステムは,情報計算センターに大形コンビュ

ータを,各研究所には遠隔パ,,チ入出力装置や

TSS端末を設置し,その問をチャネル(転送速

度 1.5MB/S)又は回線接続したツリー又はル

ーづ状構内研究所ネ四トワークシステムである。

電子技術総合研究所では《MELCOM-COS

M070OS》を導入し,回線 BSC方式による接

続を行っている。ローカル処理(1NTER-LISP, P

ETL-LISP言語処理や GP-1B を介しての実験

処理)と併行して回線Rルによるホスト処理も

行っている。計量研究所並ぴに製品科学研究所

では,遠隔パ、,チ入出力装置を導入し,チャネル

CTCA による接続を行っている。ローカル処理

としては,バ四チ/TSS処理以外に,計量研究所

では信号処理(アナログデータの高速収集等),製

品科学研究所では高速3次元図形処理を行って

仇る。 0ーカル処理と併行して CTCA を介して

の NJEホスト処理を行っている。 RJE/NJE共

に遠隔パッチ処理を基本としているが,この機

能の上にファイ}レ転送機能を組入れ,ファイル転送

も行えるようにしている。

プログラム

夕管理

ECOMF一Ⅱのづ口づラム機能

夕分析

モデノレ推定

初期作成

数値修正
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シミュレーシ,ソ・子測

機

コントロールダイヤル

ファンクションスイッチ

非線形シミニレーシ互y

・予測

デークの図示

単相関

多項式回掃

削除

見出L修正

抽出

子測結果の分析

最小二乗法

一般化最小二乗法

二段階最小二乗法

CR

能

TSS'考'

3.追加

6.組合せ

9.りスト機能

データの合成・加土

指数平滑法

EPA法 7.セγサス局法

部分的方法

全体的方法

電子技術総合研究所

ノ厶

MELCOM-COSM0 70OS

モデルフ丁イルの作成

最終的方法

Research lnlormatlon processiΠ宮 System

Ch日nnel To channel AdヨPter

: Rernote Job Entry

: Network Job Entry

*遠隔バッチ入出力装置

MELCOM-COSM0 700Ⅲ/Ⅱをぺースに

RIPS用端末として構築したシステム

ステププワイズ最小二乗法

3-pasS 是小二乗法

制限情報最尤法
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予期精度の分析 2.成長性の分析

乗数効果の分析 4.残差の比較分析

子測手法問の比較分析 6.予測結果の作表

予測結果の変数問の比較分析 8.予鬪結果の合成

合成結果の此較 10.条件付き予測の比較

誘遵型ヘの変換

最黎的方法

LP

?.全体的方法

計量研究所

芋遠隠バッチ入出力装置

GPIB

制御装置

CR

丁SSす半"、

RJE

IN丁ER LISP

PETL(LISP)
処理

力

回線BSC 960OBPS

え力SY"
^^^

4力SYい

U/ード

RIPS

CTCA

RJE

NJE

^^

'フ了イW
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LP

XY
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CR

NJE

.TSS端末

信号処理割御装置
(SIU)

λ力SY林

",ヲ、、忌
^.^

LP (M70)動画.ニ
XY

↓

*遠滞バッチ入出力装置

製品科学研究所

通商産業省工業技術院

RIPS大形コンビュータ

フィルムリータ

NJE

C丁CA

↑ 11

工業技術院向け異機種チャネル結合構内ネ,トワークシステム
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.運輸省航空局新東京国際空港向け夕ーミナルレーダ情報処理システム(ARTS)

昭和51年3月東京国際空港,同年9月大阪国際空港で運用が始ま

つた夕ーミナルレーダ情報処理システム(Automated Radar TeTminal

Sy.tem : ARTS)は航空管制の高度化に対応した機器として好評で,

空の表玄関新東京国際空港にも昭和56年3月設置され,同年8児

より運用が始まった。

ARTS はレーダ情報の中から航空機を識別し,その航跡を追尾し,

大口径表示装置(Dato En廿y and Disploy su、町虻em . DEDS)の

レーダビ手オに重ねて各航空機のシンポルとその航空機の便名・高度.

対地速度等を表示してレーダ管佑ⅢC用いるものである。 ARTS の稼

働により,管制官と航空機間の通信の大部分を占めてぃた航空機の

識別と高度の認識のための通信量が減少し,管制官の負荷が軽減し

た。管制官は航空機をいかに安全にかつ効率的忙誘導するかという

本質的管制職務に専念できることになった。

ARTS は航空管制専用計算機を中心とし,《MELCOM 70/25》

をデータ伝送装置とし,他に DEDS などから構成して仏る。 ART

Sは各構成機器に冗長性をもたせており,各機器の障害時には該当

機器を切り障して運用する高信頼性フェイルセーフシステ△である。現在,

新東京国際空港で航空管制の一褒をにない順調に稼働してぃる。

.国際電信電話(株)研究所向け国際データ通信用プロ

最近のデータ通信の主流は,パケット交換となりっつぁる。との装置

は, CCITrの X-25づロトコルに準拠し,既存の端末あるいは計算機

システムを変更するととないC,国際公衆パケット網を介してデータ通

信を可能にした国際データ通信用のづロトコル変換装置で,国際電信

電話(株)研究所と共同開発し,伺研究所に納入した。

この装置は, packet AssemNy Di.a露em、]y (PAD), H0虻一PAD,

《MELCOM》汎用計算機のTSS端末サボート装置として利用するも

のて、,公衆パケット網インタフェースとなっている。

PAD は CCITT の PAD 勧告 X,3, X.28, X,29 に準拠し,無

手順端末に対し,専用回線又は電話網で国際公衆パケット網を経由し

たデータ通信を可能とする。

Host-PAD,《MELCOM》汎用計算機の TSS端末サボート装置は,

CCITI'の PAD 勧告X.3, X.29 に準拠し,計算機システ△に対し,

外国のPAD 忙接続する端末とのゞータ通信手段を与えて仏る。

この装置は,国際電信電話(株)研究所において,国際公衆パケヅト

網を経由した外国パケット端末との接続試験にも用込られ,実用化の

段階に入っている。

.金融機関におけるデータエントリシステム

大手銀行における事務センターでの事務集中処理は,全銀オンラインに

代表されるオンライン処理と共に,重要左合理化機能となっている。

為替,手形及び口座振替処理は年々増加の傾向が著しく,現在の技

術的背景のなかでは,データエントリの専門オペレータの育成忙よる集中

形高性能データエントリが,現実的でかつ効果的である。

《MELCOM-COSMO》汎用高性能ゞータエントリシステムは,この需

要を満たすべく,従来のミニコンベースのデータ1ントリの壁を破って,

データエントリ専用マシンと汎用機の機能を合体した画期的なシステムと

いえる。システムの特長は次のとおりである。

(1)大規模高性能のエントリ

データ1ントリワークステーション100台以上を利用して,1ントリオペレータが入

力する各種エントリデータを 2台の CPU により高性能で処理できる。

6.情報処理とオフィスシステム
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国際電信電話(株)研究所

国際データ通信用プロトコル変換設備

国際電信電話(株)研究所向け国際データ通信用づロトコル
変換設備
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X.29

-X.25

オンラインソフトとして Quiok D敞O En廿y sy銚師(QU廿ex)が用意さ

れており,秒 30 件程度のトラヒ,クもこなすことができる。

(2)分散処理の実現

データエントリ.ワークステーションに内蔵されたマイク0づ0セッサ機能により,

入カデータの検査と編集を分散して行えるので,操作性の向上と本

体負荷の軽減が実現できた。更に本体でのマスタファイルにより,登録

されている受取人のべりス千ツづなど,汎用機能の利用により大幅な

省力化が図れる。

(3)豊富な端末操作機能

データのエントリ,べりファイ,アヅづデート,りラン等のモードが 1本のアづり

ケーシ,ンづログラムでモード指定によりヲ哘できる。また区切の大きな

パッチにつ仇ては,それを分割してデータエントリする機能も備えてい

外国
計互震システム

X3

X.28
X 29

ー、J、

国際公衆パケット網

外国国際データ通信装置
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る。更k,手形における MICR(M.宮n飢k lnk cha,acter Recogni・

tion)エンコードも行える。

(4)充実した運用

システムは 2重系になっており,ホストのダウン時に本体1台による縮

退運転が,ディスク及び端末の切換えにより可能になっている。また

業務のビークにより端末を切換え,その日のデータに合った運用が容

易となる。更に,オペレータやづヨづご巴の統計データの採取や運転状

況の監視機能も備えている。

(5)ソフト生産性向上

データエントリの業務用づ口づラム作成のための言語巴して,パラメータ記

述式の DE/SIMPLE (Data En杜y sy武em hnmediately p,og,am・

mable Language)が用意してあり,この言語によりオペレータが 100

本以上のづ0グラ△が効率よく作成できた。

また,データの MT ヘの PACK などバ,,チ処理用ユーティリティを

備えており,オペレータのスーパハ'イザクラスの人がシステムの開発を容易

に行うことができる。

.電算写植システム(EΠ刷,出版分野向け日本語情報システム)

ビへ出力する。このフD,ビは更に写植機にかけて版下を出力する。このシステムは,印刷・出版業界向け忙開発したミニコン応用の画期

(5)別ルートで他のコンeユータで処理されたイメーリデータを,表組的な電算写植システムである。日本語の文章情報や表組の入カパラメ

ータを与えるだけで,組版から版下出力までを自動的に処理し,版 処理用に入力すること、ある。

下作成のスビードアッづとコストの低減が図れる。

ハードゥエア構成は《MELCOM 70》に日本語ワークステーシ.ン巴日本

語ナルタを接続したものとし,キーポードは日本語データの校正用と

して採字性が高く,広く印刷業界に普及している一寸幅の配列漢字

キーポードを使用している。

このシステムの特長は次のとおりである。

(1)文章の校正が容易かつ迅速に行える。

ユーティリティ巴して,日本語ワークステーションから会話形式て、使用て、き

るエディタ,大量修正忙適しているバッチエディタ,指定した形式に文章

情報を日本語ナJンタや日本語ワークステーシ.ンに出力するツールなど

を完備している。

(2)υ翻性の高い豊富左組版機能を持ち,あらゆる組版業務に対

応できる。

完全な頁組処理が可能な文章用並びに表組用

MELCOM 70電算写植システム組版ソつトゥエアを用意している。
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(3)版下の編集形式をパラメータで与えるので,

編集様式の変更が容易で,多目的K利用できる。

(4)文章校正処理と組版処理とを並行して行

える。

(5)他のコンeユータで処理したデータを入力し

て表組ができる。

次に処理の流れを処理概念図に沿って説明す

る。

(1)漢字入力機で採字した日本語チータを,フ

ロッビを介してシステ△に入力する。

(2)入力した日本語データの校正モニタリストを

出力して赤字訂正をする。

(3)赤字訂正部を会話形式やパッチ形式の工

ディタにより校正する。

(4)校正処理済みの日本語データを文章組版

処理,又は表組処理して,版下イメージをフロ.,

_'ぜヴ"ゞム÷「=1.ぎ,'盆毛一河

金融機関におけるデータ1ントリシステム端末室
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( 1)
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処理概念図

(2)
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.新日本航空整備(株)における生産管理システム

このシステムは,新日本航空整備(株)の生産管理システ△として隊働

中のもので,《MELCOM 80/謁N》をメインコンeユータとして構成
したシステ△である。

同社は,以前は航空機の整備が中心であったが,昭和妬年より大

形機用の内装品の製造を始め,現在では売上の65%を占めるまで

になっている0 主な製品はギャレイ(ポーイングフ47 などの大形旅客機
の牛・りチンセット)て、ある。ギャ

本ネ士(調布)
レイは手造りであり,1機分

の部品点数は3万点余にな

る。納期は 1年位で,コンピ

ユータで管理する部品は材料

レベルで1万点,部品レベル

では 30万点,部品構成レ

ベルでは50万点にもなる。

このシステムでは,機器構

成図のように,立川工場に

ホストを設置し,オフコンとし

ては大容量の 50MB ゞイス

ク 4台と 40MB ディスク 4

台を設置し,膨大な部品の

管理を行って仏る。とれと

併せて 7台のワークステーショ

ンを設け,これらの部品の

77
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付"検収情報のインづツト,工数情報のインづツト,原価情報のインづツト

などを行っている。本社(調布)には CRT を設置し,公衆回線を

介してホストコンピュータに接続しており,各種情報の問合せを行って

いる0 このシステムは昭和55年U月に本稼働に入り,適正在庫の維

持,省力化による人件費の削減などの効果をあげ,現在順調に稼働

中である。

2000字
CRT

設計図面の情報のインづヅト,

材料の入出庫情報のインづツ 200字/秒 200字/〒少 200字ノ秒 200字/秒

ト,外注に対する発注・受 生産管理システムの機器構成図

ノ入3デロ綿

フテーノニ:ノ

2000字

.日本観光サービス(株)における会員管理トータルシステム(スーパオフコンの活用事伊D
MELCOM 80/48日本語

このシステ△は,日本観光サービス(株)忙納入した,将来のレジャーライ

フトータルシステ△を志向しっつ,会員サービスの向上を目的とする白ステ

ムである0 とのシステムは,会員管理,予約管理をメインとして,契

約管理,財務・経理・総務・給与計算業務に屯利用する屯のである。

"入力は出力を制す"をモ,トーに出力帳票を最小限におさえた。オ

フコンのワークステーシ.ンのすぐれた機能を最大限活用し,指定用紙な

どへの出力(予約票など)以外は一切画面上に表示するぺーパレスシステ

ムとした。そのため画面の表示レイアウトは即台帳を兼ねそなえた対

話形式の画面設計となってぃる。

今後の展開としては,大容量ディスクに登録してある情報を更に

活用するため,各支店,各施設,関連会社なども含めたオンラインネ,

トワークシステムへの展開を検討している。
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.菱電サービス(株)における《MELCOM》昇降機メンテナンスサービスシステム

ために,ハードゥエア(中央処理装置,固定ディスクなど)を 2重化し,

またソフトゥエアによるりカハ'リーシステムて、,"NON STOP"システ△と

している。

菱電サービス(株)昇降機メンテナンスサービスシステムは,当社のエレベーター,

エスカレーターの故障に対して,ユーザーからのトラづルコール受信業務を円

滑にし,更にサーピスマンの出動管理の充実を図るととを目的として

いる。主な機能は次のとおりである。

(1)顧客情報表示機能.願客の住所,メンテナンス対象機器の仕様,

設置環境,契約内容などの顧客特有の基本情報を表示し,故障受信

時に情報を即時把握する。

(2)故障経歴表示機能.過去1か年の故障経歴をディスづレイ忙表

示し,出動指示の参老とする。

(3)アラーム表示機能.長時問経過しても修復完了の連絡がない物

件に対してアラーム警報し出動管理の充実を図る。

(4)故障記録の即時登録機能.毎日発生する故障内容を即時登録

するととにより,最新の故障経歴を表示する。

(5)故障統計機能:故障内容を集計し,問題点の抽出と具体的施

策を検討する業務の省力化を図る。

また,システムの特長として《MELCOM 7の日本語ワークステーシ.

ンシステムを採用しており,漢字とかなを使った表示を行っている。

更に,メンテナンス業務に不可欠なシステムの24時問運転を可能にする

.麒麟麦酒(株)における分散処理形販売管理システム

麒鱗麦酒(株)では,販売管理システムの分散処理

化の一環として《MELCOM 2350/20》を導入

した。

従来はホスト集中の処理方式であったが,①ホス

トマシンにかかる負荷を軽減し,②ホストがダウンし

た時の影糾を最小限にとどめる,③特定回線から

公衆回線を利用して,回線維持費を安くするなど

のために M2350 を導入し,分散処理形態とした

ものである。

ホスト側では,受注データから出荷手一夕を作成し

て端末側ヘ送信する。端末側では,①受信した出

荷データから伝票を発行,②変更が生じた出荷手

ータ,端末側で受注したデータ,回収されてきた空

容器の手一夕などを集計して,ホストに送信,とい

う処理を行っている。ホストと端末がこのような

機能の特長をそれぞれ生かして分担することによ

つて,分散処理化を実現している。
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.某社における M2350分散処理システム

某社納入の販売管理システムを紹介する。このシステムには,《MEL・

COM 235のモデル如及びモデル20 を導入しており,次のような特

長を備えている。

(1)ホストシステムとの接続にエミュレータσBM 3780 RJE 1ミュレータ)
を用いた。

(2)夜問,無人によるパッチ処理(ファイル受信,更新など)を行
う。

データの流れは次のとおりである。

(1) M2350 による「売上」,「仕入」,「移動」等のゞータエントリ

(2)エントリデータをホストヘ一括送信(1ミュレータ)

(3)ホスト側での入力手一夕の一括処理

(4)ホスト処理結果の一括受信(エミュレータ)

(5)受信ファイルのナルト及びファイル更新(ナJント処理はエミュレ

ータ)

すなわち,とのシステムは鵄Mシステムとの接続にエミュレータを活

用するととで,づ0づラム開発負荷軽減を図り,短期問で分散処理シ

ステムを構築した典型的な例と言える。

.三菱電機(株)ネ士内情報ネットワークの推進

当社では昭和54年8月より,電話,ファクシミリ,データ通信を統合し

た全社情報ネットワークを運用中であるが,更に効率的な運用を目指

して,全社の各計算センター(5か所)の《MELCOM-COSM0700

S/80OS/900Ⅱ》間のファイル伝送と TSSパススルーの機能を開発し,

運用を開始した。

ファイ1レ伝送機能の実現のために各計算機には伝送管理づログラムが

あり,次の機能を発揮ナる。

①他センター向けデータが発生すると該当センターの稼鋤の有無をチ

ユックして,稼働日であれぱ伝送を開始し,休止日であれば次の稼働

日まで伝送を保留する,②他センターよりファイルを受取る巴所定の

チェヅク後,処理づログラムを起動する,③標準伝送時刻を過ぎても送

受信されないときは,コンソールにその旨表示してオペレータに警告す
る。

TSSパススルーとは《MELCOM-COSM0 シリーズ》の計算機問を通

信回線で接続し,各計算機に接続した端末機や《MELCOM 70シリ

ーズ》《MELCOM 80 シリーズ》などの分散処理づロセッサより,1つ又

は複数の計算機を経由して伺的とナる計算機のづψ'ラムを利用可能

とする機能である。この場合,計算機問では通信回線を論理的に複

数の通信路に分割して使用できるので,1本の回線で同時併行的に

複数の端末機や分散処理づロセッサより目的計算機を利用するととが

可能である。

この結果,次のような効果を得ることができた。

(1)剖、算センター問のファイル伝送を人手を介さず,迅速・正硫に

行うととができる。

(2)利用部門個別に回線と端末機を新たに設置することなく,最

寄りの計算センターに接続された端末機や分散処理づロセリサから既存

のネ,,トワークを通じて人事情報や特許情報などの全社共通手ータベース

の検索や,他センターのづ0グラム利用が可能である。

今後の予定として,現在の方式を一層使いやすぃものに改善する

ほか,パススルー利用したオンライントランザクション処理の実現,今後拡大

が予想される構内ルーづ網などの 0ーカルネットワークとの接続などを検

討中である。
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6.4 画像情報機器

.《MELOOK 8》

《MELOOK 8》は ITVシステムをパ,,ケーリにした民需向けの製品で,

テレビカメラ,標準レンズ,カメラ取付金具,コントローラ,9形モニタテレE で

構成している。

テレビカメラは,映像信号,同期バースト信号,直流電源を多重した

同軸ケーづル 1本でコントローラと接続し,5C2V で50om まで延長

できる。また超小形ながらインタレース方式を採用し,解像度が高く,

感度も高仇ので,安定した鮮明な画像が得られる。標準レンズは

16mm, F :1.6であるが,各種C マウントレンズと交換も可能である。

カメラ取付金具はテレビカメラの向きを自在に調整でき,どとにで凾取

付けできる。

コントローラはテ此カメラ 4台まで増設可能で,手動,自動及びイン

ターホンなどの外部センサによるカメラ切換え,モニタ画像のスタンバイ・

出画切換え,アラーム出力,増設コントローラの切換タイミング同期用ク

0ヅク出力,自動切換時の飛越切換えなどの機能を有し,モニタ用出

力の抵かに VTR用映像信号、出力してぃる。

9形モニタテレピはコント0ーラ上に設置するが, VTR再生用モニタ

としても使用できる。また,増設も可能である。

カメラケース,回転台などの専用アクセサリも整っており, VTR, ピ手

オタイマなどと組合せ多様なシステムを構成でき,各種店舗監視, 設備

監視,情報連絡など幅広い用途に対応できる。

.カラー静止画伝送装置

カラー画像を電話回線を使用して速隔地に伝送したいとの二ーズが高

まりつつある。そこで当社は,最近のディジタルテ比りヨン技術の成果

である帯域圧縮方式を採用して,次の特長を有するカラー静止画伝

送装置を製品化した。

(1)直接 DPCM方式による帯域圧縮を行い,1枚のカラー画像

を約1分で伝送する。

(2)受信画はSIN42dB,水平解像度250本以上の品質を得て

V、る。

(3) NCU及び伝送速度のフォールバック機能を有しており,加入電

話回線に接続することができる。

(4)伝送1ラーによる画質劣化ιC対しては, CRCチェック方式によ

る自動再送修正機能を内蔵している。

(5)本体K制御ユニ,,トを付加すること忙より,1TV の各種制御

信号(回転台,ズームレンズの操イノ月を伝送することができる。

(の映像,制御圓線共HDLC力式による高速度伝送を実現した。

(フ) 64K ダイナミヅク RAN1 の採用により,標準 4 フィール1;'画像メ

モリを実現し,かつ装置の小形化が可能となった。
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.電子カラービジョンシステム《オーロラビジョン》

昭和55年7月,米国ロサンジェルス・ドジャース球場に第1号機を納入した

《オーロラビジ.ン》に,その後各種用途に1志じたシステ△の開発(総合競

技場,競馬場,広場,屋外広告用など)並びに随時多目的に使用で

きる移動形装置の開発などを加え,その応用範囲を拡げた。現在ま

でに国内では東京後楽園球場,神戸ボートビア広場,海外では米国シ

アトルキングドー△,シンガボール競馬場,その他中近東,ヨーロッパなどに

向けて合計10数台納入あるいは製作して仏る。とれらのうち主な

ものを以下に概説する。

《MELOOK 8》

.^戸'
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後楽園球場では,昭和56年3月設置以来多くの野球ファンから絶

さん(讃)を博しているが,野球開催時以外にも人気歌手のコンサート

なだに有効活用され,野球場の利用価値向上に貢献している。

神戸博ボートビア'81会場内に設置された《オーロラビリ.ン》では,生

中継はじめニュース,天気予報,アニメーシ,ンなどバラエティに富んだ内

容を放映しており,夜問はもちろん白昼でも多数の人に大形カラー

映像を提供できるシステ△として,新情報媒体の機能を遺憾なく発揮

している。この種の用い方としては,白レ壁面,各地の広場に設置

カラー静止画伝送装置
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するなど幅広い応用が期待できる。

また,新たに開発した移動形《オーロラビジ.ン》(海外商品名《DIA・

MOND ⅥSION》)は,昭和56年7月29日英国皇太子の結婚式に

英国BBC放送とタイアッづして運用され好評を博した。この移動形

システムの特長は,炊のとおりである。

(1)如フィートコンテナに組込み,専用トレーラにより自由な場所に移

動することがて・きる。

(2)配電装置,制御装置など一式をパッケーづとして,現地で簡単

に組立ができ,仏ろいろなイペントに使用できる。

(3)太陽光下に設置しても,広込視認範囲にわたり大形カラー映

像を多くの人に与えることができる。

(4)消費電力が少いので,屋内に設置しても温度上昇その他の心

配がなφ。

(5)電球式に比ベ大幅に省エネルギーなので,電源車を小さくでき

る。

(6)テレビカメうなどにより入力される自然の動きをそのまま映像

表示でき,ワイづなどの特殊効果も可能である。

(フ)画像にグうフィ,,クシンポル,文字などを重ね合せて表示すること

ができ,大形情報伝達装置としても利用できる。
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英国皇太子結婚式を実況中継中の移動形《オーロラW.ン》
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フ.集積回路と半導体素子

昭和56年は,我が国の半導休の生産額が,初めて1兆円

の大台を突破したものと推定され,この意味にお仏て記念

すべき年であった。 MOSメモylCの予想外の値下りゃ,

従来大口需要であった時計,電卓用ICの生産が前年を下

回ったに込かかわらず, VTRの大増産やマイコン応用分

野の拡大など忙支えられて,半導体市場全体としては依然

として高い成長率を維持した。

特に最近は, NC やロボットなど生産現場における生産

性向上設備や,立上がりがやや低迷していた事務分野での

生産性向上をめざす各種OA機器の急速な展開にみられる

ように,半導体の応用分野はますます拡大しつつあり,半

導体産業は今後とも高い成長を見込むことができる。

ととに,当社の昭和56年の主要新製品の研究開発の成

果を紹介する。

(1)集積回路

産業用としては,64K ビットダイナミック RAM のモー

ルド化,高速16K ぜツトスタティック RAM及び64K ビ

ツトEPROMなどの高集積度MOSメモリの開発の低か,

今後の大きな需要を見込んで2000 ゲートの C MOS ゲー

トアレーを開発した。

民生用としては,カメラ用オートフォーカス 1C,ディ

ジタル選局用高速分周用 IC,ボノレテージシソセサイザ用

LS1などを開発し,カメラ,テレビ,音縛機器など民生市

場用IC分野での当社の優位性を更に高めた。

また,音声合声の分野では,音声合成LS1用音声分析処

理システムと音声ライブラリを開発し,音声合成LS1の用

途拡大に対応できる態勢を整えた。

(2)マイクロプロセッサ

マイコン応用分野の拡大に対応して,液晶直接駆動,時計

機能等を有するオーディオ,自動車分野用CMOS4ビッ

トワソチップマイコソを開発した。また,マイクロコンピ

ユータ,マイクロプロセッサの応用分野拡大に対応すべ

く,一連の開発支援ソフトウェア体系を整備した。

(3)半導体素子

電力半導体素子関係では,パワーモジュールのシリーズ拡

大の 1つとして大容量,高耐圧のトラソジスタモジューノレ

を開発し,省エネルギー関連分野ヘの応用の拡張を図っ

た。また,モーノレド形トライアックシ y ーズを拡充し,こ

の分野での当社の優位性を確立した。

このほか,気体,液体などの圧力を検出する高精度の半

遵体圧力検出装置を開発した。とれは自動車用のみでな

く,家電,計測器などへの応用を期待している。

更に,トランジスタ関係では,850MHZ30Wの高周波

高出カシリコソトラソジスタを開発した。マイクロ波通信

機ヘの実用化が進みつつぁる GaASFETでは,外部回路

と整合が容易な内部藥合形高出力GOASFETを開発し

た。
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フ.1 集積回路

.樹脂封止64K ビットダイナミック RAM

MOSダイナミ,クRAM は,64KピットRAMの時代を迎えようとして

いるが,当社では既に製品化したセラミ,,ク封止形M5K4164S に続

いて,高速化及びパッケーづ価格の低減を図る樹脂封止形 64K ピット

(D) RAM M5K4164P の開発を行った。特長は炊に示すとおり

て、ある。

(1)最新のウェーハス〒,パ露光技術,づラズマドライ1,,チング技術を駆使

し,より一層の徴細化を実現した。

(2)メモリセルには新規な Hi-Cセル構造を採用し,またチッづ表面

にコーティンづ材を塗布するという,ソフトエラー対策を施している。

(3)昇圧回路技術の活用により,動作マージンの拡大を図る巴とも

に,1ピンに Auto/selfりフレッシュ機能を持たせ,メインフレームはも

ちろん,マイク0コンピュータなど幅広い応用に対応できる。

(4)而村昼性,耐熱ストレスなどの信頼性レベルは従来の 4K,16K

(D) RAM と同等である。

.高速16K ビットスタティック MOS RAM

ダイナミ,クMOS RAMに比ベて高速化に適し,α線によるソフトエラ

に強仏スタティックMOSRAMの分野においては,既に 2KワードX

8 ビット構成で,アクセス時問 150~20onS の 16K ピット N MOS 又は

C MOSスタティック RAM が実用化され,現在 16KワードX 1 ピット

構成の高速 RAM が開発されっつぁる。当社は,低抵抗と高抵抗

のボリシリコンを同一層上に形成した NチャネルシリコンゲートMOS 方式に

より,16KワードX 1ピット高速・非同期式スタティックRAM を開発し

た。特長は次に示すとおりである。

(1)ゲート長 2μmの短チャネルMOS技術,浅い接合形成技術,薄

いゲート酸化膜形成技術,縮小投影露光方式,高圧酸化技術,反応

性イオン1ツチング技術,ボジレジスト技術など最新のウェーハづロセス技術を

駆使した。

(2)設計技術としては,マルチデータバス方式の採用や低しきい値電

圧MOSトランジスタの使用で高速化を図ると共に,ゞコーダ回路の工夫

により消費電力の低減を図った。

(3)最大アクセス時問55ns,動作時の標準消費電流80mA,待機

.64K ビット紫外線消去形EPROM

電気的に書込みができ,紫外線照射によって消去可能なEPROMは,

使いやすさ,市場実績をもとにますます使用数が増大しており,大

容量化,高速化ヘの要求が高まってきた。今回開発したM5L2764

K は,この要求にこたえるものである。 64K ピット EPROM M5L

2764K は,トランジスタのソース・ドレイン形成にひq山素のイオン注入

を行った Nチャネj呼づルシリコンゲート技術を用い,トランリスタの縮小化を

図っている。

これにより,チ,りづサイズは 495mmX470mm となり,32KEPR・

OM と比ベてメモリ容量が2倍になっているにもかかわらず,チヅづ

サイズは同程度のものになっている。またM5L2764K は,回路を工

夫するととによりアクセスタイム250鵡と高速化が実現できた。更に消

費電流は,動作時最大 150mA,待機時最大35mAであり,ビヅト

あたりの低消費電力化を図ってφる。づψ'ラム時のづログラ△電圧は,

21V と低電圧化している。パッケージは,28ビンの DIPパ,ワケージであ

リ,米国インテル社製2764 とビン接続の互換性がある。このように,

フ.集積回路と半導体素子 83

(5)アクセス時間は 120那/150ns,最大消費電力 250mW であり,

高速,低消費電力である。また,回路上の工夫により,待期時電流,

入出力容量も可能な限り低減した。
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M5K4164P樹脂封止形64Kピ,,トΦ) RAM
(チッづサイズ 3.58 mmX8.19 mm)

時の標準消費電流 7mAの高速,低消費電力を実現した。

(4)セルサイズは 880μmo,チッづサイズは 24.2mm'て、,高密度実装

に適した 30omⅡ幅の標準 20ピン DIL パ,ワケージに圭ナ入してφる。
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M5L2764K は高性能な製品となっており,高来CPUなどに対応

できるメモリとして今後需要の増大が期待できる。

16K ワードX 1ビット(S) MOS RAM

(チッづサイズ 6.88mmX352mm)
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. C MOS ゲートアレー

LS1技術の進展とともに集積規模の増大した論理LS1は,必然的に

特定用途専用のカスタムLS1となり,かつ消費電力の低減を必要とし

ている。とのような情勢に対し,マスタスライス方式を採用したゲートア

レーが,論理LS1を短期問忙比較的安価な費用で開発できるため,

セミカスタムLS1の本命として脚光を浴びている。今回,高集積C

MOS技術を用いて,各種機器のLS1化に好適な汎用・低消費電力

C MOSゲートアレーを開発した。

このゲートアレーは,低濃度P形基板に nウェルを形成したシリコンゲ

ート C MOS技術と2層メタル配線技術を適用したもので,マスタチッ

づ上に,76個の入出カバッファと 8,000対の内部論丑E用ペアトランジス

夕を搭載している。とれは3入力 AND-OR-1NV.で最大2,000個

/チッづを集積できる。内部ゲート 1段あたりの伝パ(播)遅延時間は,

2入力NANDゲートで標準的な負荷並び忙動作条件の場合,約3鵡

が得られた。電源は 5V単一であり,入出カレベルは TrLコンパチづ

ルである。

このゲートアレーを用いて願客の論理回路を LS1化する際には,用

意された77種類の標準論理素子を組合わせてLS1設計を行うが,

.64K ビットダイナミック RAM実装評価システム

ダイナミ,ク RAM には,その急速な大容量化,高機能化などに伴っ

て,一層厳し仏信頼性が要求されている。例えぱ,α線によるソフ

トエラーのように,従来の信頼性評価ブj法では評価できない複雑な要

因による誤耐"乍の発生確率は高くなってきており,これらの特性を

開発段階で評価することが必要となっている。

このためダイナミ,クRAM を様々な環境条件下で評価可能な実装

評価装置を開発し,三菱64K(D)RAMの信頼性評価を実施してぃ

る。開発した評価システムば,抄朔中形計算機を母体として改造し,

64K(D)RAM を最大1,1詔個(8Mハイト)搭赦可能である。評価

用メモリュニットは,電源電圧・温湿度依存性などの評価のため環境室

内に設置L,また診断用ソフトゥエアとして33種類のゞータパターンが発

生可能な診断づログラ△を開発,実用化した。定常条件下での累積評

価実績は,1×1ぴ Devke・H0世以上を経てエラー 0件という良好

な結果を得て力り,また温湿度を強制変化させた基本特性評価結果

から,α線ソフト1ラー率を超えるエラー要因が存在しな仏ことを確認

できた。

今後更にノイズ印加テスト,温度サイクルテストなどの諸特性テストも
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設計から試作まで完全にCADシステ△でサボートされており,論理シ

ミュレーション,パターン設計,更にスライス用マスクパターンとテストづログラム

の自動生成が可能である。
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.ディジタル選局用2モジュラス分周用IC

PLL技術による周波数シンセサイザは, TV・ラジオ・自動車電話など

に使用されており,その構成は,固定分周のづりスケーラ1C十PLL用

LS1が一般的であるが,今後は,①比較周波数を高く設定できる,

②選択周波数の微調整ができる,などを可能にする2モづユラスナ炊ケ

ーラ1C の必要性が高まっており,この要求に沿うため,2モづユラスづ

リスケーラ1C M54461P を開発した。

2モづユラス分周比は,後段のPLL用ICの動作限界,周波数設定

の容易性を老慮して,11128, V129(VHF入力),ν256,ν258(UHF

入力)とした。 VHF部分の構成は,8円分周器とν16エクステンダー

部からなっており, VHF部分の前段に, V2分周器を配置し,

UHF入力からは V256,ν258分周器とした。また,出力はυ瑚性

を考慮して, TI'Lレベル構造とした。内部基本回路は,論理振幅

40omV の縦形CML 回路を使用し,また 3μ幅エミ,,タ,酸化膜分

汎用・低消費電力 C MOSゲートアレー(M56303)のチッづ

追加し,デバイス単体からポードシステムレベルへの評価を有機的に結合し,

ユーザーの要求にこたえるための信頼性向上対策の一助としていく予

定である。

、'"
鴫一."
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雌構造などの新技術により, t山・パワ一積の低減を図っている。そ

の結果, UHF入力では入力150mvp-Pで80~80OMH., VHF入

力では80~430MH.での正常動作を確認している。今後は各種通

信機器ヘの適用を進めていく予定である。

ダイナミ,,クRAMの実装評価システ△の内部

嘆,.重,¥,
き'

}
1

呼

N
ぎ
凸

ー
ー
,
゛
ー

゛
'
'
'
 
T
.
'

野

,
A

'
謡
゛
癖
t
沙
摺

ヘ
'
ニ
゛
、
.
'
珍
鼻
一
 
1
 
一
'

゛
王
一
互

,
'
ユ
゛
'
、
、

ゴ
 
i
-
.

史
〒
゛
ー

一

一

六

鷲
芸
蚤
三
ヲ
兵

一
'

が'



.カメラ用オートフォーカス 1C

取近カメラの自動化は著しい進歩を遂げてぃる。その中で自劃J焦点

のカメラが注目されており,各社の研究開発が盛んである。当社で

はスチールカメラの自動焦点用 IC,2品種をセットメーカーの御指導を得
て共同開発し,完成した。

セイコー光機(株)向けの M51214P の特長は次のとおりである。

(1)測距方式は2重像合致方式を取りながら巧妙な記憶回路の導
入により,光センサ部を 1組に簡易化した。

(2)新規設計の低電圧,低オフセリト動作回路の採用忙より,電源
昇圧回路が不要で,誤躯巨精度を向上した。

(3)低しきい値,低雑音のMOS トランリスタを含む改良形のパイモス

づロセス技術及び透明樹脂による 24 じン小形フラ,,トパ.,ケージの採用に
より,1C とセンサの一体化を行った。

またミノルタカメう(株)向けに開発したM51認OS は GaAS LED に

よるアクティづ方式の測距システムで,その特長は次のとおりである。

(1) 1枚の専用セラミック基板に異種材料の半導体素子 5チリづを
実装した測恨巨システムの機能モジュールである。

(2)発光一受光素子の相互の位置関係を工夫した高精度組立技術

. FSK モデム用 LSI

低速モデムとして,各種情報伝送装置,計算機端末装置などに幅広
く使用される FSKモデムは,小形,低価格化が要求されてぃる。と

のような要求を満たナため, FSKモデム用 LSIM54930Pを開発し

た0 とのLS1はモデムの主要機能である。変調部,復調部及びキャリ

ヤ検出回路を 1チ,づに集積しており,ゲート数は 2,000,チッづサイズ

は6・47×636mm2 である。 LS1化に際しては,1をL づロセスを用い,

アナ0グ回路を内蔵すると共に,従来アナロづ回路で構成して仇た部分

を極カディづタル北すること忙より,高安定化,外付け部品点数の削
減,無調整化を図ってぃる。

この LS1は下記の特長をもってぃる。

(1) 1チッづて、75ビット/秒から 1,200ビット/秒までの幅広い FSK

モデム忙対応可能である。

(2)水晶発振回路を内蔵し,高い周波数安定度を得てぃる。

(3)変調部はレートマルチづライヤ方式を採用し,かっ正弦波発生回路

.省電力形白黒ポータブルTV用 IC

省電力形白黒ポータづルTV用IC として,映像IF及び音声IF信号
処理用 IC, M51360L及びM51378L を開発した。開発の目的は

ボータづルTV の電池寿命時問を伸ばし,ナルト基板上の実装占有面

積を減少させることである。 M51360L は図のように, VⅡ'アンづ,

Eデオ検波,1F/'RFAGC 回路から構成されて仏る。1C の素子数は

約150,チッづ画積は 3.5mm旦,パッケージは実装密度の高い16eンリグ

ザグィンライン(16ビンZIL)である。低電圧,低電流及ぴ高周波で高性

育副ヒを図るために,新しく開発した高周波高密度ウェーハづロセスを用

いている。このづロセスの j'Tは約 IGH.で,またトランジスタの動作

電流は従来のV2~V3で十分である。

IF増幅器には高周波特性が優れているカスコード接続の増幅器を3

段接続し,必要な利得(約55dB)を確保してぃる。 M51378L は

図のように,りミッタアンづ及びFM検波回路から構成されてぃる。素

子数は約 50,チッづ面積は 1.2mm9,パッケージは 8 ビンシンづルインライン

(8ビンSIL)である。このICでは従来電流増加の原因となってぃ

た電源回路を変更することにより,低電圧,低電流動作を可能にし

フ,集積回路と半導体素子

"'",1'1」,Ⅱ""1"1」'1ⅡⅡ,r」1肌Ⅱ1Ⅱ「ⅡⅡ"Ⅱ」1町」Π肌Ⅱ」」」1罰Ⅱ」「ⅡⅡ"就11訂Ⅱ{Ⅱ1Ⅱ'1」」計1」1111訂m11"1111"」11"111」訂1111Πι"ⅡNlj jt""Ⅱ11,"111111肌」1"11"""Ⅱ"Ⅱ.1"11tⅡⅡ,1H計ι1

により,3次元的に定位置に制御した。

(3)当社独自の特殊な製法により,近赤外LED の高遡度化及び

発光づ口ファイルの適正化を図った。

」""」1ⅡⅡ11計」1」き「Ⅱ"Ⅱ{Ⅱ1ⅡU"↓,」】11ⅡⅡⅡEⅡ,""ⅡⅡ""1ⅡtⅡき11Ⅱ:1Ⅱ闘ⅡⅡ訂Ⅱ"訂11Ⅱ訂"11"」」1rⅡⅡ11Ⅱ""1ⅡⅡ「ⅡⅡ"訂ⅡⅡ1ⅡⅡ1Ⅱ1ⅡⅡ1"1"Ⅱ"ⅡⅡ11Ⅱ"Ⅱ"11Ⅱ1Ⅱ1,Ⅱ1ⅡⅡ111耻Ⅱ闘」,Ⅱ1」

M51214P

SPD^ 一{
^

M51880S

BI-MOS IC

'

3

.

を設けているため,送信フィルタを簡単化できる。

(4)復調部はディづタルPLL,ディジタルペースパンドフィルタを設け,

^

4

信データを判定すること

により符号ひずみ(歪)

に対して高安定化,無

調整化を図っている。

更に,りミ,夕回路を内

蔵しているため,受信

キャリャは正弦波を入力

するととが可能である。
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た。今回開発した上記2機種のICは,従来の12V電源のIC に比

4.5V電源が使用可能になり,消費電力は約 VI0 に低減でき^,

た。

受

^

FSKモデム用 LSI M54930P チリづ

製

M51360L

白黒TV信号処理図
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.ボルテージシンセサイザ用C MOS LSI

当社は,既にTVの全電子式選局システ△を可能にするポルテージシンセ

サイザ用LSIM58486AP を市場忙出し好評を得ているが,このた

び更に,欧州市場でのTVの多チャネル化及び高機育副ヒに対応して,

30局の直接選局及びポタン 1つで受信可能なすべての放送局を探し

出し,その放送局に対応したチューニング電圧などの手一夕をEAROM

K記憶させることができる全自動サーチ機能を持ったポルテーづシンセサ

イザ用 LSI M50118P を開発した。

M50Ⅱ8P の主な機能及び特長を次にあげる。

(0 受信できる放送局を自動的にとらえ記憶する従来の全自動サ

ーチ機能忙加え,1局ビとに周波数の高い方へシフトするア,づサーチ

と,その逆に低い力ヘシフトするダウンサーチができる1慎次自動サーチ

機能を持つ。

(2)最大30局の画接選局及び順次選局が可能である。

(3)りモコン(例えぼ,当社製M50120P)から最大30局の直接選

局が可能である。

(4)づ口づラム局数を 4種類忙切換えるととができる(30,20,12

.ド、ソトマトリクス LCD 表示腕時計用 LSI

C MOS高密度集積回路技術を使用して,時刻,日付,曜日などを

ドットマトリクス液晶板に表示する C MOS LS1を(株)第二精工舎と共

同て、開発した。このLS1は,世界初のドットマトリクス方式の時計「セ

イコーデづタル」として同社より発売されている。

この LS1は,55×5,4mm.のチリづ上に従来の約2倍に当る約2

万素子を集積している。新規な機能としては,41列X8行のドット

.音声合成LS1用音声分析処理と音声ライブラリ

昭和55年度に開発を完了し,現在量産中の音声合成用LSIM58817

AP は,日本電信電話公社で開発された PARCOR方式を採用し,

フレーズROM M58818-X XXP 巴組合わせて,約100秒の音声を出

力することができる。

合成する音声は,あらかじめ分析によって抽出されたビヅチ,振

幅,有声/無声の識卿什青報,及びKパラメータからなる特徴バラメータ

の形でROM に格納される。この特徴パラメータを合成用 LS1が

ROMから1順次引き出すことKより,音声が合成される。

当社ではこの LS1の応用開発をサボートするため忙,当社北伊丹

製作所内に音声処理センターを昭和56年2月に設立した。とのセンタ

は録音,試聴を行うための防音室と,《MELCOM 70/如》ミニコ

ンピュータによる音声分析システムを右し,1ーザーの要求に応じて,迅

速に録音,分析の処理を行うことができる。

更に,ユーザーが必要とする合成音声を簡単忙利用できるように,

あらかじめ分析した基本語いを準備している。これは音声ライづラリ

UU^1出f'1鼎U酔"ΠⅡ"吋計h,附き轟"'計謝1'州,計州Ⅱ""井,吋計,世"剛所U言畦nⅡ11酔"r剛用打州{1札Ⅱ計計1"Ⅱ打打"ⅡⅡ訂"計lt"1f"Ⅱ""""1{雅11"",,1Ⅱ{11Ⅱ11""{,1字Ⅱ1"計11h""H{計"闘打郭f1打冒"{1"'"ιmⅡ"罰H醗"1Ⅱ"'fⅡ"111nl"

及び 10 局)。

(5)サーチ時のバンド範囲を 3通りに切換えることができる(Band

1~Band 3, B.nd l~Bond 4 及び B.nd 3 のみ)。

(6)各局ごとに AFT ONIOFF及び MUTE ONPFFの状態を

指定して, EAROM

M5G140OP に記憶さ

せることが可能である。

(フ)づログラム番号は

BCD 2 けた(桁)で出

力される。

なおM50Ⅱ8Pの外

形は,42 ビンシュリンク形

DIL パヅケージて、ある。
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マトリクス液晶表示板上に時刻表示のための6桁の数字,曜日表示の

ための3文字のアルファベット及び日付表示のための2桁の数字が,電

光表示板のように右から左ヘ流れることにあり,温度変化によるド

ヅトマトリクス液晶表示板のク0ストークの増加及びコントラストの低下を補

償するための回路も内蔵している。

^

ポルテーづシンセサイザ用 LSI M50118P パターン

J」計1」""酔"11」Π1Ⅱ肌Ⅱ11"Ⅱ訂1""」1ⅡlfⅡⅡ肌ⅡⅡ"ⅡⅡ'111Ⅱl「Ⅱ11111」1111Ⅱ1Ⅱ"1,11Ⅱ"1t"",1Ⅱ"1ⅡⅡ「訂Ⅱ"1Ⅱ訂Ⅱ""肌""」1Ⅱ1」""計Ⅱ11Ⅱ11"」11fⅡ"Ⅱι111,f11Ⅱ,t1111Ⅱt1Ⅱ11"11"Ⅱ"肌111f"Ⅱ"Ⅱ11"Ⅱ計"11"1111Ⅱ11"11Ⅱ

フ.2 マイクロプロセッサ

. C MOS4 ビットワンチップマイコン M 58497、X X XP

C MOSワンチッづマイコン市場として今後の発展が期待できるオーディ

オ,自動車分野のマイコンとして M58四7-XXXP を開発した。

M584町一XXXPは,低消費電力化,電源電圧及び動作温度範囲な

どの拡大を図り,液晶直接駆動,時計機能などを内蔵ROMの変更

により容易に実現できる。命令実行時問はHマシンサイク}レと Lマシンサ

イクルを命令により切換え可能で,時計表示時忙は Lマシンサイクルが

興ずξ汽',

と呼ぱれ,基本的な数字,単語をはじめ,コビーマシン;自動車など16

分野にわたり,約300語の語いがそろっている。
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低消豊電力の点で最適である。駆動できる液晶は 1々デューティ, V2

パイアス駆動の液晶(52画素最大)とスタチ',ク駆動の液晶(26 画素最

大)で内蔵ROMの変更で対応できる。

主な特長は次のとおりである。

①命令数は80種類,②メモリ容量は,2KXI0ビリトのROM と 512

ビヅトの RAM を内蔵し,外部に 256× 4ピットの RAM が接続司能
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である,③命令実行時問はH/Lマシンサイクルが 16.7川/66.8縄であ

る0 ④電源電圧は3~5.5V,⑤動作温度は一20~7σC,⑥標準消

費電流は動ダ同時(Hマシンサイクル)/動作時(L マシンサイクル)/スタンハイ

時(RAM保持)て、400μA/100μA/10μA である。

電子チューナーの応用においては, M54922P (PLL周波数シンセサ

イザ)とキリト構成でPLLシンセサイザシステムが実現できる。

.マイクロコンピュータ開発支援ソフトゥエア

三菱 1チ,ワづ 4 ピ,ワト,8 ビ,り卜のマイクロコンピュータ及び 8 ビリト,16 ピ,ワ

トマイク0づロセ、,サなどの LS1 を用いた応用機噐のアづりケーシ.ンづ0グラ

ム開発のために,一連の支援ソフトゥエア体系を整備してきた。更に

大形計算機,ミニコン,マイクロコンピュータなど各種の計算機で実行でき

る種々のづ0づラムを製品化した。それらのづログラムは,次のように

当社のマイクロコンeユータLS1シリーズに適用できる。

(1) 4ビットシ←ズでは,《MELPS り,《MELPS 41》,《MELPS

42》のクロスアセンづラ,シミュレータ, PROMライタ用オづジェクト変換づ0グ

ラムがある。

(2) 8 ビットシリーズでは,《MELPS 8/85》,のクロスアセンづラ,シミュ

レータと《MELPS 8-48》のクロスアセンづラがある。また,8 ビ,ワトシリ

フ.3 半導体素子

.半導体圧力検出装置

シリコンダイヤフラムを用φた半導体圧カセンサにより,気体,液体なだ

の圧力を検出する高精度の半導体圧力検出装置を開発した。

半導体圧カセンサは,極薄忙製作したシリ3ンダイヤフラムにー一体形成

した半導体歪ゲージ{Cより圧力を検出するものである。との特長は,

従来からの金属歪ゲーづ,差動トランス,静電容量式などの圧カセンサ

に比ベ50~100倍と仏う高感度を有し,またシリコンダイヤフラムと半導

体歪ゲーづ巴の一体化によって小形・高安定度を逹成できるととも

に,極めて速い応答性を実現できるとφう点である。

更に,この半導体圧力検出装置としての特長は,半導体圧カセン

サ個有の温度依存性を補償し,センサ出力電圧の増幅を行う信号処

理回路を有しているため,実用に当たっては無調整で使用でき,ま

た,とれをハイづり.,ド1C 化したことにより小形化を実現し,トリミン

グによる高精度化及び各種の圧力一出力電圧特性のものを容易に製

作することが可能になったととで,現在,自動車用として下記仕様

の製品を量産中である。

・動作圧力範囲.100~1,30ommHg (絶対圧)

・出力電圧 4V (電源電圧10V,圧力 1,300血mHg)

.大容量,高耐圧トランジスタモジュール

省エネルギーの社会的要請により,各種モータの可変速駆動用として

インバータやチョ,パ装置が開発され,急速に普及しっつぁる。当社で

は既に 15~75A,60OVのトランジスタモづユールを多数市販しており,

とれらの分野で好評を博している。応用装置の高圧化と大容量化に

とたえるために従来の機種に加えて,世界で初めて AC 220Vライ

フ.集積回路と半導体素子

"ⅡⅡ11ⅡⅡ11Ⅱ11ιtⅡι"Ⅱι」1nⅡ"'1ⅡⅡⅡ1計Ⅱ肌Ⅱ1]】」"ι」計ⅡⅡⅡ,"↓1""」」"」」"1Ⅱ」1」"Ⅱ"Ⅱ"11"」1」tⅡ"Ⅱ"非Ⅱ↓1111111Ⅱ"j「ⅡⅡ」」ι1」」'1畦1」1Ⅱ」1"」1叫1ⅡⅡ」」」"11Ⅱ"11ⅡⅡU11U"""11Ⅱ"11ⅡN1Ⅱ」Ⅱ1"'111計Ⅱ11""ⅡH」1""Ⅱ11Ⅱ"'1Ⅱ

)

ーズに適用でき,各社のPROMライタの形式に出力可能な紙テーづ作

成づログラム屯ある。

(3) 16 ピリト用として,ク0スアセンづラ,及びPROM ライタ用のオづジ

エクト変換づログラムを開発した。

以上の支援ソフトゥエアを用いるととにより,各ユーザーは,応用機

器の開発が容易にできる。このほかに使いやすさ,低価格,小形化

を指向した支援装置(PC4000, PC900のとミニコン《MELCOM

70/4のを結合したシステ△を開発し,応用機器づログラムの手パッづ

及びマスクROM処理を平均3倍程度に能率化した。今後,マイコン,

大形計算機を結合Lたネヅトワークとして更に高機能化を図ミニコン,

る計画である。

C MOS 4 ビ.ワトマイコン
M58497-X X XP

・動作温度範囲.-30~+100゜C

更に圧カセンサ巴しては,絶対圧専用タイづ(写真(a))と絶対圧

/差圧タイづ(写真化))とがあり,これらにハイづりツド1C を組合せ

るととによりガ蝿性を高めることができ,肉動車以外の家電,計i則

器,医療器などヘ屯応用することができる。

"Jに; 11

シ.ー、・
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ι"Ⅱ1」ⅡⅡⅡⅡ""」11」Ⅱ1」ⅡⅡ"11"11」11」"」1」」ι111Ⅱ"「」111Ⅱ11」1111"""Ⅱ11"Ⅱ""1ι1Ⅱ1」1」"」11」ι11,「ⅡⅡ1」」1"1「11ι111ⅡⅡ"」1」1Ⅱ1」」1"ⅡⅡ11Ⅱ」「tj」1Ⅱι1Ⅱ1Ⅱ"Ⅱ開"」11Ⅱ11」1ι1Ⅱ訂」1肌11Ⅱ"Ⅱ1111U"」,Ⅱ訂Ⅱ11"111」"1"「tⅡ1」1Ⅱ」 11」」」111111 ⅡⅡ'」」1Ⅱ

( 0 ) 化)絶対圧/差圧タイづ絶対圧専用タイづ

半導体圧力検出装置

,

ン用直列接続の 2素子入り 10OA,60OV, h延 100 のトランジスタモリ

ユール(形名 QMI0ODY-H)及びAC "OVライン用直列接続の2素

子入り 50 A,1,20OV,、工E I00 のトランジスタモリュール(形名 QM50

DY-2H)を開発し,量産化した。

この製品は,既に豊富な実績を持つ3重拡散のづレーナ形トランジス

、
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タチッづを用いたものである。フリーホイーリンづダイオードを内蔵し,トラン

ジスタチ,りづ及びダイオードチッづは,いずれもセうミリク板を介して放熱用

銅ベースと絶縁されている。また,既に市販中のトランづスタ及ぴサイ

リスタモづユールと同様にパー配線や組立の容易な端子配置と構造を採

用している。更に,大容量装置ヘの適用を考慮して,並列運転時の

電流平衡向上のための補助端子を設けたことも特長である。

.モールド形トライアックシリーズの拡大

最近小,中電カトライア,,クの応用分野が,シーケンサ・SSRなどの産業

機器,複写機k代表される OA関連機器,及び電子レンリ・洗濯機

・冷蔵庫・テレビなどの家電製品にまで急激に拡大されてきた。とれ

らの市場要求に対応するため従来の 3~16A のモールド形トライア,ク

シリーズに加え, BCRIAM(0.8A,60OV, TO一兜外形)及ぴ BCR

30GM (30A,50OV,ファストン端子付内部絶縁形)の 2品種を開

発し量産化した。

BCRIAMは,不純物分布とゲートパターンの最適化により,ゲート

トリガモード 1,Ⅱ,Ⅲ:5mA MAX,ゲートドJガモード1V :10mA

MAXの高感度を実現した亀のである。このようにゲートド功モードⅣ

を保証するこ巴により,1C やマイコンからの入力での直接負荷制御

が容易になるので,複写機・家電製品・土作機械・自動販売機・券

売機などに使用される小形りレーのイt替となる。また,中,大電力

トライアックのゲート補助用としての応用、期待できる。

.850MHZ,30W高周波高出カトランジスタ

850MH.,12.5V動作,30W出力高周波高出カトランジスタ,2

SC3105 を開発した。

2SC3105 は,イオン注入技術を用いて,ベース領域にポロン,エ

ミッタ領域にひ素を注入することにより,エミ,夕押し出しがなく

極めて浅仏接合を実現した。電極には,多層金電極を採用する

ことにより高信頼度化を図っている。また外装は,寄生因子の

少ない,専用小形セラミックパヅケーづを開発し,パ.,ケーづ内に整合

回路を内蔵し,かつべース接地構造とすることにより高出力で

高利得を実現した。 j=850MH., VCC=12.5V動作で,ア0=

30W時の利得は Gヂ=4.2dB である。その特性を図に示す。

11Ⅱ11111Ⅱ111Ⅱ1」訂1ⅡⅡ1町1Ⅱ11UI"11Ⅱ「Ⅱ111」1111111ⅡιⅡ""Ⅱ肌1] 11ⅡⅡ」1Ⅱ訂1」"Ⅱ訂11""「」11Ⅱ11Ⅱ1」1Ⅱ1Ⅱ肌1ⅡⅡf11肌"「」計1」1ⅡⅡ11Ⅱ1」1111「」11」1Ⅱ11Ⅱ1Ⅱ1Π1"1ⅡⅡ11111Ⅱ1"Ⅱ1ⅡtⅡ1Ⅱ肌Ⅱ1111"Π非"11」111」1"11Ⅱ」111Ⅱ11Ⅱ訂11""Ⅱ11""1,Ⅱ"U11Ⅱ町11"

BCR30GM は複写機,家電製品などの大容量化に伴い開発され

たものて、,サーリ電流が 30OA と大きく,ハロゲンランづやマづネト0ンな

どの突入電流が発生する用途忙適している。また,内部絶縁,ファス

トン端子,

取付ベース片

側フリー構造
、

の TO-3外

形を採用し

安ヌ1壁＼魚..、＼1"、、ー.'、、、ているため,

実装作業の 、、_"、.."、上一,、J、,、

省力化K有

効である。

大容量高耐圧トランジスタモづユール

'毛

'、^

ノ

5

左: MGF-210OG シリーズ
: MGF-×34M

.内部整合高出力GaASFET

GaA. FET を用いた各種マイク0 波通信機の実用化が積極的に進め

られてⅥる。特に電力用増幅器において, TWTから高出力GaAS

FETヘの置き換えが活発になっている。とれに呼応して,広帯域

で整合しやすい高出力 GaASFETが要求されている。

これらの要請にこたえて,高周波,高出カチ,づキャリャ形, MGF

210OFシリーズ, MGF210OGシリーズと内部整合形MGF-×34Mを開

発,実用化した。チヅづキャリャ形て、乃 d四=0.フ~1.2訊7, Gιヂ=5.5dB

@14GH.,内部整合形で乃dB=23W, Gιf=7dB,@10GH"の

優れた高周波,高出力特性を有している。写真に素子の外観を示す。

この素子は従来素子のもつ当社独自のワ小,づチ,,づ構造に加えて,

次のような特長を有している。チヅづキャリ卞形k関しては,①小形化,

②外部回路との整合が容易,そして内部整合形に関しては,③50Ω

内部整合化により,外部整合回路が不必要である。
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モールド形トライア,ワク

入力電力 P.,(W)

出力電力,コレクタ効
率一入力電力特性
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TC=25゜C

とれらの素子を用いることにより,小形の広帯域電力増幅器の製

作が容易になる。

j=850MH

10;

P,=20W

]0 12 〕4

コレクタ供給電圧ΥN

出力電力ーコレクタ供給
電圧変動特性
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8.建築関連設イ蒲

ビルなどの建築関連の電氣設備・機器の競争が一段と激化

する中で,当社は従来にも増して省エネルギー,省スペー

スなどを目指す各種の開発を進めてきた。

昇降機部門では,製品の安全性,信頼性のほか,特に省

エネルギー,省スペース,省賓源化の努力を重ねてきた。

その成果のひとつとして,三菱全ソリッドステートエレベ

ーターは,その省エネノレギー化の実績において非常に高く

評価されている。速度制御装置の改良と制御回路の電子化

を一段巴進めた三菱《エレペットアドバンス》も,安全性,

信頼性の向上に加えて,一層の省エネルギー化を達成した。

大幅に省エネノレギーを図った三菱モジニラーエスカレータ

は,納入実績が大きく伸びた。大阪市交通局住之江駅に

は省エネルギー率が特に大きい高揚程のエスカレータ

を,また熱海世界救世教アートストリートには透明欄干式

のものとしては記録的な高揚程のエスカレーターを納入し

た。特殊な楢造のエレベーターとしては,メキシコ PEM

EX本社ビ'ルにグブルデッキェレベーターを18台納入した

が,そのうち 6台は速度 30omlmln で,この種のエレベ

ーターでは記録品である。

冷凍空調の分野では,省エネルギーの一層の推進と多様

化する二ーズにマッチした製品の開発に重点をおいた。圧

縮機の高効率化が省エネルギー推進の重要課題であるとと

から,大形口ータリ圧縮機の開発を成功させ,パッケージ

エアコン・チリングニニットに採用しつつぁる。また,低

温用圧縮機も新たに高性能化を図り,小形クーリングユニ

゛-J^r^、、^

ツトに搭載した。省エネルギーの一端を担うエレクトロ ^

クス化についても,当社は《ミスタースリム》パッケージ

エアコソ,大形水冷式パッケージエアコン,冷凍冷蔵クー

リソグユニット専用コントローラにマイコソを応用し,成

果を挙げている。特に,《ミスタースリム》への多重2線

式制御方式の採用を特筆しておく。

照明では,各分野ごとの二ーズにこたえて,光源,器具,

安定器,制御システムなどの省エネノレギー化だけでなく,

機能,照明の質の向上を図った各種新製品を発売した。光

源では,光の質と視覚的特性を向上した新光色蛍光ランプ

《ルミクリスタノレ》,高効率低始動電圧形メタルハライドラ

ンプなどを製品化した。また,新しく工事用蛍光灯《ルミ

クィック》を,店舗及びビル向けとして由熱灯高効率ダウ

ンライトを完成した。点灯回路用部品では,昭和弱年発

売した省電力形ラピッドスタート蛍光灯安定器(40W用)

に引続き,ⅡOW用を,また新たに省電力形スタータ形蛍

光灯安定器を各種発売した。照明の制御については,調光

機能と中央集中コントロール照明制御システムを開発し

た。

ビル用電気設備については,昭和弱年に弓1続き,前面

操作と前面保守を実現し,奥行がわずか70omm と薄形の

FF式高圧受電設備の納入実績が好調に推移した低か,ビ

ル管理システム《MELBAS》に関しても防災機能の強化,

またホテル業務等の業務システム巴のドッキングを図るな

ど機能を強化した。

.'.、.玉,イ.暗゛ー、ノノ','、
珍饗多'ーごゴ七"

8.1 エレベーター・エスカレータ

.省エネルギー形三菱全ソリッドステートエレベータ

最近のエレベーターは,ピル機能を担う交通動脈として快適で効率のよ

い運転と高い信頼性に加え,エネルギー消費の少ないことが強く要望

されている。当社の全ソリ.,ドステートエレベーターシステムは,との要求に

こたえるべく,

(1)巻上電動機に可変直流電圧を供給ナる方法巴して,従来の電

動発電機方式の代わりにサイリスタレオナード方式を採用するととによ

つて,交流を直流にかえる変換効率を向上した。

(2)各号機制御装置と群管理制御装置の膨大なルーやIC回路を

マイクロコンピュータにおきかえるととによって,制御電力を小さくした。

(3)エネルギー消費とサービスのハ'ランスを巴る運行管理を,サーピス状

況を常時分析しながら実施した。

などの改善を行い,従来形のエレベーターに比ベ約35%(当社比)の

省エネルギーを達成した。省 1ネルギー量は運転条件にもよるが,エレベ

^
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ーター 1基当たり年問 16,000~40,oookwh (1kwh=25円として如

~100万円)になり,何基もエレベーターが設備されてぃるビルでは大

きな節電になる。

このシステムは,政府の省エネルギー推進政策に呼応した日本機械工

.規格形エレベーター《エレペットアドバンス》の新制御装置

規格形 1レベーター《1レペ,ワトアドバンス》は,従来の《1レペ,ワト》を意匠

からドア機構・制御装置に至るまで全面モデルチェンジを実施し,さる

昭和54年9月から発売した。既に約6ρ00台の出荷実績をもち,安

定した性能と優れたデザインで好評を得てぃる。

とのたび,更に安全性・信頼性の一層の向上及び省エネルギーの推

進のために,新しい制御装置を開発したので,その概要を紹介する。

(1)低速 1レベーターの速度制御装置

従来,定格速度60mlm辻以下の低速エレベーターでは,通常の高速

運転と保守時などの低速運転との切換えは電磁開閉器で2段速電動

機の巻線を切換え,また電動機の駆動トルクと制動トルクとの切換え

、,電動機の1次電圧制御回路の接続を電磁開閉器で切換えてエレベ

ーターの速度制御を行っていた。

新しい制御装置では,高速・低速運転共に基準速度指令とかビ速

度を比較L,その偏差に応じて電動機の駆動トルクと制動トルクを切

換えて速度を制御する。駆動・制動トルクの切換えは電動機の1次

業連合会主催の優秀省エネルギー機器表彰で会長賞を受賞し,当社省

1ネルギー形エレベーターの優秀性が認められた。

.メキシコ「PEMEX 本ネ士」ビル納入ダブルデッキエレベータ

白レの有効面積を広くするためにかご室を上下2段に重ねたダづルデ

リキ1レベーターを設置することがある。今回,メキシコ市に建設される

「pEMEX 本社」ピルに,当社ダづルデ,,キの記録品である 300血lmin

をはじめ,240mlmin 及び 150血lmin,上下かご室容量各 1,360kg

のダづルデッキ1レベーターを各速度それぞれ6台,合計18台納入した。

ダづルデッキエレベーターの設備台数としては,世界の十指に入るものであ

る。

このダづル手ツキエレベーターは,2段重ねのかご室のために所定の昇

降路平面ス弌ース,機械室平面スペースに対して大容量エレベーターにで

きる特長があるが,これ忙伴い機器は大形化する。しかし,地震国

メキシコに設置されるエレベーターであるだけK,耐震性能上から巻上

機・かビ枠・非常止めなど主要機器の軽量化によって地震荷重を小

電圧制御用サイリスタの点弧信号の切換えにより行うので,電動機の

巻線切換用及ぴ駆動・制動トルク切換用の電磁開閉器が不要になり,

安全性・信頼性を一層向上させるこ巴ができた。更に従来は減速時

のみ速度帰還制御していたのに対し,新制御装置では加速・減速時

共に速度帰還制御するようにして乗心地性能の一層の向上を達成し

た。

(2)制御回路の電子化の一屑の推進

《エレペりトアドバンス》にマイクロコンビュータを導入し,既に制御回路の大

部分を電子化してきた。このたび,更に研究を重ねがルーによって

構成されていた制御回路の機能のうち,安全回路など必要最小限の

機能を残し,他のすべてをマイクロコンビュータのづ口づラムに取込むこと

によって,更に大幅なりレー削減を実施して(りレー削減率約50%),

制御盤の小形化,省エネルギーの推進,信頼性の一層の向上を実現し

た。

'1吐Ⅱ11訂Ⅱ町ⅡⅡⅡιfl"""111111"Ⅱ"1"Ⅱ「」Ⅱ1訂Ⅱ「」1「Ⅱ"町Ⅱ1111ⅡⅡⅡⅡ1ⅡΠⅡ"計1」計」1U"'1ⅡⅡ,ⅡⅡl「」1ⅡⅡ""11ⅡⅡ"」1U1Ⅱ11Ⅱ"」11」"11Ⅱ1,"11"1」1「11」1"11ⅡⅡ'f"訂"非

.乗用油圧エレベーター据付工法の開発

日照権問題や日影規制による建築物の高さ制限が厳しくなっている

折から,近年,中低層ビルでは屋上に機械室を必要としない油圧工

レベーターを採用する例が増えている。この油圧エレベーターの据付工事

の合理化のために,新しい据付工法を開発し,導入に成功した。と

の新しい据付工法は,昇降路忙機器を取付けるために,従来建築工

事忙施工を依頼していた作業用足場が不要となり,かつ据付作業列J

率を大きく向上させる新足場工法巴,油圧1レベーター用の据付工具

類の開発からなる。

(1)覇足場工法

昇降路にガイドレールなどの機器を取付けるために,昇降路の中にや

ぐら(桷)状に組上げていた足場に代えて,最上階乗場からパルコニー

のように張り出した作業台をつくり,との上で据付基率線を設定

し,昇降路底部でレールを連結したがら上部ヘつ(吊)りあげて仮止

めする。この仮止めしたレールに下から順次所定の問隔で作業床を

取付けて,機器の据付けを行う、のである。桷状の足場がなくなっ

さくすることが必要であった。そこで,主要機器に一番大きく影縛

を及ぽすかビの重量を,①鋼板構造のかご枠開発,②軽量かど室意

匠構造の開発,などにより極力軽量化を図った。これにより巻上

機・かご枠・非常止めなども軽量小形化が達成でき,またガイドレー

ルも小さくするととができた。

これら軽量化技術をはじめダづルデッキエレベーターの新しい運転方式

の開発など,当社の総合技術力により性能・安全性・信頼性におい

て従来よりも優れたダづルデッキエレベーターを実現した。

なお,とのビルにはダづル手ヅキェレベーター 18 台のほかIC, VIP 用超

高速エレベーター 2台,高速大容量の人荷用 1レベーター 1台,へりボート

用・展望階用 1レベーター各1台,エスカレーター 8台,合計 31台のエレ

ベーター・エスカレーターを同時に納入した。

町"Ⅱ11「」11Ⅱ"11Ⅱ1111Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ"」111"11""Ⅱ11Ⅱ"訂ⅡⅡ1「1」11"1111Ⅱ1」"Ⅱ"」11」"]1Ⅱ"Ⅱ"111ιⅡ1」11'1Ⅱ1」Ⅱ肌""ⅡⅡ11Ⅱ11'11,11'1Ⅱ1Ⅱ""Ⅱ"11Ⅱ"11Ⅱ計1」」111"ⅡⅡ"""11
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たため忙,昇降路空問を大きく有効に利用できるようになり,機材

の揚重などの作業効率も向上した。

(2)油圧エレベーター据付用工具

据付現場における品質確保と工事期問の短縮のため忙,次の据付工

具類を開発した。

(a)掘付基灘泉を設定するための高精度型板

(b)レール問隔を短時問かつ高精度で設定できるしん(芯)出し

工具巴レールを固定するづラケット

(の昇降路のなかで油圧ジャ,ゞキを確実に接続するための接続

工自

(d)接続した油圧ジャ,井の表面を円滑に仕上げる電動工具

油圧エレベーターのとれら据付合理化は,建築工事において強力に推

進されている TQC活動忙屯貢献する、のである。
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.局;昜程モジュラーエスカレーター

昭和54年4月発売以来,省エネ」レギー,省スペースで好評を博してぃ

るモジュラーエスカレーターは,昭和55年に新意匠2機種を追力Πして,そ

のシリーズ化が芦々と完成しつつある。

昭和56年には,モジュラーエスカレーターの特長をいかんなく発揮する

高揚程エスカレーターが,大阪市交通局住之江駅(ステンレスパネル形欄干

揚程 19.7mX1台)で3貝より稼働を開始した。また逐明欄干エス

カレーターとしては日本一の揚程となる世界救世教アートストリート向け

1スカレーター(最高揚程 153mX2台を含め合計6台)が6河に据付

けを完了した。

従来の1スカレーターは,頂部に設貿した駆動機で踏段を引き上げ

るφわゆる機関車ノj式であるので,高揚程化ととも忙駆動機が加速

度的に大きくなるが,とのモジュラー1スカレーターは,揚程の増加に応

じて標準卵動機を順次追加して゛く,加わゆる電車方式を採用して

いるため,揚程が高くなれぱなる低ど,省エネルギー,省スペースの効

果が著るしくなる。大阪市交通局住之江駅向け1スカレーターでは,省

スペースは約26%にも達し,省 1ネ1レギーは約30%に及ぶことが硫認

された(当社従来形比)。
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8.2 冷凍・空調機器

.大形空調機用口ータリ圧縮機

従来,空調機用の圧縮機としてはレシづ口式圧縮機が主流であったが,

当社ではこのたびそれに代わる、のとして口ーリンづピストン式 0ータリ

圧縮機"NHシリーズ"を開発したのて・,ここに紹介する。

この大形空調機用口ータリ圧縮機の大きな特長は,従来の口ータリ

圧縮機の吐出ベーンに「フラ,,トハ'ルづ」を使用していたのに対し,独

自の技術によって開発した円形の「サーキュラバルづ」の採用によって圧

縮効率を大幅に改善するとともに,高度な加工技術によるミクロンオ

ーダーの高精度部品の使用によって高信頼性を確保し,かっ部品点数

の大幅な削減によって小形・軽量としたと巴である。との結果従来

の当社圧縮機と比較して体積効率が約44%上昇し,エネルギー効率を

示すEER (冷凍能力/消費電力)で屯約18%上昇.し,かっ部品点

数で約50%削減するととができた。

とのNH形口ータリ圧縮機を電動機定格出力で13kWから2,2

kW まで9機種シリーズ化し,パ,,ケージェアコン,大形ルー△エアコン,チ

リングユニヅトなど忙搭赦し,省電力・ユニットのコンパクト設計に寄与し

ている。

NH形口ータリ圧縮機の性能を表に示す。また,写真は内部朧造を

尓すものである。
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形

ゾι"

名

Nn"5

圧縮機NHシリーズ性能0ータリ

NH450

定格出力

(kw)

玉手留

NH46

ン

NH460

】3

N日'61

冷殊椛力(kca1小)

1.5

NH465

50HZ

】.5

NHUO

4,100

4,550

5ρ00

5,350

5,400

5β50

1.フ

NHU5

8

60nz

1.フ

NH480
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4,900

】.フ

備ぢ

(kC且1八V・h)EER

5'400

2.0

測定条件仕以下の条件による。

優縮辺度 54.4゜C

フ.2゜C蒸発温皮

スーノ{ーヒー 1 27.8゜C

サプウ 8.3゜Cノレ

周囲温度 35.0゜C

50 壬王Z

6,000

2.0

2.65

6,釦0

2.2

6,300

6,750

フ,200

2.62

60HZ

6,550

2.62

フ'100

フ,650

2.57

2.62
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2.57

2.67

8,200

2.57

2,57

2.60

2.602、65

8'750

2.60

2.60

2.57

2.55

2.55

2.55
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.3 マイコン3 セーブ3 タイプ.パッケージエアコン

最近の事務所・店舗用エアコンは,省エネルギー,省スペースと巴もに据

付土事の簡易化が強く望まれてぃる。当社の事務所・店舗用エアコン

《ミスタースリムシリーズ》は天吊形・壁掛形・床置形の 3タイづがあり,こ

のような市場の二ーズを的確にとらえ,薄形化を図り,特に床置3

馬力"PSH-3E'では奥行わずか 22Cmで,床占有面積を当社従来

品の約 1,他と省スペース化した。

また,3タイづと込室内ユニット,室外ユニットのりモコン忙それぞれ

マイコンを搭載し,ユニ,寸問を2線接続し,制御電源と制御信号に多

重2線式制御を採用し,エアコンのトータル制御を実現した。これによ

り暖房時には,常に温風で始動する吹出温度制御や,室内外の温度

条件により室外コイルの熱交換量を調節する室外ファン回転数自動制

御,必要な場合のみ補助ヒータを運転し,効率の良いヒートボンづ運転

を行う補助ヒータ電子サーモ左どにより,快適性の向上と省1ネ効果

を図っている。また,冷しすぎゃ暖めすぎを防ぐ省エネグリーンサイン

などの表示部とスィ,,チ部をりモコンに集中し,操作性の改善も図っ

.マイコン制御水冷式パッケージエアコン PWε形

従来からの課題であった省エネルギー化,省力化(メンテナンス,サーピス

性向上),信頼性向上を目指し,マイコン制御を導入したパッケーづエアコ

ンPW-E形を開発した。その概要は次のとおりである。

(1)室温,室温微分値及びタイマの併用により,負荷変動を予測

した圧縮機運転制御(新サーモ方式)を行い,冷し過ぎをなくし,

負荷追従性を良くし,省エネルギー化と快適性を向上させた。

(2)外気温度kより自動的忙室温を設定する外気追従冷房やサー

モの停止指令などで,全圧縮機が停止した場合には冷却水ポンづや

冷却塔用ファンも停止させるシステム制御を導入し,快適性をそこな

わず省エネルギー化を図った。

(3)圧縮機口ーテーションシステムを導入し,圧縮機運転優先順位を順

次交替させると巴により圧縮機運転時問を平均化させた。

(4)保護装置の作動時に冷媒系統別停止,個別表示化を同時に行

い,省力化,信頼性を向上させた。

(5)空気や冷媒サイクルなどの温度管理をし,エアフィルタ,凝縮器及

び冷媒系統の自動点検を行φ予防保全警報を出させる構造とした。

以上のほかに,オールフレッシュ形パヅケージェア3ンに対応した機能やマ

.小升劣今東冷蔵クーリングユニット

クーリンづユニットとは,生鮮・冷凍食品の流通過程のづレハづ冷蔵庫な

ぞの冷却装置であり,小形機種を中心寸て普及がめざましい。今回,

圧縮機の電動機出力 0.4~2.2kW の機種について,市場二ーズにこ

たえて,全面的モデルチェンジを実施し,14機種を新発売した。

(1)省エネルギー

新たに開発した高性能圧縮機の搭載などにより,成績係数を大幅

(当社比7~16%)忙向上させた。

(2)省スペース

冷蔵庫の天井ヘ設置する天井置形は,冷却器が庫内ヘ突き出ない構

造としたので,庫内スペースが広く使える。また,ユニットの着脱はスラ

イドして行えるので,庫外スペースも小さくてよい。一方,冷蔵庫の

側面忙設置する壁貫通形は薄形化を図り,庫内ヘ突き出る寸法を約

V3,庫外ヘ突き出る寸法を約 V2 に減少させた(いずれも当社比)。

(3)省工事

軽量化(当社比25~47%減)により,据付作業が容易忙なった。

《ミスタースリム》

た。

制御配線は,2本と制御線本数が大幅に減

少し,ま左極性をなくすととにより配線工事

の簡略化巴誤配線防止を図り,更にりモコンを

室外機に接続できるなど,接続パターンに自由

度をつけ,総延長50m まで可能とした。

」Ⅱ"計Ⅱ"",1f"1「""Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡⅡ""1"1"訂ⅡⅡⅡⅡⅡⅡfⅡ"'1"ⅡⅡ"11Ⅱ1ⅡⅡ]"ⅡⅡ1Ⅱ1Ⅱ"1"1Ⅱ1Ⅱ"訂ΠⅡ1"111ⅡιⅡ1Ⅱ計ⅡⅡ"Ⅱ""1「Ⅱ"
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イコン自己診断機能などを持ち,市場要求にマ,,チする合理的制御を

実現させたものである。

床置形エアコン《ミスタースリ△》
PS亘一3E 形

,
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また,吹出ダクトや架台など,据付必要部品を付属し,現地調達手

問を省いた。

(4)高効率除霜

中低温用は電気ヒータを一切用φないホットガス除霜方式であり,特

に天井置形仕,除霜時に庫内ヘの熱気の流入が極めて少ないので,

効率が良く,庫内温度の上昇も少ない。
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小形冷蔵クーリングユニット AFL-2 形
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中'大形クーリンづユニット(ACS 形ほか6形式)は収容能力 200~20,000

トン(1トン=25mりの冷蔵倉庫の分散冷却装費として発売10年を

迎えたが,一層の飛躍を期して昭和56年に専用制御装置"節電コン
トローラ"を開発した。

従来冷却装置の自動化は,2位置方式の温度調節器により冷却運

転'停止し,タイマで除霜問隔を決める簡単な方式の、のだった。し

かし,運転・停止の制御温度差を過小に設定すれば発停頻繁による

損失が起こり,過大忙すれば冷やし過ぎによる電力損失があった。

ーカ,除霜タイマにより除霜問隔を長く設定し過ぎれば冷却効率の

低下や除霜不良が起とり,短くすれば空気冷却器の加熱と再冷却に

必要な電力損失が発生していた。四季の変化に合せて各設定値を変

更する管理は難しく,安全側に設定するため,電力浪費の傾向にな

つているのが実情であった。節電コントローラ忙はマイク0コンピュータを

使用し,冷却熱負荷や湿度の変化にきめこまかく対応して,節電を

図った。主な機能は次のとおりである。

①冷やし過ぎゃ頻繁な発停を防止するインデJジェンスサーモ,②ナイト

セットバック,③送風系と冷媒系の両特性から着霜量を検出して行う デ

イアイサ,④無駄のないスケジュール運転などの機能を搭載し,従来当社

比25%の節電効果,⑤その他付加価値として,庫内温度,空気冷

却器の冷媒出入口温度,圧縮機の積算時問のディジタjレ表示も装備し

て管理の便宜を図った。

.輸出用スプリット形パッケージェアニン PE形

とのスづりツト形パッケージェアコン"PE シリーズ"は,5 トン,8 トン,10 ト

ンの空冷式の天井埋込形ダクト専用機であり,年々増加する輸出の

より一層の強化と,海外各国よりのパッケーづ1アコンに対する種々の

要求を満足させるととを目的として,輸出専用機種として開発した

ものであり,その主な特長は次のとおりである。

(1)小形,軽量化を図り,据付性が向上した。

(2)外気温度52゜Cの過酷な条件下で屯安定した冷房運転が可能。

(3)ルームサーモ内蔵の低電圧24V りモートユントローラを標準奘備し,

遠方操作を容易とした。

(4)機外静圧 20mmAq

.

このシステムは通商産業省工業技術院ムーンライト計画の一瑞北して,

昭和54年10月に当社商品研究所の付属設備であるベ夕]Jピ'ングセンタ

に設置し,以後約2年問,同センター1階部分の冷暖房.給湯に関

する実証運転を続けている。

このシステムの冷凍機は,太陽熱で得た高温水によりフロン R-114

を高温高圧とし,スライディングベーン形エキスパンダを回転させ,その秘1

出力で圧縮機を駆動するタイづであり,3RT (冷凍出力約 9,000

kavh)の能力を有している。建物の冷房ビーク負荷に対し,太陽熱

を利用しょうとするこのシステ△では,夏の晴天日における電力を約

30%節減することが可能であった。

晴天月1日のシステム性能値は集熱効率24%,有効利用率53%,

SCOP (システム成績{系数.冷房負荷/補助熱量) 2,43, TSCOP (全

システム成績係数:冷房負荷十搬送動力負荷/補助熱量)2.01が実測

されているが,構成機器の改善を含むコンビュータシミュレーシ,ンにより

補正した場合,集熱効率24%,有効利用率63%, SCOP 3.44, T

SCOP 2,76 までシステム性能を向上させ得るととが確かめられた。

8.建築関連設備

討Ⅱ""1NI,""111計1"Ⅱ"1,Nι"EIH"1'JUI"1,111」1罰"'"闘1」1"."1訂Ⅱ1Ⅱ計

,キ

i.吟ι
゛゛.1

^

エ^_

..ユ,

遭

スづりツト形パリケージエアコン室1人」 スづり,ワト形パヅケー三111アコン室外
までとれ,長いダクトの使用が可能。 ユニ,ワト PE-8 A 形 ユニット PU-8A形

ランキンサイクルエンジン駆動冷凍機を用いた小規模建物向け太陽冷暖房.給湯システム

更に実用化ヘ向けての研究開発を継続する予定である。
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.カセット形ファンコイルユニット

天井面に吸込口,吹出口を持つ化粧パネ」レを天井面から露出させ,

天井内にファンコイル本体を設置する天井半埋込タイづのカセヅト形ファ

ンコイルユニ,,トは,省スペース,省工事性から最近著しい伸びを示し,

今後更に一層の伸びが期待される。当社カセット形ファンコイルユニリト

LH-CR形酒市場要望にこたえ,全面モデルチェンづを実施した。その

主な特長は次のとおりである。

(1)長寿命フィルタを標準装備し,清掃回数を従来の2週問に 1回

から約1年に 1回と大幅に少なくした。

(2)製品高さを 395mm (従来は 570mm)と低くするととによ

り設置場所の制限を少なくし,かつアルミ材の使用により製品重量

を約40%軽減し,設置工事を容易とした。

Π"Ⅱ"1ιⅡ1Ⅱ「f」肌"ⅡⅡⅡⅡ」111""11ⅡⅡⅡ11」1訂Ⅱ訂ⅡⅡ"1111U"Ⅱ"肌Ⅱ"ⅡfⅡfⅡ"1,""Ⅱ""11肌"1Ⅱ11肌1Ⅱ",1111"ⅡⅡ1Ⅱ「"11"11Ⅱ"町ⅡⅡⅡ1」Ⅱ111ι11ι1Ⅱ"1111Ⅱ1」Ⅱ11"Ⅱ町Ⅱ1111"Ⅱ"1Ⅱ1""1f11町Ⅱ1111Ⅱ計""1Ⅱ11111""1Ⅱ11"肌1111"11""11ⅡⅡ肌Ⅱ11"1111""Ⅱ11計""11Ⅱ

8.3 明

.照明の集中制御システム

このDステムは,店舗,工場,体育館などの照明電力を効果的に低減

するため,照明器具の点滅・調光を集中的に制御するものである。

装置は,主操作盤と副操作盤とで構成し,主操作盤による主制御と

副操作盤による遠隔制御ができる。

主な特長は次のとおりである。

(1)各々の照明回路を点灯・調光(2段)・消灯に組合わせたバタ

ーン制御と,とれに個別制御を併せた制御ができる。

(2)タイムスケづユール制御は 3つのづ0グラムがあり,曜日により使い

わける週問づログラ△方式である。

(3)タイムスケジュール制御とマニアル制御を併せた制御により,一時

的な照明変更が簡単にできる。

(4)照明の点灯状態の表示とともK,状態変化を予告する機能を

有している。

(5)外部センサ(照度・人体検知センサ)による照明の制御,非常

信号入力による照明のパターン制御ができる。

(6)停電時のづ口づラムメモリパヅクァッづ,及びシステムのセルフチェック機

.新光色螢光ランプ《ルミクリスタル》

螢光ランづは効率,寿命巴もに優れているため広く普及しており,

事務所,工場,店舗はもとより特にわが国では一般家庭で多く使用

されている。

今回,従来より用いられている白色螢光ランづの光色特性改善を

目的とし,特に照明器具との視覚的マッチングに盖目して開発した新

光色螢光ランづ《ルミクリスタル》を円形ランづ 4機種について製品化し

た。

ランづの色温度は、5,00OK に設定しており,現在最も多く使用さ

れている白色及び昼光色螢光ランづに比ベて,より純白に近い光色

が得られる。また,色度点を黒体軌跡上に近接して設定したので,

との軌跡の上側に見られる黄色味がかった光色がなく,他方下側に

見られる過度なピンク色味もないので,《ルミグ玖タル》という名前か

ら想像されるとおりのあくまでも澄んだ純由色の光色巴なってい

る。

アク,ル製セードよりなる照明器具においては,セードが純白で透き

通ったように映える。また木製セードよりなる照明器具では,木材

の質感が得られる。

螢光体は実績のあるカルシウムハロリン酸塩を主成分としたので,効

今
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能を有している。

更に操作性の向上を老慮し,運転時と調整時の操作系を雜して設

定をわかりやすくし,かつ少な仏キー操作で制御設定できる構成巴

した。
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率がよく安定した性能を示す。

《ルミグ玖タル》の分光分布を図に示す。
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.演色性改善形高圧ナトリウムランプ"ハイルックス

工場照明分野向けを主対象とした省電力光源として,業界忙先がけ

て製品化した演色性改善形高圧ナトリウ△ランづ"ハイルヅクス DL"の機

種充実(180NV,50OW,940W)を行い,更に演色性を改善した

"ハイル,,クス HDL"220W,360W の透明形,拡散形計4機種を製品

化した。

従来のセルフスタート形高圧ナトリウムランづ"ハイルヅクス LX"(平均演

色評価数R"27)の演色性を改善した"ハイルヅクス DL"(R。53)は,

演色性を必要とする工場照明用光源として好評であり,そこで更に

低ワヅト 180W,中ワット 50OW 及び高ワヅト 940W の機種充実を

行い,幅広い需要に対処する。

HDL"製品化及び"ハイルックス DL"機種充実

"ハイルックス HDL"では,発光管形状及び発光管内封入物の最適設

計により,従来の高圧水銀ランづの約1.9倍(当社比)の高効率で,

演色性を螢光水銀ランづ以上の平均演色評価数R。鉐にまで改善し,

更に高い演色性を必要とする工場照明などの需要に対応する。との

ランづは"ハイルックス DL"同様安価な水銀ランづ用一般形安定器で点

灯できる設計となっている。

とのように 180訊1,220凡V,360 W,50OX八フ,660W,940XU と

機種を充実した"ハイルヅクス DL"と新機種"ハイ1しツクス HDL"は,

工場照明などの広汎な屋内照明分野で省エネルギーに貢献するととが

期待できる。

演色性改善形高圧ナトリウ△ランづ"ハイルックス HDL"定格

種類

＼

形

NH220.1"X/HDL-2】0

NH 360.1"X/HD工一350

NH220F ・工X/HDL-210

名

NH360F ・ LX/HDL-350

注 写1

*2

60゜

.高効率低始動電圧形メタルハライドランプ《マルチスター

省エネルギーの要求にとたえ,スボーツ照明分野向けを主対象とした省

電力光源として,安価な水銀ランづ用一般形安定器で点灯できる高

効率の低始動電圧形メタルハライドランづ《マルチスター L》40OW の透明

形,拡散形2機種を製品化した。

このうンづは,発光物質としてのスカンジウムとナトリウ△のハ0ゲン化

物の封入組成,及び発光管形状の最適設計により発光効率100IW

W という高効率を達成した。との値は,従来の当社L形メタjレハライ

イドランづの約 1.25倍,高ι長水銀ランづの約 1.8倍(当社比)忙達し,

省 1ネルギー効果が極めて大きい。また,密集した輝線スペクトルによ

高効率低始動電圧形メタルハライドランづ"マルチスター L"定格

γプ

力

上記定格捻標準値を示し,全光束,効率壯 100時問値を示す。

今回機種充実した"ハイルックス DL"の R。壯 53,従来の"ノ、イルックス LX"の R。捻 27 て・ある。

(W)

30'

210

350

210

350

ンプ

流

(A)

7γ

2.】

鐙

3.3

(V)

2.1

130

全光束*1

(1m)

3.3

130

130

19,3(冷

ざi力辞1*1

(1m肌')

130

36,800

"」11」11Ⅱ1」111'"Ⅱ"'1Ⅱ"

種類 形

18,500

平均寿命

(h)

92

35β00

105

透明形

拡敬形

88

] 2,000

M400 ・エーJIBU

MF400・ L-J/BU

点灯方向

101

注上記定格ほ標準値を示し,全光束,効率壯]00時問値を示ナ。

.高効率ダウンライト

ダウンライトは照明器具の中でも器具効率の低い部類に入る

が,このたびとの効率を大幅に改善するとともに,取付性

も改善した省1ネ・省力形の高効率ダウンライトを開発した。

従来,一般照明用電球を使用したダウンライトの器具効率

は 40~10OW タイづて、25~40%であったが,1次反射光

を有効に使う高効率・広配光形反射面設計によって業界最

高の31~54%とし,同時に同じ光束で消費電力95%の省

電力形電球を使用して,総合効率(器具光束/消費電力)

で当社従来品に対し31~64%ア,づと改善した。これによ

つて同一照度を得るための必要灯数は従来の213~3凡で

済むことになる。また取付性では,ばね材のスライド式取付

8.建築関連設備

1ユ,000

12'000

名

任意

色温度

(K)

ラγプ定格

消費電力

(W)

12,000

任意

L》

リ,白色螢光ランづと同等の演色性(平均演色評価数R"65,色温

度4,00OK)を有する,暖か味のある白色光源である。

更にとのランづは,発光管内に封入する始動補助用ペニングガスとラ

ンづ内蔵の始動器との組合せにより,うンづの始動電圧を大幅忙下げ,

水銀ランづ用一般形安定器で点幻'できる。

上記の特長を有する《マルチスターL》は,十分な明るさとi寅色性を

必要とする体育館などのスボーツ照明及び工場,広場などの照明分野

で省エネルギーに貢献することが期待できる。

任意

平均演色

評価数M

Ra

任意
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400 3.3 130 40,000 100

400 3.3 130 38,800 97

2,】50

特殊演色評価数
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1000ιmあたりの
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旧タイフ
DX-411B 60W形

＼新タイフ
DX-41 60VV形

配光曲線の新・1日比較例(アクセ刎一なし)
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金具を開発して器具の天井穴ヘの取付をワンヌ,チ化にするとと、に,

電源線接続部を速結端子にするなど大幅な省力化を図った。

更に,天井ふととろが年々狭くなる最近の建築物からの要望にこ

たえて,横端子式ソケットを開発・採用し,器具埋込高さを従来品に

比ベて 13~蛇mm低くし,業界最小寸法を実現した。

.電子スタート形《ルミクイック》工事用螢光灯器具

電子スタート形《ルミクィ,,ク》工亊用董光灯器具の最大の特長は,グロ

ースタート形の螢光ランづを使用して,ラじツドスタートを超えた0.8秒の

即点灯が得られるものであり,ニューラeヅドと言われる由緑である。

との器具に使用する 40Wグロースタート螢光ランづの光束は 3,10olm

であり,40W ラビヅドスタート螢光ランづの光束3,ooolm に比較して,

約3%の明るさア,づとなる。価格でもランづ 1本当たり¥60安価

である。《ルミクィヅク》スタータの寿命は,安定器と同等であり,グロース

タート器具のようなづ口ーランづの交換は不要である。

電力料金の節約のために,各ユーザーはスィ,,チ付きの器具を用い

て,こまめに消灯するが,40W 2幻用ラビッドスタート器具は,2灯

同時に点滅する直列遂次始動方式のため,2灯同時に ON-OFF と

なって不便であった。工事用《ルミクィ',ク》器具は,1灯用安定器を

2個使用しているので,2灯一1灯一消灯となり,文字通りとまめ

な点滅節電が可能である。

形名

ラγプ光束

ソ

照明器具効率比較例

器具効率*

プ

この器具の消費電力は,如W 1灯 10OV用の場合で,ラビッドスタ

'」11Ⅱ1Ⅱι1」肌Ⅱ「j"Ⅱ計」1ⅡⅡ111ιⅡ"'11」"計11ⅡⅡ"11ⅡⅡ"」1"""11"11Ⅱ""111",ⅡⅡ1」11Ⅱ"」」111Ⅱ訂「j{1」1"Ⅱ11Ⅱ計1,n町Ⅱ.111"'1Ⅱ{Ⅱ1Ⅱ町Ⅱ訂Ⅱ「」肌Ⅱ""11町」1Ⅱιln1ⅡⅡ11ⅡⅡ"'1"Ⅱ"ⅡⅡⅡ1111"Ⅱ,Ⅱ"「」Ⅱ11ⅡⅡ"Ⅱ"訂罰"{11」1'1"Ⅱ"」1NI"「」111Ⅱ1Ⅱl「Ⅱ"」"U"Ⅱ""Ⅱ訂Ⅱ計肌Ⅱ計」111"""Ⅱ11Ⅱ'""

.螢光灯用安定器の省電力化

とんどを占める銅損及ぴ鉄損を設計定数,使用材料の徹底的な検討,省電力形螢光灯安定器巴は,安定器の消費する電力損失(熱に変換

見直しにより減少させた。その結果,若干外形寸法も大きくなったされる)を減らし,省電力を図ったものである。昭和55年に大形

白レなどで使用される 40W ラeツドスタート形螢光ランづ用の省電力形 酒のもあるが,表のような省電力効果を得た。

なお,安定器の電力損失を減少させたととにより,温度上昇が低安定器の製品化に引き続き,昭和56年には,工場及びスーパー等で

くなり,現行形安定器より・一層信頼性が高まっている。住宅用器具多く用いられている UOW高出カラビ、,ドスタート形螢光ランづ用,及

の省電力化として,個々の家庭での金額的効果は小さいとは言え,び住宅用照明器具に用いられている 15~如Wスタータ形螢光ランづ

我が国の省エネルギー忙かなり寄与することが期待できる。用の安定器について製品化した。すなわち,安定噐の電力損失の低

螢光灯用安定器の省電力効果

am)器具光京M

(ラγプ光東X噐具効率)

(W)

旧タイプ

1革Ξ* (1血バV)効0

(噐貝光束÷消費電力)

準

(1m)

"Z、
^
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DX-411 B

注

(%)

従来の電球

60

*印本体に枠を取り付けた状態(アクセサリー左し)での比較である。

4.2

ート形の 55W に対して,45W 巴約18%もの省電力効果が得られ

る。

また,との器具の大きさは,いずれ、グ0ースタート形と同等であり,

ラピ,,ドスタート形巴比較して,幅・高さとも 10~20%小形化されて

いる。
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新夕'ゾ

31

(】0の

DX-41

251

(】0の

省電力形電球
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電気鉄道では,将来を目指した新しい交通機関の開発と並

行して,在来の鉄道システムにも新技術の遵入が積極的に

行われてφる。

次代の新幹線を目指ナ超電導磁気浮上式鉄道は,初の2

両編成の連結走行試験に成功した。新形の車両には車載冷

凍システム,光ファイバによる車上伝送システムなどの新

技術が採用された。

昭和56年2月と3打には,我が国初の新交通システム

が神戸と大阪て、相ついで開業した。特に神戸ポートライナ

ーは,折から開催された神戸ポートアイランド博覧会ヘの

主力交通機関として活躍し好評を得た。

東北・上越両新幹線は昭和57年に予定される開業を問

近に控えて,電車の製作が急ゼッチで進んでぃる。

電機子チ"ツパ制御車両として,先の試作車の成果を折

込んで国鉄201系通勤形電車の本格的投入が始まったほ

か,各地の地下鉄Kも引き続き採用が進んだ。一方,郊外

電車には界磁チ"ツパ式電車が広く登場してきてぃる。海

外向けKは,メキシ=市地下鉄電車のほか,スペイン国鉄

向け 4,650kW大出カチョッパ制御式電気機関車を製作中

て、ある。

電鉄変電所用設備としては, SF。ガス絶縁変圧器やエポ

キシモールド変圧器など不燃化要求に対応する新しい絶縁

方式の変圧器,マイクロプロセッサ利用のディジタル保護

継電装置,呼a隣連動」の導入とシーケンサの採用による

新しい変電所連弱Jシステム,光ファイノぐ通イ言システムを導

入した変電所集中管理システム,更に蓄電池を利用した直

流き電電圧補償システムなど,新しい機器やシステムを開

発,製作した。

とのほか,車両メーカーにおける電車のぎ装完了後の検

査のための総合試験装置,地下鉄の空調換気制御システム

(香港地下鉄),窓口機に制御機を内蔵させた小形の定期券

発行機,路面電車用の完全密閉冷凍サイクル式車両冷房装

置など,省力化,信頼性向上更にサービス向上に貢献する

各種の新製品を納入した。

通

海運造船業界にお仏ては,燃費改善を主体とした省エネ

ルギー対策及びトータルシステムへの拡大をめざした自動

化が主要な継続的課題であり,当社の船舶用電機品の生

産,研究開発もとれらの背景によって特徴づけられる。

まず,推進用夕一ぜンをディーゼノレエンジンに置き換え

る主機換装工事用の電機品が,前年に引き続いて大きな生

産比率を示した。主軸駆動発電機につぃては,国内で初め

ての中問軸式を開発し,歯車結合式を受注した。

マイクロコンピュータ応用の自動化システムは対象,規

模ともに拡大し,生産実績も急速K増加してぃる。

新造船については,船種の多様化に伴って,電機品も例

年になく多彩なものとなった。特に,特別高圧受電のフロ

ーティングドック,各種石油掘鄭」りグ, LNG タンカー並

びに石炭専焼鉱石船向けなどに特色のある製品を納入して

し、る。

昭和56年における我が国の自動車の生産は輸出の好調

忙支えられて,前年度に引き謬話世界第1位の座を維持す

ることはできたが,大きな特色として国際的な企業系列化

が月立ちつつある。

当社は総合電機メーカーとして,エレクトロニクスを駆

使して自動車の商品価値を高めるべく,ざん新なアイデア

による高品質な製品の開発に全社的組織をもって取組んで

いる。

オルタネータの軽量化や,ターボチャージ付エンジン用

のバノレブととも忙,点火時期を制御するためのセンサやコ

ソトローラが開発され,4輪車のエンジン刻J率を高めるた

めに貢献したほか,2輪車にも電子進角制御を提供するこ

ととなった。

音粋製晶としては,音場の改良や,チューニソグの容易

化のほか,本格的な力ーコンポ《オルフェス》を発表し,

フィーリソグの向上を図った。

その他,半導体を応用した電子方位計や,エアコン用の

新しいコンプレッサ等を開発し,快適性向上のため忙役立

つている。

9 交 通
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.磁気浮上式鉄道

超電導磁気浮上式鉄道の技術開発は,日本国有鉄道が中心となって

進められており,当社、積極的に協力している。

宮崎実験線では, U形断面軌道における1両での走行試験に引続

いて,2両編成の列車としての走行試験が開始された。編成車両問

の引通し線として光ファイパ線を採用しており,強磁界や電磁界ノイ

ズに対して高い信頼性を有してφるぱかりでなく,従来の電線に比

べて軽量,ぎ装スペース小となっている。

これらの試験と並行して,より一層の高性能を目指した超電導電

磁石,車載冷凍機,地上電源装置など,システム構成要素の研究開発

が進められている。

.新交通システム

昭和56年2月開業の神戸新交通(株)の神戸ポートアイランド線「ボートラ

イナー」は,ボートアイうンド博覧会の見学者の足として利用され,6か

月間忙約1,500万人を輸送した。

とのシステ△は,低圧3相交流き電方式が採用され,3相サイリスタ

づりりジによる位相制御方式により力行,回生づレーキの全域にわたっ

て直流複巻電動機の性能を十分に発揮している。 ATC装置は,3

重系構成で高い信頼性を確保し,また AT0装置は,高精度の駅問

速度制御と駅定位置停止制御により乗心地の良φ自動運転を実現し

ている。

.日本国有鉄道納め電車用電機品

東北・上越新幹線の開業をひかえて,200系新幹線電車が製作され

た。当社は,とれ忙搭載する主変圧器,主整流装置,主電動機,パ

ーニャチョ,パ装置, ATC装置,空胴装置,列車無線やモニタリング装置

などの主要電機品を多数納入した。

今後の通勤形電車の標準となる201系回生づレーキ付チヲヅ新剖御量

産電車の運転が開始された。中央線における試作車の試験結果並び

K製作上の改良点を折り込み,試作車と比ベてづレー判アクトルの撤

去など仕様の一部が変更になっている。当社は,チョ,パ制御装置,

主電動機,主平滑りアクトル等の電機品を納入している。

伊豆地方ヘの輪送力並びにサーピス向上のため,新形式の185系特

急形直流電車が製作された。既に実績のある機器・部品を主体に構

成してあるが,特急形にふさわしい設備と性能を有するとともに,

近郊形通勤電車としても対応可能な構造となっている。当社は,こ

れに搭載する主制御装置,主電動機などを製作した。

.新幹線電車用減速度管理装置

現在の新幹線では車内信号方式を採用しており,車両が下位信号を

受けると信号セクション長や制限速度と実速度の差に関係なく ATC

装置が直ちに動乍して最大づレーキカで減速するようになっている。

このたび,日本国有鉄道に納入した減速度管理装置は,セクション長

と車両速度に応じた最適減速度を演算指令することにより平均速度

を高めるととをねらいとしている。装置は帋曳路データ,づレーキバターン
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省エネルギー時代の要請忙とたえろべく,回生づレーキ付交流専用電

車の現車試験が千歳・室蘭線で実施された。これは,回生づレーキに

必要な電機品のみを製作して,7Ⅱ系電車に搭載したもので,回生

づレーキを停止づレーキに適用したのは初めてである。今後の発展が期

待されるととろである。
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のメモリを内蔵し,これらのデータを基に次の ATC信号現示地点

までの距籬と現在の走行速度から最適減速度を算出・制御する。

ハードゥエアは鉄道車両用マイクロコンビュータシリーズで構成しており,メ

モリ容量は ROM 16K バイト, RAM 4Kパイトである。

鉄道技術研究所にある951形試験電車を用いて装置の機能確認試

験が行われる。
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.海外鉄道車両用電機品

スベイン国鉄向けの DC 3,00OV,3,10okW の 269 系チョッパ制御式

電気機関車の現車走行試験を完了したのに引続き, DC 3,00OV,

4,650kW の 251系チョ,パ制御式電気機関車30両分を受注し,電

機品初ロット分の製作及びタイづテストを完了した。この機関車は,客

貨両用で,運転整備重量132t,最高速度160kmル,高粘着特性,

定速運転制御及び発電づレーキ制御付きとなってぃる。一方,269-

200系 3,10okW抵抗制御式電気機関車にっいても電機品を製作中
て、ある。

メキシコ地下鉄向けには,フロン沸騰冷却式チ.,,パ制御電車用主電

動機,制御装置,及び高圧インバータ装置を新たに受注した。

オーストラリア NSW州鉄道向けには,2,00OHP ディーゼル電気機関車

用電機品に加えて,新系列の 86 系 DC I,50OV,2,70okW他励回

生づレー牛付パーニア抵抗制御式電気機関車用電機品を受注した。更

に,同州鉄道向けに空調装置付2階建電車用電機品も受注してぃ

る。

オーストラリア・ビクトリア州鉄道向けの定格出力 65RVA の電動発電

機は,発電機側が無整流子化されている。
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.車両用主電動機

大トルクを要求されるディーゼル電気機関車用主電動機,界磁構造が

複雑でしかも十分な界磁アンペアターンが要求される界磁チ.,ヅ{用主

電動機及びぎ装スペースに制約のある路面電車用主電動機などには,

8角枠の設計を積極的に採用した。 8角枠では界磁コイルの配置が

合理的であり,台車ヘのぎ装もコンパクトに行える長所をもっている。

車両用主電動機の絶縁はH種が一般化してきているが,素線絶縁

に採用される電着マイカ絶縁は,当社の開発した全く新しい絶縁方

式で,無機質のマイカ粉力絲色縁の基材になっているので,均質で,

耐熱性の高い絶縁システ△となった。
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.省エネルギー電気車制御装置

車両制御システムの第1条件として省エネルギー化,省力化が定着して

おり,地下鉄を中心に電機子チョ,,パ車の採用が続いて仏る。札幌市

交通局東西線釦00系の中問車及び編成増備車をはじめ,帝都高速

度交通営団 6000系及び 8000系増備車,阪神電気鉄道5000 系増備

車用に自冷式フロン沸彦'冷却チョ,パ制御装置を納入した。一方,郊

外電車にはコストパフォーマンスの良さで回生づレーキ式界磁チョッパ車が

多く投入されるようになっているが,通勤圏の拡大とともにとう

(勾)配線区運転機能を付加するなど各路線条件に適した省エネルギー

電車が広く登場してきて仏る。

近畿日本鉄道1400系車は,回生づレーキ付'きの界磁チョ,ヅ{を制

めて実用化し,昭和騎年3月から順調に稼鋤している。同年7月

から運転に入った新京成電鉄8000系界磁チョ,,パ車は,運転や電力

系統の条件に適した直列回生方式であり,回生有効率を高めた、の

である。南海電気鉄道8200系電車は勾配線区も走る省エネルギー形

新通勤車で,界磁チョ,,パ制御装置を搭載して近々車両が完成する

予定である。抑速づレーキはもちろん,停止づレー千も回生優先発電

併用方式で保安度や保守性の向上を図っている。更k界磁制御の自
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由度を生かして,上り勾配における定速運転機能を備え,しかもそ

の平衡速度が架線電圧や荷重によって大きく変動しないようきめ細

かい制御を行い,運転性の向上を図っている。

界磁チョ,,パ用主電動機
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札幌市交通局納め東西線6000系増備車用自冷式フ0ン
沸騰冷却チ.',パ装置
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.車両用 DA空調システム

架線電圧DC 600~750V の小形車両用冷房システムを開発し,松山,

鹿児島,広島,長崎の各都市の路面電車に搭載した。とのシステム

は,直流架線をそのまま電源とし,交流電動機駆動方式を採用して

おり,次の特長を有して込る。

(1)クーラーは全密閉冷凍サイクル式のため冷媒ガスの補充が不要で

あり安全性が高い。

(2)機器が小形,軽呈のため冷房化工事や取扱いが容易でしかも

車体屋根の重量負担を軽減できる。

(3)制御装置の無接点化により日常の保守点検が不要である。

」」'"""U"Ⅱ"訂"1「""Ⅱ1111"Ⅱ""11""11Ⅱ11Ⅱ1ⅡⅡ'1Ⅱ"Ⅱ"ⅡⅡ11」1""1"「Ⅱ",fⅡ"1111計11Ⅱ11"11Ⅱ"1"11,Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ"1ι1」1ⅡⅡⅡ"1「Ⅱ1」Ⅱ111"Ⅱ"Ⅱ11""'ι1111計1111"ⅡⅡ」11U"Ⅱ11Ⅱ""1tⅡ"ⅡⅡ町Ⅱ11'1"111」"」1Ⅱ"」1"111,「Ⅱ1」"""肌1111Ⅱ11ⅡⅡⅡ11」fⅡ""1t"11"11Ⅱ11,1ⅡfⅡⅡ訂"11Ⅱ"ⅡⅡ"11"Ⅱ肌Ⅱ"

.車両メーカー納め新幹線電車総合試験装置

東北・上越新幹線電車の組立完成後の検査には膨大なチェ.汐項目と

きわめて高仏試験精度並びに信頼性が要求される。車両の保守業務

を目的とした試験装置について当社は,日本国有鉄道をはじめ,地

下鉄並びに新交通システ△などに幅広い実績を有しており,この実績

を生かして今回車両メーカー向けに新幹線電車の完成検査業務の機械

化を目的とした総合試験装置を完成し,納入した。との装置は次の

特長を有して仏る。

(1)新幹線電車の導通,絶縁,機能忙関する各試験の1万点余り

の全チェック項目を実施できる容量がある。

(2)約6,400点の配線が短時問で自動的にチェ'ゞクができる。

(3)計算機との対話が容易なディスづレイ付移動操作盤を採用して

φる。

.蓄電池式直流き電電圧補償装置

車両の高速化,編成車両数の増加に伴ら負荷電流の増加で,既存の

変電所中問点あるいは片送り終点付近で,直流き電電圧が熨常に降

下する場合があり,また新電化区間でも特別高圧交流受電が困難な

区問がある。そとで,簡便で経済的な直流き電電圧補償装置の共岡

研究開発を日本国有鉄道を中心として鋭意進めており,との抵ど,

蓄電池式直流き電電圧補償装置に使用する蓄電池充電制御装置を製

作,納入した。

この装置は, DC I,50OV き電線から直接,蓄電池(12V,175

Ah,66個直列X2群)を充電する機能を有すると共に,蓄電池を

き電回路ヘ投入あるいは開放して直流き電電圧を補償するための制

御指令機能を合せ有している。国鉄可部線において実負荷試験を実

施中であるが,結果は良好である。
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.電鉄変電所用変圧器

電鉄変電所用変圧器には,防災の上から不燃化特性が特に要求され,

しかも小形・軽量,保守の容易,高い信頼性屯必要であり,とれに

適合するものとしてモールド変圧器, SF6ガス絶縁変圧器が年々増加

してきている。

上越新幹線新榛名SSP(補助き電区分所)及び新高山SSP 向け単

相,60/30kv,10MVA き電用単巻変圧器は, 1、ンネル内に設置さ

れることから特に不燃化の要求が強く,これに適したガス絶縁変圧
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器を納入Lた。 SF。ガスのみにより冷却を行うガス絶縁変圧器とし

ては,国内最大容量の、のであり,トンネ}レ内の設置スペースの1制蜂勺か

ら冷却方式としてガス循環風冷式を採用し,機器のコンパクト化を図

つている。

この抵か,制御用変圧器,瓢器用変圧器及び計器用変流器もガス

絶縁機器が採用され,トンネル内変電設備のガス絶縁による一貫した

不燃化対策が実施されている。
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蓄電池充電制御装置
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一方,札1滉市交通局(琴似変電所)に 4,oookW サイリスタ整流器
用モールド変圧器を納入した。

とのモールド変圧器は,コイル

を半硬化状態の1ボキシ樹脂で

絶縁処理し,コイル巻成形後,

加熱硬化させるナjづレグ絶縁

方式を採用している。との方

式は注型工程がないので,大

容量器でもコイルを分割ナる

必要がなくなり,従来のモール

ド変圧器に比ベ,特に小形軽

量化された。また,コイルの最

外層はガラス繊維の多いエボキ

シ樹脂で覆っているため,耐

クラック性を著しく向士させ,

負荷変動の大き込電鉄変電所
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用変圧器に適したものとなっ 10MVA ガス絶緑単巻変圧器

.電鉄変電所用ディジタル保護継電装置

電鉄変電所全体を,マイクロづロセヅサを用いたディづタルリレーによってー

括して保護するディジタル保護継電装置を開発し,札幌市交通局に納

入した0 この装置は,4台の高速マイクロづロセッサを用いたもので,

変電所の保護機能をすべてソフトゥエアで実現して仏る。保護りレー自

身が計算機の機能も備えているので,上位系の計算機とのコミュニケ

ーションも容易となり,保護りレーの試験及び保守の省力化が可能と

なった0 ディジタル化の傾向にある現在,保護装置がディジタル化され

たことにより,制御も含めて電鉄変電所の全ディづ夕1し化の道が開か

れるととになった。
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.阪神電気鉄道(ネ知納め変電所集中管理システム

電鉄変電所の指令業務を自動化し,より合理的かつ信頼性の高い管

理システムの導入が積極的に行われている。阪神電気鉄道(株)に納入

したシステムは,次のような特長を有している。

(1)大幅かつ高度な自動化の採用

日常的な記録業務の自動化だけでなく,夜問電路作業の計画業務か

ら停電・送電処理までの一連の自動化を図ってぃる。系統操作のマ

イ夘制御及び系統異常時の復旧処理にっ仏て十数種の肖動制御パタ

ーンを採用している。

(2)簡潔むシステ△構成

文字ディスづレイ装置及び2台の高密度画素式図形ディスづレイ装置を設

置し,変電所の状態,電力系統状況の同時把握,特高系統の電源系

別母線加圧色別衷示などにより系統盤の廃止,またマイクロづロセヅサ

による集合形バ,,クァ,づ装置の採用によ男旨令所のスペースを大幅に

縮小している。

(3)多様な酉歌愈をしたシステム設計

光通信システムを一部変電所に導入し,変電所内の状態,異常の検出
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4ρookW サイリスタ整流器用モールド変圧器
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ディジタル保護継電装置
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を行い,また非遠制機器・子備機器などを模擬入力し,系統状祝を

より現実に近づけた系統制御として仏る。
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.東北・上越新幹線用変電所連動システム

東北・上越新幹線用として納入した変電所連動システムは,日本国有

鉄道技術研究所が開発した新しい制御理念に基づく「相隣連動」の

遵入,及び「シーケンサ(連動論理盤)」の採用忙より,電鉄変電所の

新しい制御力式を確立したシステムである。

とのシステムでは,「相隣連動」により保安機能の向上及び系統事

故発生時の系統の自動再構成を実現し,かつシーケンサの導入による

高度な制御機能姻的制御)忙より,き電開始・停止時の複雑な操

作を単純化し,操作員の負担を軽減してぃる。また,白動点検や保

全に必要なデータの自動収集を行うことにより,保全業務の省力化

を図っている。
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.地下鉄空調換気制御システム

香港地下鉄(MTRC)は,亜熱帯地域に位置し,特に快適な環境の

維持を中心に,防災計画と省エネルギー化を目指して,世界でも最新

鋭の空調換気システムを採用している。当社は,システム設計から現地

調整まで一貫して受け持ち,コンeユータを中心とした全自動監視制御

システム,すなわち中央での集中監視と全自動運転による最適空調制

御や省エネルギー制御及び非常時の即応緊急制御などの機能を備えた

大規模な空調換気システムを納入した。更に,とのシステムは,広域

にわたる伝送装置や各駅に個別の監視制御装置をバヅクァ',づ機能と

して備えている。第1期線区(全長 15.6km)を対象としたシステム

は,順調に稼鋤しており,昭和57年開通を目指した第2期線区(拡

張 105Rm)対象のシステムは調整中である。
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.定期券発行機《MELPAS,N》

定期券発行機《MELPASシリーズ》の次機種として電鉄,ハ'ス会社に

適した定期券発行機《MELPAS-N》を開発した。

これまでの定期券発行機は,データ処理を行う制御機と発行条件の

設定,定期券の印刷をする窓口機に分離されて仏た。このたび開発

した機種は,制御機も窓口機に一体化実装した省エネルギー,省スペー

スタイづである。

《1V正LPAS-N》の特長は,次のとおりである。

(1)演算・記録機能を含む全機能を窓口機に一体化した。

(2)幅 1,10omm,奥行 70omm,高さ 1,460mm 巴小形である。
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(3)発券時問約7秒と高速である。

(4)感熱転写により普通紙,ボリェステルカードいずれでも使用でき

る。

(5)乗車経路設定用ポタンを 1,600個相当実装司能である。

(の 0ール紙専用,カード紙専用,ロール紙・カード紙両用と用途に応

じて選択ができる。

(フ)自動改札用コードを印加できる。

(8)発行記録の収集などオンライン化にも対応できる。
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9.2 船舶

.新系列CFC・D形船用交流発電機

発展途上国の造船技術の追いあげに対応して,国内の造船関連機器
にも格段の国際競争力の強化が求められてぃる。更に電機品にっ

いては,他国より今一歩進んだ技術的優位性を持っことが必要であ

リ,高信頼性ヘの要求も極めて強φ。

船内機器の経済性は,その機器自体が安価というととと,その機
器が小形蛭量で,装備上のコストが安φという2点から考えること

ができる0 特にディーゼル1ンジンによって駆動される発電機にとって

は,全長が短いととが重要なボイントである。

そとで,とのCFC-D形系列は,全長短縮.高効率.高信頼性の

3点から極限を追求した、のである。その結果,在来の系詞ル比較
し,全長を 200~30omm短縮し,効率を 05~1.0%向上させた。

図は,簡素な形状を採用した開放形機の例を示す。

容量範囲 4極 3,oookvA,6極 2,750kvA,8極 2,50okvA,
10極 2,oookvA

までの標準化を完了し,昭和56年4月から生産に入ってぃる。

.中間軸式軸発電システム

当社は,昭和詔年に船舶の省燃費のためのサイリスタインバータ式軸発

電システムを開発した。その後も研究を続け,今回新たに中問軸式軸
発電システムを完成した。

従来,軸発電機は推進軸から増速ギャを介して駆動し,サイリスタイ

ンパータは強制風冷式としてーた。しかし,剌溌電機を主軸に直接マ

ウントする方式及びインバータ装置の小形化の要求、強く,との開発を
行ったものである。

中問軸式軸発電機は,増速ギ卞方式に比ベて総合効率及び据付ス

ペースの点で優れているが,回転子が主軸の一部となるため据付方法

と保守に難点があった。そとで,との軸発電機は,固定子を2分割

とし,周定子巻線を完全に分離できる構造として据付け,保守を容
易にしている。

サイリスタインパータは,省スペースと信頼性向上のため,船用フロン沸

"途冷却サイリスタモジュールを開発使用した。また,サイリスタ部は完全密

閉容器に収納されているため,耐環境性に優れ,大幅な小形化を実

現した0 今回開発したシステムの仕様は下記のとおりである。

システム出力 650kw, AC 450 V,60 HZ

軸発電機回転数.120ゆm

.船用内圧防爆形電動機

船舶用の3相誘導電動機として,初めて次の内圧防爆形機を製作し
た。
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新系列CFC-D形船用交流発電機
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中問軸式軸発電機

4 台,2251くW,4極,440V,60亘Z

F 種絶縁,立て形,形式:SF-FV,枠番.355LL

温度上昇限度 70゜C (B種相当)

本体.對入式内圧防爆形(パージ弁付き)(ハG3)

安全増防爆形 (eG 3)

端子箱:耐圧防爆形 (d9G4)

用途は, PARCEL TANK PUMP でオイルタンカーの船底の残油

を吸出すためのポンづである。電動機は,甲板上の防爆区域に設置

される。

また,本機はロイド規格適用であるが,協会の了解を得て 11K細
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本舶用品検定協会)の検定を受け,とれに合格したものである。

設計及び試験内容は, NSC 四05及び安研指針にもとづいて行

つた。規格上電動機の内圧は5mmAq以上を確保しなければなら

ないが,電動機の停止時及び運転時と、入口定格圧力150mmAq

に対し圧力損失は 30~40mmAq で十分内圧を確保でき,また圧力

スィヅチは内圧が50mmAqで確実に作動し電源を遮断することも確

認できた。更に,構造,温度上昇その他の特性も含めてすべて所期

の性能を達成し,今後同様の電動機を製作するための基盤を確立し

た。
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.りグ昇降用新形電動機

ジャッキア,づ形石油掘削りグは,づラ"フォームの昇降用として多数の

ジャッキングモータを装備している。当社は,とのほど日本海洋掘削(株)

第8白竜に電気式づレーキ解放装置を装備した新形ジャッキングモータ36

台を納入した。とのモータはモータ自身の荷重分担を適正化するため,

日常点検時に電磁づレーキを解放して軸トルクを検出する必要がある。

ところが,従来の解放装置はトグル機構を応用した手動レバー式のた

め,レバー長の制限など屯あって大きな人力を要してφた。新形モー

夕はづレーキの電磁力をそのまま解放装置にも利用したので操作性が

良く,また構成部品数が半減して構造、簡単になった。とのため,

保守性能及び製品の信頼性が大きく向上し,現在同船は順調に稼働

している。
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.省エネルギーのための発電機制御装置

現在の船舶主機換装工事は,補機を含めた総合的な省エネ1レギー・省

力化を目指してぃる。このため発電装置としては,従来の自動始動,

自動同期投入,自動負荷分担などの一連の自動化のほか,発電機の

運転管理制御,すなわち発電機の運転台数制御,ぢ閉'スターピン発電

機の有効活用策としての負荷分担比率可変制御,並びにバウスうスタ

などの大容量補機始動時の必要電力判定回路などが要求される。図

は,とれらの諸機能を備えた制閉'スタービン発電機制御装置の外観を

示す。これは従来のアナログ 1C 1こ,船用モニタシステムなどで実績のあ

るディジタル方式の制御を加えて達成した高信頼度の制御装置であ

る。
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.船用大形データロガー

との装置は,6台のディーゼル主機関と4台のディーゼル発電機などを

対象とし,警報表示・記録,データ表示・記録等を行う。出力装置と

してカラー CRT,ハードコビー,タイづライタ及びアラームづりンタを備えて

いる。また,推進用計算機とのデータ伝送により,推進装置の誓報

記録,手一夕表示・記録も行っている。

なお,これらの諸機能と多量の入カデータ処理のために,この装

置には5台のマイコンを使用し,大形化と高信頼化を図っている。ま

た,光ファイパを伝送路に使用可能な高速多重伝送装置を開発採用し,

データ収集の高速化と高信頼伝送を実現した。図は,この概略システム

構成を示す。
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船用大形データロガーシステム構成図
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.発電機保護用ABEC形気中遮断器

最近の小形船舶における発電機保護用気中遮断器の小形化,信頼性

向上の要求に対応して, ABE-C形を開発した。 ABE-C形は従来

の定格電流20OA品を,250A に格上げすると同時に取付面積を約

40%に縮小し,盤の小形化を可能にした。引き外し方式は半導体

リレー式であり,遅延動作機能を持つ電子式UVT コントロールリレーを

内蔵した信頼性の高い新製品である。また,遮断器を電気的にトリ

ツづできる卜小,づ端子付きとし,遠隔操作や継電器との組合せの便

を図った。更に固定形接続に加え,さし込形端子も採用できるので,

メンテナンスが簡単になり,断路器の省略などによる盤の経済設計が可

能である。

9.3
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.80シリーズオルタネータ

自動車の省資源・省エネルギーの観点から,車両の軽量化,低燃費北

の要求は厳しく,昭和55年代に入ってからは乗用車だけでなく公

共性の高い大形トラ,,ク・パスに対しても,との考え方が波及してき

た。

今回開発に成功した 80bリーズオルタネータはトラック,バスの手イーゼル

エンジン用の軽量化にこたえたもので,1C レギュレータの特性を十分に

生かすことにより界磁電流の増加を実現し,出力特性を下げずにス

テータ外径寸法を 1サイズ縮小(φ150mm→φ142mm,φ135血m一ゆ

128mm)するととと,画1防向寸法を短縮することにより重量を約

15~20%怪減させながら機種統一を実施し,流動機種数を約70機

種から50機種忙減少させること忙成功した。以下に 80シリーズオルタネ

ータの開発のボイントを列挙ナる。

(1) 1C レギュレータの採用しわーアヅづ)

. ECCS用クランク角センサ内蔵配電器

自動車用ガソリンエンづンの点火時期,空燃比,燃料噴射量, EGR量,

アイドル回転数など種々の制御を,マイクロコンピュータによる電気的な手

法で行う方式を各社が発表している。当社は日産自動車のECCSシ

ステム用として,エンジン回転角て、1度の分解能を持つ信号と,気筒問

隔に対応した角度位置信号をディジタル信号として出力するクランク角

センサを内蔵した配電器を開発した。

センサは,従来より実績のある磁石発電式のものと光式の2仕様あ

リ,いずれもハイづりツド 1C 化したユニ,,トと共に構成し,最適な電

磁遮蔽構造の採用により,小形軽量化,高精度,高信頼性を実現し

たものである。

.ノックコントロール装置

エンジンのノ,,キングを抑制する独自の方式に基づくノックコントロール装

置を独自の方式に基づいて開発し,量産を開始した。との装置は,

エンジンの振動を検出するノ,,クセンサと,ノックセンサ信号からノヅクの

強さを判別し,点火時期を遅角制御するイグナイタを含むコントロールユ

ニヅトで構成される。ノ,,クセンサは圧電素子を用いており,単純な構

造でかつエンづン振動を確実に検知できる性能をもってぃる。この圧

電素子については,自動車の過酷な環境に耐えうる材料選択を行φ,

膨大なテスト評価によりその信頼性を確認した。コントロールユニ,"は,

独自の制御方式を採用し,簡単な回路構成とし,更にイグナイタ回路

を一体としたことにより廉価システムを実現した。

自動車

゛r乎^

ABE250-C形気中遮断器

'路広

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

小形軽量化(ステータ外径,全長の減少)

流動機種数の減少(機種統一)

耐熱性向上

長寿命形
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三菱自動車工業(株)東京自動車製
作所向け大形卜うワク用80シリーズオ

ルタネータ(24V,30 A)
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.2重配電IC化無接点式配電器

同一気筒に2個の点火づラづを奘芯した機関の点火装置として,2

重配電IC化無按点式配電器の量産を開始した。この配電器は,2

個の点火づラグに同時に高電圧を与えるため,一体化した2系列分

の IC化イグナイタを内蔵,同じく2系列分の高圧配電部,1つの無

接点式信号発生部(磁石式発電タイづ),機関の点火時期制御用の進

角機構部を有し,小形,軽量,高信頼性構造巴なってぃる。

また,このシリーズには,外部信号によって片側の点火づラグを失火

できる機能がある、の,及び機関のノ,,キンづ制御用として外部信号

に対応して点火時期制御(遅角)できる機能があるものをそろえて

V、る。

.バルプアクチュエータ

昨今の社会的要諸となっている省燃費,排気ガス・安全対策の二ーズ

にこたえ,ウユストゲートアクチュエータと全樹脂性エアコントロールバルづを開

発,量産化した。

ウェストゲートアクチュエータ(三菱重工業(株)向け)

ガソリン1ンジン搭載の乗用車に装芯される夕ーポチャージャは, エンシンの

過回転,過加給を防ぐため排気バイパスパルづ(ウェストゲートバルづ)を有

するが,とれを作動させるウェストゲートアクチュエータの満足すべき要求

出項は,次のとおり過酷である。

奨境条件 -30~180゜C

流体ガソリン・オイルミストを含む空気作動条件

圧力 0~750mmHg,変位量 0~12mm

動作回数.50万回以上

これを,ダイヤフラ△の新形状設計,新規ゴム材料及び補強基布の採用

ですべて適合させ得た。他応用が期待できる。

全樹脂製エアコントロ】ルバルブ(東洋工業(株)向け)

.二輪車用点火・充電装置

米国を始め,世界の市場で問われている,中・小形二輪車の省燃費

化と安全性向上にとたえるため,

(1) 4極一6極形磁石発電機

(2) 1C化電子進(遅)角付容量放電形イグナイタ(CDD

(3)注形化点火コイル

を3本柱にし,二輪車用エンづン電装品の標準シリーズを拡充した。

とれ忙よって,①35~45W へッドランづの点火が可能になり,②エンジ

ンの要求ナる点火時期特性を,精度よく容易に満足させ,③装置も

小形・軽量が図れ,当社標準シリーズの二輪車ヘの適応能力は一段巴

.電子方位計

フラ,,クスゲート形磁気センサを使用した車載用電子方位計を開発した。

従来は磁金十式のものが一般的であったが,精度に限界があるととも

に取付位置に、制約があり車載用としては不十分であった。自動車

の車体には固有の磁化による磁気が存在しており,その磁化の大き

さ,方向は車ご巴に異なる。

この方位計は,この車体固有の磁化を補正する手段を有しており,

地磁気を正確に検知するもので,高精度の方位測定が可能である。

また鉄橋,高速道路,トンネル,車のナれちがい時など地磁気の乱れ

がある場合,あるいはワイパモータ,ヘッドランづなど車載電気負荷ノイズ

による煩わしい指示振れをなくすため,最適な応答性を持たせてい

る。表示部は取付けの自由度があるため,運転者の見やすい位置に

Ⅱ,n,11Ⅱn"ⅡⅡ訂Ⅱ"訂ⅡfⅡⅡ"町ⅡⅡ訂1111Ⅱ1ⅡⅡ町Ⅱ"1fⅡ11訂11Ⅱ"「11」1昨ⅡⅡ"111ⅡⅡⅡ""""ⅡⅡ"1.Ⅱ1ⅡⅡⅡ11Ⅱ11ⅡⅡ11Ⅱ1」"Ⅱ1ⅡⅡ1111ι1"1」訂11""1111Ⅱ訂ⅡⅡ"1111ⅡfⅡⅡ"Ⅱ「」1」」111」1Ⅱ'ⅡⅡ"ⅡⅡ"Ⅱ"'ιⅡⅡ{ⅡⅡ「罰Ⅱ111"1ι11""Ⅱ訂Ⅱ計Ⅱ11Ⅱ1,"Π,11」"Ⅱ1」111Ⅱl「"1]訂"111訂ⅡⅡ"Ⅱ訂」,
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触媒ヘ導入する空気量を負荷・回転数に応じて制御するパルづであ

る。三菱化成工業(株)と共同開発した新づレードのPBT樹脂を採用

し,軽量化・コンパクト化を図った。

重量低減率 25%(アルミダイカスト品との比較)

部品共通化率 90%(3機種共通部品は40点中36'リ
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設置可能で良好な視認性を得ることができる。表示形態は 16方位

の分割表示で表示部と制御部の配線数を減らせるため,表示素子の

マトリクス接続を採用している。
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.サウンドエフェクタ値動車車室内音場改善装置)

通常,自動車車室内におけるステレオ聴取は,こもり感,密室感が大

きく,種々の悪条件のもとでの聴取を余儀なくされてぃる。最近は

特に,車赦音粋システムの高級化に伴って,乗用車に限らず車室内の
音縛特性の改善に対する要望が大きくなってぃる。

との要求に対応して,サウンド1フェクタを開発した。とれは,人問の

聴覚機構の特性とステレオ音楽の性質に基づ仏て,ステレオ再生信号を
電子回路によって処理し,車室内のステレオ音場を改善しょうとする
ものである。

サウンド1フェクタの第1の特長は,自動車車室内のステレオ聴取にお

いて広がり感巴残響感を増大Lて,ともり感と密室感をなくし,ひ

いては聴感上の心地よさを増すととである。また,ニュースのような

モノラルソースの場合には残響効果を付与しないので聞きやすく,更に

ステレオの場合には,中央位置に定位するポーカル歌手の音像位置が影

響を受けなφととも特長である。

サウンドエフェクタの製品化にあたっては,グラフィリクィコライザと同一の

ケースに収納して小形化し,効果量は使用者の好みに合わせて適当に

調節できるよう,可変っまみを設けてぃる。ステレオデヅキやチューナー

.マイクロコンピュータ制御の電子チューナー付力ーステレオ

本機は, PLL方式の電子チューナーの受信機能を,マイクロコンビュータを

応用して更に知能化したものである。従来のづりセ,汁による選局に

づラスして,サービス1リアの比較的狄い FM放送受信時に,あらかじ

め記憶させた1群の局のなかから,自動車の走行地域に応じ最良の

受信局を自動的に順次,選局するととができる。

選局押ポタンには,通常のづりセットによるメモリ以外に,1ポタン当

たり10局,合計60局の周波数記憶が可能で,受信局自動切換動作

忙おいては,選局された押ポタンに記憶された 10局中の最良のもの

が常時受信できるので,長距籬ドライづにおいても手動選局が不要と
なる。

特に,国内の酬Ⅱく-FMやヨーロ,,パ各国の放送網のように,同一

づ0グラムを放送している局が全国に置かれている場合には,とれら

の局を 1群巴してメモリしておく巴,同一内容の放送を継続的に聴

くととができる。また,周波数表示に初めて液晶を使った。

.三菱ダイヤトーンカーコンポーネントステレオ《オルフェス》

カーオーディオの主たる需要層である20才代の若者の二ーズに的を絞っ

て,新しく開発した《ダイヤトーン》カーコンボーネントステレオの新シリーズ

《オルフェス》は,カセットデッキ 4機種,メインアンづ 3機種,チューナーとグ

ラフィ,クィコライザー各1機種の計9機種で構成している。

《カレフェス》の開発にあたっては,カーオーディオ機器としての本質性

＼

U,"1ネ1U」肘「u]Ⅱι1"11U"Ⅱ計11罰Iur11」HⅡl「11"Ⅱ"UきIU闘計"Ⅱ"ⅡⅡ1"1"1Ⅱ11き11"1」11ⅡⅡ11ⅡⅡ計叫髭11"Ⅱ1耳1'肌訂1ⅡⅡ註Ⅱ,」闘,」Ⅱ闘Ⅱ"",ι」1N.1田」"」1"111 "1"闘Ⅱ.計'1t"Ⅱ

と組合せて,高品位の自動車用音縛システ△を騰成するととができ,

ともり感,密室感のない心地よい音でステレオ音楽を楽し力ととがで

きる。

なお,受信局肖動切換動作のシステムの技術的な詳細は,三菱電機

技報,昭和56年7月号, V01.55, NO.7 に掲赦の"カーラジオにお

ける受信局自動切換システム"を参照されたい。

1」11Ⅱ訂Ⅱ"ⅡⅡ11""肌ⅡⅡ1」ⅡⅡⅡ11"計Ⅱ"Ⅱ"1rⅡ"11Ⅱ」」Ⅱ羽""11」1ⅡⅡⅡ""Ⅱ」Ⅱ」ⅡⅡ""",1"Ⅱ」11tⅡⅡ計"」1Ⅱ訂Ⅱ"'1UⅡⅡ訂11肌1111Ⅱ"Ⅱ"訂ⅡⅡ」1」」"Ⅱ1"1Ⅱ」1ⅡⅡ"Ⅱ""計Ⅱ

能の追求に加えて,音を光で表現するサウォ'インジケータやイルミネー勧

.ンとソフトヌ,チ化による好H乍フィ]ルグの向上を大きな要素として

とり入れた。

カセットデヅキは,仏ずれもソフトタッチによるパワーイづエクト方式,バス,

トレづル独立コントロールで,機種によりドルビーノイズリダクション,曲の頭

出し機能なども内蔵してφる。

アンづは総合出力 50W,10OW,150W と,走行車室内で十分な

ダイナミックレンリが得られる低ひずみ(歪)率,大出カアンづが3機種そ

ろっており,サウンドインづケータやシステム全体のイルミネーションをコント

0ールするオートディマー機能も装備している。

チューナーとイコライザーは共に,取付けやすφ薄形である。

サウンドエフェクタ
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. SA形力ーエア司ン用圧縮機

当社では,カー1アコン用圧縮機として,小形軽量で高性能な SA形

ロータリ圧縮機を開発し,生産を始めた。

との圧縮識は,家庭用 1アコンで実領の高い口ーリンづビストン式口ー

タリを,世界で初めて力ーエアコン用圧縮機に採用したもので,従来多

く使用されているレシづ口式や斜板式圧縮機に比ベて,はるかに小形

軽量高性能となってぃる。

主な特長は次のとおりである。

(1)小形軽量で, FF車や軽自動車などの狭いエンジンルームで、,

無理なく納められ,取扱仏が極めて容易になっている。

(2)高性能で燃費が良く,低速から高速運転まで安定した性能が

得られ,常に快適運転が楽しめる。

(4)口]Jングビストン式口ータリの採用により,滑らかな回転圧縮を

実現し,運転時のショ,クや騒音を大幅忙低減した。

(4)口]ルグビストンの鋤きにより,シールづレードの損耗をほとんど

なくし,優れた耐久性を有する。特に高速耐久性に優れており毎分

10,000回転以上の運転も可能にした。

(5)当社独自のシンづルデザインにより,高い品質が保たれて仏る新

製品である。
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9.4 航

.ボーイングフ67用バルブ

航空機のトヅづメーカーである米国ポーイング社の新形航空機B-767形

用シャ,,トオフハ'ルづとして,当社のバルづがその技術力をはじめ,
口

口口

質管理体制,生産管理体制などについての総合的な評価を受けて,

採用が決定した。

とのパルづは,主に燃料タンクからエンジンへ供給される燃料の制御

(全開及び全閉)に使用するもので,直流電動機で駆動するアクチュエ

ータと,アダづタシャフトを介してとのアクチュエータで操作されるパタフラ

イ桜i造のパルづを持つパルづポディーで構成している。

開発にあたっては,小形韓量及び信頼性を配慮した。その耐久性

については世界で初めて,従来品の5倍(当社比)忙当たる50,000

サイクルを満足するようにした画期的な製品である。とのため,アクチ

ユエータ部分には特殊な口ーラクラッチ巴斬新なりミヅトスィッチ機構を採用

し,更にパ」レづポディー部分には四フッ化エチレン桂朋行コーティンづ処理を

施している。

とのパルづは,昭和55年9月予定どおり開発を完了し,昭和59

年10児までに約300機分の納入を予定している。

主な仕様は次のとおりである。

管径2インチ,圧力 60PSI(42kglomり,定格電圧 28V DC,作動

時問約2S。

'"や.、、
tにj、ぢ二、典、
' J ^,毒"/ 1

、、、ー'ー」、,

J'1 ゛みビ

゛JJ
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10.家電関連機器

昭和56年度の家電国内市場は,冷蔵庫,洗濯機などに代

表される家庭用電気商品群と,ビデオテープレコーグーを

中心としたビデオ・オーディオの電子商品群との明暗を浮

彫りにした年であった。昭和30年代後半から40年代にか

けて,高度成長時代に普及が始まった家庭用電気商品群は,

現在では,ほとんどの製品が普及限界に達しており,経済

成長率が鈍化する中で,消費者の生活防衛意識の高まり,

商品の選択指向の強まりなどにより,需要の減退を余儀無

くされている。

一方,ビデオテープレ=ーダーに代表される電子商晶に

ついては電子並びに半導体技術の進歩に立脚して急成長を

遂げ,国内市場はもとより,輪出の大幅な伸長に支えられ

て好調に推移している。 1980年代を展望するとき,この

傾向は1つの象徴的傾向を示すものと考えられる。

また,経済成長率の鈍化,言いかえれぼ成熟社会ヘの移

行に伴う問題として,資源・エネルギー問題が,国家的課

題として存在しているととを忘れてはならない。

昨今,石油の需給が小康状態であるが,長期的観点にた

つて,省エネルギーの技術開発,ある仇はエネルギー源の

多様化に対応する機器の開発を行仏,新製品はもとより,

製晶改良も含めて,新規あるいは買替え需要に対処してい

く必要がある。

次に,変化する社会と多様化する二ーズへの対応が必要

である。成熟社会では何が求められるのか。潜在的二ーズ

の発掘に積極的に取組むととが,メーカーに要求される時

代でもある。

高令化,情報化社会ヘの対応,安全性,快適性,満足度

の充足等々,魅力ある商品の開発を指向していくととが肝

要である。

以下に,昭和弱年から56年にかけて当社で開発した新

製品についてその概要を述ベる。

10.1 音響・映像機器

.《ダイヤトーンスピーカー》システム

昭和56年度には,一般市販用の4機種,シスコンセ,介用4機種,業

務用の2機種及びボートビア'81の三菱未来館向けスビーカーなど多くの

製品を開発し完成した。中でもポートピア向けの PW-1600 形は,世

界最大級の160omスーパーウーファーであり,また 10万円台の高級づヅ

クシェルフ DS-503形はその性能面で市場の注目を集めてぃる。

PW・1600 形

このスeーカーは,超低音再生の研究のために開発したもので,可聴帯

域外の 8H.までを高仏音圧レベルで再生できるよう口径を 160cm

とし,3,00OW の入力に耐え得る。特に,振動板は 20mm 厚ハニカ

ムコーンを採用し,磁気回路は電磁石のフィルドコイル形を採用するなど

大形化に伴う新技術を開発導入した。本機はボートピア'81の三菱未来

館において,地震などの超低音の効果音を再生し,その迫力で来場

六 5々' 六 5々'

10 家電関連機器

六

者に好評を博した。

DS・503 形

技術的成果が大きく各種の賞を受けたDS-505形の姉妹機として開

発したもので,中音用に 65mm 口径の直接駆動のボロン化ドーム互イ

アフラム(DUD方式)を採用し,とれからのディリタルオー手イオ時代に

十分対応できる高性能スビーカーである。

DS32B MKⅡ形

4万円台の売れ筋を中心として高仏評価を受けた DS-32B形の後

継機種で,低ひずみ化,広帯域化を図って高音用にDUD方式のド

ーム・コーン形を採用するなど多くの改良を加えて音質的にも好評を

得た。
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DS・181 S, DS.181VV 形

《ダイヤトーンスeーカー》では初めての試みとして,同・一機種を 2種類の

意匠に仕上げて同時に発売した。コンパクトサイズではあるが,トールポー

イ的にまとめ,スーパートゥイーターの ON/OFF司能な押ポタンスィッチ

には視覚的にわかりやすいイルミネーテヅドスィッチを採用した。また,

曲げ形のパイづダクトを使ったパスレフ方式とした。

',

互
昂

MON汀OR・10(AS・1051)形

小形ボータづルの業務用モニタースぜーカー巴して新しく開発したもので,

2ウェイ方式のスeーカーに AC/'DC両用に使える30Wアンづを内蔵

している。特にカラーTVモニターと隣り合わせに設置できるよう漏

えい(洩)磁束を少なくし,大形モニヌースピーカーとして活躍している

AS-300IS形に合わせた音質にまとめている。現在NHK の小形

モニターをはじめ民放局でも採用されている。

.亀
tノ 厶,

^4突
"ι.ー.ーユ"

カセ,ワトコンボ Y-500 形

丁、

..・ブ

.3 ディメンジョンステレオカセットコンポ

カセットコンボY500形並びに Y700形はステレオラジカセ程度のスリムなポ

手イーから据置形ステレオ装置に匹敵する広がりのあるステレオ感と雄

大な低音を再生する 3ディメンジ.ンシステムのステレオ装置である。 Y-

500 はづツクシェルワ形で, Y-700 はフロア形である。総合出力 46W

の大出力 3チャンネルアンづと木製キャビネ,,トに組込んだアコースティックエ

アサスペンションタイづの重低音専用スーパーウーファー,並びに左右各々 2ウ

エイスビーカーからなる 5スeーカーシステムく、,外形からは予想できない

雄大で広がりあるステレオ再生ができる。

との新製品はカセットテーづの再生を主体にしてエレクトロニクス部を組

込んでおり,フェザータッチ式テーづ操作,りモコン,9 曲白動飛越選曲,

自動繰返し,タイマー録音再生,ドルビー雑音低減回路などをフル装備

している。ほかに音質を自由に変えられる 5チャンネルグラフィックィコライ

ザー,7局まて信己憶選局て、きる電子チューナー,づレヤー用イコライザーアンづ,

絵文字表示のついた 4チャンネルづログラムセレクタ,更にカラオケに便利な

ワイヤマイクあるいはワイヤレスマイクとの同時ミキシング及びエコー付加も可

能である。

なお,本機は背面にFM, AM各たの専用アンテナを設けている。

Y-500形と Y-700 形とは内容は同じであるが, Y-700 形の方はよ

P圦1-1600 形スーパーウーファーとエンクローづヤー
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り豊かな低音が得られるよう強力なスeーカーシステムを持っている。

. FM/AM ステレオラジオカセットプレーヤー

最近のラジオカセリトテーづレコーダーは小形化やステレオ化とともに,室内

での使用だけではなく屋外での使用も多くなってきた。カセ,"式の

ヘッドホーンステレオづレーヤー,ミニステレオラジカセのなどの商品が特にヤンづ

層に受けて著しく伸長しているのはとの結果である。

DS-503形スビーカー

ぜ多ン
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当社の FM/AM ステレオラジオカセリトづレーヤーTX-10 形は,多目的

用途にふさわしいステレオ感重視のヤンづ向け商品である。その主な

特長は,

(1)左右のスビーカー部を電源電池を軸にして自在に屈曲回動がで
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きるので,室内ではステレオ感を自在に調整して楽しむととができる

(2)軽量(13kg)なので,スピーカーポックス両端に携帯用ベルトを

付け,屋外に持ち出して楽しむととができる。出力は2W (1WX

2)である。もちろん AM/FMラづオも聴くととができる。

(3)左右のスピーカーポックスをそれぞれ分籬し,延長コードでっない

で使用するととができる。

(4)本体中央カセ,,トづレーヤー部だけを,ヘッドホーンステレオづレーヤーと

して屋外に持ち出して使用することもできる。

.カラーテレビ

国内向けカラーテレビ

カラーテレピの基本性能として,映像,音声,操作性,信頼性,更に

斬薪なデザインを常に追求し開発を進めてぃる。昭和56年度に当社

が発売した次の製品には,その成果を取入れそれぞれの特長を仏か
してし、る。

昭和56年5月から順次発売開始した一般機種 08CT-C64W,

20CT-C84W,26CT-C町T形なぞ)には,新開発の高忠実色ハ

イコントラス"'ラウン管(HF管)を採用し,より鮮やかな原色の映像を

再現し,コントラストを改善した。更に,新シャーシの採用により部品

点数を大幅に削減し,信頼性の向上巴省電力を図った。

また,昭和56年6月から順次発売してぃるスリムコンソールタイづの

音声多重カラーテレビ「シティフェース」シリーズ(22CK-C90W,18CK-C

60W形など)には,新開発のスーパーウーワアー3アンづ 3Dシステムを導

入し,省スペースデザインの中で大迫力の高忠実度音縛再生を実現した。

更に,チャンネル選局をはじめ,音声多重の主/副チャンネル,音場拡

大機能の切換えなどを速礪操作できる,新機構の着脱式托コン付き

とした。

一方,カラーテレビ需要のパーソナル化に対応して,小形コンパクトデザイ

ンの音声多重(2重音声),着脱式りモコン付き機種(16CT-C45T,

18CT-C55形)を昭和56年10月から発売した。また,オーディオ,

ビデオ入出力端子をもった機種(18CT-C55TV形)を昭羽156年Ⅱ

月から発売した。

輸出向けカラーテレビ

米国の CATV放送の増大に対1心して,高集積ワンチ,づマイクロコンビュ

ータを使った新周波数シンセサイザ選局システ△を開発発売した。また,

市場の要諸を先取りした FM受信機内蔵,ビデオ・オーディオ機器との
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FNI/AMステレオラジオカセ四卜づレーヤーTX-10形

接続が可能で,かつ音質重視形豪華コンソールカラーテレピ(CK-2582形)

を発売し,好評を得ている。

香港向けには,香港及び中国の放送電波を受信でき,放送方式の

切換えを自動的に行う,2放送方式受信カラーテレビ(CT-18ⅡHD,

CT-20ⅡHD形)を昭和56年12児に発売した。更に国内向けと同

様,輸出向けカラーテレビに順次高忠実色ハイコントラストづラウン管を導入

した。

ビデオプロジェクションシステム

米国向けに,新しく VS-520UD, VS-515U, VS-506U形の 3 機

種を発売した。とれらはいずれも従来の製品K比ベ,御度を当社比

で約50%向上させた。更に, CATV 、直接選局できる 105チャンネ

ルオーjレバンド受信可能な周波数シンセサイザ選局電子チャンネルを内蔵さ

せると共に,いま話題のピデオディスクと接続できるように音声回路を

ステレオ化し,更に音声ワイド回路を付加している。また国内向けに

は,同じく麺度を改善した,天つり機種LVP-560 形を開発して発

冗した。

川

,,;
'

キ5魂こ*^煎畢.゛

音声多重カラーテレビCITY FACEシリーズ,盖脱りモコン付き,
音声多重カラーテレピ(左から 22CK-C90W,18CK-C釦W,
18CT-C55TI',16 CT-C45T形)

家電関連機噐

、.竪一"

、,,,ー"゛゛,丁モ^'とJ "ビ1り抄,ノ],セ,゛リ

.ー.X踊"し、゛-f、、
」1.今"心"¥〆ご

ゞきし'/JJ

1 弌

づ

']ιイ,ノ.' J ¥,.

10.

ドア付スクリーンを

ピデオづロジェクタ

ノ

ιノ

111

ノψ

イ¥

二 J、

"」1,;、>、

y

、j

VS-520UD形,
有する米国向け

>
'
 
J
.
 
J

'
ン
一
 
i
j
1
^
一

1
J
 
1

一

'
1
]
1

ー
'
 
1
f
1
ー

ψ
〕

、
ノ

ー
ー
ー

,
ゾ
'
Y
 
、
'
,
γ
十
 
4
 
,

念

謎

浜
.イ



.ビデオカセットレニーダー

2時問録画のボータづル機種1Ⅳ一7000形を新たに製品化した。 HV-

7000形は本体4.3kg,電池0.56kg,計4.86kg と,現存する製品で

は最軽量である。消費電力は録音時に6.2W と省電力化を図り,電

源として電池を使用した場合で、カメラと組合せて連続約1時問の

記録が可能である。以下HV-7000形について述ベる。

小形軽量5モータデッキ

とのボータづル用デッキには,回転部分のそれぞれに独立したモータを

配置ナる当社特有の 5モータ方式を採用している。とのうちりール駆

動モータは,電力消費を配慮して,ギャて減速する新構造巴した。

高精度を必要とするテーづ走行系の部品は,アルミダイカストのドラ△

ベース上に構成して,デ四キのべースはガラス纖維で補強した脚仂ーポ

ネート樹脂を用いている。とれとダづルリンづ式口ーディングメカニズムを採

用し,デ.,キの構造は単純なものとし,部品数も従来より30%減少

して小形軽量化巴高信頼化を達成している。

可変速ノイズレススローモーション,その他の特長

HV-7000形は収録した映像をフ1レに楽しめるように特殊再生機能を

充実させた。正逆9倍速のスeードサーチの時に画面に現われるノイズ

が一定位置で本数が半分の4本になるようにサーポ方式を採用した。

スローモーションはν6~ν30 まで連結河変て、,ノイズが画面に出ないよ

うにコントロールパルスを参照して,テーづを徴細に間欠駆動する方式と

した。このテーづの駆動は新たに開発した薄形づラシレストランジスタモー

夕で行い,再生のモードによって異なる駆動要件はコイルの夕,,づ切

換えで行っている。

そのほか,前の音を消さずに新しい音を重ねるサウンドオンサウンドアフ

レコ機能,一時停止や停止の前後における画面の乱れを無くすつな

ぎ撮り機能や確実に記録するための各種アラーム機能を備えている。

主た,主要9機能のワイヤードリモコンを付属しており, CIT-701形カメ

.高忠実色ハイコントラスト新形カラーブラウン管

カラーづうウン管の卸度性能が実用上十分なレベルに到達した今日,コン

トラストや色澗などのような画質性能を重視する傾向が非常に顕著と

なってきた。このようなカラーづラウン管に対する高画質化の要求にと

たえて,当社が初めて開発,製品化したのが高忠実色ハイコントラスト

新形カラーづラウン管である。

との新形力うーづラウン管では,螢光面の輝度性能

討1,1Ⅱn'1"Ⅱ11町11"肌11Ⅱ1111"訂Ⅱ1」訂11」,11""キH11"Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ訂Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ訂11計」1"11Ⅱ"Ⅱ""Ⅱ"ⅡⅡⅡⅡ計Ⅱl「」計Ⅱ"計Ⅱ訂Ⅱ"1"1111""Ⅱ"""Ⅱ"11Ⅱ1」11'"訂11ⅡⅡ""Ⅱ"11ⅡⅡ訂11"ⅡⅡU11計1,"Ⅱ,1111U」11f"""11Ⅱ肌n"計Ⅱ計Ⅱ訂"Ⅱ""1Ⅱ肌""町Ⅱ1,

ラと組合せると,カメラ倶仂、らのVTRの操作も可能である。

関連機器

本体と組合せてテレビ番組の記録を行うための VT-7000形ビデオチュ

ーナーと,電源供給と電池2本の同時充電が可能なスィヅチングレギュレー

夕式の DA-7000形電源アダづ夕の関連機器を用意している。

をあまり損なうととなく,コントラスト性能が約40%

(当社比)向上している。とれは,新しく開発し

た酸化ネオづウ△(Nd乞0.)添加フェースづレート(づうウ

ン管前面の透明なガラス部)の独特な光選択透過

特性(図参照)と,との特性に適合した発光特性

を有する螢光体との組合せにより,螢光体の発光

エネルギーを光出力として効率良く取出せると共に,

コントラスト低下の原因となる外光(周囲光)をこの

フェースづレートで効果的に吸収,除去した結果であ

る。

また同時に,とのフェースづレートの光選択透過特

性に起因する光学フィルタ効果により,青・緑・赤・

発光スくクトル中の色純度低下原因となる不要な波

長成分の光を除去して,より深い色調の3原色を

実現した。この結果,螢光面の色再現範囲が約15

%(当社此)拡大して,より忠実な色の再生を可

一^

HV」7000形

Cコ新しく開発した
フェースプレート

一、
之

゛,,,興プイ.、

ご瓢之案一

ⅡⅡ11n1闘"NI"11肌Ⅱ1""ⅡⅡ計Ⅱ"Ⅱ"1Ⅱ訂Ⅱ1Ⅱ11罰計Ⅱ"肌Ⅱ"肌11""1"Ⅱ1"肌Ⅱ"計"1Ⅱ"11""ⅡⅡ"肌"11Ⅱ11"1"""Ⅱ計Ⅱ訂ⅡⅡ計""Ⅱ1Ⅱ"""肌1"""ⅡΠ"Ⅱ"Ⅱ酢詑訂計ⅡⅡ11U訂'
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能とした。

電源DA-7000形
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ビチオカセ,りトレコーダー 11V-7000形
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従来のフェースプレート

430 580530480

波長 mm)

フェースづレートの分光透過特性

三菱電機技報. V01' 56. NO.1・ 1982
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10,2 家庭用機器

@センサオーブンレンジRO-5700形

1台でレンジ,オーづン,グリルの3つの機能を持っオーづンレレンづに,簡

単な操作で上手に調理できる制御機能を付加した,ガス検知式センサ

オーづンレンづである 0

コントロールパネル部分に記債させてある 16の料理群の中から,使用

者が好みのメニューを選択,主剥乍するだけで,そのあとはあらかじめ

決められた火加減などのづロセスに従って調理を行う(おまかせ加
剤D。

食品の加熱により発生する種六の冶機物ガスは,加熱庫内K述通

した排気ダクト内のガスセンサで検知し,マイクロ波出力制御,ヒーター

出力制御,庫内温度制御などを行い当動嗣理を行う。

また,使用者が好みに応じて出力,時問,温度などを設定する

「お好み加熱」巴しても使用できる。更に調理の仕上り状態を調節

する延長機能,使用者独肖の調理方法を記憶させるメモリ機能を内

蔵して仏る。

.コーヒーメーカー《ピュアカフェ》

コーヒーを手市武C,そしておいしく作れる新機構付きのコーヒーメーカー

CO-30及び CO-20形を開発,発売した。おいしさの秘けっはコー

ヒー豆の渋皮(シルバースキン)や,粉砕で生じろ徴粉末をミル運転中に

除去するととにある。更に,タイマー制御で好みに合わせてアメ,功ン

からスト0ングまでひG免)き分けること、できる。

《じユアカフェ>の特長は次のとおりである。

(1)渋皮フィルタを用V、,ミル運転忙より乍じるケース内の空気流

を利用して,渋皮と徴粉を豆と分雛除去する。

(2)ミルタイマーにより拠き加減を自山にできる(CO-3羽陶。

(3)刃付4枚力り夕により,加熱せず,す早く彩)砕できる。

(4)円創リ杉の力ートリヅジタンクにしたととで清掃性が向上した。

(5)コードリール式にしたととく・主剥乍性が向上した(CO-30形)。

(6)紙フィ1レタ採用でおいしさと消吊性がア.,づした。

(フ)消費電力N削川によりドリリづΠ捌珂が短縮し,スピード抽出でおφ

しさが向上した。

命電子ジャー炊飯器《火かげんかまどっ子》

《か主どっ子》の機能に加えて炊飯量にあわせた火力の調節がスィ,

チひとつででき,少量炊いても,火1,t炊いても 2度炊きのふっくら

盛りあがったおいしいご飯が炊ける《火かげノVかまどっ子》, NJF-

2180,2150,2100形を開発,発売した。

その主な特長は次のとおりである。

(1)少量から大量までおいしく炊ける「火かげん切換スィッチ」付

113

""11""""ⅡⅡⅡ",Ⅱ,n計"」1,「ⅡⅡⅡ{11Ⅱ1」111""」1Ⅱ11Ⅱ"11"11計Ⅱ"11」1」」""11"Ⅱ"H」1,1Ⅱlt1Ξ1Π11Ⅱ"11」1訂Ⅱ"Ⅱ"1「"1Ⅱ,1111"'Ⅱ,11111」ⅡⅡ1」1ιⅡⅡ11訂"ⅡⅡlt」11」計Ⅱ"Ⅱ"」"」訂耻」」"訂ⅡⅡ計Ⅱ」1」1Ⅱ」1"jtⅡ1Ⅱ1111111Ⅱ"1よ11ⅡⅡ計計H11計Ⅱ{1""討""11Ⅱ1111"1"町11吋

、 J ゛^

^

^

センサオーづンレンジ RO-5700形

乏霊羅

・少な゛址のご飯を炊くときは,「少昂U の1_Ⅱ挑に合わせれば炊飯

途中から加熟呈が自羽川りに 1々忙コントロールされ,2度炊き、ν2の

火力で,経済的でおいしいご飯が炊きあがる。

・大最のご飯を炊くときは,「弱」の目駐では分熱量で加熱するが,

2度炊時崗が短縮され,とげの少ない炊きあげとなり,また長時締

の保温に適した炊きあげとなる。阿寅」のΠ盛では,全,懲量で加熱

し,2度炊き時岡も炊飯呈にあわせて長くなり,香ばしい風味(お

とげ)のついた炊きあげとなる。

(2)炊きむらを防ぐ"S字ヒーター"の採用。

10.家電関連機器

^

^

1Ⅱ1ⅡⅡ」「""Ⅱ」」"UⅡⅡⅡⅡⅡι11Ⅱ"Ⅱ1Ⅱ"訂Ⅱ」1"'ⅡⅡ1ⅡⅡ"Ⅱ"1"Ⅱ"訂Ⅱ11"1t"ⅡⅡ""1]"""Ⅱ""111111Ⅱ"Ⅱ1ιⅡ"Ⅱ"111"Ⅱ1"11"耻ⅡⅡⅡ""計Ⅱ11"j「"Ⅱ"ⅡⅡltⅡ"ⅡⅡltⅡ1」1,」1訂ⅡⅡ"11Ⅱ""11Ⅱ"1ι」111ⅡⅡ訂111"1Ⅱ11」"1ΠⅡ"U"11」」Ⅱ訂Ⅱ

( 3 )

( 4 )

( 5 )

コーヒーメーカー《ビュアカフェ》 CO-20(A工刃)形

饗

強い火力で釜のまわりから包み込む"空気対流期射加熱"。

食ベ頃を知らせる"食ベ頃チャイム"付き。

炊飯スィッチと連動した"切"スィッチ付き。

電子ジャー炊飯器《火かげんかまだっ子》
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命電気クッキングヒータ

電気ク,キングヒーターは,全電化厨房電化マンションなどの需要増にこ

たえるために開発したもので, CR-7200形(2 ログリル付き)と

CR-7300形(3 ログ山山寸き)の2機種がある。とれらの特長は次

のとおりである。

(1)操作がすべてキーに触れるだけで行える。マイコンによる夕,,

チコントロール式で,火力が各ヒーターとも 10段階に比例制御でき,「弱」

から阿釦まできめ細かな熱量調節ができる。更に,その時の火力

をインジケータに表示してひ巴目で分かる新しφ設計である。

(2)グリルは操作のしやすい引出し式で,魚を横に並ベて置ける

(ワイドグリル)ので,焼け具合を外から見やすくなっている。

(3)前面はダイヤル,スィッチ類の凹凸を少なくして,清掃性に、極

めてすぐれている。

(4)その他ガスの元栓に相当する電源スィ,,チ,誤動作や子供のい

たずらを防止するために火力が固定できるパネルロ,,クスィヅチ,グリルの

劉尭きによる異常加熱を防止ナる温度過昇防止器などを付けて,安

全面に、十分配慮している。

圃 2段調理オーブントースタ

朝の限られた時問を能率よく利用するととを目的に,2段式の調理

オーづントースターを開発した。トースト 4枚またはトースト2枚とハム1.,づ

などの調理が可能である。

その朧造,特長は次のとおりである。

(1)上・中・下段の 3組のヒーターを配置し、そのヒーター問に上

段と下段の2組の網付き調理スペースを設けた。上段は網を取外し付

属の容器を使ってハムエ,,づなぞの卵料理もできる。下段の網は半固

定であり,ドアを開くと前にせり出す構造になっている。

(2)小スベースでの力酵顎原と被調理物との近接化による焼きむらを

防止するため,ヒーターの近くに均熱板を設けてある。

(3)ヒーター回転板を回すことで,その回転軸の高さに上及び中段

のヒーターが雁ぽ水平の位置に並び,高さを必要とする調理に使用す

るととができる。この場合調理スペースは 1段となる。なお,下段ヒ

ーターは固定である。

(4)ヒーター回転板の回転時の衝撃を吸収するため,緩衝装置を設

倉ミキサー 0 ジュースミキサー《ニューフルーツシャワー》

昭和55年に行った清掃姓の改善に引き続き,昭和56年も,とれを

更に一歩押し進め,使い勝手の改善と下ビしらえメニューを大幅忙広

げた《ニューフルーツシャワー》を発売した。特長は次の巴おりである。

(1)づユーサーの機能

①傘形遠心かごでしぽりかすを周囲に飛び散らさせずに1箇所にか

き集める方式,②市販のボリ袋が簡単にセットでき遠心かビによっ

て集められたしぽりかすを,その主ま手を汚さず処理ができるかす

箱付き,③おろし用カッターにダづルカヅターを採用し,切削性を向上

させ投入口を拡大した。

(2)ミキサーの機能

①焼入れ刃(刃物用ステンレス鋼)の採用忙より,強さと切削性が向

上し,フリージングしたジュースやバナナなどのシャーベ,ワトがわずか30秒

でできる,②ミキサーポトルを 800,40oml,2つの容器に使仏分ける

マジヅクカ,ワづにより,ビーナワッバターやマヨネーズ,また水を使わぬネクタ

など上手に仕上がる。

なお,同時に発売したミキサー専用2機種にも,焼入れ刃,マづ.,ク

、
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.高S圧R形新冷凍サイクルとその冷蔵庫ヘの適用

局SEER形新冷凍サイクルは,通常の冷凍サイクルで稼鋤する機器を

起動'停止を繰返しながら運転するとき,その起動.停止のっど発

生するエネルギーロスを軽減し,常に連続運転時の高効率運転を維持す
るととをねらい主した冷凍サイクルである。

従来の冷凍サイクルは圧縮機の停止時,高圧側冷媒と低圧側冷媒が
混合ハ3ンスし,圧縮機起動後徐々に高圧と低圧との差が大きくなり

ながら定常運転状態ヘと移行していく。とのため圧縮機が起動する

とき,低圧側の蒸発器にたまり込んだ冷媒液を吸入.圧縮したり,

定常状態に達するまで効率の低い運転を行い,連続運転時忙比ベて

トータルの COP (成績係数)が低くなってぃた。

新冷凍サイクルは牛ヤeヲ庁ユーづの入口に電磁弁を配置し,また圧

縮機吸入側に逆止弁を挿入するととにより,圧縮機停止時,高圧側

と低圧側に配分された冷媒を分離したまま保持するため,圧縮機の

停止.再起動時に発生するエネルギーロスを軽減し,効率向上を図った

ものである。

この新冷凍サイクルを245Z容量の 0一夕りコンづレッサ搭載の冷蔵庫に

@石油ガス化ファンヒータ

当社が業界に先がけて開発した石油ガス化ファンヒータの4年目の機

種として, KD-25DTD, KD一語DTD形では次に示すような機能
向上を図っている。

(1)マイクロコンピュータ制御プj式により,室内の酸索濃度低下を知ら

せる換気警告ランづシステムの精度を向上させた。

(2)づレパージ機拙,りサイクル点火により,点火性能を向上させた。

(3)フロート式定油面器から,オーバフロー式定油面器に代えたと巴に

より,消火時の臭気を低減させ,またファンヒーターの移動のっど必要

であったりセットポタンの操作を不要にした。

(4)サーピスコールを低減させるためのモニターランづを充実させた。

(5)火力の下限を下げて,火力幅を広く Lた。

(6)その他,消費電力の低減,燃料力ートリッづタンクの容量を 10%

増大させた。

俵スペース用ファン《天壁》

スペース用ファン《天壁》は,省スペースを吉え取付位置を壁面だけで

なく天井まで発展させ,今までの壁掛扇に代わる空問利用の ニユー

属風機としてその位置を確固たるものにした。

大きな特長である前面回転づりルは,全体を薄くコンパクトな、の

にし頭上での圧迫感をなくす巴共に,扇風機の首振り機構の代わり

として,風のサーEス1リアを広げてぃる。

天井付近のスペースを利用して取付けられるため,夏場の扇風機だ

けでなく,冬場のエアサーキュレータ巴しても利用でき,季節商品から

脱皮し,年問商品の仲問入りができることの意義も大き込。

@電気掃除機TC800形

電気掃除機TC-800形は,使用者の最大の不満点であるごみ捨てに

焦点を合わせて商品化した。との掃除機は,コードを引き出ナビと

に自弱珀りにフィルターのちり落しをするだけでなく,回転エネ1レギーを

蓄え,前ぶたを開込てからもう一度ポタンを押すと,蓄えた回転1

ネルギーにより"クルッボンカッター"が回り,ビみが外ヘ出てくる機構に

なっている。

その他の特長として,吸込仕事率は 150W,集じん容量は 31,

10.家電関連機器

血ⅡⅡι1Ⅱ11Ⅱ"'111""Ⅱ"Ⅱμ11"UⅡ註Ⅱ1'」1ⅡⅡⅡⅡⅡ」1Ⅱ"UJ」ⅡⅡⅡ」1"UHⅡ〒Ⅱ11開UⅡUI」1ιι1払」きU11"11""ⅡⅡ1ⅡUI」Ⅱ"1"Ⅱ""ⅡⅡ1ΠⅡ1Ⅱ1Ⅱ計ⅡⅡUⅡ訂ⅡⅡ]Ⅱ11訂1"1」1Ⅱ""1"Ⅱ1Ⅱ"11Ⅱ1Ⅱ1ⅡⅡ肌Ⅱ闘」」1"Ⅱ1ι1"1T軒1

適用することにより,従来の冷凍サイクルに比ベ約20%の省電力効

果が得られることが確認できた。

凝結器
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ごみ捨ての必要を音で知らせるダス

トアラーム付きとしてある。また,床

づラシは持ち手の高さが変わっても

床にぴったりして,効率良くビみを

吸仇込む"吸う吸うづラシ"付きであ

る。

スペース用ファン《天壁》
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.シェーバー《スパーブ11》

《スバーづⅡ》はひげくずを吸い込むシェーバーとして開発し,次のよう

な特長がある。

(1)掃除機の原理でひげくずを吸い込む方式

ひげくずの飛散を防ぎ,カ,汁されたひげくずを,内蔵っアンで強力

に吸い込む。

(2)ひげくず捨てはスィッチポイ方式

外刃を外して,スィッチを入れるだけでひげくずが捨てられる。掃除

10.3 住宅設備機器

NⅡⅡ11Ⅱ計Ⅱ1Ⅱ1"訂Ⅱ1Ⅱ1"'1ⅡU"11計Ⅱl「Ⅱ1Ⅱ1」1Ⅱ"1tⅡ"肌ⅡⅡⅡ"Ⅱ1ⅡⅡtⅡⅡ111ι1ⅡⅡ1ⅡtⅡ"討"肌ⅡⅡ1ⅡⅡ1ⅡUⅡ11Ⅱ1ⅡⅡ"Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ11Ⅱ""11Ⅱ1Ⅱ「Ⅱ""""Ⅱ町ⅡⅡ訂1Ⅱ11Ⅱ"Ⅱ"Ⅱ"""1」訂"ⅡⅡ計」ι""ⅡⅡ111「"Ⅱ11"ⅡⅡ1ⅡⅡ111訂rⅡ1ⅡⅡ1Ⅱ1Ⅱ"11Ⅱ11ⅡⅡ""訂1」"ⅡⅡ"11"HⅡ"""肌"Ⅱ"訂",1ⅡⅡ"Ⅱ

.ルームエアロン"ドライタイプ"湿度センサ付き

業界で初めての温度コントロールに湿度コントロールを加えた,ドライタイ

づルーム1アコン(MSD-1815R, MSD-22巧R形)を開発した。質の高

φ快適性と省エネルギーを同時に追求した商品であり,ユーザーの湿度

に対する関心の高まりに対応するものである。梅雨どきはもちろん

のこと,むし暑仏夏の夜や秋雨どきと幅広込利用ができる。

この湿度センサーは特殊りポン製素子を使用し,室内の湿度を敏感

に感知し,パルスをマイコンに送ることによって相対湿度60%で運転

制御を行う。従来のドライタイづと比較して40%の省エネルギー化を実

現した。その様か,

・冷房ぎみ,暖房ぎみドうイ運転司能

・冷房除湿自動切換機構

・室温10゜Cまでドライ運転可能

・低騒音化を推進したドライキャビラリアウターカ式

などのドライタイづ特長に加え,室内奥行109Cm,室外奥行210mの

薄形設引'を図った三菱ルームエアコン《霧ケ峰》の代表的機種である。

.冷媒加熱ヒートポンプエアコン

冷媒加熱ヒートボンづエアコンは,暖房能力が外気温度に左右されない,

省エネルギーという特長を有する新しい空調機である。従来の空気を

熱源とする空調機では暖房運転時に外気温が低下すると暖房能力が

低下し,また,電気ヒーターによる補助加熱や霜取り運転を必要とし.

電力消費量が大きく,かつ効率が悪く,寒冷地には適さない。

今回開発した冷媒加熱方式のものは,従来の室外ユニットに燃焼機

を用いた冷媒加熱ユニ,トを組込み,燃焼熱をヒートポンづ回路を利用

して室内に送る。この方式により外気温低下時にも十分な暖房能力

機の自動ちり落しの原理で,ダストケースを

振動させて,たまったひげくずを払い落す。

(3)クィックァッづトリマー付き

長いひげや際ぞりは,スイリチのワンタッチ操

作でできる。

毛智出支ノ
づ 4 ン'ぜ,

,,4

シエーハー

《スパーづⅡ》
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巷、

ルームエアコン"ドライタイづ"湿度センサ付MSD-1815R形(室内側D

を得ることができる。冷媒加熱用熱交換器は高い熱交換効率四0%

以上)をもち,冷媒や潤滑油の熱的劣化のおそれはない。冷房運転

は従来と全く同じである。

そのほか次のような特長をもっている。

(1)圧縮比を小さくして圧縮機動力を低減した。

(2)灯油やガスを燃料とするので,省 1ネルギー,低ランニングコスト

となる。

(3)燃焼機が室外ユニ,ト内にあるので,排気工事が不要である。

(4)室内ユニ,"は,従来の空調機と同様壁掛形で,省スペースで

ある。

(5)補助電気ヒーターは不要で,電流容量の小さい設備で使用でき

る。

^
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^
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讐ミタ十ユニ,ワト室内ユニヅト

冷媒加熱ヒートボンづエアコン
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.縱形スリム《クリーンヒーター》

建築様式の断熱化,密閉化に伴い,日本のような小部屋構成の住宅

の個別暖房には小能カタイづの需要が高まってぃる。ガス《クリーンヒー

ター》 VGT-25C形及び石油《クリーンヒーター》 VKT-25GT形は,こ

の需要にこたえるとともに,縦形スリムタイづとして省スペース化を図
つてし、る。

主な特長は次のとおりである。

(1)一般家庭の4.5~8畳を対象とし,暖房能力を約2,10ok鳳Vh

とし,かつコンパクト化し省スペース化を図った。

(2)温風下吹き出し方式で暖房効果が良好である。

(3)低価格でありながら,加湿皿,ルームサーモ,安全装置などは,

従来の《クリーンヒーター》と同一の機能を持たせ,快適性,安全性にも

十分な配慮を加えた。

(4)石油タイづ VKT-25GT 形はシーズンオフにユーザー自身で取外

しができ,シーズンインに据付けができるような簡易給排気工事仕様

を織り込み,工事性の改善を図った。また,51容量のタンクを内蔵

.太陽熱利用冷暖房給湯システム

太陽熱利用の給湯は,ここ数年急速な市場の動きを見せてぃる。更

に,冷暖房システムへの展開も進められて込る。

当社では昭和砧年,家庭用給湯負荷ヘの対応として自然循環式

温水器を発売し好評を得てφる。太陽熱の給湯ヘの利用は,年問を

通じた必要性,また季節問の負荷変動が冷暖房に比ベ小さいことか

ら最適なシステ△巴いえる。白然循環式温水器の課題である配管凍結

などを改善し,より信頼性のある給湯システムとして家庭用の強制循

環式の給湯システムを開発した。

とのシステムには太陽集熱器(MSS-16FC),及び蓄削守凱MSS-280

ST)内の熱交換器を含む集熱系忙は不凍液(づロビレングリコール系)を

使用し,蓄熱槽内で給湯水を加熱する高効率2回路方式(問接加熱),

集熱循環ポンづには,高揚程,低消費電カタイづのボンづを採用し,

菁熱槽下部に開放形膨張タンクを導入し,施工性などの改善を図っ

た。

また,架合住宅や業務用給湯冷暖房の太陽熱利用システム用として,

平板式集熱器(MSS-20FC形)を開発した。集熱板は独自の優れた

.湯温切換え・標準形深夜電力利用湯水器

季節に合わせて,沸上がり湯温を85゜C と65゜Cの2通りに選ベる切

換スィッチを内蔵した湯温切換え・標準形電気温水器(GR-3761,

GR-4661形)を開発した。昭和53年に開発した給水水温を検知し

て自動的に沸上がり湯温を選定する湯温切換え・防雨形に続く,節

電シリーズの第2弾で,マニュアル切換方式の普及形である。別売のり

モコンポックスを装着すればりモートコントロールも可能である。

夏場の給水水温は,冬に比ベ平均 15~20゜C も高くなっており,

夏場は沸上がり湯温を 65゜Cに設定しても,冬期に85゜Cに沸上がっ

たのと同程度の湯量(混合湯)が得られる。また,小人数家族や使

用ナる湯量の少ない家庭では年間を通して沸上がり湯温を65゜Cに

設定することもできる。

65゜Cで使用した場合には,

(1)温水器本体からの放熱ロスが減少する。

(2)安全弁からの排湯による熱ロスが減少する。

(3)給湯配管に滞留する残湯による放熱ロスが減少する。

などの効果があり,節電ができる。

10.家竃関連機器

1ⅡⅡ」「Ⅱ」1"11Ⅱ」1耻ⅡⅡ"11"fⅡⅡⅡⅡlfⅡⅡⅡ1111Ⅱ'「Ⅱ町"Ⅱ"Ⅱ"」Ⅱ」'111ι"111]"1」"ⅡⅡ」11」"""計11'111肌"ⅡⅡ1」11ⅡⅡ"Ⅱ"11Ⅱ」11」UJ'1",1Ⅱ"訂Ⅱ1'"Ⅱ1Ⅱ"11Ⅱ"Ⅱ11]」"U"訂1」Ⅱ1'1」計11」1"Ⅱ"""1」"」"Ⅱ1」ι1Ⅱ""」1"Ⅱ」1Ⅱ'11Ⅱι11訂1」"Ⅱ11」"ι計N"'Ⅱ"1」.1」1U町」きⅡⅡ11ⅡUⅡ"

し,1回の給油で約30時問の暖房が

でき,給油の手問を少なくした。

(5) 10年問の実績をもつ当社独自

のMICS燃焼方式で熱効率が高く,省

エネルギータイづで維持費が安い。

.1闘'Ⅱ↓Ⅱ「"1闘1,」きEι闘1耽1肘1,剛」1」Ⅱ"闘"UⅡ」1訂」訂11111"件,Ⅱ叫1'1」UⅡ"^ぎ"罫E1111'闘山.ι」,闘副」肌1,,tlU111"」.」畔料」11Ⅱ"」4"1"↓財1嬰」"1腎」」計」UN計Ⅱ訂"HⅡ1駐"「」貿訂ι証1111UIHn訂,1闘Ⅱ」'出"」"1叶計1目UI"訂1"裂」"」"ι"闘.尋M刷'1"'^^」1^"凱.1凹ι」畦」'"↓」U1肌"1闘

選択吸収膜処理を施してあり,集熱導オ、管材料には耐食性,熱伝導

性などの特長を持つ銅管を使用している。

縦形スリム《ク
リーンヒーター》

ノ

."斗丘」^ⅡUⅡ1」闘Ⅱ肌」計111Ⅱ」」闘1計IUIUJ"」」Ⅱ1」"」.」」111Ⅱ耻冊りⅡ"」,」」"肌ⅡⅡ1'11」Ⅱ1ⅡUⅡ」ⅡⅡ1Ⅱtl"」1"ⅡⅡⅡ1」11"ⅡU」1'1Ⅱ11」111'tⅡⅡ11""」」」1"Ⅱ"""」1町ⅡⅡ"Ⅱ1」'1Ⅱ"Ⅱ"11"Ⅱ"Ⅱ""11Ⅱ111ⅡⅡ'"託訂」1計"11」1"ⅡⅡⅡ町肌Ⅱι1Ⅱ"1」」1"11」"

リモートコントロールホ,ワクス

(LM-101形,別売品)に

は, OFF,65゜C,85゜C

の3点切換スイッチと ON

/OFF切換えの目安を

知らせる湯量表示を付け

ており,台所などの手近

な所からこまめな切換操

作をすることにより,よ

リー層の節電が可能とな

る。
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太陽熱集熱器 MSS-20FC形

灸

,/'
^ 、

=量..ーコ"

令

、J ゛Y.

.

.

藁手ミι章

'々
、、

,1゛凱、、,ナ 1

117

湯温切換え・標準形深夜電

力利用温水器GR-3761形

〔

ミ

リモートコントロール

ポ,ワクス LM-101
形

ゞ
1
 
ι
ι
幸
'
Y
 
1
 
ー
ー
、
'

,
,

1
1



.壁掛式石油ガス化腰間湯沸器

OK・3000 形

コンパクトサイズ,壁掛式,最大出湯能力 17号の比例制御をもった石油

ガス化瞬間湯沸器で,当社独自の石油ガス化燃焼技術である AJB方

式バーナを採用し,出湯温度を検出し燃焼量制御を行う。本機の特

長は次のとおりである。

(1)コンパクトサイズ,壁掛式なのでポイラ室などが不要(省スペース)。

(2) FF方式,排気筒径φ釦巴小径なので排気工事が簡素化て・き

る。

(3)電子式石油比例制御システムの採用により,既間式ながらも水

量変動に対し湯温変動が少ない。

(4)りモートポックスなのて手近な所で操作可能。

(5)石油のガス化燃焼なので高効率,低維持費である。

付属部品の違いにより,屋内設置用と屋外設置用を用意している。

OK・17 BVV 形

コンパクトサイズ,壁掛式,最大出湯能力 10・号で,ソーラー給湯システム専

用機種として開発した石油ガス化瞬問湯沸器である。

内蔵の湯温センサが出湯温度を検知し,60゜C以下になると「強」

(約10号),80゜C以上になると「弱」(約7号)に自動的に燃焼量を

切換える。主た,太陽熱温水器内の温水が高温に沸上がっている場

合は,沸騰防止装置(設定温度90゜C)により OK-17BW形本体の

運転を自動的に停止し,太陽熱温水器だけで給湯するので,省エネ

ルギー効果を高めることができる。

n11」11ⅡⅡ」ⅡⅡ"11"Ⅱ"計Ⅱ"Ⅱ11ⅡⅡ"11Ⅱ肌11訂ⅡⅡ11Ⅱ"計"計Ⅱ1」"11ⅡⅡ訂ⅡⅡ111「ⅡⅡⅡ11Ⅱ"ι1ⅡⅡH」1"1「11""11"'1」1ⅡⅡ"1,"」1"Ⅱ"1」ιⅡⅡⅡ'1111"」1fj"ⅡfⅡ"訂Ⅱ"ⅡⅡ訂"Ⅱ'「l」Ⅱ」1Ⅱι1ⅡⅡ1Ⅱ」1Ⅱ1Ⅱ.」ⅡⅡ訂ⅡⅡ"ⅡⅡⅡι1」「Ⅱ1"Ⅱ"訂11Ⅱ"]ιU"11Ⅱ11Ⅱ1Ⅱ11Ⅱ1」"ⅡⅡιIUI'NI」""冊""U訂1Ⅱ

.家庭用水中ポンプ

家庭用水中ボンづには小形,軽量で,かつ高揚程に適した渦流水形

ボンづを採用している。

水中ボンづは一般に工事が簡単,騒音がな仏など数々の優れた特

長を有しているが,ボンづ及びモートル部分が井戸水中内ヘ設置する

ため,井戸内の異物がボンづ及びモートjレ内部ヘ侵入し,回転不能

(揚水不良)などの故障を起こすことがある。また,井戸の水質{C

より腐食が進行し,電気部分の絶縁機能が低下すること、ある。

今回水中ボンづの構造の一新を図り,これらの卜うづ}レ発生要因を

なくし,信頼性向上を図ったのでその概要を紹介する。

(1)ボンづの吸込口位置を,従来のボンづ側面からボンづ下部に変

えたことにより異物侵入の少ない構造とした。

(2)モートル軸封部は,オイルシール十砂よけプルガとし,2重防砂

構造としたととにより,モートル内ヘの異物侵入をなくした。

(3)モートルはキャオモートル方式を採用しているが,固定子周りを

すべてステンレス材料で製作したことにより,(1),(2)項と合わせ

て信頼性向上と長寿命化を図った。

^
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壁掛式石油ガス化瞬問湯沸器OK-3000形(屋内)
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壁掛式石油ガス化瞬問湯沸器OK-17BW形(屋内)
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1.研究

.35kW りん酸形燃料電池発電システム

.アモルフフスシリコン太陽電池

.太陽熱コレクタ用選択吸収膜

.高温用ヒートポンプの開発

.30GH.帯中出力 G.AS FET

.GaAS高速論理素子

.高出カクランク形TJS レーザダイオード

.光フ丁イバ1志用計測と光センサ

.人工衛星用GaA.太陽電池

.光相関追尾装置

.1C フレーム用材料

.高性能酸化亜鉛式避雷器《MOA》用素子

.電車電動機絶縁診断モニタ

.高流動性ABS樹脂の家電品ヘの適用

.押し出し連動真空成形システム

.HIC用チッブプレーサ

.気中開閉器における新遮断技術

.正極性,しレスアーク溶接機

.レーザ乎術における白動制御安全システム

.研究所サイバネーシ"ンシステム

.立て形電動機の制振技術

.有限要素法によるホーンスピーカーの音放射解析技術

.音声分析技術

.高圧ナトリウムランプの放射解析

.テープデッキ用蔀形DD Eータ

菱電機技報
V01.56
NO.1

J~^ 1/

「技術の進歩特集」目次

( 6 ) 四国電力(株)本川揚水発電所納め高圧同期サイリスタ始動装置

四国電力(株)分水系各発電所納め水系制御用機能分散形システム

中小水力発電機器の標準化

2.2 送変電 (22)

.UHV試験所(UHVL)

.変圧器

U1Ⅳ絶緑技術の開発

ベネズエラグリ発電所向け単相 268.5MVA 80okV昇圧変圧器

韓国電気試験所(KETRD 納め 1,00OMVA短絡試験用変圧器

ブラジル(CEMIG)向け 525/V吾kV分路りアクトル

如MVA蒸発冷却式ガス絶縁変圧器

SF6 ガス絶緑変圧器

.開閉奘置

300/2如kv,50/如RA 1点切タソク形ガス遮断器シリーズの

完成

関西電力(株)高浜発電所納め5501Ⅳガス絶緑朋閉設備

関西電力(株)多奈川変電所納め30okVガス絶縁母線

SF0 ガス遮断器国内第1号機の 15年問10,000 回操作運転実績

高電圧機器ヘの大形注型絶緑物の適用

静止形調相設備(SVC)用サイリスタモジュール

.系統制御・保護

ディジタル形脱調分雛装置

東京電力(株)納め千葉給電所自動給電システム

FM電流差動キャリアyレー装置

光ファイパ利用雷波形観測システム

2.3 配電 (27)

サウジ電力庁納め 33kv GCB 2段積み閉鎖配電盤

6/3kV汎用真空遮断器(VF-A形)

低圧大容量限流一選択遮断システム

3,産業用システム機器 (29)

3.1 産業プラント用電機品 (29)

.ホットストy ツブミノレ用電機品

.高圧大容量サイリスタレオナード

.鉄鋼プロセスライン用電機品

.冷問圧延機用電機品

.製銑製鋼プラソト用電機品

.スラブ精整ライン制御用計算機システム

.セメソトプラソト電機品

.アンローグ用電機品

.禦紙機械用電機品

.長距離=ンベヤ制御システム

.アノレミサッシ皮膜1川御管理システム

.食品サイロの新制御システム

.工場内設備集中管理システム

.最近の交流電動機

.高圧サイリスタモータ

.鉄鋼プラント用分散形高速DDC システム

3.2 計測・制御 (35)

.クロプシャー制御用熱延鋼板形状認識装置

2.電力・工才、ルギー (16)

2.1 発電 (17)

.原子力発電プラソト

軽水炉

高速増殖炉

核融合奘置

関西電ブJ(株)美浜発電所3号機向けCRT表示システム

改良型原子炉保護システム(A入CAP80保護系)

原子力発電所向け高信頼性超大形誘導電動機

原子力発電所用耐震形メタルクラソド開閉装置

大口径スペクトロメータ用超電導電磁石 6超電導弁慶)

高エネノレギー物理学研究所納めパノしス超電導エネノレギー貯蔵装置

MARKvn MHD発電機用電磁石

.火力発電プラント

火力発電プラントタービン発電機

韓国電気試験所(KETRD 納め 180MVA短絡発電機

韓国電気試験所(KETRD納め大電力/超高圧試験設備 180MVA

短絡発電機駆動用4,000/2,oookW 4極巻線形誘導電動機

火力発電所の自動化推進

既設高圧開閉装置の更新用ガス遮断器の開発

.水力発電プラソト

四国電力(株)本川発電所向け高速大容量発電電動機

119
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.冷延鋼板の形状測定と制御

.自動車用オートマチ"クトラソスアクスル自動試験装置

.パターン計測技術の実用化拡大

.総合計装制御システム《MACTUS》の新フ丁ミリ

.酸化エチレソプラントモニタシステム

.オーストラリアNEWCASTLEGAS納め集中監視制御システム

.新プラソト=ソトローラ《入正LPLAC》

.ディジタル式超音波探傷装置 FD-7000形

.工業プラソト用超音波流量計

.電磁超音波応用計測装置

.オートクyーソリフ夕付水質計器

(39)3.3 工業用電子計算機

.プログラミγグワークステーショソシステム

.《MELCOM 350-50/A2100》大容量ディスクォペレーティソグ

システム(TSOS-J)

.データベースエディタ(簡易形DBMS)

.カラーグラフ芥ツクプリソタ

.イソテリジェソトシステムコソソーノレ

.計装制御用エソジニアコソソール

3.4 生産機器 (41)

.電子ぜーム溶接機用溶接線検出装置

.アーク溶接ロボット

.SD励起方式C02 レーザ

.土作機械用ACスピソドルモータシステム

.ワイヤ自動供給装置付ワイヤカット放電加工機

3.5 環境保全設備 (42)

.排水機場の監視制御システム

.計算機による浄水場薬品注入制御法

.三菱オゾン生物付芦防止装置

.凍結融解式浄化槽汚泥処理設備

4.汎用電機品 (44)

4.1 制御機器 (44)

.シーケンサ《MELSEC-K シリーズ》用周辺装置

.RAM/ROM メモリ共用形ワソボードシーケンサ

.三菱汎用インバータ《F旺QROL-E》

.インバータ式タソクレス給水システム

.直流モートルによる巻取用張力制御装置

.三菱P波センサ式地震感知システム

4.2 配電機器 (46)

.電子式ノーヒューズ遮断器 NFE225-S形

.三菱電子式モータブレーカ MBEシリーズ及びモータ保護兼用漏

電遮断器MNE シyーズ

.ご種耐熱形ノーヒューズ遮断器

.三菱クォーツタイムスィッチ TSQ-1DKP 形

.三菱デマソド監視装置 HKE-SV形

.電力線利用信号伝送装置

.盤用電子式精密電力量計

.新形輸出向けWHM

.ヒューズ付ⅡkVエポキシレジンモールド計器用変圧器

.低圧回路用計器用変圧器PEシyーズ

.配電用酸化亜鉛形避雷器《MOA》

.フ.2/3.6kV ヒューズ付負荷開閉器 SCL/SCI'形(形番S)
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4.3 電動機応用 (5の

.ポソプ・ファン専用極数変換モートル

.M3形深井戸水中モートル

.大容量クーラントポンプ"高揚程シリーズ"

.無接点制御ホイスト THY-A シリーズ

.事務機用マイクロ電磁クラッチュニット

.電子問止めミシン PLK-109形

.ブロワ付クラッチモートル

.2重絶縁可変速振弱Jドyル

5.通信・伝送と字宙機器 (53)

5.1 無線/無線応用機器 (53)

.スウェーデン向け新形ページングレシーバー

.自動車電話用UHF帯小形分波器

.2GH.PCM多方向多重通信装置

.移動用3次元レーダ装置

.へりコプター搭載捜索レーグ

.近畿地方建設局納めレーグ雨量計システム

.4,5,6GH.帯共用オフセットアγテナ

.小形・高性能9GH.帯4段FET増幅器

5,2 光ファイバ伝送機器 (56)

.光ファイバ情報伝送奘置

.光フ丁イバ伝送用部品

.シングノレモードファイノぐ用半導体レーザモジューノレ

.群分波方式光分波モジュール(6波)

5.3 伝送機器・・・ (57)

@三菱広域監視制御システム《MELFLEX シリーズⅡ》

.熊本県納め免田川地区土地改良事業清願寺ダム管理システム

.愛知県企業庁納め尾張水道事務所テレメータ装置

.愛知県納め防災テレメータ装置

.福岡市水道局納め配水調整システム

5.4 字宙機器 (6の

.技術試験衛星Ⅳ型(ETS-1V)の打上げ及び運用

.軌道上における通信衛星/通信系の管理及び運用

.衛星搭載ヤイクロ波りモートセンサの開発

.国内衛星通信用30/20GH.帯小形地球局

.イソテルサット V号用地球局の交さ偏波補償装置

.テレビ放送衛星搭載用アンテナ

.SCPC PCM/PSK端局装置

.雑音温度135K ⅡGH.帯低雑音FET増幅器

命宇宙開発事業団納め高空燃焼試験設備

5.5 電子応用機器 (63)

.PCM録音再生機用周辺機器

.PCM録音再生機用フェライトヘッド

.電力管

6.情報処理とオフィスシステム (64)

6.1 電子計算機と周辺端末 (65)

.汎用コソピュータ《MELCOM-COSM0 シリーズ》モデノレ800

Ⅲ.80OS

.スーパミニゴソピニータ《MELCOM 70 シリーズ》モデノレ60 の

性能強化・機能拡張

.2Mパイトバブルメモy装置

.三菱ミニフレキシブルディスク(5インチ FDD)
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.二菱5インチ超小形固定ディスク装置

.M4150-0I MICR ワークステーショソ

.発券プリンタ装置 M2243-A

.漢字プリンタシステム

6・ 2 0A機器/システム (67)

.オフィスコンピュータ《MELCOM 80》 OFFICE LAND

.情報処理とオフィスシステム(画像オフィスゴンピュータ)

.石巻市役所における漢字処理を遵入した窓ロオンライソ即時処
王里システム

.三菱日本語ワードプロセ*サ(M851の

.カナ漢字変換技術

.フ丁クシミリ FA880

.三菱POS システム《MELPOS 300の

6'3 電子計算機応用システム (71)

.国立極地研究所向け昭和基地設置データ観測システム

.東京大学教育用計算機セソター《MELCOM-COSM0900Ⅱ》シ
ステム

.複合ネットワーク端末システム RBS700

.《八正LCOM》新凪SS システムの事例

.計量経済モデノレ作成及び予測システム(ECOMF一Ⅱ)

.工業技術院向け異機種チャネル結合構内ネットワークシステム

.運輪省航空局新東京国際空港向け夕ーミナルレーダ情報処理シス

テム(ARTS)

.国際電信電話(株)研究所向け国際データ通信用プロト=ル変換装
置の完成

.金融機関におけるデータエントリシステム

.電算写植システム(印刷,出版分野向け日本語情報システム)

.新日本航空整備(株)における生産管理システム

.日本観光サーぜス(株)における会員管理トータノレシステム(スー
パオフコンの活用事価D

.菱電サービス(株)における《MELCOM》昇.1降機メンテナンスサ
ービスシステム

.麒麟麦酒(株)における分散処理形販売管理システム

.某社における M2350分散処理システム

.三菱電機(株)社内情報ネットワークの推進

6.4 画像情報機器 (8の

.《MELOOK 8》

.カラー静止画伝送装置

.電子カラービジョンシステム《オーロラビジョン》

フ.集積回路と半導体棄子 (82)

フ.1 集積回路 (83)

.樹脂封止 64K Eツトグィナミック RAM

.高速 16K ぜツトスタティック MOS RAM

.64K ビット紫外線消去形EPROM

.C MOS ゲートアレー

.64K ビットグィナミック RAM実装評価システム

.ディジタル選局用2モジュラス分周用IC

.カメラ用オートフォーカス 1C

.FSK モデム用 LSI

.省電力形白黒ポータブルTV用IC

.ボノレテージシンセサイザ用C MOS LSI

.ドゞトマトリクス LCD 表示腕時計用LSI

.音声合成LS1用音声分析処理と音声ライブラリ

(86)フ.2 マイクロプロセッサ

.C MOS 4 ビットワンチソプマイコン N158497-X X XP

.マイクロコンピュータ開発支援ソフトウェア

フ'3 半導体棄子 (87)

.半導体圧力検出装置

.大容量,高耐圧トラソジスタモジュール

.モールド形トライアックシyーズの拡大

.850MHZ,30W高周波高出カトランジスタ

.内部整合高出力GaASFET

8.建築関連設備 (89)

(89)8,1 エレベーター.エスカレーター

.省エネノレギー形=菱全ソリッドステートエレベーター

.規格形エレベーター《エレペットアドバンス》の新制御装置

.メキシ=「pEMEX本社」ピノレ納入ダブルデッキエレベーター

.乗用油圧エレベーター据付工法の開発

.高揚程モジュラーエスカレーター

8.2 冷凍・空調機器 四1)

.大形空調機用口ータリ圧縮機

.3マイコソ3セープ3タイプ.パッケージエア=ン《ミスタース

y ム》

.マイコン制御水冷式パッケージエアコン PW-E形

.小形冷凍冷蔵クーリングユニ"ト

.クーリソグユニット節電ゴソトローラ

.輸出用スプリット形パッケージエアコン PE形

.ランキンサイクルエンジン駆動冷凍機を用込た小規模建物向け太

陽冷暖房・給湯システム

.カセット形フ丁ンコイノレユニット

(94)8.3 照明

.照明の集中制御システム

.新光色蛍光ランプ《ルミクリスタル》

.演色性改善形商圧ナトリウムランブ"ハイル*クス HDL"製品

化及び"ハイノレックス DL"機種充実

.高効率低始動電圧形メタルハライドランプ《マルチスターL》

.高効率ダウソライト

.電子スタート形《ノレミクィック》工事用蛍光灯器具

.蛍光灯用安定器の省電力化

四7)9.交通

9.1 電気鉄道 (98)

.磁気浮上式鉄道

.新交通システム

.日本国有鉄道納め電車用電機乱,

.新幹線電車用減速度管理装置

.海外鉄道車両用電機品

.車両用主電動機

.省エネルギー電気車制御装置

.車両用DA空調システム

.車両メーカー納め新幹線電車総合試験装羅

.蓄電池式直流き電電圧補償装置

.電鉄変電所用変圧器

.電鉄変電所用デージタル保護継電装置

.阪神電気鉄道(株)納め変電所集中管理システム
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.東北・上越新幹線用変電所連動システム

.地下鉄空調換気制御システム.定期券発行機《MELPAS-N》

(103)9.2 船舶

.新系列CFC・D形船用交流発電機

.中問軸式軸発電システム

.船用内圧防爆形竃動機

働りグ昇降用新形電動機

.省エネルギーのための発電機制御装置

.船用大形データロガー

.発電機保護用ABE-C形気中遮断器

9.3 自動車

.80 シリーズオノレタネータ

.ECCS用クラソク角センサ内蔵配電器

.ノ"クコントローノレ装置

.2重配電IC化無接点式配電器

.パノレブアクチュエータ

.二輪車用点火・充電装置

.電子方位計

.サウソドエフェクタ(自動車車室内音場改善装置)

.マイクロコンピュータ制御の電子チューナー付力ーステレオ

.三菱グィヤトーンカーコンポーネントステレオ《オノレフェス》

.SA形力ーエアコン用圧縮機

9.4 航空

.ボーイングフ67用パルブ

10.家電関連機器

10.1 音響・映像機器

飛沢新治・上田守・的

@《グィヤトーンスピーカー》システム

.3ディメンジョソステレオカセットコンポ

.FM/AM ステレオラジオカセットブレーヤー

.カラーテレピ

.ピデオカセットレコーダー

.高忠実色ハイコソトラスト新形カラーブラウン管

10.2 家庭用機器

.セソサオーブソレンジ RO-5700形

.コーヒーメーカー《ピュアカフェ》

働電子ジャー炊飯器《火かげんかまどっ子》

.電気クッキングヒーター

.2段調理オーブソトースター

.ミキサー.ジニースミキサー《ニューフルーツシャワー》

.高SEER形新冷凍サイクルとその冷蔵庫ヘの適用

.石油ガス化フ丁ンヒーター

.スペース用ファン《天壁》

.電気掃除機 TC-800 形

.シェーバー《スパーブⅡ》

10.3 住宅設備機器

.ルームエアコソ"ドライタイプ"湿度セソサ付き

.冷媒加梨北ートポソプエアコソ

.縦形スリム《クリーンヒー・ター》

.太陽熱利用冷暖房給湯システム

.湯温切換え・標準形深夜電力利用温水器

.壁掛式石油ガス化暁問湯沸器

.家庭用水中ポンプ

(105)
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最近の三菱照明施設例

1.救世熱海(MOA)美術館

エスカレーター通路(静岡県)

熱海市伊豆山中腹に建設された「救世熱海(MOA)美術館」ヘ通じるト

ンネルは延長220mあり,内部には階段両但11に当ネ土のモジユラーエスカ

レーターがあるトンネル内部及ぴ中問の大ホールは,コンヒユータ

制御による音楽に同期した明るさ・色・θ央像の変化を楽しみなから美

術鑑賞かできる優雅なフロムナードになっており,最新の照明・θ央像

及ひ音響技術を結集しナ_ものてある写真は音楽にのせてドーム形天

井に描いた光と色のハターンの一例である

.^^.^^

^

4.浜松市庁舎(静岡県)

浜松市では,事務処理の合理化や市民ヘのサービスを図るため新庁舎

を建設した写真は基準階(1 階~ 6 階までの窓口のある務室)で,

照明は空調ダクトと照明器具を一体にして,大はりの問に小はりのよ

うな形状にまとめて配置した照明器具はFLR40SW X 乞灯下面開放

形で,器具の中央と反射キ反に空調吹出用及び吸込用スリットをそれぞ

れ設けている効率のよい照明とともに,グレアゾーンに入る光を大

はりがカットして,まぶしさの少ない執務環境をつくりあげている

照度は500~650IX

.^"

2.九州国際テニスクラブ(福岡県)

ファッショナブルなスポーツとして人気の高いテニスは,愛好者の増

カロに伴ない,各地てコートの整備拡充が進められている。写真のクラ

ブは屋外18面,屋内 3面のコートがあり,多数の会員がプレーを楽し

んている照明は屋内外とも高効率で演色性のよいメタルハライドラ

ンフマルチスターを使用して省エネを図つている写は屋内コ

トて,反射かさに 100OW ランプ言十48台で照明し,3 面のコートのう

ち中央の一面は,公式試合も行えるように1200IXの照度にしている

^

6.脱伊勢丹浦和店(埼玉県)

国電浦和駅前に開店したデパートで,形状は新宿本店とほぽ同形の

FLR40SW X 4 灯(2階以上は 3 灯用)大形鏡面ルーバー付きで,

売場のレイアウトに合わせて商品がより美しく照明されるように配

しているまた大形ルーバーを使用しているのでまぷしさが少なく ,

高級品売場の落ちついた雰囲気をつくりあげている。器具には半導体

安定器を使用し,一般形安定器に比ペて約15%(当ネ士比)の省電力と,

器具の軽イヒ.及び医董音,ちらつきをなくしたなどのメリットがあけ

られる照度は700~ 12001×。

^
^

^

',
、曳"

3.東急ストアつくし野店(東京都)

二の店舗は,照明その他の電気設備の電力使用の合理化を図った本格

的省工才、設備を完備している写真は 1階食料品売場で,照明はシス

テム天井用器具(FLR40SWX 3灯下面開放形)を使用した。この

照明は営業中又は開店前,閉店後など,各時問帯によって適切な照度

になるように,ランフの段調光及び各ランプの点滅によって 6段階の

明るさに調節てきるようにしている。その調節は当ネ士の省エネコント

ローラ MELTIC-500 を使用し,冷凍ショーケースや空調を含め自

動的な週問スケジュール制御が行われている。照度は100%点灯の場合,

床上 l m の水平面て、1400~ 15001×。

ず

^
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5.王子製紙繍苫小牧工場(北海道)

最新鋭,新聞用紙製造機のある工場の省エネ照明てある照明のポイ

ントのーつに高効率光源のイ吏用かあるが,この工場では効率でしか

も演色性改善形高圧ナトリウムランフハイルックス・DL を使用し

ナ_このランプは従来の水銀ランプの約 2倍(当ネ士比)の高効率と,

平均演色評価数Ra=53,色温度2150Kの暖か味のある光色で,よい作

業環境をつくるのに適しているので,省エネ光源として工場,体育館,

広場照明などに多数の納入実,をもっている。

可

^^^^

^
ー=^

.^゛^.ケー^

^

'

.

__ー^

.^^,.^^

、
厶

^^'

^゛^
^^
ー,'ニ:,

^

叉

一
、

テ
.
一

、

'
1全

,
"

一
、


